
■ 『北海道文学大事典』ご利用の皆さまへ――ネット上での公開にあたって ■

【はじめに】

『北海道文学大事典』（編集・北海道文学館／発行・北海道新聞社）が 1985（昭和 60）
年に刊行されてから四半世紀以上が過ぎました。多くの皆さまにご利用いただいてきたこ

の『大事典』も、今日では入手が難しくなった事情から、ここ数年来その内容をインター

ネット上で公開してほしいという声が当文学館にしばしば寄せられてきました。

そこで、これらのご要望におこたえするために当文学館では、このたび「人名編」につ

いて先行的に北海道立文学館のホームページ上で公開することにいたしました。北海道の

文学にいっそう親しんでいただくために、どうかお役立てください。

原則的には『大事典』刊行当初の姿にとどめました。したがって、訂正を加えるべき箇

所も若干は残っていますが、調査可能な範囲で修正をほどこしました。なお、今後も調査

を継続し、より精確な情報をご提供するつもりです。

【ネット版『北海道文学大事典』編集上の留意点】（順不同）

＊ この『大事典』の当該ホームページ上における公開は、公益財団北海道文学館が、自ら

の責任において公開するものです。

＊ この『大事典』は既に絶版になっているものです。また、北海道新聞社の出版権も消

滅しています。

＊ ここに搭載された個々の記事は刊行時に原稿買い取りの方式で集められ、個々の執筆

者には、北海道文学館から稿料が支払われています。

＊ 今回の公開は『大事典』の「人名編」にとどめ、「雑誌編」「事項編」については、

調査・訂正などの作業を進める過程で順次アップしていきます。また、『大事典』の冒

頭に収められていた、写真（グラビア）ページは割愛しました。

＊ 公開に際しては、『大事典』初版に僅かながら認められた誤字・脱字、また誤記につ

いて、可能な範囲で修正をほどこしました。

＊ 一部の記事中には、人名漢字などの用字（正字体や旧字体）について、コンピュータ

処理のうえで画面への反映が困難な例があります。カッコ内に「偏」や「つくり」を掲

げて判断していただけるように努めましたが、刊行時のままとした例もあります。

＊ 『大事典』刊行後の物故者は多数にのぼりますが、今回の「人名編」の公開に際して

没年月日が判明した人物については、見出し語（人名）を赤いラインで囲み、「人名編」 記事

の最後に一覧表を掲げました。なお、相当数の没年月日不明の人物が残っています が、

調査を継続し、新たに判明した情報を追加していく予定です。

＊ この『大事典』の記事内容は、コンピュータのディスプレイ上でのみ読み得る形式を

採用しています。画面上の記事はプリントアウトできませんので、ご留意ください。

【お 願 い】

物故者の没年月日など、新たな内容訂正を可能とする情報をお持ちの方は、当文学館ま

でメール等でご一報ください。 ※e-mail:bungaku@h-bungaku.or.jp

（2012年4月3日）
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昭
和
四
十
二
年
(
一
九
六
七
)
四
月
二
十
三
日
に
〈
北
海
道
文
学
館
〉
が
発
足
し
て
か
ら
、
二
十
年
近
い
歳
月
が
た
ち
ま
し

た
。
前
年
秋
に
北
海
道
の
文
学
者
が
総
力
を
結
集
し
て
開
催
し
た
〈
北
海
道
文
学
展
〉
の
画
期
的
な
成
功
が
も
た
ら
し
た
も
の

で
す
。以

来
、
各
種
の
文
学
展
・
文
芸
講
座
・
文
学
散
歩
・
図
書
の
刊
行
な
ど
多
く
の
事
業
を
重
ね
な
が
ら
北
海
道
文
学
に
関
わ
る

諸
資
料
の
収
集
・
保
存
・
活
用
に
つ
と
め
、
現
在
九
万
点
を
所
蔵
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
満
度
の
状
態
に
は
道
遠
し
で
す

が
、
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
一
堂
に
収
納
し
て
い
る
機
関
は
北
海
道
広
し
と
い
え
ど
も
私
ど
も
の
文
学
館
以
外
に
は
見
当
た
ら
な

い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
・
閲
覧
室
・
収
蔵
庫
・
事
務
室
を
置
く
札
幌
市
資
料
館
を
本
拠
に
北
海
道
文
学
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て

ゆ
く
所
存
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
北
海
道
新
聞
社
の
ご
助
力
を
得
て
念
願
の
事
業
で
あ
る
「
北
海
道
文
学
大
事
典
」
を
編
集
・
刊

行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
み
て
、
府
県
単
位
に
よ
る
総
合
的
な
文
学
事
典
と
し
て
は
お
そ
ら
く
最
初
の
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
ひ
と
え
に
館
が
牛
歩
の
う
ち
に
も
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

項
目
は
、
人
名
編
が
二
二
八
三
、
雑
誌
編
が
七
一
八
、
事
項
編
が
二
二
八
、
し
め
て
コ
二
三
九
項
目
の
多
き
を
数
え
ま
す
。
ご

執
筆
く
だ
さ
っ
た
三
四

O
人
の
方
に
心
か
ら
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
も
の
で
す
が
、
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆
・
児
童
文
学

・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
と
、
文
学
全
ジ
ャ
ン
ル
を
包
含
し
た
こ
の
総
量
は
、
現
在
の
館
が
で
き
う
る
最
良
の
事
典
で
あ
る

と
い
っ
て
も
言
い
す
、
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
新
聞
社
の
深
い
ご
理
解
を
得
て
刊
行
さ
れ
る
こ
の
事
典
が
、
お
お
い
に
活
用
さ
れ
、
北
海
道
の
文
化
・
文
学
の
向
上

に
限
り
な
く
役
立
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
す
。
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雄

高

橋

愁

高

橋

富

子

高

橋

信

子

高

橋

秀

郎

高

橋

正

彰

高

橋

和

光

高

原

与

祢

高

山

亮

二

武

井

静

夫

竹
岡
和
田
男

武

田

隆

子

竹
田
て
つ
を

只
木
か
ほ
る

田

中

章

彦

旧

中

和

夫

棚

川

音

一

谷

川

文

利

谷

口

広

志

谷

崎

真

澄

玉

井

裕

志

玉

川

薫

田

村

圭

司

田

村

哲

三

千

葉

宣

一

千

葉

益

也

辻

星

行

辻

脇

系

一

津

田

這

子

続

橋

利

雄

堤

寛

治

坪
川
美
智
子

坪

谷

京

子

寺

師

治

人

4 

図
写
真
撮
影
・
写
真
協
力

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室

市
立
小
樽
文
学
館

藤

井

治

北
海
道
新
聞
社
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典
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凡

例

園
北
海
道
文
学
に
か
か
わ
る
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆
・
児
童

文
学
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
ほ
か
一
部
関
連
ジ
ャ
ン
ル

も
含
め
て
構
成
し
た
。

固
人
名
・
雑
誌
・
事
項
の
三
部
で
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
音
順

に
配
列
し
た
が
、
収
録
項
目
は
三
一
三
九
(
人
名
二
二
八
三
、

雑
誌
七
一
八
、
事
項
一
三
八
)
で
あ
り
、
執
筆
者
数
は
三
四

O

人
で
あ
る
。

図
項
目
の
配
列
は
、
ひ
ら
が
な
、
か
た
か
な
、
漢
字
を
問
わ
、
ず
表

音
に
よ
る
五
十
音
順
と
し
、
濁
音
、
半
濁
音
を
無
視
し
た
。
音

引
き
は
音
順
に
入
れ
て
い
な
い
。

図
項
目
の
記
述
は
、
原
則
と
し
て
昭
和

ω
(
一
九
八
四
)
年
ロ
月

現
在
を
基
準
と
し
た
。

図
ア
ン
ソ
ロ
ジ

l
類
は
雑
誌
の
部
に
入
れ
た
。

図
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
と
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
、
引
用
は

原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
署
名
原
稿
な
の
で
若
干
の
不
統
一
も

止
む
を
得
な
い
。

固
執
筆
者
の
記
述
に
し
た
が
っ
た
が
、
事
典
の
性
質
か
ら
最
小
限

の
記
述
の
統
一
を
は
か
っ
た
。

園
北
海
道
を
対
象
と
す
る
地
域
の
文
学
事
典
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ス
ペ
ー
ス
は
北
海
道
事
項
を
軸
に
配
分
し
た
口
た
と
え
ば
夏
目

激
石
の
項
で
あ
っ
て
も
少
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
い
る
。

園
生
、
没
年
は
「
明
必

-m
・
1
1大
M
・
2
・
日

(
5
5
l
z

N
印
)
」
と
し
、
生
存
中
は
「
明
日
切
・
日
・

1
1
(
5
5
1
)
」
と
し

た。

内
凶
ジ
ャ
ン
ル
は
〔

っ
た
。

〕
で
囲
み
、
二
つ
以
上
あ
る
と
き
は
点
で
区
切

園
出
生
地
は
、
道
外
の
場
合
原
則
と
し
て
「

O
O県
生
ま
れ
」
と

し
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
は
都
府
を
省
い
た
。
道
内
は
「

O
O

市
生
ま
れ
L

ま
た
は
「

O
O
(支
庁
)
管
内

O
O町
生
ま
れ
」
と

し
た
。
現
在
地
名
を
使
用
し
て
い
る
。

内
凶
本
名
の
姓
が
同
じ
場
合
は
省
略
し
、
名
前
、
だ
け
に
し
た
。
本
名

と
姓
名
の
聞
に
句
読
点
は
付
け
て
い
な
い
。

内
凶
年
号
は
初
出
の
み
「
明
治

5
年
」
な
ど
と
入
れ
、
次
の
同
年
号

は
「
お
年
」
と
し
、
年
号
は
省
略
し
た
。
た
だ
し
、
年
号
が
戻

っ
た
り
文
章
が
長
い
時
に
は
年
号
を
繰
り
返
す
こ
と
も
あ
る
。

固
文
中
の
雑
誌
名
は
「
」
で
く
く
っ
た
。
結
社
名
は
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
が
原
則
と
し
て
「

L

で
く
く
り
、
結
社
名
に
賞
が
付
く

と
き
は
「
」
を
は
ず
し
た
。

図
作
品
名
の
あ
と
に
付
く
出
版
年
月
、
出
版
社
名
は
(
昭
お
、
北

海
道
新
聞
社
)
の
よ
う
に
表
示
し
(
)
内
に
出
て
く
る
数
字

(
5
巻
)
な
ど
も
算
用
数
字
を
用
い
た
。

園
出
身
学
校
名
は
、
一
般
的
に
わ
か
る
場
合
は
フ
ル
、
不
l
ム
(
北

大
H
H
北
海
道
大
学
)
と
し
、
微
妙
な
も
の
は
原
稿
ど
む
り
無
理

に
統
一
し
な
か
っ
た
。
旧
制
、
庁
立
、
道
立
、
国
立
な
ど
は
、

あ
っ
た
ほ
う
が
よ
く
わ
か
る
場
合
の
み
使
用
し
た
。
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まえかわた

ま

前
川
正
性
社
ゎ
大
9
・
6
・

m
l昭
m

・
5

・
2
(
5
8
1
5
E
)
〔
短
歌
〕
旭
川
市

生
ま
れ
。
昭
和
幻
年
北
海
道
大
学
医
学
部
学
生

当
時
「
羊
蹄
」
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
入
会
。
樋
口
賢

冶
に
啓
発
さ
れ
る
。

M
年
佐
野
孝
雄
ら
と
寸
旭

川
ア
ラ
ラ
ギ
月
報
し
を
発
行
。
気
鋭
の
歌
人
を

擁
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
編
集
を
続
け
た
が
、
肺
疾

患
の
た
め
夫
折
し
た
。
「
前
川
正
歌
集
」
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
ら
し
い
誠
実
な
人
生
態
度
の
証
で

あ
る
。
の
ち
に
作
家
と
な
っ
た
コ
一
浦
綾
子
は
前

川
の
す
す
め
に
よ
り
作
歌
を
始
め
、
そ
の
指
導

を

受

け

た

。

(

小

国

孝

徳

)

前
川
康
男
竹
村
吟
大
叩
・
ロ
・
お

1
(
S

N
H
t
F
)
[
児
童
文
学
〕
東
京
生
ま
れ
。
札
幌
と

東
京
を
往
復
し
な
が
ら
成
長
す
る
。
早
稲
田
大

学
独
文
科
卒
。
早
大
童
話
会
で
は
、
坪
田
譲
治

の
指
導
を
受
け
た
。
学
徒
出
陣
で
北
京
、
南

京
、
上
海
を
転
々
と
し
、
昭
和
幻
年
6
月
ま
で

上
海
で
抑
留
生
活
。
札
幌
に
復
員
。
人
形
劇
を

持
っ
て
道
内
を
歩
く
。
担
年
に
上
京
、
新
潮
社

で
週
刊
誌
の
編
集
を
し
た
。
文
学
的
に
は
「
原

始
林
あ
ら
し
」
「
川
将
軍
」
で
児
童
文
学
者
協

まきののり(人名編)

風
、
あ
る
い
は
自
由
律
短
歌
に
も
移
行
し
た
時

期
が
あ
り
、
感
覚
的
で
常
に
内
部
革
新
を
心
が

け
た
。
昭
和
5
年
来
道
。
歌
集
は
「
収
穫
」

「
陰
影
」
「
生
く
る
日
に
」
「
水
源
地
帯
」
等
。

(
村
井
宏
)

前
田
楽
山
投
開
ん
明
ぉ
・

5
・
日

1
昭
防

・
ロ
・
お

(sootム
混
同
)
[
短
歌
〕
山
形
県

生
ま
れ
。
本
名
勝
也
。
昭
和
6
年
国
学
院
大
学

神
学
部
卒
。
在
学
中
に
折
口
信
夫
、
金
子
薫
圏

両
教
授
の
指
導
を
受
け
て
い
た
が
、
本
格
的
に

作
歌
を
始
め
た
の
は
昭
和
回
年
2
月
、
伝
統
の

興
風
会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら
。
生
活
の

中
で
の
感
動
を
素
朴
に
生
地
の
ま
ま
に
表
現
す

る
こ
と
を
信
条
と
し
た
。
北
海
道
神
宮
宮
司
。

(
永
平
利
夫
)

前
野
聖
子
立
∞
大
同
・

3
-
U
1
2
S

。t
F
)
[
俳
句
〕
秋
田
県
生
ま
れ
。
私
立
高
等
女

学
校
卒
。
食
料
品
の
自
営
業
を
営
む
。
昭
和
犯

年
土
岐
錬
太
郎
を
知
り
「
ア
カ
シ
ヤ
」
に
入
会

す
る
。
川
崎
年
同
木
理
集
(
無
鑑
査
)
同
人
。
ア

カ
シ
ヤ
俳
句
会
寿
都
支
部
長
。
俳
人
協
会
員
。

(
岡
津
康
司
)

真

壁

仁

成

ベ

明

ω
・
3

・
日

1
昭
印

・
1
・
日

(
E
S
-
-ゆ
∞
串
)
(
詩
〕
山
形
市
生

ま
れ
。
本
名
仁
兵
衛
。
大
正
U
年
「
時
打
情
詩
」

に
作
品
を
推
薦
さ
れ
、
猪
狩
満
直
、
更
科
源
蔵

ら
と
親
交
を
結
び
、
「
港
街
」
「
至
上
律
」
に
作

品
を
発
表
、
次
い
で
「
北
緯
五
十
度
」
に
加
わ

り
、
詩
華
集
「
北
緯
五
十
度
詩
集
」
に
「
麓
の

会
の
新
人
賞
を
受
賞
、
お
年
「
び
わ
の
実
学

校
」
に
長
編
「
ヤ
ン
」
を
連
載
、
二
ぼ
く
は
ぼ

く
ら
し
く
」
(
三
十
書
一
房
)
が
処
女
出
版
。
位

年
実
業
之
日
本
社
か
ら
「
ヤ
ン
」
を
出
版
。
サ

ン
ケ
イ
児
童
出
版
文
化
賞
、
児
童
福
祉
文
化
奨

励
賞
受
賞
。
品
年
長
編
「
魔
神
の
海
L

が
講
談

社
か
ら
出
て
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会
賞
を
受

賞
。
こ
れ
で
確
固
た
る
地
位
を
確
立
し
た
。
最

近
は
や
さ
し
く
意
外
性
の
あ
る
語
り
口
調
の
作

風
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
(
笠
原
肇
)

前

回

含

水

没

F

明
お
・
ロ
・

1
1昭
M

・
6
・
叩

(
s
o
o
t
-
2
5
[俳
句
〕
奈
良
県

生
ま
れ
。
本
名
要
。
昭
和
7
年
よ
り
句
作
。
戦

前
「
南
桐
L

「
プ
リ
ズ
ム
」
同
人
。
戦
後
は

「
雪
国
一
」
「
葦
牙
」
で
活
躍
し
た
が
、
旭
川
市

で
病
没
。
昭
和
同
年
刊
の
遺
句
集
「
青
嵐
」
は

成
人
し
た
三
一
人
の
子
女
が
編
ん
だ
も
の
。

(
園
田
夢
蒼
花
)

前
田
河
広
一
郎
設
度
肝
う
明
引
・
日
・
目

。
昭
幻
・
ロ
・

4
(
-
∞∞∞
I

H

S

叶
)
[
小
説
〕

仙
台
市
生
ま
れ
。
徳
冨
置
花
に
私
淑
、
そ
の
後

援
で
渡
米
、
二
二
年
間
労
務
者
や
編
集
者
を
し

、
な
が
ら
英
文
で
小
説
を
発
表
。
帰
国
後
「
三
等

船
客
L

(

大
口
、
自
然
社
)
で
登
場
し
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
に
異
彩
を
放
っ
た
。
評
論
集

「
十
年
間
」
、
評
伝
「
瞳
花
伝
L

、
長
編
「
火

田
し
な
ど
。
「
セ
ム
ガ
L

(

昭
5
、
日
本
評
論

社
)
収
録
の
標
題
作
は
北
洋
漁
業
を
素
材
と
す

る

。

(

小

笠

原

克

)

詩
」
を
発
表
、
農
民
詩
人
と
し
て
活
躍
。
農
民

運
動
に
参
加
し
、
生
活
綴
方
運
動
に
関
連
し
て

検
挙
さ
れ
る
。
昭
和
U
年
以
来
数
度
に
わ
た
り

道
内
を
旅
し
、
北
梅
道
紹
介
の
文
を
残
す
。
郷

里
蔵
王
山
麓
に
あ
る
「
峠
」
の
詩
碑
は
美
幌
峠

で
の
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
詩
集
は

「
街
の
百
姓
」
「
青
猫
の
歌
」
(
青
磁
社
)
、
「
日

本
の
湿
っ
た
風
土
に
つ
い
て
」
(
昭
森
社
)
、

「
冬
の
鹿
L

(

潮
流
社
)
、
「
真
壁
仁
詩
集
L

(

土

曜
美
術
社
)
、
ほ
か
に
「
黒
川
能
L

(

昭
お
)
、

「
人
間
茂
吉
」
(
昭
必
)
、
「
野
の
文
化
論
」
全

五
巻
(
昭
回
)
、
「
野
の
自
叙
伝
」
(
昭
印
)
。
そ

の
他
著
書
三

O
余
冊
あ
り
。
法
政
大
学
出
版
部

刊
の
「
み
ち
の
く
山
河
行
し
は
毎
日
出
版
文
化

賞

を

受

賞

し

た

。

(

更

科

源

蔵

)

牧

章

子

は

?

と

大

U
・
2
・
5
1
(
S

N
ω
1
)
[
短
歌
〕
空
知
管
内
浦
臼
町
生
ま
れ
。

本
名
宮
之
内
秀
子
。
一
五
歳
こ
ろ
か
ら
口
語
歌

誌
「
青
空
」
で
作
歌
。
昭
和
口
年
「
新
墾
」
に

入
社
、
小
田
観
壁
に
師
事
し
て
本
格
的
な
作
歌

活
動
に
入
る
。
現
在
幹
部
同
人
。
著
書
に
は
幻

年
に
「
朱
の
帯
」
、

U
年
に
「
藍
匂
う
」
、
回
年

に
「
木
偶
の
か
た
ち
に
」
と
い
う
三
巻
の
歌
集

が
あ
る
。
札
幌
市
内
に
長
く
酒
房
を
経
営
す
る

歌
人
で
、
人
生
を
み
つ
め
る
深
い
眼
差
し
と
女

性
ら
し
い
美
意
識
を
収
赦
す
る
作
風
が
目
を
ひ

く

。

(

足

立

敏

彦

)

牧

章

造

投

う

ぞ

う

大
5

・
6
・
U
I
昭

必

-
m
・
3
(
S
E
I
-可
。
)
〔
詩
〕
東
京
生

前

田

信

一

成

γ
明
必
・

6
・
8
t
(
S

H
O
t
r
)
(
短
歌
]
胆
振
管
内
虻
田
町
生
ま
れ
。

札
幌
鉄
道
教
習
所
卒
業
後
、
網
走
、
北
見
管
内

各
国
鉄
駅
勤
務
、
戦
時
中
に
中
支
で
野
戦
鉄
道

司
令
部
従
軍
を
経
験
。
昭
和
お
年
網
走
駅
長
、

ω年
退
職
。
父
の
勤
務
に
従
っ
て
女
満
別
在
住

中
、
中
田
緑
雨
を
通
じ
て
四
賀
光
子
の
歌
集

「
藤
の
実
」
に
接
し
て
「
潮
音
L

歌
風
に
ひ
か

れ
作
歌
に
志
し
た
。
昭
和
2
年
「
潮
音
L

加

入、

5
年
1
月
「
新
墾
」
創
刊
に
参
加
。
必
年

北
見
新
墾
支
社
代
表
、
日
叩
年
「
潮
音
L

幹
部
同

人
。
お
年
網
走
駅
長
時
代
に
網
走
短
歌
会
発
足

に
尽
力
し
た
の
を
は
じ
め
、
北
見
市
、
端
野

町
、
留
辺
薬
町
等
で
短
歌
を
通
じ
て
地
域
文
化

向
上
に
努
力
。
町
年
北
見
文
連
文
化
賞
、
日
年

北
見
市
文
化
功
労
賞
を
受
賞
す
る
。
作
品
は
改

造
社
の
新
万
葉
集
、
講
談
社
の
昭
和
万
葉
集
に

も
作
品
採
録
。
作
風
、
人
柄
と
も
に
温
厚
、
誠

実
で
、
北
国
の
生
活
に
根
ざ
し
た
真
情
吐
露
を

信
条
と
し
て
い
る
。
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員
。

(
田
村
哲
三
)

前

田

夕

暮

牧

F

明
日
・

7
-
m
I昭
お

・

4
-
m
(
E
g
-
-。
巴
)
〔
短
歌
〕
神
奈
川

県
生
ま
れ
。
本
名
洋
造
。
明
治
犯
年
尾
上
柴
舟

の
車
前
草
社
に
加
わ
り
、
自
然
主
義
の
新
風
と

な
る
。
「
向
日
葵
」
(
明
却
)
を
経
て
叫
年
に

「
詩
歌
」
創
刊
、
萩
原
朔
太
郎
、
山
村
暮
鳥
ら

詩
人
を
も
育
成
、
大
正
日
年
北
原
白
秋
ら
と

「
日
光
」
創
刊
。
自
然
主
義
か
ら
外
光
派
的
歌

324 

ま
れ
。
本
名
内
田
正
基
。
敬
虜
な
キ
リ
ス
ト
者

の
家
に
生
ま
れ
、
馬
込
小
学
校
を
経
て
昭
和
4

年
神
奈
川
県
立
工
業
学
校
機
械
科
卒
。
日
本
エ

ス
ケ
イ
エ
フ
興
業
入
社
。
萩
原
朔
太
郎
、
菱
山

修
士
一
ら
の
影
響
下
に
詩
作
。
昭
和
凶
年
大
連
に

赴
任
、
「
満
洲
詩
人
し
に
参
加
し
、
新
聞
、
放

送
等
に
活
躍
。
昭
和
初
年
終
戦
に
よ
り
退
社
。

お
年
日
本
通
運
に
入
社
し
た
。
北
川
冬
彦
主
宰

の
「
時
間
」
や
「
新
表
現
L

「
日
通
文
学
」
に

拠
り
華
麗
な
詩
活
動
を
展
開
。
菱
山
修
三
の
牧

作
品
盗
作
事
件
が
度
肉
に
も
牧
の
文
名
を
高
か

ら
し
め
た
。
幻
年
日
通
ペ
ン
ク
ラ
ブ
第
一
回
文

学
賞
を
受
賞
。
お
年
一
切
を
棄
て
て
愛
人
恵
美

子
と
と
も
に
北
海
道
に
渡
り
、
十
勝
管
内
足
寄

町
の
阿
寒
硫
黄
鉱
業
に
入
社
、
河
都
文
一
郎
と

親
交
を
結
び
、
「
核
L

の
創
立
に
加
わ
る
。
大

自
然
の
な
か
の
生
活
は
牧
の
詩
を
都
会
的
な
華

麗
な
行
情
か
ら
、
沈
痛
だ
が
大
き
な
肯
定
を
伴

う
求
道
的
な
も
の
に
変
え
、
と
と
に
晩
年
の
詩

に
は
澄
明
、
哀
切
な
、
一
種
の
鬼
気
を
字
む
も

の
が
多
い
。
河
都
の
紹
介
で
金
子
光
晴
の
知
遇

を
得
、
河
出
文
庫
「
金
子
光
晴
詩
集
」
(
昭
m
m
)

を
編
著
し
た
。
幻
年
会
社
閉
山
の
た
め
職
を
失

ぃ
、
帰
京
し
て
西
武
百
貨
居
に
入
社
、
「
山
の

樹
」
に
加
わ
る
。
詩
集
に
「
疎
」
「
虻
の
手
帖
」

「
毘
」
が
あ
る
。
日
年
7
月
十
勝
管
内
足
寄
町

の
野
中
温
泉
に
詩
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

(
河
都
文
一
郎
)

大
ロ
・

8
・
四
t
F
(
S
N
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牧
野
法
郎

ま
き
の

の
り
お



まきのよし

ω
1
)
(
小
説
〕
帯
広
市
生
ま
れ
。
札
幌
光
星
商

業
学
校
卒
。
「
北
海
道
文
学
」
「
札
幌
文
学
」

「
波
紋
L

(

詩
誌
)
の
同
人
。
作
品
集
に
「
北

国
暮
景
」
(
さ
る
る
ん
書
房
)
が
あ
り
、
エ
ッ

セ
ー
「
ウ
タ
リ
の
四
季
」
が
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

ル

」

に

連

載

さ

れ

た

。

(

小

松

茂

)

牧
野
芳
子
日
目
拡
大
日
・

4
・
m
l
(
E
N

。
1
)
〔
詩
〕
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
愛
知
県
立
第

一
高
等
女
学
校
高
等
科
卒
。
昭
和

n年
「
詩
と

詩
人
」
(
新
潟
)
同
人
と
な
り
、
但
年
刊
行
の

第
一
詩
集
「
航
跡
」
で
詩
学
審
査
会
第
一
回
推

薦
詩
人
に
選
ば
れ
る
。
の
ち
夫
道
幸
と
詩
誌

「
弧
」
を
創
刊
。
林
野
庁
技
師
の
夫
と
と
も
に

帯
広
に
移
り
「
弧
」
を
続
刊
。
「
野
性
」
(
札

幌
)
同
人
と
な
る
。
帯
広
在
住
中
に
詩
集
「
北

の
薄
暮
」
(
昭
剖
)
、
「
精
英
樹
L

(

昭
詑
)
を
刊

行
し
て
浦
和
市
に
転
居
。
詩
誌
「
時
間
」
(
東

京
)
、
「
地
球
」
(
浦
和
)
同
人
と
な
る
。
詩
集

「
あ
る
週
末
」
(
昭
必
)
を
刊
行
。
名
古
屋
に

帰
り
、
詩
集
「
ア
ミ
エ
ル
の
歌
」
(
昭
防
)
を

刊
行
。
「
詩
は
原
始
へ
の
郷
愁
で
も
あ
る
」

(
「
ア
ミ
エ
ル
の
歌
」
あ
と
が
き
)
と
あ
る
よ

う
に
、
自
然
の
営
為
に
対
す
る
深
い
洞
察
に
彩

ら
れ
た
詩
風
で
あ
る
。
日
本
現
代
詩
人
会
、
中

部
日
本
詩
人
会
員
。
名
古
屋
市
在
住
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

牧

屋

善

三

台

?

明

ω
・
5
・
口

1
昭
臼

・
5

・
1
(
5
0
4
1
5斗
斗
)
〔
小
説
〕
渡
島
管

内
松
前
町
生
ま
れ
。
本
名
岡
田
五
郎
。
小
説
家

ますたにり(人名編)

揚
げ
後
、
上
川
管
内
愛
別
町
愛
山
に
住
み
、
総

合
誌
「
北
の
女
性
L

発
刊
、
昭
和
幻
年
7
月
第

四
号
で
廃
刊
。
引
昨
年
「
辺
境
文
学
」
創
刊
号
に

ようてん

小
説
「
費
天
」
を
掲
載
、

M
年
度
北
海
道
文
化

奨
励
賞
を
受
賞
。
翌
お
年
短
編
集
「
饗
天
」

(
北
鳴
社
)
刊
行
。
ほ
か
に
共
著
「
北
海
道
の

女
」
(
昭
犯
、
北
書
房
)
等
が
あ
る
。
そ
の
後

上
京
し
て
神
田
神
保
町
で
「
現
代
書
房
」
出
版

元
と
な
り
、
「
日
本
の
奇
病
し
で
あ
た
り
、
「
青

の
時
」
(
寺
崎
浩
)
、
「
漂
泊
の
中
国
作
家
L

「現

代
美
術
の
カ
ル
テ
」
等
を
出
し
、
自
分
も
三
次

元
的
立
体
小
説
を
試
み
る
が
続
か
な
か
っ
た
。

百
田
宗
治
に
私
淑
。
愛
別
町
愛
山
に
百
田
宗
治

詩

碑

を

建

て

た

。

(

佐

藤

喜

一

)

正
宗
白
鳥
悦
刊
誌
う
明
ロ
・

3
・
3

1
昭

幻

-
m
-
m
(お
忍
1
5
S
)
〔
小
説
、
批
評
〕

岡
山
県
生
ま
れ
。
本
名
忠
夫
。
東
京
専
門
学
校

(
現
早
稲
田
大
学
)
卒
。
早
稲
田
大
学
出
版
部

を
経
て
明
治
必
年
ま
で
読
売
新
聞
記
者
。
以

後
、
創
作
、
批
評
に
専
念
。
独
自
の
〈
私
批

評
〉
を
確
立
。
自
然
主
義
運
動
に
貢
献
。
昭
和

叩
年
春
来
道
、
樺
太
国
境
ま
で
旅
し
た
。
「
北

遊
記
」
(
昭
叩
・

8
、
中
央
公
論
)
を
残
し
、

国
木
田
独
歩
、
岩
野
泡
鳴
な
ど
の
北
海
道
取
材

作
を
回
想
し
て
い
る
。
(
和
田
謹
五
口
)

増
田
羽
衣

3
f
明

ω
・
4

・
1
1
2
8

?
?
)
〔
俳
句
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
本
名
政
雄
。

昭
和
3
年
比
良
た
つ
じ
の
勧
め
に
よ
り
作
句
。

昭
和
5
年
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
L

入
選
以
来
同
誌
に

岡
田
三
一
郎
の
実
弟
で
、
筆
名
は
兄
の
命
名
。
明

治
仏
年
こ
ろ
生
家
は
破
産
し
、
小
樽
に
移
り
、

一
時
樺
太
海
馬
島
に
も
住
む
。
小
学
生
の
と
き

上
京
。
三
・
一
五
事
件
に
連
累
し
て
明
治
学
院

高
等
部
を
中
退
し
た
。
こ
の
こ
と
は
岡
田
三
郎

コ
二
月
変
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
大
宅
壮
一
の

も
と
で
翻
訳
に
従
事
し
た
り
、
浅
草
の
軽
演
劇

団
で
脚
本
家
生
活
を
送
る
な
ど
し
た
。
昭
和
同

年
に
自
伝
的
小
説
「
飽
備
」
を
丹
羽
文
雄
の
推

選
で
「
文
学
者
」
に
連
載
し
、
明
石
書
官
か
ら

「
限
り
な
き
出
発
」
と
改
題
し
て
出
版
。
同
年

に
は
船
山
馨
、
野
口
富
士
男
ら
の
青
年
芸
術
派

と
「
新
創
作
」
に
参
加
し
て
本
格
的
な
作
家
活

動
に
入
る
。
戦
中
に
「
春
の
雲
光
り
」
「
明
日

ひ
ら
く
花
」
「
歴
史
の
夜
」
、
戦
後
に
は
「
女
は

よ
く
嘘
を
つ
く
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
「
北

海
道
文
学
」
連
載
の
「
岡
田
三
郎
と
私
」
は
、

こ
の
兄
弟
を
知
る
好
個
の
回
想
録
。
次
第
に
休

筆
状
態
に
な
り
、
千
葉
県
習
志
野
市
で
没
し

た

。

(

木

原

直

露

)

正
岡
陽
炎
女
持
ほ
じ
よ
明

ω
・
日

-
U
1

昭
必
・
1
・
日
(
日
話
。

1
5ミ
)
[
俳
句
〕
高

と
曹
め

知
県
生
ま
れ
。
本
名
辰
雌
。
明
治
お
年
大
洪
水

に
遭
っ
て
田
畑
の
大
半
を
失
っ
た
た
め
、
初
年

5
月
北
海
道
に
移
住
、
初
め
北
見
の
国
ク
ン
ネ

ッ
プ
原
野
、
の
ち
屯
田
兵
村
沼
貝
村
(
現
美
唄

市
)
に
居
住
。
初
年
美
唄
キ
リ
ス
ト
教
会
奥
村

伝
道
師
の
紹
介
に
よ
り
札
幌
北
星
女
学
校
で
ミ

ッ
シ
ョ
ン
教
育
を
受
け
、

H
U

年
神
戸
頒
栄
幼
稚

拠
る
。
昭
和
幻
年
「
は
ま
な
す
」
発
刊
に
参

画
。
俳
誌
「
春
潮
L

所
属
。
札
幌
刑
務
所
篤
志

面
接
員
と
し
て
収
監
者
の
俳
句
指
導
に
当
た

る
。
第
一
銀
行
に
勤
め
定
年
退
職
。
著
書
「
高

浜
虚
子
先
生
入
選
句
集
」
(
昭
印
)
。
句
碑
〈
天

高
し
火
の
樽
前
は
高
か
ら
ず
〉
を
印
年
札
幌
市

平

和

の

滝

に

建

立

。

(

菊

地

滴

翠

)

益

田

月

石

現

子

大

H
・
I
・
2
1
(
S

N
ω
1
)
[
俳
句
〕
稚
内
市
生
ま
れ
。
本
名
一
也
。

旧
制
中
学
卒
。
小
学
校
助
教
、
警
察
事
務
官
、

地
方
新
聞
社
勤
務
を
経
て
病
院
事
務
長
。
昭
和

初
年
こ
ろ
よ
り
道
内
外
の
俳
誌
を
遍
歴
、

M
年

「
氷
原
帯
L

(

当
時
「
北
方
俳
句
人
L
)

に
所

属
、
同
人
。
幻
年
退
会
後
数
年
句
作
を
休
止
す

る
。
必
年
「
風
土
」
入
会
、
同
人
。
必
年
「
丹

精
」
素
玄
集
に
投
句
。
川
崎
年
「
壷
L

復
刊
と
同

時
に
同
人
参
加
。
印
年
「
風
土
」
退
会
。
日
年

俳
人
協
会
員
。
現
在
「
壷
」
同
人
会
幹
事
。

(
金
谷
信
夫
)

益
田
喜
頓

H
3ん
明
位
・
9
・

1
1
(
5

0
む
t
F
)
[
演
劇
]
函
館
市
生
ま
れ
。
本
名
木
村

一
。
庁
立
函
館
商
業
学
校
卒
。
実
業
団
野
球
の

函
館
オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ラ
ブ
選
手
を
経
て
、
昭
和

6
年
札
幌
で
五
十
嵐
久
一
が
旗
あ

e

け
し
た
「
赤

い
風
車
H

ジ
ャ
ズ
・
フ
ォ
l
リ
l
L
に
参
加
。

同
劇
団
解
散
後
、
坊
屋
三
郎
ら
と
ア
キ
レ
タ
・

ボ
!
イ
ズ
を
経
て
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
し
て
酒

脱
な
芸
風
で
一
家
を
な
し
た
。
主
な
舞
台
に

「
屋
根
の
上
の
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
な
ど
が

園
保
婦
伝
習
所
卒
業
、
弘
前
若
葉
幼
稚
園
勤

務
。
湯
浅
純
一
と
結
婚
し
て
東
京
に
移
る
。
病

を
得
て
弘
年
夏
、
故
郷
美
唄
に
帰
り
正
岡
家
に

復
籍
す
る
。
夫
と
死
別
し
て
忠
兵
と
結
婚
。
俳

句
は
大
正
日
年
俳
誌
「
枯
野
」
主
宰
の
長
谷
川

零
鈴
子
に
師
事
。
同
年
7
月
間
誌
巻
頭
と
な

り
、
本
道
女
流
俳
句
の
草
分
け
と
し
て
活
躍
。

零
儀
子
没
後
一
時
中
断
し
た
が
昭
和
6
年
「
水

明
」
に
拠
り
長
谷
川
か
な
女
に
師
事
す
る
。
お

年
6
月
美
唄
空
知
神
社
境
内
に
、
師
の
零
齢
子

・
か
な
女
夫
婦
句
碑
を
建
立
。
同
年
美
唄
水
明

句
会
機
関
誌
「
暁
水
」
を
創
刊
主
宰
。
初
年
水

明
賞
受
賞
。
お
年
師
の
夫
婦
句
碑
と
並
ん
で
陽

炎
女
句
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
〈
農
婦
野
に
座
せ

ば
陽
炎
髪
な
ぶ
る
〉

0

主
観
性
の
強
い
中
に
汗

情
豊
か
な
句
風
を
見
せ
、
道
内
水
明
系
作
家
の

先
達
と
し
て
活
躍
し
た
。
(
横
道
秀
川
)

正
木
幸
平
は
H
Y
大
日
・
1
・

2
4
3
(
S

N

∞t
F
)

〔
俳
句
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
旧
制
函
館

商
業
学
校
卒
。
食
品
販
売
業
。
昭
和
お
年
こ
ろ

よ
り
作
旬
、
読
売
俳
壇
な
ど
に
句
を
投
じ
、

「
に
れ
」
同
人
。
同
年
に
れ
創
刊
五
周
年
記
念

作
品
随
筆
の
部
「
伝
統
片
々
」
が
入
賞
第
一
席

と

な

る

。

(

竹

田

て

つ

を

)

真
崎
晋
吾
投
日
大
9
・

H

・
口

1
昭
M

・
2

・
叩

(
5
8
1
5忍
)
寸
小
説
〕
岩
手
県

生
ま
れ
。
本
名
菊
池
一
雄
。
庁
立
旭
川
中
学
校

中
退
後
、
元
満
蒙
学
院
中
退
、
華
北
軍
嘱
託
。

特
務
機
関
に
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
引
き
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あ

る

。

(

佐

々

木

逸

郎

)

増
谷
竜
三
時
設
う
昭
5
・
1
・

3

1

2

8
0
1
)
〔
短
歌
]
十
勝
管
内
池
田
町
生
ま
れ
。

昭
和
お
年
帯
広
畜
産
大
学
卒
。
道
内
高
等
学
校

の
教
諭
を
歴
任
。
日
年
置
戸
高
校
の
教
頭
、
同

年
か
ら
小
樽
桜
陽
高
校
教
頭
。
短
歌
は
お
年
超

流
派
を
標
協
同
し
て
発
刊
さ
れ
た
「
山
脈
」
に
入

社
。
次
い
で
幻
年
小
田
観
壁
の
主
宰
す
る
「
新

墾
」
に
入
社
。
ほ
ど
な
く
同
人
と
な
り
、

ω年

か
ら
町
年
ま
で
選
者
を
務
め
る
。
こ
の
問
、
白

年
に
道
歌
壇
に
新
風
を
も
た
ら
し
た
「
干
の
種

子
L

五
O
首
に
よ
り
、
第
三
回
北
海
道
歌
人
会

賞
を
受
賞
。
こ
の
受
賞
を
機
に
、
菱
川
善
夫
の

推
親
等
も
あ
り
、
全
国
歌
壇
の
有
力
歌
人
と
し

て
の
位
置
を
確
立
し
た
。
初
年
第
一
一
回
新
墾
賞

受
賞
。
犯
年
前
衛
短
歌
推
進
の
理
論
家
菱
川
が

組
織
し
た
「
北
海
道
青
年
歌
人
会
し
に
入
会
、

以
後
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
先
駆
的
な
役
割
を

分
担
し
た
。

ω年
同
会
の
有
力
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
細
井
剛
そ
の
他
の
同
志
を
糾
合
、
「
現
代
短

歌
の
美
と
思
想
し
を
追
究
す
る
磁
場
と
し
て
の

同
人
誌
「
素
」
を
創
刊
、
そ
の
編
集
に
携
わ
っ

た
。
日
年
「
道
青
年
歌
人
会
」
を
改
組
、
新
た

に
創
立
し
た
「
現
代
短
歌
・
北
の
会
」
に
参

与
、
中
核
幹
事
と
し
て
運
動
の
展
開
に
尽
力
し

た
。
日
年
「
新
墾
」
を
退
社
。
細
井
剛
、
坪
川

美
智
子
、
鈴
木
社
世
春
と
共
に
、
作
品
と
評
論

が
相
措
抗
す
る
新
歌
誌
「
岬
」
を
発
刊
し
た
。

短
歌
と
評
論
を
共
に
書
く
優
れ
た
歌
人
で
あ

327 



ますながた

る

。

(

鈴

木

杜

世

春

)

増
永
た
け
し
持
づ
明
日
ω
・
8
・

M
1昭

防
・

9
-
m
(
S
E
-
-
s。
)
[
短
歌
〕
士
別

市
生
ま
れ
。
本
名
猛
。
大
正
5
年
水
田
農
業
経

営
に
転
換
の
両
親
と
深
川
市
に
転
住
。
昭
和
3

年
こ
ろ
か
ら
短
歌
に
志
し
、
吉
植
庄
亮
選
北
海

タ
イ
ム
ス
歌
壇
に
投
稿
。
6
年
歌
人
鬼
川
俊
蔵

ら
と
深
川
短
歌
会
を
創
立
。
さ
ら
に
吉
植
庄
亮

主
宰
「
撒
携
L

に
入
会
、
農
民
短
歌
を
主
に
究

め
て
、
叩
年
同
人
に
推
薦
さ
れ
る
。

n年
「
原

始
林
」
同
人
と
な
り
、
活
発
に
活
動
を
展
開

し
、
お
年
合
同
歌
集
「
原
始
林
十
人
」
に
も
加

わ
る
。
農
業
の
か
た
わ
ら
深
川
農
業
協
同
組
合

監
事
、
同
理
事
を
務
め
る
。
却
年
離
農
し
て
札

幌
に
転
住
。
必
年
北
海
道
歌
人
会
幹
事
。
回
年

処
女
歌
集
「
芽
生
」
を
上
梓
。
筋
萎
縮
症
で
入

退
院
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
増
永
た
け
し
、
つ

よ
し
兄
弟
歌
集
「
暑
寒
別
岳
」
を
編
集
発
刊
す

る

。

(

布

川

初

朗

)

松
井
鴻
城
夫
容
糾
昭
8
・

2
・
U
1
2

8
ω
1
)
〔
小
説
〕
日
高
管
内
え
り
も
町
生
ま

れ
。
本
名
松
井
博
。
地
元
の
高
等
小
学
校
卒
。

作
品
に
「
海
の
鷲
L

(

昭
防
、
帯
広
「
市
民
文

芸
L
)

、
「
海
蝕
」
(
昭
防
、
同
)
が
あ
り
、
同
人

誌
「
凍
河
」
の
編
集
発
行
人
。
俳
誌
「
寒
雷
L

(
加
藤
械
部
)
に
も
所
属
。
(
神
谷
忠
孝
)

松
井
満
沙
志

H
ぴ

大

7

・
3

・
ロ

1

2

2
∞
I
)
[俳
句
〕
桧
山
管
内
今
金
町
生
ま
れ
。

本
名
仁
。
日
本
通
信
学
園
卒
。
小
樽
市
役
所
吏

まつおまさ(人名編)

知
主
義
の
詩
風
は
、
北
海
道
の
代
表
的
な
前
衛

詩
人
と
し
て
全
国
的
な
評
価
を
受
け
た
。
日
年

「
と
か
ち
詩
界
0
の
会
」
を
結
成
。
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
運
営
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
。
一

方
、
米
川
文
子
門
下
の
俊
鋭
教
授
で
、
事
曲
、

三
絃
教
室
を
主
宰
。
日
年
に
は
北
海
道
文
化
使

節
団
の
一
員
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
を
訪
れ
、
文
化

交

流

に

貢

献

し

た

。

(

千

葉

宣

一

)

松

浦

裕

子

拾

三

昭

M
・
1
・
m
t
y
(
E

S
S
)
(詩
〕
渡
島
管
内
松
前
町
生
ま
れ
。
藤

女
子
短
大
英
文
科
卒
。
「
蒼
街
L

同
人
を
経
て

「
詩
界
0
の
会
」
同
人
。
「
詩
と
思
想
」
の
新

人
賞
に
推
薦
さ
れ
る
。
朗
読
詩
、
舞
踏
詩
、
ジ

ャ
ズ
ト
リ
ー
な
ど
、
前
衛
詩
運
動
の
旗
手
と
し

て
、
耽
美
主
義
の
繊
細
華
麗
な
詩
風
と
共
に
注

目

さ

れ

る

。

(

千

葉

宣

一

)

松
岡
繁
雄
は
お
か
大

m
・
4
・

m
l
(
E

N--)〔
詩
〕
秋
田
県
生
ま
れ
。
高
等
小
学
校

卒
。
海
軍
下
士
官
と
し
て
南
方
海
域
へ
行
き
、

負
傷
後
帰
郷
。
昭
和
幻
年
詩
誌
「
霧
」
(
秋
田

県
雄
勝
)
創
刊
。
同
年
北
海
道
に
渡
り
雨
竜
郡

浅
野
炭
鉱
に
勤
務
。
同
幻
年
「
浅
野
文
学
」

「
群
炎
し
を
主
宰
。
お
年
高
江
常
雄
、
浅
香
進

一
、
関
谷
文
雄
と
「
炭
鉱
四
人
詩
集
」
を
刊

行
。
同
詩
集
に
発
表
し
た
作
品
「
英
さ
ん
」
が

映
画
「
女
一
人
大
地
を
行
く
」
(
監
督
亀
井
文

雄
)
の
原
作
と
な
る
。
お
年
札
幌
に
転
居
。
職

場
演
劇
、
詩
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
指
導
に
当
た

り
、
「
北
方
文
学
L

「
野
性
L

「
火
山
帯
」
の
同

員
と
し
て
定
年
ま
で
勤
務
後
、
日
本
赤
十
字
社

に
勤
め
て
退
職
し
た
。
「
緋
衣
L

「
葦
牙
一
に
学

ん
だ
が
、
昭
和
お
年
飯
田
蛇
務
来
道
を
機
に

「
雲
母
」
に
入
会
、
同
人
。
小
樟
俳
句
協
会
発

行
の
「
小
樟
の
俳
句
」
「
小
樟
歳
時
記
」
の
刊

行
に
当
た
る
。
小
樽
雲
母
支
社
幹
事
。
現
代
俳

句
協
会
員
。

N
H
K
学
園
俳
句
講
座
講
師
。

(
菊
地
滴
翠
)

松
居
陽
子
片
付
日
昭
防

-
m
・
日

1
2
E

H
1
)
[小
説
〕
桧
山
管
内
熊
石
町
生
ま
れ
。
道

立
保
育
専
門
学
院
卒
。
「
北
限
」
同
人
。
主
な

作
品
は
「
薬
」
「
紅
い
花
」
「
夕
暮
れ
に
は
家
に

帰
る
」
「
揺
れ
る
街
」
(
「
北
限
」
)
の
ほ
か
、

「
わ
ら
人
形
」
(
「
北
方
文
芸
」
)
が
あ
る
。

(
小
松
茂
)

松
浦
武
四
郎
信
託
う
文
政
元
・

2

・
6

1
明
幻
・

2

・
叩
(
】
∞
-
∞
1
5∞
∞
)
〔
探
検
、

紀
行
)
三
重
県
(
伊
勢
国
一
志
郡
)
生
ま
れ
。

ひ
ろ
む

幼
名
竹
四
郎
、
謹
は
弘
、
{
子
は
子
重
、
通
称
武

四
郎
。
多
気
志
楼
、
北
海
道
人
な
ど
と
号
し

た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
日
本
各
地
の
山
川
を
踏
破

す
る
。
弘
化
2
(
一
八
四
五
)
年
二
八
歳
の
と

き
初
め
て
蝦
夷
地
に
渡
っ
た
。
当
時
松
前
藩
の

旅
人
の
取
り
締
ま
り
が
き
び
し
く
、
人
別
を
江

差
に
お
き
、
商
人
と
な
っ
て
東
蝦
夷
地
を
知
床

岬
ま
で
探
検
し
た
。
翌
年
は
北
蝦
夷
地
(
樺

太
)
勤
番
役
の
僕
と
し
て
同
地
を
探
検
、
嘉
永

2
(
一
八
四
九
)
年
に
国
後
、
択
捉
島
を
探
検

し
、
翌
年
に
「
初
航
蝦
夷
日
誌
」
「
再
航
蝦
夷

人
に
参
加
。
初
年
伊
達
に
転
居
し
、
「
北
方
詩

脈
」
「
風
貌
」
に
参
加
。
犯
年
再
び
札
幌
に
戻

り
「
詩
の
村
」
創
立
同
人
と
し
て
参
加
。
幻
号

以
降
同
誌
の
編
集
、
発
行
に
当
た
る
。
詩
集
に

「
風
信
L

(

昭
必
)
、
「
誓
女
お
ろ
し
し
(
昭
訂
)

が

あ

る

。

(

佐

々

木

逸

郎

)

松
岡
二
十
世
思
咋
明
白
・

2

・
日

1
昭

お
・

2

・
9
(
3
2
1
3お
)
〔
政
治
〕
宮
城

県
生
ま
れ
。
第
二
高
等
学
校
、
東
京
大
学
卒
。

日
本
農
民
組
合
北
海
道
連
合
会
の
活
動
家
と
し

て
、
月
形
村
争
議
な
ど
を
指
導
。
小
林
多
喜
二

「
転
形
期
の
人
々
」
、
島
木
健
作
「
礎
」
な
ど

の
モ
デ
ル
と
も
目
さ
れ
る
。
敗
戦
後
、
ソ
連
の

抑
留
先
で
死
去
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
農
民

戦
争
」
の
訳
著
(
昭
2
)
が
あ
る
。

(
小
笠
原
克
)

松

岡

寛

拾

す

昭

3

・

3

・

1
I
(
S

N

∞t
F
)
[
詩
〕
旭
川
市
生
ま
れ
。
都
立
向
島
工

業
卒
。
雪
印
乳
業
調
査
役
。
昭
和
お
年
「
青

芽
」
に
参
加
。
訂
年
北
川
冬
彦
の
「
時
間
L

同

人
と
な
る
。
第
一
回
時
間
新
人
賞
受
賞
。

mm
年

安
田
博
、
佐
々
木
高
見
ら
と
「
眼
」
を
創
刊
、

編
集
同
人
。
初
年
「
眼
年
刊
詩
集
」
に
「
く
ら

い
進
化
論
」
を
発
表
。
「
新
器
管
L

「
湾
」
で
活

躍
。
出
年
1
月
北
海
道
詩
人
協
会
の
設
立
準
備

委
員
と
な
り
、
同
協
会
の
発
足
に
尽
力
。

M
年

昭
森
社
よ
り
詩
集
「
死
者
の
門
し
を
刊
行
。

H

氏
賞
の
有
力
候
補
と
な
る
。
同
年
「
松
岡
寛
詩

集
」
(
日
本
現
代
詩
人
叢
書
、
芸
風
書
院
)
を

日
誌
」
一
」
一
二
航
蝦
夷
日
誌
」
を
著
し
た
。
安
政

2

(
一
八
五
五
)
年
に
は
箱
館
奉
行
と
な
っ
た

と
し
ひ
ろ

堀
利
回
一
の
推
挙
に
よ
り
幕
府
御
一
雇
に
登
用
さ

れ
、
翌
3
年
に
蝦
夷
地
の
上
地
に
よ
り
、
蝦
夷

地
請
取
役
・
向
山
源
太
夫
手
付
と
し
て
東
、

北
、
西
蝦
夷
地
を
一
周
し
「
竹
四
郎
廻
浦
日

記
三
三
巻
を
著
す
。
翌
年
に
は
東
西
蝦
夷
地

山
川
地
理
取
締
を
命
じ
ら
れ
、
翌
5
年
に
か
け

て
西
蝦
夷
地
お
よ
び
石
狩
、
上
川
地
方
、
天
塩

川
上
流
な
ど
内
陸
を
調
査
し
、
「
東
西
蝦
夷
地

山
川
取
調
日
誌
」
八
五
巻
、
「
東
北
蝦
夷
地
山

川
地
理
取
調
図
」
を
著
し
て
呈
上
し
た
。
安
政

6
年
に
御
雇
を
辞
し
、
「
蝦
夷
紀
行
L

二
四
巻

を
は
じ
め
多
数
の
著
書
を
刊
行
し
た
。
明
治
2

(
一
八
六
九
)
年
に
開
拓
判
官
に
任
じ
ら
れ
、

北
海
道
名
、
国
郡
名
の
選
定
な
ど
を
行
っ
た

が
、
ア
イ
ヌ
介
護
な
ど
新
政
府
の
方
針
が
意
に

み
た
ず
、
翌
3
年
に
辞
任
。
そ
の
後
は
官
途
に

就
く
こ
と
な
く
、
著
述
を
も
っ
て
余
生
を
過
ご

し

た

。

(

小

野

規

矩

夫

)

松
浦
睦
子
境
目
ら
昭
6
・

3

・
5
1
(
冨

ω
H
1
)
[詩
〕
十
勝
管
内
芽
室
町
生
ま
れ
。
庁

立
富
良
野
高
等
女
学
校
卒
。
出
年
「
オ
メ
ガ
」

同
人
。
「
波
紋
」
「
木
星
」
に
参
加
。
叫
年
版

「
核
詩
集
し
に
「
特
別
委
員
会
」
、
同
年
版
に

「
日
常
の
怖
れ
」
を
発
表
。
日
叩
年
詩
集
「
幻

点
」
を
刊
行
。
女
流
詩
人
に
は
異
色
な
、
深
層

心
理
に
投
影
す
る
政
治
的
な
プ
シ
コ
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
、
鮮
烈
な
詩
的
論
理
で
分
析
す
る
主
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刊
行
。
日
本
現
代
詩
人
会
員
。
北
海
道
の
戦
後

詩
史
を
飾
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
と
し
て
、
多

彩
な
方
法
的
実
験
を
展
開
。
政
治
と
科
学
の
二

重
に
拘
束
さ
れ
た
戦
後
の
精
神
空
聞
に
、
詩
の

目
立
的
価
値
領
域
を
開
拓
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ

る

。

(

千

葉

宣

一

)

松
尾
秀
夫
珍
M

大
日
・

5
・
M
1
2
S

ω
1
)
[短
歌
〕
空
知
管
内
妹
背
牛
町
生
ま
れ
。

空
知
農
業
学
校
卒
。
農
業
。
昭
和
初
年
3
月
応

召
、
敗
戦
で
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、
引
は
年
8

月
帰
還
す
る
。
同
年
よ
り
作
歌
、
農
業
雑
誌

「
酪
農
」
文
芸
欄
に
投
稿
し
、
そ
の
選
者
白
山

友
正
に
す
す
め
ら
れ
て
昭
和
幻
年
「
短
歌
紀

元
」
に
参
加
。
羽
年
「
有
刺
鉄
線
し
で
短
歌
紀

元
賞
、

H
U

年
「
鉄
の
扉
」
で
北
海
道
歌
人
会
賞

受
賞
、
共
に
シ
ベ
リ
ア
の
体
験
を
諒
う
。
日
年

歌
集
「
ポ
プ
ラ
L

を
出
版
。
妹
背
牛
町
文
化
貢

献

賞

受

賞

。

(

高

上

義

次

)

松
尾
正
路

H
H
T

明
泊
・

1

・
7
1
(
呂

。
ω
I
)
(
仏
文
学
研
究
、
エ
ッ
セ
ー
〕
静
岡
県

生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
卒
。
昭
和
4
年
か

ら
必
年
ま
で
小
樽
高
等
商
業
学
校
(
商
科
大

学
)
教
授
、
退
官
後
北
海
道
武
蔵
女
子
短
大
教

授
。
昭
和
ロ
年
か
ら
日
年
パ
リ
留
学
。
帰
国
後

岩
田
一
男
、
国
松
登
、
木
村
茂
雄
と
「
北
方
詩

族
」
創
刊
。
戦
後
は
北
海
道
新
聞
の
コ
ラ
ム

F

朝
の
食
卓
d

で
エ
ス
プ
リ
豊
か
な
随
筆
を
書

く
。
著
書
に
「
地
球
の
春
1

詩
と
批
評
の
あ
い

だ
」
(
昭
叫
、
春
秋
社
)
、
「
思
索
と
印
象
」
(
昭

329 



まっかああ

日
、
た
く
み
書
房
)
が
あ
る
。
(
小
笠
原
克
)

松

川

愛

子

台

古

大

正

日

・

ロ

-
m
-

(
S
N串
d

v

)

[

短
歌
〕
弘
前
市
生
ま
れ
。
昭
和

口
年
東
京
日
本
女
子
高
等
学
院
卒
。
同
学
院
で

柳
原
白
蓮
よ
り
短
歌
指
導
を
受
け
る
。
戦
後
東

京
よ
り
来
道
す
る
。
昭
和
白
年
「
凍
土
」
を
経

て、

H
U

年
「
グ
ル
ー
プ
・
素
」
に
加
わ
り
、
増

谷
竜
三
ら
と
活
動
を
共
に
し
、
さ
ら
に
印
年
に

発
足
し
た
「
現
代
短
歌
・
北
の
会
」
に
参
加

し
、
現
代
短
歌
運
動
体
の
中
の
一
翼
を
担
う
。

そ
の
後
同
会
を
退
会
し
、
同
年
「
短
歌
人
」
に

入

会

。

(

坪

川

美

智

子

)

松
川
洋
子
片
付
官
昭
2
・
ロ
・
打

1
(
S

N
斗

1
)
〔
短
歌
]
函
館
市
生
ま
れ
。
本
名
岡
部

洋
子
。
庁
立
札
幌
高
等
女
学
校
卒
。
国
鉄
苗
穂

工
場
、
札
幌
通
産
局
な
ど
に
勤
務
。
昭
和
幻
年

「
原
始
林
」
に
入
会
、
山
下
秀
之
助
に
師
事
、

加
年
「
鵜
族
」
創
刊
に
参
加
、
現
在
両
誌
同

人
。
幼
年
同
人
誌
「
素
」
の
創
刊
に
参
ノ
加
、
編

集
委
員
。
町
年
同
誌
解
散
後
、
葛
原
妙
子
創
刊

(
同
年
)
の
「
を
が
た
ま
」
(
超
結
社
季
刊
誌
)

に
入
会
。
出
年
原
始
林
賞
、
幻
年
鵜
族
賞
、

m却

年
に
は
北
海
道
歌
人
会
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た

却
年
9
月
短
歌
研
究
社
よ
り
歌
集
「
黄
の
花

粉
」
を
刊
行
し
た
。
こ
の
歌
集
は
「
傾
心
」

「
反
第
」
「
過
現
」
の
三
部
作
か
ら
な
り
、
カ

ト
リ
シ
ズ
ム
の
陰
影
を
穆
ま
せ
・
な
が
ら
、
少
女

性
、
母
性
そ
し
て
女
の
業
等
の
多
面
性
を
豊
か

な
持
情
と
鋭
い
感
性
を
も
っ
て
表
現
し
た
。

mm

まつながご(人名編)

昭
和
6
年
旭
川
市
夜
間
中
学
校
卒
。
幻
年
薬
局

を
開
設
。
昭
和
7
年
か
ら
9
年
「
吾
が
嶺
」
、

9
年
か
ら
同
年
ま
で
「
香
蘭
」
、
引
年
か
ら
初

年
ま
で
「
あ
さ
ひ
ね
」
同
人
、
お
年
ロ
月
飯
田

住
吉
没
後
、
同
誌
が
終
刊
す
る
初
年
ま
で
発
行

人
と
し
て
責
任
を
全
う
し
た
。

mm
年
「
コ
ス
モ

ス
」
に
入
会
、
第
一
部
会
員
。
閉
山
年
刊
月
歌
集

「
鮭
の
ぼ
る
町
」
を
東
京
の
伊
藤
書
房
よ
り
発

行
(
コ
ス
モ
ス
叢
書
)
。
と
れ
は
著
者
四
五
年

の
作
歌
生
活
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
〈
戦

前
の
歌
〉
と
〈
戦
後
の
歌
〉
が
収
め
ら
れ
て
お

り
、
宮
柊
一
一
を
師
と
仰
ぐ
心
情
が
よ
く
表
出
さ

れ
て
い
る
。
「
コ
ス
モ
ス
」
旭
川
支
部
の
ま
と

め
役
と
し
て
活
躍
。

ω年
1
月
か
ら
「
北
海
タ

イ
ム
ス
歌
壇
」
の
選
歌
を
担
当
し
て
い
る
。

〈
四
十
年
薬
商
ひ
子
を
育
て
生
の
証
明
を
歌
に

ぞ

か

け

し

〉

(

小

林

孝

虎

)

松
田
貞
夫
怒
M

昭
5
・
4
・
5
t
1
2
8

。t)
〔
評
論
〕
宇
都
宮
市
生
ま
れ
。
北
海
道
教

育
大
学
札
幌
分
校
卒
。
高
校
教
員
。
著
書
に

「
本
庄
陸
男
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
頃
」
、
編
著
に

「
本
庄
陸
男
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
作
品
集
」
・
な
ど
が

あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
新
書
刊
行
会
を
作
り
、
文

学
を
中
心
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
め
ぐ
る
諸
事
象
に

つ
い
て
刊
行
を
つ
。
つ
け
て
い
る
。
「
文
芸
網
走
」

同

人

。

(

木

原

直

彦

)

松
田
静
偲
合
ぱ
大
9
・

2
・
8
I
(
S
N

O
t
p
)
[
小
説
、
短
歌
〕
桧
山
管
内
乙
部
町
生
ま

れ
。
三
歳
か
ら
の
樺
太
生
活
や
抑
留
体
験
を
も

年
東
京
で
の
「
ブ
エ
ス
チ
パ
ル
律
」
参
加
の
叙

事
詩
「
稚
内
」
や
「
北
の
会
市
」
等
で
も
活

躍
、
名
実
共
に
女
流
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

つ
ひ

〈
血
流
し
て
も
得
る
と
思
へ
ず
終
の
日
に
ほ
ほ

ゑ
み
て
夫
を
の
が
る
る
言
葉
〉
(
増
谷
竜
一
二
)

松
倉
ゆ
す
る
峠
わ
れ
ら
昭
2

・

3
-
m
-

(
S
N叶
4

V

)

[

俳
句
〕
空
知
管
内
新
十
津
川
町

生
ま
れ
。
本
名
譲
。
農
業
。
昭
和
初
年
よ
り
北

海
道
新
聞
俳
壇
(
土
岐
錬
太
郎
選
)
に
投
句
を

続
け
た
の
ち
、
お
年
「
ア
カ
シ
ヤ
」
に
加
入
。

必
年
同
百
花
集
同
人
。
日
年
同
木
理
集
(
無
鑑

査
)
同
人
に
推
さ
れ
る
。
町
年
句
集
「
安
住
」

上
梓
。
ア
カ
シ
ヤ
俳
句
会
運
営
委
員
、
編
集
長

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ほ
か
、
新
十
津
川
支
部

の
指
導
者
。
俳
人
協
会
員
。
(
岡
揮
康
司
)

松
坂
凡
平
民
芯
大
ロ
・

3

・
4
1
(
S

N
ω
t
F
)
[
俳
句
〕
三
笠
市
生
ま
れ
。
本
名
英
雄
。

関
東
軍
軍
属
、
海
軍
応
召
、
復
員
後
炭
鉱
に
就

職
し
た
が
、
閉
山
の
た
め
東
京
で
証
券
会
社
の

寮
管
理
人
を
つ
と
め
る
。
昭
和
日
年
退
職
し
て

札
幌
に
移
る
。
俳
句
は
昭
和
却
年
細
谷
源
二
に

師
事
し
「
氷
原
帯
」
に
加
入
、
現
在
企
画
同

人
。
ほ
か
に
「
粒
」
「
つ
ば
き
し
「
俳
句
ポ
エ

ム
」
の
同
人
。
日
年
句
集
「
火
山
湖
」
を
氷
原

帯
叢
書
と
し
て
刊
行
。
作
風
は
自
由
奔
放
主
義

を

標

傍

す

る

。

(

川

端

麟

太

)

松

沢

昭

官

官

大

U
・
3
・
6
1
2
S

ω
t
F
)
(
俳
句
〕
東
京
都
生
ま
れ
。
昭
和
幻
年
飯

田
蛇
借
切
に
師
事
し
「
雲
母
」
に
投
句
、
の
ち
同

と
に
し
た
作
品
が
多
い
。
小
説
「
緊
急
輸
送
指

令
」
で
、
第
一

O
回
北
海
道
新
聞
文
学
賞
佳
作

と
お

受
賞
。
作
品
集
に
「
杏
い
日
」
が
あ
る
。
「
原

始
林
」
同
人
。
国
鉄
文
学
会
員
。
(
田
中
和
夫
)

松
田
宗
一
郎
党
叫
ち
ろ
う
明
出
・

4
・
M
1

昭
お
・
5
・
3
(
お
お
1
5
8
)
[短
歌
〕
富

山
県
生
ま
れ
。
札
幌
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
道

内
の
小
学
校
に
勤
務
、
昭
和
日
年
か
ら
小
樟
市

内
の
校
長
を
歴
任
し
、
国
語
教
育
に
実
績
を
残

す
。
富
良
野
時
代
に
小
田
観
盤
を
知
り
、
大
正

9
年
「
潮
音
」
、
昭
和
5
年
「
新
墾
」
入
社
。

岡
本
高
樹
の
「
新
墾
し
の
編
集
発
行
を
実
質
的

に
助
け
、
「
新
墾
」
の
初
期
の
基
盤
-
つ
く
り
に

大
き
く
貢
献
し
た
。
著
書
に
遺
歌
集
「
標
石
」

(
昭
お
)
、
遺
文
集
「
永
日
、
水
夜
」
(
昭
お
)
が

あ

る

。

(

足

立

敏

彦

)

松

田

鉄

切

丸

三

下

昭

4

・
4

・
1
1

(
S
Nゆ
t
p
)
[
短
歌
〕
岩
手
県
生
ま
れ
。
昭
和

初
年
「
新
墾
」
入
社
、
さ
ら
に
「
潮
」
に
も
関

与
し
、
加
年
七
飯
療
養
所
で
療
養
中
の
会
員
ら

の
「
渓
音
」
発
行
に
尽
力
し
、
合
同
歌
集
も
出

す
。
千
島
返
還
の
願
望
を
文
芸
誌
に
賭
け
て
い

る

。

(

永

平

利

夫

)

松
田
葉
留
枝
悦
忽
明
却
・

5

・
幻

1
(目

。。。
1
)
〔
川
柳
〕
岩
見
沢
市
生
ま
れ
。
本
名
は

る
枝
。
昭
和
叫
年
柳
の
芽
川
柳
会
創
立
と
同
時

に
参
画
。
幻
年
浜
中
登
起
の
後
を
継
い
で
二
代

目
会
長
と
な
る
。
日
年
川
柳
句
集
「
き
も
の
」

を
札
幌
川
柳
社
よ
り
刊
行
。
身
辺
日
用
雑
貨
等

人
。
初
年
「
秋
L

創
刊
、
拘
年
「
四
季
し
を
創

刊
し
主
宰
と
な
る
。
句
集
は
「
神
立
」
「
安
曇
」

「
短
詩
型
文
学
全
書
・
松
沢
昭
集
」
「
父
ら
し

「
山
処
」
「
宅
居
」
の
六
冊
。
ほ
か
に
近
刊

「
海
と
山
と
わ
が
俳
句
」
な
ど
評
論
、
随
筆
の

著
書
多
数
。
杉
野
一
博
ら
有
力
同
人
を
擁
し
来

道
も
頻
繁
、
道
内
の
隅
々
ま
で
熟
知
す
る
。
現

代
俳
句
協
会
副
幹
事
長
。
(
園
田
夢
蒼
花
)

松
島
日
差
子
宮

1

昭
5

・
日

-
M
1

(
S
ω

。1
)
〔
詩
〕
美
唄
市
生
ま
れ
。
本
名
佐

藤
久
子
。
岩
見
沢
高
等
女
学
校
卒
。
滝
川
市
で

商
工
観
光
関
係
の
事
業
を
運
営
。
詩
は
昭
和
却

年
こ
ろ
か
ら
書
き
始
め
、
「
滝
川
文
学
」
「
滝
川

詩
話
会
会
誌
」
等
に
発
表
。
日
目
年
に
詩
誌
「
か

た
ぼ
る
と
」
創
刊
同
人
と
な
り
脚
光
を
浴
び
た

が、

M
年
同
誌
の
廃
刊
に
よ
り
、
現
在
は
臼
年

か
ら
同
人
参
ノ
加
し
た
「
木
星
」
と
「
噴
野
」
の

両
誌
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

330 

(
坂
井
一
郎
)

松
平
幸
雄
山
口
M

い
ら
昭
6

・
2

・
引

1

2

8
-
1
)
(俳
句
〕
空
知
管
内
雨
竜
町
生
ま
れ
。

昭
和
お
年
池
津
海
彦
ら
と
郷
土
俳
誌
「
暑
寒

帯
」
創
刊
、
発
行
編
集
人
。
「
喋
」
創
刊
同
人
o

m年
札
幌
に
転
居
、
一
時
作
句
を
中
断
、

M
年

「
道
」
同
人
と
な
る
。
町
年
個
人
俳
誌
「
籍

流
」
創
刊
。
句
集
に
「
湿
地
の
火
し
が
あ
る
。

(
辻
脇
系
一
)

松
田
一
夫
村
長
大
1
・
9
・
ロ
t
F
(
S
H

N1)
〔
短
歌
〕
留
萌
市
生
ま
れ
。
本
名
一
雄
。

を
利
用
し
た
川
柳
ア
イ
デ
ィ
ア
展
を
創
案
、
現

在
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
岩
見
沢
市
教
育
委

員
会
よ
り
表
彰
(
昭
ぬ
)
、
岡
市
功
労
賞
受
賞

(昭
M
)
な
ど
文
化
活
動
に
貢
献
。

(
斎
藤
大
雄
)

松
田
善
雄
日
目
減
大
正
6

・
ロ
・

4
1
2

2
斗

dp)
〔
詩
、
児
童
文
学
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。

昭
和
ロ
年
札
幌
師
範
学
校
卒
。
同
人
誌
「
蛇
の

足
」
に
小
説
「
泥
行
記
L

連
載
。
昭
和
辺
年
北

教
組
結
成
時
の
文
化
部
長
。
「
北
の
子
供
L

「つ

ら
ら
の
笛
」
「
時
計
台
文
庫
し
に
童
話
「
ぶ
ら

ん
こ
」
「
す
ず
ら
ん
L

ほ
か
、
北
海
道
新
聞
に

詩
「
す
わ
り
だ
こ
」
ほ
か
を
発
表
。
札
幌
市
内

数
校
の
小
中
学
校
校
歌
を
作
詞
し
て
い
る
。
校

長
を
一
九
年
間
歴
任
。
「
幼
稚
園
と
お
か
あ
さ

ん
L

に
「
チ
ャ
イ
ム
・
チ
ャ
イ
ム
し
を
連
載
。

(
渡
辺
ひ
ろ
し
)

松

永

伍

一

応

可

昭

5

・
4
・

2
1
(
巴

ω
。1
)
[詩
、
評
論
〕
福
岡
県
生
ま
れ
。
県
立

八
女
高
等
学
校
卒
。
村
の
中
学
校
国
語
教
師
と

な
り
詩
を
書
き
始
め
、
丸
山
豊
主
宰
「
母
音
」

同
人
。
谷
川
雁
、
黒
田
喜
夫
ら
と
「
民
族
詩

人
し
を
創
刊
。
昭
和
制
年
「
日
本
農
民
詩
史
」

の
執
筆
を
開
始
し
、
幼
年
法
政
大
学
出
版
局
刊

全
五
巻
を
完
結
。
毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
受

賞
。
中
島
葉
那
子
、
猪
狩
満
直
ら
道
内
詩
人
に

新
し
い
光
を
当
て
る
。
詩
集
多
く
、
評
論
「
日

本
の
子
守
唄
」
「
松
永
伍
一
著
作
集
」
全
六
巻

ほ

か

が

あ

る

。

(

友

田

多

喜

雄

)
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まつのごう

松
野
郷
俊
弘
岱
縫
う
昭
8
・
8
・
ロ
ー

(お
ω
ω
1
)
〔
詩
〕
上
川
管
内
上
富
良
野
町
生

ま
れ
。
詩
誌
「
先
列
」
「
童
貞
」
(
の
ち
改
題

「
フ
エ
ス
タ
」
)
同
人
を
経
て
詩
誌
「
情
緒
」

同
人
。
詩
集
「
蒼
い
魚
」
(
昭
詑
)
、
「
風
」
(
昭

印
)
を
刊
行
。
詩
風
は
硬
質
に
見
え
る
汗
情
だ

が
、
長
い
詩
歴
の
故
も
あ
り
、
ゆ
る
ぎ
な
い
作

風
を
示
し
て
い
る
。
旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ
、
北
海

道

詩

人

協

会

員

。

(

下

村

保

太

郎

)

松
橋
英
三
倍
切
明
弘

-
m
-
m
t
F
(
S

H
H
I
)
[
俳
句
〕
留
萌
市
生
ま
れ
。
本
名
英
蔵
。

函
館
商
業
学
校
卒
。
家
業
の
漁
網
、
船
具
、
陶

器
商
を
継
い
で
経
営
し
、
昭
和
弘
年
廃
業
す

る
。
却
年
留
萌
酒
販
協
同
組
合
に
入
り
現
在
専

務
理
事
。
俳
句
は
在
学
中
よ
り
学
ん
で
い
た

が
、
昭
和
7
年
「
雲
母
」
に
入
会
し
飯
田
蛇
拐

に
学
ぶ
。
「
雲
母
」
同
人
。
却
年
石
原
八
束
に

師
事
、
「
秋
」
同
人
。
伊
藤
凍
魚
主
宰
「
氷
下

魚
」
同
人
。
留
萌
市
社
会
教
育
委
員
、
留
萌
市

文
化
協
会
長
等
を
務
め
、
叫
年
留
萌
市
文
化
賞

を
受
賞
。
留
萌
市
千
望
台
に
建
つ
、
吹
雪
で
行

き
倒
れ
た
姉
妹
の
慰
霊
碑
に
は
英
三
の
句
〈
そ

の
日
よ
り
雪
野
の
果
て
の
姉
妹
星
〉
が
彫
ら
れ

て
い
る
。
昭
和
お
年
に
雲
母
寒
夜
句
三
昧
個
人

賞
を
受
賞
。

mm
年
に
は
第
二
二
回
同
団
体
賞
を

雲
母
留
萌
支
社
が
受
賞
す
る
原
動
力
と
な
っ

た。

U
年
第
九
回
秋
賞
を
受
賞
。
却
年
留
萌
支

社
合
同
句
集
「
海
鳴
」
監
修
。
現
代
俳
句
協
会

員

。

(

菊

地

滴

翠

)

まつもとと(人名編)

学
校
、
札
幌
短
大
卒
。
北
海
道
開
発
調
整
部
勤

務
。
札
幌
商
業
の
国
語
の
教
師
で
あ
っ
た
中
山

周
三
の
指
導
を
受
け
、
作
歌
を
始
め
る
。
昭
和

お
年
「
原
始
林
」
に
入
会
。
都
市
生
活
者
の
乾

い
た
心
情
を
託
し
た
心
象
風
の
写
実
的
な
作
品

が
多
い
。
感
受
性
の
特
異
さ
と
鋭
さ
に
お
い

て
、
同
誌
の
中
で
も
異
色
の
作
家
で
あ
る
。
出

年
田
辺
賞
を
、
引
年
原
始
林
賞
を
受
賞
し
活
躍

し
た
が
、
現
在
は
休
詠
し
て
い
る
。

(
猪
股
泰
)

松

本

昭

夫

容

勺

昭

m
・
3
・
幻

1
(
呂

ω
ω
t
F
)
[
詩
〕
上
川
管
内
比
布
町
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
文
学
部
仏
文
科
卒
。
「
早
稲
田
詩
人
」

「
詩
の
村
」
「
異
類
都
市
」
を
経
て
、
現
在

「
あ
う
ら
」
同
人
。
詩
集
に
「
暗
い
春
」
(
昭

日
)
、
「
聖
な
る
カ
オ
ス
」
(
昭
訂
)
が
あ
る
。

北
海
道
詩
人
協
会
、
旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ
会
員
。

(
富
田
正
一
)

松
本
一
哉
詩
句
大
ロ
・

4

・
8
t
(
S

N
ω
1
)
[
詩
〕
三
重
県
生
ま
れ
。
戦
後
、
大
阪

で
浜
田
知
章
ら
の
行
動
主
義
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
グ

ル
ー
プ
「
山
河
」
の
同
人
と
な
り
、
詩
集
「
サ

ー
カ
ス
の
女
王
」
(
昭
担
)
、
「
死
ん
だ
ま
ね
」

(
昭
お
)
等
に
よ
り
新
鋭
詩
人
と
し
て
注
目
さ

れ
た
。
住
友
銀
行
に
勤
務
し
、
札
幌
支
庖
転
勤

を
機
に
、
昭
和
初
年
河
都
文
一
郎
ら
の
「
核
し

に
加
入
、
鋭
角
的
な
視
角
と
鋭
利
な
切
れ
味
を

も
っ
レ
ト
リ
ッ
ク
で
、
独
自
の
詩
境
を
開
拓
し

た
。
挫
折
者
の
視
角
か
ら
、
な
お
も
正
統
的
な

松

場

斗

舟

問

が

大

2

1
昭
幻
(
呂
】
ω
1

5
h
)
[俳
人
〕
生
地
不
詳
。
本
名
俊
雄
。
八

歳
の
こ
ろ
俳
句
を
お
ぼ
え
、
昭
和
6
年
こ
ろ
か

ら
旭
川
旭
仙
会
で
本
格
的
に
句
作
。
ロ
年
以
後

は
「
海
賊
」
「
プ
リ
ズ
ム
」
「
俳
句
会
館
L

「水

輪
」
と
新
興
俳
句
一
筋
に
進
ん
だ
が
、
肺
患
に

冒
さ
れ
三
四
歳
で
没
し
た
。
(
園
田
夢
蒼
花
)

松
原
地
蔵
尊
は
わ
吋
叫
ん
明
初

-
m
-
m
I

昭
川
崎
・

m
・
7

(
日∞当
1
5
a
)
(俳
句
〕
富

山
県
生
ま
れ
。
本
名
重
造
。
樺
太
大
泊
中
学
か

ら
小
樽
高
等
商
業
学
校
、
東
京
商
科
大
学
卒
。

小
山
銀
行
を
経
て
山
一
証
券
取
締
役
。
大
正
5

年
2
月
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
初
入
選
以
後
一

O
年

余
り
投
句
。
高
商
在
学
中
緑
丘
吟
社
を
創
始
、

写
生
に
よ
る
近
代
性
を
小
樽
俳
壇
に
導
入
し

た
。
「
鹿
火
屋
」
「
枯
野
」
に
参
画
、
昭
和
6
年

「
句
と
評
論
」
(
の
ち
「
広
場
」
と
改
題
)
を

創
刊
、
新
俳
句
運
動
の
一
方
の
旗
頭
と
し
て
活

躍
、
戦
後
は
「
新
暦
」
を
主
宰
し
、
後
進
の
育

成
に
専
念
、
細
谷
源
二
も
傾
倒
し
た
。
北
海
道

の
俳
句
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
に
つ
い
で
「
枯
野
」
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
全
盛
時
代
は
地
蔵
尊
の
手
引
き
に
よ
っ
て
活

況
を
呈
し
た
。
文
芸
味
ゆ
た
か
な
作
品
〈
渡
り

漁
夫
汽
車
乗
り
換
の
駅
に
遊
ぶ
〉
の
よ
う
に
、

人
間
的
な
機
微
を
捉
え
る
の
が
特
徴
。
著
書
に

「
松
原
地
蔵
尊
句
集
L

「
現
代
名
俳
句
集
L

収

録
の
「
灯
台
」
な
ど
。
俳
人
協
会
評
議
員
、
現

代
俳
句
協
会
顧
問
歴
任
。
(
島
恒
人
)

汎
世
界
性
を
堅
持
し
つ
つ
、
鋭
く
現
代
文
明
に

挑
ん
で
い
る
、
と
も
評
さ
れ
る
。
昭
和
必
年
東

京
へ
、
印
年
大
阪
へ
転
居
。

U
年
に
第
三
詩
集

「
烏
の
論
理
し
を
核
の
会
か
ら
上
梓
。
評
論
集

に
「
中
原
中
也
論
」
(
昭
部
、
山
河
出
版
社
)

が
あ
る
。
日
本
現
代
詩
人
会
員
。

(
河
都
文
一
郎
)

松

本

弘

ニ

江

守

明

m
・
9
・
幻

1
昭川崎

・
6
-
m
(
】∞

gi--C吋
ω

)

[

美
術
〕
佐
賀
県

生
ま
れ
。
「
種
蒔
く
人
」
(
大
叩
)
、
「
文
芸
戦

線
」
(
大
口
)
同
人
と
し
て
小
説
、
美
術
批
評

を
ほ
、
ほ
毎
号
書
い
た
。
「
窟
を
囲
る
話
」
(
大

u

・
1
、
「
文
芸
戦
線
」
)
は
札
幌
の
淫
売
窟
の
点

描

。

(

小

笠

原

克

)

松
本
剛
太
郎
日
刊
誌
う
明
お
・
3
・
幻

I

昭
必
・

2

・
日

(
E
c
o
-
-
c
g
)
〔
医
師
〕
徳

島
県
生
ま
れ
。
父
今
次
郎
の
第
二
農
場
、
十
勝

管
内
芽
室
町
に
育
ち
、
九
州
帝
国
大
学
医
科
大

学
卒
。
妻
は
書
家
松
本
春
子
。
医
師
の
か
た
わ

ら
「
万
葉
集
医
事
談
」
(
昭
9
)
、
「
荻
野
吟
子

小
伝
」
お
よ
び
陸
別
の
開
拓
者
、
医
師
関
寛
の

事
蹟
を
調
査
発
表
し
た
。
北
海
道
大
学
医
学
部

第
一
内
科
教
室
の
創
設
に
当
た
り
、
札
幌
医
師

会
長
、
北
海
道
医
師
会
長
を
つ
と
め
た
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

松
本
し
げ
る
は
安
と
大
9
・
3
・

1
1

(
H
C
N
0
1
)
〔
俳
句
〕
留
萌
管
内
小
平
町
生
ま

れ
。
本
名
茂
。
庁
立
留
萌
中
学
校
卒
。
医
療
専

門
学
校
主
任
教
員
。
昭
和
初
年
か
ら
伊
藤
凍
魚

松
原
良
輝
台
忠
昭
6
・
6
・

3
1
(
5

2
1
)
[詩
〕
帯
広
市
生
ま
れ
。
旧
制
十
勝
農

業
土
木
科
卒
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
。
昭
和
お
年
7
月
谷
克
彦
、
平
沢
剛
一
郎
、

古
川
洋
司
ら
と
帯
広
詩
話
会
を
結
成
。
「
オ
メ

ガ
L

「
カ
プ
セ
ル
」
「
変
貌
」
に
参
加
。
お
年
ロ

月
吉
川
洋
司
、
驚
巣
繁
男
と
「
詩
酋
長
」
を
創

刊
。
「
白
の
交
響
詩
」
、
「
真
夏
の
詩
し
を
発
表
。

「
と
か
ち
詩
界
0
の
会
し
に
所
属
。
「
サ
イ
ロ
し

の
児
童
詩
運
動
に
も
協
力
。
帯
広
、
十
勝
の
文

化
運
動
に
も
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

昭
和
初
年
代
に
は
、
最
も
前
衛
的
な
新
鋭
詩
人

と
し
て
注
目
さ
れ
、
人
間
の
条
件
と
し
て
自
由

の
絶
対
性
を
探
究
す
る
詩
的
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で

あ
る
。
多
彩
な
詩
的
行
動
の
中
核
に
は
、
透
徹

し
た
文
明
批
評
が
あ
る
。
(
千
葉
宣
一
)

松
前
広
長
現
政
元
文
2
・
ロ

-
m
I享

和
元
・
5
・

m
(
コω斗
1
H
∞
。
】
)
〔
漢
文
学
〕

松
前
家
第
二
世
藩
主
邦
広
六
男
、
門
閥
村
上

系
松
前
家
を
嗣
ぎ
、
家
老
と
な
る
。
安
永
九

(
一
七
八

O
)年
松
前
藩
の
歴
史
で
あ
る
「
福

山
秘
府
L

全
六

O
巻
を
は
じ
め
、
「
毛
人
井
蛙

談
」
「
覆
瓶
草
L

「
夷
曾
列
像
附
録
」
「
松
前
志
」

等
を
著
し
て
い
る
。
広
長
は
博
学
で
、
特
に
漢

文
を
能
く
し
、
書
画
に
も
長
じ
、
さ
ら
に
は
音

曲
に
も
秀
で
、
雅
号
を
琴
書
堂
と
号
し
た
。

(
永
田
富
智
)

松
村
忠
義
民
詑
大
日
・

4

・
お
1
2
C

M

∞
1
)
〔
短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
札
幌
商
業
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の
指
導
を
受
け
「
氷
下
魚
」
で
作
句
。
M
H

年
よ

り
寺
田
京
子
に
師
事
「
白
の
会
」
を
結
成
、
現

在
に
至
る
。
日
年
木
村
敏
男
に
師
事
「
に
れ
」

同
人
。
日
年
と
訂
年
に
札
幌
市
民
芸
術
祭
奨
励

賞

を

受

賞

し

た

。

(

竹

田

て

つ

を

)

松
本
清
張
問
白
う
明
位
・
ロ

-
U
1
2

8
c
t
p
)
[小
説
〕
小
倉
市
生
ま
れ
。
小
学
校
高

等
科
を
卒
え
た
あ
と
生
活
の
苦
労
を
重
ね
る
。

朝
日
新
聞
九
州
支
社
勤
務
時
代
に
書
い
た
処
女

作
「
西
郷
札
」
が
直
木
賞
の
候
補
と
な
り
、
昭

和
幻
年
の
「
或
る
『
小
倉
日
記
』
伝
」
が
芥
川

賞
に
選
ば
れ
た
。
社
会
派
推
理
作
家
と
し
て
常

に
話
題
作
を
生
ん
で
い
る
が
、
本
道
取
材
作
も

代
表
作
に
数
え
ら
れ
る
。
九
州
か
ら
北
海
道
に

ま
た
が
っ
て
列
車
時
刻
表
を
駆
使
し
た
「
点
と

線
L

(

昭
詑
・

2
h
お
・
1
、
「
旅
」
)
は
推
理

小
説
の
世
界
に
一
紀
元
を
画
し
た
。
週
刊
誌
記

者
が
連
続
殺
人
の
謎
を
さ
ぐ
る
う
ち
事
件
の
背

後
に
暗
躍
す
る
黒
い
集
団
に
立
ち
向
か
う
「
黄

色
い
風
土
」
(
昭
お
・
5
、
講
談
社
)
は
小
樽

が
重
要
な
舞
台
。
安
保
の
季
節
で
あ
る
昭
和
お

年
に
夕
張
で
小
児
マ
ヒ
が
多
発
し
た
が
、
現
実

の
ポ
リ
オ
流
行
に
細
菌
謀
略
を
か
ら
ま
せ
た

「
屈
折
回
路
」
(
昭
お

1
却
、
「
文
学
界
」
)
は

夕
張
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
講
演
な

ど
で
来
道
の
機
会
が
多
い
。
(
木
原
直
章
)

松

本

徹

話

可

昭

8

・

8

・

ω
1
(邑

ωωtF)
〔
評
論
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
大
阪
市
立

大
学
国
語
国
文
科
卒
。
近
畿
大
学
教
授
。
「
三
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まつもとひ

島
由
紀
夫
論
」
(
昭
錦
、
朝
日
出
版
社
)
、
「
変

容
つ
-
つ
け
る
人
物
」
(
昭
日
・

9
、
「
文
学
界
」
)

な
ど
の
評
論
の
ほ
か
徳
田
秋
声
研
究
に
新
境
地

を
開
拓
。
「
文
学
界
」
同
人
雑
誌
評
を
担
当
。

(
神
谷
忠
孝
)

松
本
秀
男
曽
川
と
大
6
・
9
-
m
I
(
S

H
叶

1
)
〔
短
歌
〕
美
唄
市
生
ま
れ
。
前
赤
平
市

助
役
。
「
新
墾
」
「
潮
音
」
同
人
。
昭
和
打
年

こ
ろ
か
ら
作
歌
を
始
め
る
。
必
年
か
ら
赤
平
短

歌
連
盟
会
長
。
連
盟
の
合
同
歌
集
や
記
念
誌
、

ま
た
地
域
に
根
ざ
し
た
短
歌
行
事
の
開
催
、
不

遇
だ
っ
た
歌
人
の
歌
集
出
版
を
す
る
な
ど
、
地

域
文
化
振
興
の
推
進
者
。
日
切
年
赤
平
文
化
協
会

賞
を
受
賞
。
同
連
盟
も
赤
平
市
の
文
化
奨
励
賞

を
受
け
て
い
る
。
北
海
道
歌
人
会
委
員
。

(
永
平
利
夫
)

松

本

道

介

努

泣

昭

ω
・
2
・
m
1
(
目。

ωωtF)[評
論
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
二
歳
で
東

京
に
移
住
。
東
京
大
学
独
文
科
卒
。
中
央
大
学

教
授
。
主
要
評
論
「
日
本
回
帰
の
内
実
」
(
昭

川
崎
・
ロ
、
「
新
潮
」
)
、
「
野
呂
邦
暢
論
」
(
昭

ω

・
1
、
「
文
学
界
」
)
。
「
文
学
界
」
の
同
人
雑
誌

評
欄
の
執
筆
者
の
一
人
。
(
神
谷
忠
孝
)

松
谷
一
令
お
V

明
部

-
m
-
m
t
p
(
3

0ω
・5
)
〔
短
歌
〕
画
館
市
生
ま
れ
。
旧
制
画
館

商
業
学
校
二
年
よ
り
作
歌
。
昭
和
7
年
「
心
の

花
」
入
会
、
石
樽
千
亦
に
師
事
。
石
樽
の
没
後

は
小
宮
良
太
郎
、
鷲
見
治
喜
次
の
「
朱
鳥
」
に

参
加
。
同
年
樺
太
移
住
。
口
年
「
樺
太
短
歌
」

みうらあや(人名編)

間
宮
茂
輔
持
肘
明
白
・

2
-
m
1昭
印

・
1
・
ロ

(
E
S
-
-
C斗
切
)
(
小
説
〕
東
京
生

ま
れ
。
本
名
真
言
。
慶
応
大
学
中
退
。
株
屋
勤

め
な
ど
を
経
て
「
不
同
調
」
創
刊
(
大
U
)
に

参
加
、
左
傾
し
て
地
下
活
動
も
経
験
、
昭
和
8

年
入
獄
、
印
年
転
向
出
獄
。
「
あ
ら
が
ね
」
(
昭

日
)
、
「
党
員
作
家
」
(
昭
お
)
、
「
鯨
工
船
」
(
昭

誕
)
な
ど
。
第
一
創
作
集
「
突
棒
船
」
(
昭

m

-
m、
竹
村
書
房
)
の
標
題
作
は
、
オ
ッ
ト
セ

イ
撃
ち
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
へ
乗
り
出
す
海
洋
文

学

。

(

小

笠

原

克

)

間
宮
林
蔵
川
崎
?
安
永

4
1弘
化
元
・

2

・
m
2
3
ω
1
5
A
E
)
〔
探
検
〕
茨
城
県
(
常

陸
国
筑
波
郡
)
の
農
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ

る
。
数
学
の
才
を
認
め
ら
れ
、
江
戸
に
出
て
普

請
役
村
上
島
之
丞
の
配
下
と
な
っ
て
地
理
学
を

学
ぶ
。
寛
政
ロ
(
一
八

O
O
)年
に
幕
府
蝦
夷
地

御
用
雇
と
し
て
島
之
丞
に
随
行
し
て
蝦
夷
地
に

渡
り
、
伊
能
忠
敬
か
ら
測
量
術
を
習
得
し
た
。

文
化
3
(
一
八

O
六
)
年
に
択
捉
の
沿
岸
を
実
測

し、

5
年
に
樺
太
島
の
探
検
を
命
じ
ら
れ
松
田

伝
十
郎
と
共
に
同
地
を
見
分
。
さ
ら
に
同
年
か

ら
翌
6
年
に
わ
た
り
再
び
樺
太
を
探
検
し
て
、

樺
太
が
半
島
で
は
・
な
く
て
島
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

ζ

の
成
果
を
と
り
入
れ
た
「
日
本
辺

海
略
図
」
を
作
成
し
、
さ
ら
に
大
陸
交
易
に
赴

く
ギ
リ
ヤ
l
ク
人
に
同
行
し
て
ア
ム
ー
ル
下
流

の
満
州
仮
府
デ
レ
ン
を
調
査
し
た
。
文
化
7

と
う
た
っ

(
一
八
一

O
)年
「
東
縫
紀
行
」
「
北
蝦
夷
図

同
人

o
n年
引
き
揚
げ
後
は
無
所
属
の
ま
ま
作

歌
。
必
年
「
原
始
林
」
に
入
会
、
相
良
義
重
に

師
事
し
た
が
、
相
良
の
逝
去
後
は
石
川
澄
水
を

経
て
土
蔵
培
人
に
師
事
す
る
。

M
年
歌
会
始
入

選

。

(

新

蔵

利

男

)

松
山
善
三
世
れ
な
大

u
・
4
・

3
1
(
S

Nωty)[映
画
、
シ
ナ
リ
オ
〕
兵
庫
県
生
ま
れ
。

岩
手
医
学
専
門
学
校
を
中
退
し
て
松
竹
に
入
社

し
、
代
表
作
に
昭
和
初
年
の
「
名
も
な
く
貧
し

く
美
し
く
」
が
あ
る
。
厚
田
の
網
元
で
道
会
議

員
を
務
め
た
異
色
人
物
が
モ
デ
ル
の
「
厚
田

村
」
上
・
下
(
昭
日
・

6
、
潮
出
版
)
、
晩
成

社
を
ひ
き
い
て
十
勝
を
開
拓
し
た
「
依
田
勉
三

の
生
涯
」
上
・
下
(
昭
M
・
口
、
同
)
、
敗
戦

直
後
に
真
岡
郵
便
局
で
交
換
台
を
守
っ
て
集
団

自
決
し
た
乙
女
た
ち
の
事
件
を
発
端
と
す
る

「
氷
雪
の
門
」
(
昭
防
・
口
、
同
)
な
ど
の
本

道

取

材

作

が

あ

る

。

(

木

原

直

彦

)

松

吉

鍋

三

括

計

大

3
・
m
・
7
4
F
(
S

EtF)
〔
短
歌
〕
桧
山
管
内
江
差
町
生
ま
れ
。

札
幌
第
一
中
学
校
卒
。
満
州
、
シ
ベ
リ
ア
を
経

て
、
昭
和
必
年
室
蘭
営
林
署
長
を
退
職
。
昭
和

9
年
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
、
加
年
「
ヒ
グ
マ
」
、
出
年

「
北
海
道
ア
ラ
ラ
ギ
」
、
犯
年
「
海
鳴
」
入
会
。

同
年
歌
集
「
山
の
風
」
を
刊
行
し
た
。
函
館
市

在

住

。

(

笹

原

登

喜

雄

)

問
所
祥
司
誌
に
日
昭

m
・
7
・
u
t，(巴

ω
ω
I
)
[
俳
句
〕
十
勝
管
内
豊
頃
町
生
ま
れ
。

帯
広
農
業
高
等
学
校
卒
。
日
本
甜
菜
製
糖
株
式

説
」
を
著
し
、
「
北
蝦
夷
島
図
」
を
作
製
し
た
。

間
宮
の
地
図
を
入
手
し
た
シ
l
ボ
ル
ト
は
、

「
日
本
」
を
著
し
て
そ
の
中
で
間
宮
海
峡
の
名

を
初
め
て
世
に
紹
介
し
た
。
(
小
野
規
矩
夫
)

丸

木

俊

臼

き

明

必

・

2
・
n
t
F
(
E
H

NtF)
〔
絵
画
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
庁
立
札
幌
高

等
女
学
校
を
経
て
女
子
美
術
大
学
卒
。
女
流
画

ひ
と
ひ
と

家
協
会
、
日
肌
展
会
員
、
ソ
ビ
エ
ト
芸
術
ア
カ

デ
ミ
ー
名
誉
会
員
。
「
原
爆
の
図
」
の
制
作
者
。

著
書
に
「
女
絵
か
き
の
誕
生
」
(
昭
位
、
朝
日

新

聞

社

)

が

あ

る

。

(

神

谷

忠

孝

)

丸

山

薫

誌

勺

明

白

・

6

・

8
1昭
却

-
m
・
幻

(
E
S
1
5足
)
(
詩
〕
大
分
市
生

ま
れ
。
東
京
大
学
国
文
科
中
退
。
「
椎
の
木
」

に
属
し
、
三
好
達
治
、
堀
辰
雄
と
「
四
季
」
を

創
刊
。
戦
中
山
形
県
下
に
疎
開
、
西
川
町
岩
根

沢
小
学
校
代
用
教
員
を
勤
め
、
札
幌
青
磁
社
の

詩
誌
「
至
上
律
」
の
編
集
委
員
に
参
加
。
昭
和

お
年
詩
集
「
仙
境
」
を
札
幌
よ
り
出
版
。
釘
年

夏
藤
原
定
、
山
室
静
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
梅
岸
を
旅

し
、
当
時
の
感
慨
を
詩
集
「
月
渡
る
」
の
「
、
ぼ

く
の
旅
で
」
に
う
た
い
込
ん
で
い
る
。(

更
科
源
蔵
)

丸
山
靖
生
竹
内
勺
昭
ロ
・

1

・
U
I
(
巴

ω
ア
1
)
[
小
説
〕
樺
太
生
ま
れ
。
本
名
靖
雄
。

昭
和
幻
年
引
き
揚
げ
後
、
留
萌
管
内
増
毛
町
信

砂
御
料
に
開
拓
農
民
と
し
て
入
植
。
お
年
「
文

芸
首
都
」
、
留
萌
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
会
。
同
会

員
誌
「
P
E
N
」
に
処
女
作
「
三
号
室
」
を
発

会
社
に
入
社
。
剖
年
「
氷
原
帯
」
に
入
会
、
ほ

か
に
「
海
程
し
な
ど
の
同
人
。
訂
年
句
集
「
反

第
」
を
氷
原
帯
叢
書
と
し
て
出
版
。
お
年
氷
原

帯
賞
受
賞
。
北
海
道
地
区
現
代
俳
句
協
会
幹

事
。
北
海
道
俳
句
協
会
委
員
。
回
年
よ
り
「
氷

原
帯
」
の
編
集
を
担
当
。
(
川
端
麟
太
)

真

船

豊

怨

州

明

白

・

2
-
m
I
昭
臼

・
8
・
3
2
8
N
1
Sコ
)
〔
劇
作
、
小
説
〕

福
島
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
英
文
科
中
退
。

一
三
歳
で
函
館
の
海
産
物
貿
易
商
の
養
子
と
な

っ
た
が
、
間
も
な
く
復
籍
し
た
。
早
稲
田
大
学

を
中
退
後
再
び
北
海
道
へ
渡
り
、
牧
夫
と
し
て

働
き
・
な
が
ら
留
岡
幸
助
創
立
に
な
る
遠
軽
の
北

海
道
家
庭
学
校
の
少
年
た
ち
と
起
居
を
共
に

し
、
の
ち
に
そ
の
体
験
か
ら
「
太
陽
の
子
」

(
昭
日
)
を
執
筆
し
た
。
こ
の
作
品
は
同
年
阿

部
豊
監
督
に
よ
っ
て
映
固
化
さ
れ
た
。
代
表
的

戯
曲
に
「
髄
」
(
昭
9
)
、
「
詑
」
(
昭
叩
)
、
「
裸

の
町
」
(
昭
日
)
、
「
山
参
道
」
(
昭
日
)
、
「
中
椿

公
館
」
(
昭
幻
)
、
「
黄
色
い
部
屋
」
(
昭
お
)
が

あ
り
、
昭
和
叩
年
に
書
い
た
「
な
だ
れ
し
に
つ

づ
き
「
激
流
」
「
雪
」
「
仏
法
僧
」
「
冬
の
夜
話
」

な
ど
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
も
名
作
を
残
し
た
。
長

編
小
説
に
「
雁
の
影
」
(
昭
却
)
、
「
陽
気
な
家

族
」
(
昭
弘
)
ほ
か
。
昭
和
幻
年
放
送
文
化
賞

受
賞
。
刊
年
か
ら
は
真
船
豊
書
斎
劇
場
を
主
宰

し
た
。
「
真
船
豊
選
集
」
全
五
巻
、
「
真
船
豊
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
選
集
」
、
小
説
集
「
白
魚
し
な
ど

が

あ

る

。

(

佐

々

木

逸

郎

)
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表
。
初
年
同
誌
発
表
の
「
男
爵
と
ぼ
く
」
が

「
週
刊
新
潮
」
同
人
誌
秀
作
選
と
な
り
、
翌
鈎

年
5
月
4
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
地
方
公
務

員
。
日
高
管
内
浦
河
町
在
住
。

(
東
野
ひ
ろ
子
)

み

三
浦
綾
子

U

切
な
大
口
・

4

・
ぉ

1
(
H
C
N

N1)
〔
小
説
〕
旭
川
市
生
ま
れ
。
旭
川
市
立
高

等
女
学
校
卒
。
歌
志
内
神
威
小
学
校
教
員
と
な

り
、
の
ち
旭
川
啓
明
小
学
校
に
移
る
。
昭
和
幻

年
退
職
。
肺
結
核
、
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
か
か

り
、
以
後
二
二
年
間
闘
病
生
活
を
送
る
。
お
年

幼
な
じ
み
の
前
川
正
と
再
会
、
精
神
の
転
機
を

得
る
o

U
年
西
村
久
蔵
(
「
愛
の
鬼
才
L

の
主

人
公
)
を
知
る
。
と
の
年
洗
礼
を
受
け
キ
リ
ス

ト
教
に
入
信
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
な
る
。
初

年
三
浦
光
世
と
出
会
い
、
加
年
結
婚
、
旧
姓
堀

田
か
ら
三
浦
へ
。
初
年
「
主
婦
の
友
」
に
「
太

陽
は
再
び
没
せ
ず
し
が
当
選
。
却
年
朝
日
新
聞

大
阪
本
社
創
刊
八
五
年
(
東
京
本
社
七
五
周

年
)
記
念
一
千
万
円
懸
賞
小
説
に
「
氷
点
」
が

当
選
。
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
、
出
版
の
あ
と

映
画
化
、
テ
レ
ビ
化
さ
れ
、
氷
点
プ
l
ム
を
ま

335 



みうらこう

き
起
こ
し
一
躍
脚
光
を
あ
び
、
作
家
の
地
歩
を

き
ず
く
。
以
後
、
「
積
木
の
箱
」
「
塩
狩
峠
」

「
自
我
の
構
図
」
「
帰
り
と
ぬ
風
」
「
残
像
」
等

を
発
表
、
多
数
の
読
者
を
獲
得
、
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
作
家
と
な
る
。
乙
の
聞
に
「
道
あ
り
き
」
ほ

か
の
自
伝
、
「
旧
約
聖
書
入
門
」
等
を
出
す
。

深
い
信
仰
の
情
熱
を
作
家
生
活
の
根
底
に
据
え

る
が
、
心
理
葛
藤
の
す
る
ど
い
把
握
力
と
ス
ト

ー
リ
ー
-
テ
ー
ラ
ー
と
し
て
の
抜
群
の
力
量
が

あ
い
ま
っ
て
、
広
範
な
読
者
層
を
ひ
き
つ
け
、

ユ
ニ
ー
ク
な
小
説
世
界
を
き
り
ひ
ら
い
た
。
印

年
「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
」
、
日
年
「
天
北
原

野
」
、
臼
年
「
広
き
迷
路
」
「
泥
流
地
帯
」
、
M

年
「
続
泥
流
地
帯
」
等
々
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

創
作
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
多
く
が
映
画
化
、

テ
レ
ビ
化
さ
れ
た
。
日
年
「
千
利
休
と
そ
の
妻

た
ち
」
で
歴
史
小
説
へ
の
関
心
を
深
め
る
。
日

年
「
海
嶺
」
に
よ
っ
て
新
境
地
を
ひ
ら
き
視
野

を
海
外
に
広
げ
、
海
外
取
材
旅
行
は
じ
ま
る
o

u年
直
腸
ガ
ン
手
術
。
日
年
「
水
な
き
雲
」

「
愛
の
鬼
才
」
、
回
年
「
北
国
日
記
」
。
取
材
の

た
め
ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
。
乙
の
聞
に

作
品
の
多
く
が
各
出
版
社
の
文
庫
本
と
な
り
ひ

ろ
く
読
ま
れ
て
い
く
が
、
英
語
、
中
国
語
等
を

は
じ
め
各
国
語
に
も
翻
訳
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

印
年
「
三
浦
綾
子
作
品
集
」
全
六
巻
が
朝
日
新

聞
社
か
ら
刊
行
、
完
結
を
み
た
。

[
氷
点
〕
芯
ぅ
長
編
小
説
。
正
編
1
昭
和
幼

年
ロ
月
9
日
1
幼
年
日
月
U
日
朝
日
新
聞
連

みきたた、し(人名編)

三
浦
久
子
説
日
昭
6
・
9
・

5
I
2
8

-1)
〔
短
歌
〕
岩
見
沢
市
生
ま
れ
。
藤
女
子
短

期
大
学
卒
。
札
幌
東
高
等
学
校
在
学
中
か
ら
中

山
周
三
の
指
導
を
受
け
る
。
夫
敏
之
と
共
に
昭

和
お
年
「
原
始
林
」
入
社
、
必
年
原
始
林
賞
、

川
崎
年
原
始
林
田
辺
賞
受
賞
。
華
や
か
さ
は
な
い

が
、
温
順
な
自
然
観
照
の
な
か
に
生
来
の
や
わ

ら
か
な
汗
情
が
濠
透
す
る
。
教
員
だ
っ
た
夫
に

従
い
各
地
に
転
住
し
た
が
、
そ
の
都
度
地
域
の

短
歌
会
の
結
成
や
強
化
に
夫
を
助
け
て
い
る
。

(
村
井
宏
)

三
浦
牧
入
門
叫
ん
明
お
・
1
・

n
1
(
S

O
N
-
)

〔
俳
句
〕
後
志
管
内
島
牧
村
生
ま
れ
。

本
名
由
太
郎
。
少
年
の
こ
ろ
よ
り
作
句
。
昭
和

7
年
岩
内
に
移
り
泉
天
郎
の
指
導
を
受
け
、
の

ち
「
若
葉
」
「
馬
酔
木
」
「
春
汀
」
「
天
狼
」
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
「
鹿
火
屋
」
「
政
魂
」
「
古
漕
」
等

に
拠
り
、
作
句
し
た
。
(
園
田
夢
蒼
花
)

三
上
省
吾
同
誌
ど
明
白
・
7
・

1
1昭
臼

・
3
・
幻

(
E
S
-
-。
吋
∞
)
〔
短
歌
〕
恵
庭
市

生
ま
れ
。
大
正
凶
年
か
ら
農
産
物
検
査
員
、
林

産
物
検
査
員
、
林
業
技
術
普
及
員
と
し
て
官
庁

に
勤
務
し
た
。
昭
和
弘
年
「
新
墾
」
に
入
社
し

て
小
田
観
壁
に
師
事
、
幹
部
同
人
と
し
て
活
躍

す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
林
務
部
監
修
の

「
林
」
歌
壇
の
選
者
と
し
て
後
進
の
指
導
に
も

当
た
っ
た
。
歌
集
に
「
蒼
林
」
(
昭
却
)
が
あ

り
、
誠
実
な
全
人
的
表
現
を
歌
風
と
し
た
。

(
足
立
敏
彦
)

載
。
朝
日
新
聞
社
(
昭

ω
・
日
)
刊
。
続
編
1

昭
和
必
年
5
月
ロ
日

tF必
年
5
月
刊
日
同
紙
連

載
。
同
社
(
昭
必
・
5
)
刊
。
旭
川
を
舞
台

に、
F

原
罪
意
識
d

を
追
求
し
た
キ
リ
ス
ト
者

の
視
点
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ー
ラ
ー
の
才
能
が
結

合
し
、
現
代
文
学
に
新
分
野
を
ひ
ら
い
た
。

(
高
野
斗
志
美
)

三
浦
浩
明
吟
伊
大
5
・

3

3
昭
臼
・

3

・
m
(
S
E
-
-∞
ゴ
)
[
俳
句
〕
札
幌
市
生
ま

れ
。
本
名
浩
。
早
稲
田
大
学
商
科
卒
。
在
学
中

に
「
馬
酔
木
」
に
拠
り
、
昭
和
問
年
「
葦
牙
L

に
入
会
。
の
ち
「
壷
」
「
ア
カ
シ
ヤ
L

な
ど
に

も
投
句
、
晩
年
「
河
」
に
拠
る
。
句
集
に
「
青

嶺
」
(
昭
印
)
が
あ
る
。
(
佐
々
木
子
興
)

三
浦
栄
抑
制
品
昭
2
・
7
-
m
I昭
お

-
u
・
釘
(
呂
町
t
p
S
E
)
[詩
〕
渡
島
管
内

松
前
町
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
文
学
部
国
文
科

中
退
。
昭
和
初
年
4
月
「
〉
4
0
冨
」
第
七
号

に
「
ブ
ラ
ン
コ
を
ゆ
す
れ
」
を
発
表
。
文
学
的

遺
書
「
一
片
歌
々
の
志
」
を
「
〉
吋
C
冨
」
終

刊
号
に
残
し
て
、
北
大
農
学
部
四
階
屋
上
よ
り

投
身
自
殺
を
遂
げ
た
。
幻
年
9
月
友
人
有
志
に

よ
り
遺
稿
集
「
赤
い
雪
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
フ

ラ
ン
ス
象
徴
主
義
体
験
を
経
て
、
中
原
中
也
と

松
尾
芭
蕉
の
問
で
人
生
の
詩
と
真
実
を
探
究
。

敗
戦
を
横
須
賀
海
兵
団
で
迎
え
た
精
神
の
傷
痕

が
、
人
間
不
信
と
存
在
論
的
孤
独
感
の
中
核
と

な

っ

て

い

る

。

(

千

葉

宣

一

)

三

浦

三

郎

大

3

・

ロ

-
m
I昭
剖

み
う
ら

さ
ぶ
ろ
う

三

上

静

風

常

?

大

u
・
3
-
U
1
(
E

M
U
-
)

〔
短
歌
〕
上
川
管
内
美
瑛
町
生
ま
れ
。

本
名
権
次
郎
。
美
瑛
高
等
学
校
卒
。
美
瑛
町
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
。
短
歌
は
啄
木
に
ひ

か
れ
て
い
た
が
、
昭
和
沼
年
に
高
橋
和
光
を
知

り
、
小
田
観
鐘
の
「
新
墾
」
、
太
田
水
穂
の

「
潮
音
」
に
入
社
。
「
新
墾
」
の
銀
河
同
人
、

「
潮
音
」
の
同
人
、
旭
川
短
歌
会
(
新
墾
、
潮

音
)
の
代
表
。
ま
た
地
元
美
瑛
町
内
の
「
し
ろ

が
ね
短
歌
会
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

(
高
橋
和
光
)

三
上
敏
夫
は
神
大

u
・
7
-
m
t
F
(
H
S

ω
1
)
〔
児
童
文
学
〕
渡
島
管
内
上
磯
町
生
ま

れ
。
小
学
校
教
師
と
し
て
、
生
活
綴
方
教
育
を

実
践
、
多
く
の
記
録
を
刊
行
。
あ
わ
せ
て
児
童

文
学
作
品
を
書
き
、
作
品
に
絵
本
「
ハ
ナ
と
ひ

げ
じ
い
」
(
昭
昭
、
草
土
文
化
)
、
「
流
氷
」

(
「
日
本
児
童
文
学
」
)
、
「
ぶ
っ
ち
ゅ
ま
ん
」

(
「
北
方
文
芸
」
)
、
「
空
と
海
と
少
年
」
(
「
母
と

子
」
)
な
ど
リ
ア
ル
に
子
ど
も
の
世
界
を
描
い

た
も
の
多
数
。
北
の
仲
間
同
人
。
昭
和
回
年
よ

り
名
寄
女
子
短
期
大
学
教
授
。
(
菊
地
慶
一
)

三
岸
好
太
郎
持
札
ろ
う
明
部
・

4
-
M
1

昭
9

・
7
・
1
2
8
ω
t
F
H
S
A
F
)
〔
絵
画
〕
札

幌
市
生
ま
れ
。
大
正
日
年
札
幌
第
一
中
学
校

卒
。
ロ
年
第
一
回
春
陽
会
展
に
入
選
。
昭
和
5

年
独
立
美
術
協
会
創
立
会
員
と
な
り
、
同
展
を

中
心
に
活
躍
し
た
。
昭
和
位
年
遺
作
二
二

O
点

が
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ
、
道
立
美
術
館
(
現
三

-
4
-
m
(
S
E
t
-
-
8
0
)
〔
小
説
〕
富
山
県

生
ま
れ
。
戦
後
釧
路
郵
便
局
で
労
働
運
動
に
入

り
、
昭
和
幻
年
全
逓
新
聞
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
に

小
説
「
古
川
一
等
兵
の
死
」
で
一
位
入
選
。
ほ

か
に
「
良
子
」
(
昭
幻
)
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

「
釧
路
現
代
文
学
選
集
」
第
一

O
巻
に
収
録
。

(
鳥
居
省
三
)

三
浦
哲
郎
努
紡
昭

6
・
3
・
1
1
2
8

-
1
)
[小
説
〕
青
森
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学

仏
文
科
卒
。
「
忍
ぶ
川
」
(
昭
お

-
m、
「
新

潮
」
)
で
芥
川
賞
受
賞
。
第
一
一
一
回
新
潮
新
人

賞
に
運
上
旦
子
の
「
、
ぼ
く
の
出
発
」
(
昭
防
・

7
、
「
新
潮
」
)
が
選
ば
れ
た
と
き
の
選
考
委
員

の
一
人
。
本
道
取
材
作
に
「
踊
子
ノ
ラ
」
(
昭

錦
、
講
談
社
)
、
「
愛
し
い
女
」
(
昭
M
、
新
潮

社
)
ほ
か
。
代
表
作
に
「
白
夜
を
旅
す
る

人
々
」
(
昭
印
)
が
あ
る
。
(
神
谷
忠
孝
)

三
浦
敏
之
伐
苧
大
口
・

4
・
1
4
1
(
S

NN1)
〔
短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
卒
。
小
樽
、
札
幌
、
旭
川
で
高
等
学
校
教
員

を
勤
め
た
。
小
、
中
学
生
時
代
早
く
も
啄
木
や

牧
水
の
歌
、
上
田
敏
の
詩
を
好
み
、
北
大
予
科

時
代
に
宇
野
親
美
か
ら
万
葉
集
を
学
ぶ
乙
ろ
か

ら
本
格
的
に
短
歌
へ
の
傾
倒
を
み
せ
た
。
一
時

「
新
墾
」
に
所
属
し
た
が
、
昭
和
お
年
夫
人
久

子
と
共
に
「
原
始
林
」
入
社
。
斎
藤
茂
吉
研
究

に
も
熱
心
で
、
平
明
な
表
現
の
う
ち
に
温
か
い

人
間
味
を
漂
わ
す
詠
風
で
あ
る
。
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(
村
井

宏
)

岸
好
太
郎
美
術
館
)
が
開
館
し
た
。
画
論
の
ほ

か
「
上
海
の
絵
本
」
な
ど
の
詩
作
品
を
残
し
て

い
る
。
子
母
沢
寛
は
異
父
兄
に
あ
た
る
。

(
工
藤
欣
弥
)

三
木
澄
子
設
ζ

明
位
・
1
・

2
5
3
2
8

。
1
)
〔
小
説
、
児
童
文
学
〕
長
崎
県
生
ま
れ
。

本
名
磯
野
澄
子
。
愛
知
県
立
第
二
回
同
等
女
学
校

卒
。
少
女
時
代
よ
り
文
学
に
志
し
「
令
女
界
」

「
若
草
」
な
ど
に
小
説
を
寄
稿
。
第
二
二
回
芥

川
賞
候
補
作
品
「
手
巾
の
歌
」
(
昭
日
)
で
作

家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
他
の
小
説
に
よ

っ
て
新
人
女
流
作
家
と
し
て
嘱
望
さ
れ
た
。
戦

後
少
女
小
説
に
転
じ
て
「
ま
つ
ゆ
き
草
」
(
昭

初
、
ポ
プ
ラ
社
)
な
ど
多
く
の
作
品
を
発
表
。

ま
た
名
作
童
話
、
伝
記
小
説
な
ど
に
も
幅
広
く

活
躍
し
た
。
昭
和
お
年
小
学
館
児
童
文
学
賞
佳

作
、
町
年
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
功
労
賞
を
受

賞
。
作
品
に
「
北
に
青
春
あ
り
」
「
雪
の
恋
歌
」

「
白
鳥
に
告
げ
た
言
葉
」
(
集
英
社
)
な
ど
北

海
道
を
舞
台
に
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
が
あ
り
、

「
ね
こ
と
き
つ
ね
が
さ
ん
ぼ
し
て
」
(
昭
M
、

小
学
館
)
、
「
手
の
ひ
ら
の
星
」
(
昭
印
、
「
北
海

道
児
童
文
学
全
集
」
収
)
な
ど
の
童
話
作
品
も

多
い
。
長
く
東
京
在
住
で
あ
っ
た
が
的
年
よ
り

網
走
市
に
在
住
し
、
執
筆
活
動
を
続
け
る
。

(
菊
地
慶
一
)

三
木
唯
史
廷
し
明
必
・

3
・
1
1昭
防

・
ロ
・

6
(
E
H
N
t
F
H
S∞
)
[
短
歌
〕
紋
別
市

た
だ
し

生
ま
れ
。
本
名
公
。
旭
川
師
範
学
校
卒
。
釧
路

337 



みきろふう

市
第
四
小
学
校
訓
導
。
昭
和
9
年
発
起
人
の
一

人
と
し
て
「
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
」
を
結

成
。
日
年
「
青
垣
会
」
入
会
。
同
年
1
月
綴
方

教
育
事
件
で
検
挙
さ
れ
る
。
同
年
7
月
釈
放
後

は
美
幌
町
役
場
に
勤
務
、
教
育
長
も
務
め
た
。

共
著
「
氷
峡
」
、
歌
集
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
斜
面
L

、

詩
集
「
び
ほ
ろ
・
さ
ん
か
」
、
研
究
「
美
幌
の

ユ
ー
カ
ラ
」
が
あ
る
。
(
棚
川
音
一
)

三
木
露
風
詑
う
明
幻
・

6

・
U
1
昭

mm

・
ロ
・

m
m
(
E
S
-
-
g串
)
〔
詩
]
兵
庫
県
生

ま
れ
。
本
名
操
。
詩
集
「
廃
園
」
に
よ
り
北
原

白
秋
と
と
も
に
詩
壇
に
一
時
代
を
画
し
た
。
次

い
で
「
寂
し
き
曙
」
「
白
き
手
の
猟
人
」
「
幻
の

田
園
」
「
良
心
」
を
刊
行
し
た
が
、
「
良
心
」
は

大
正
4
年
7
月
渡
島
管
内
上
磯
町
当
別
の
ト
ラ

ピ
ス
ト
修
道
院
訪
問
の
印
象
を
う
た
っ
て
い

る
。
大
正
9
年
5
月
同
修
道
院
の
国
語
と
修
辞

学
講
師
と
し
て
赴
任
し
、
日
年
に
は
夫
人
と
と

も
に
洗
礼
を
受
け
、
一
時
ロ
l

マ
(
羅
馬
)
に

ち
な
ん
で
羅
風
と
号
し
た
。
日
年
6
月
病
気
静

養
の
た
め
修
道
院
を
去
っ
た
。
露
風
を
敬
慕
し

当
別
の
隣
村
茂
辺
地
小
学
校
に
赴
任
し
親
し
く

交
わ
っ
た
詩
人
支
部
沈
黙
に
よ
れ
ば
、
病
気
は

神
経
衰
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
の
問
の
文
学

的
業
績
に
修
道
院
詩
集
「
信
仰
の
曙
」
(
大
口

・
6
)
、
「
神
と
人
」
(
大
同
・
7
)
、
「
ト
ラ
ピ

ス
ト
歌
集
」
(
大
日
・
6
)
、
随
筆
集
「
修
道
院

雑
筆
」
(
大

u
・
8
)
、
「
修
道
院
生
活
L

(

大
日

・
1
)
、
自
伝
「
我
が
歩
め
る
道
」
(
昭
3
・

みすなほこ(人名編)

品
を
あ
わ
せ
た
「
未
完
の
悲
錨
」
を
は
じ
め
、

さ
ん
げ
し
よ
う

「
胡
茄
」
「
風
汀
」
、
「
散
華
頒
」
が
あ
る
。
「
散

華
頒
」
は
、
長
い
病
苦
を
克
服
し
た
勤
い
生
命

力
、
豊
か
な
ロ

I
マ
ン
性
と
幻
想
力
を
評
価
さ

れ
て
、
日
年
第
一
五
回
北
海
道
新
聞
文
学
賞
を

受
賞
し
た
。
「
女
人
短
歌
」
初
代
北
海
道
支
部

長
も
務
め
た
。
編
著
に
「
芥
子
沢
新
之
介
歌

集
」
(
昭
位
)
、
新
之
介
の
随
筆
集
「
赤
鉛
筆
」

(
同
)
が
あ
る
。
〈
痛
む
指
も
っ
た
な
ど
こ
ろ

秋
の
陽
に
ひ
ら
く
散
華
を
受
く
る
か
た
ち
に
〉

(
田
村
哲
三
)

水

島

義

治

傍

匙

大

9

・
2
-
U
1
(
S

N

。t
F
)

〔
国
文
学
〕
後
志
管
内
余
市
町
生
ま
れ
。

独
学
で
教
員
資
格
を
と
り
、
余
市
高
等
学
校
教

諭
時
代
に
北
海
道
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
博

士
課
程
修
。
現
在
日
本
大
学
教
授
。
「
万
葉
集

東
歌
の
研
究
」
(
昭
目
、
笠
間
書
院
)
ほ
か
の

三
部
作
、
「
国
語
国
文
学
要
覧
」
(
昭
叫
)
な
ど

の

労

作

が

あ

る

。

(

小

笠

原

克

)

水

谷

郁

夫

吟

守

昭

5
・
7
・

n
I
(
巴

ω。

1
)
〔
俳
句
〕
美
唄
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
文
学
部
卒
。
在
学
中
は
中
国
文
学
専
攻
の
か

た
わ
ら
音
楽
に
堪
能
で
も
あ
っ
た
。
道
立
札
幌

北
高
校
を
経
て
札
幌
市
立
新
川
高
校
国
語
教
師

と
し
て
、

P
T
A
を
軸
に
古
典
、
俳
句
講
座
を

聞
き
育
成
。
昭
和
初
年
代
志
摩
芳
次
郎
と
交
誼

「
笹
鳴
俳
句
会
」
に
拠
っ
た
が
、
川
町
年
石
原
八

束
の
来
道
を
機
に
「
秋
」
入
会
、
必
年
同
人
。

印
年
現
代
俳
句
協
会
員
。
(
島
恒
人
)

8
)
在
ど
が
あ
り
、
札
幌
の
時
計
台
で
文
芸
講

演
も
行
っ
て
い
る
。
露
風
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道

院
生
活
は
宗
教
的
詩
人
と
し
て
の
足
跡
を
残
し

た
が
、
半
面
信
仰
に
束
縛
さ
れ
た
概
念
的
詩
が

多
い
。
昭
和
必
年
5
月
当
別
ト
ラ
ピ
ス
ト
前
広

場
に
詩
集
「
寂
し
き
曙
」
に
収
め
ら
れ
た
「
呼

吸
」
の
一
部
を
刻
ん
だ
詩
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

三
国
洋
子

hMG
昭
2
・
1
・

m
I
(
E
N

斗4
3

)

[

小
説
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
庁
立
函
館
高

等
女
学
校
卒
。
昭
和
幻
年
か
ら
担
年
ま
で
幼
稚

園
教
諭
。
お
年
に
「
雨
の
あ
と
」
が
第
一
回
文

化
評
論
新
人
賞
短
編
小
説
部
門
に
入
選
。
そ
の

後
日
本
民
主
主
義
文
学
同
盟
の
同
盟
員
に
推
さ

れ
、
「
民
主
文
学
」
や
同
盟
函
館
支
部
会
報

「
ど
ん
ぐ
い
」
で
活
躍
。
創
作
集
に
「
あ
の
川

を
渡
れ
」
(
昭
却
、
北
書
房
)
、
「
い
ま
、
海
は

凪
ぎ
」
(
昭
回
、
同
)
、
「
雲
が
来
る
」
(
昭
回
、

光
和
堂
)
な
ど
が
あ
る
。
(
神
谷
忠
孝
)

三
沢
坑
子
持
凶
大
4
・
7
・
日

1
(
E
H

ω
1
)
[俳
句
〕
秋
田
県
生
ま
れ
。
本
名
正
一

郎
。
旧
制
滝
川
中
学
校
卒
。
住
友
赤
平
鉱
業
所

に
勤
め
た
。
昭
和
ロ
年
よ
り
「
古
漕
」
「
は
ま

な
す
」
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
「
氷
下
魚
」
に
拠
り
句

作
。
休
俳
の
の
ち
現
在
「
に
れ
」
同
人
。
「
杉
」

所

属

。

(

木

村

敏

男

)

三
島
由
紀
夫
計
時
大
H
・
I
-
H
1
昭

必
・
日
・
お

(
S
N
ω
1
5斗
。
)
(
小
説
〕
東
京

生
ま
れ
。
本
名
平
岡
公
威
。
東
京
大
学
法
学
部

水

谷

準

持

官

明

釘

・

3

・

5
1
(
S

O
A
P
;
)
[
小
説
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
本
名
納
谷

三
千
男
。
早
稲
田
高
等
学
院
を
経
て
早
稲
田
大

学
仏
文
科
卒
。
高
等
学
院
在
学
中
に
「
好
敵

手
」
(
大
口
)
を
「
新
青
年
」
に
発
表
。
早
大

時
代
に
「
探
偵
趣
味
」
の
編
集
者
と
な
り
、
卒

業
後
博
文
館
に
入
社
、
そ
の
後
「
新
青
年
」
の

編
集
責
任
者
と
な
っ
て
一
七
年
間
勤
め
た
。
と

の
問
「
空
で
唄
う
男
の
話
」
(
昭
2
、
「
新
青

年
」
)
、
「
お
・
そ
れ
・
み
を
」
(
問
、
同
)
、
「
胡

桃
園
の
蒼
白
き
番
人
の
話
」
(
昭
5
、
同
)
な

ど
を
発
表
、
推
理
作
家
と
し
て
の
地
位
を
築
い

た
。
独
特
の
趣
味
と
機
智
を
感
じ
さ
せ
る
作
風

で
、
幻
想
浪
漫
的
な
ミ
ス
テ
リ
ー
が
多
く
、
ま

た
ユ
ー
モ
ア
探
偵
小
説
を
提
唱
し
た
り
し
た
。

編
集
者
と
し
て
の
功
績
も
大
き
く
、
推
理
文
壇

以
外
に
も
人
材
を
求
め
、
モ
ダ
ン
で
ユ
ニ
ー
ク

な
誌
面
を
作
り
多
く
の
作
家
を
育
て
た
。
戦
後

「
あ
る
決
闘
」
(
昭
初
、
「
改
造
」
)
で
第
五
回

探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
。
そ
の
他
「
カ
ナ

カ
ナ
姫
」
(
昭
辺
、
「
新
青
年
」
)
、
「
瓢
庵
先
生

捕
物
帳
」
(
昭
M
、
同
)
、
「
窓
は
融
か
れ
ず
」

(
昭
初
、
岩
谷
書
庖
)
な
ど
。
(
安
東
環
二
)

水
谷
多
摩
江
詳
守
昭
剖
・

3
-
m
t

(
5
8
1
)
〔
小
説
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海

道
大
学
文
学
部
実
験
心
理
学
科
卒
。
「
朝
を
追

っ
て
」
(
「
幽
玄
」

6
)
が
「
北
海
道
新
鋭
小
説

集
」
九
集
に
収
録
さ
れ
た
。
「
泥
だ
ら
け
の
ク

リ
ス
マ
ス
」
(
「
幽
玄
」
7
)
、
「
水
谷
多
摩
江
小

卒
。
「
仮
面
の
告
白
」
(
昭
M
、
河
出
書
房
)
で

作
家
の
地
位
を
確
立
。
昭
和
お
年
来
道
し
、
鳥

類
研
究
家
の
斎
藤
春
雄
の
案
内
で
道
内
を
歩

き
、
と
れ
を
も
と
に
「
夏
子
の
冒
険
」
を
「
週

刊
朝
日
」
(
昭
お
・

8
3
日
)
に
連
載
し
た
。

北
海
道
取
材
作
は
ほ
か
に
「
死
の
鳥
」
(
昭
お

・
4
、
「
改
造
」
)
が
あ
る
。
必
年
「
豊
能
の

海
」
最
終
回
を
書
い
て
陸
上
自
衛
隊
市
谷
駐
屯

地

で

自

決

。

(

神

谷

忠

孝

)

水
口
幾
代
将
弓
大
3
・
7
・

8
1
(
E

E
1
)
〔
短
歌
〕
新
潟
県
生
ま
れ
。
本
名
田
中

寿
満
子
。
昭
和
6
年
庁
立
函
館
高
等
女
学
校

卒
。
大
正
7
年
ロ
月
両
親
に
伴
わ
れ
て
渡
道
し

函
館
市
に
住
み
、
小
学
校
五
年
生
こ
ろ
よ
り
作

歌
。
昭
和
叩
年
芥
子
沢
新
之
介
主
宰
の
「
吾
が

嶺
」
に
入
会
。
そ
の
後
、
北
原
白
秋
の
「
多

磨
」
、
北
見
志
保
子
の
「
月
光
」
、
さ
ら
に
お
年

宮
柊
二
の
「
コ
ス
モ
ス
」
創
刊
に
参
加
。
出
年

夫
の
芥
子
沢
新
之
介
と
「
い
し
か
り
詩
舎
」
を

結
成
し
、
歌
誌
「
い
し
か
り
」
を
創
刊
し
た
o

u年
芥
子
沢
の
死
去
と
と
も
に
一
三

O
号
を
追

悼
号
と
し
て
終
刊
。
引
き
続
き
大
平
忠
雄
と

「
樹
氷
帯
」
を
創
刊
し
た
が
、
五
年
後
大
平
と

挟
を
分
か
ち
、
日
初
年
「
い
し
か
り
」
を
復
刊
、

今
日
に
至
る
。
歌
風
は
、
写
生
を
根
底
と
し
な

が
ら
日
常
性
に
埋
没
し
な
い
詩
性
の
高
さ
を
維

持
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
。
歌
集
に
は
芥

子
沢
と
の
共
著
で
あ
る
「
早
春
」
「
雪
国
の
絵

本
」
収
載
の
作
品
と
、
そ
の
後
引
年
ま
で
の
作

338 

品
集
」
(
「
幽
玄
」

8
)
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。

(
神
谷
忠
孝
)

水
谷
光
江
努
官
大
5
・
3
・
幻

1
昭
お

・
5

・
ロ

(
S
E
t
-
g。
)
〔
小
説
〕
東
京
生

ま
れ
。
昭
和
6
年
名
古
屋
逓
信
講
習
所
に
入
所

後
、
長
野
県
の
岩
村
田
と
名
古
屋
郵
便
局
に
勤

務
。
こ
の
間
文
部
省
の
専
検
に
合
格
。
昭
和
四

年
函
館
郵
便
局
に
移
り
創
作
を
書
き
始
め
る
o

n年
全
逓
信
労
組
の
小
説
懸
賞
募
集
に
「
闘

い
」
を
応
募
し
二
席
と
な
る
。

M
年
よ
り
「
文

芸
首
都
」
に
作
品
投
稿
し
、
お
年
日
月
号
に
発

表
の
「
死
と
生
と
」
で
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
後

も
「
天
使
の
処
女
」
「
老
嬢
健
在
」
等
を
発
表
、

中
堅
メ
ン
バ
ー
の
地
位
を
固
め
る
。
幻
年
「
文

芸
首
都
」
の
推
薦
で
「
新
潮
」
ロ
月
号
の
全
国

同
人
誌
推
薦
作
品
に
「
死
に
ゆ
く
母
」
が
載

り
、
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
。
初
年
乳
ガ
ン
と

な
り
入
退
院
を
繰
り
返
す
が
、
「
発
病
」
「
外
科

病
室
」
な
ど
自
ら
を
み
つ
め
た
作
品
を
書
き
つ

ぐ
。
生
涯
独
身
の
ま
ま
他
界
。
没
後
、
全
逓
の

仲
間
の
手
で
「
水
谷
光
江
作
品
集
」
(
昭
却
・

5
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
(
山
下
和
章
)

三
桶
菜
穂
子
髭
ζ

大
9

・3
-
M
I
(
H

CN01)
〔
俳
句
〕
旭
川
市
生
ま
れ
。
本
名
君

子
。
東
京
女
子
専
門
学
校
卒
。
昭
和
お
年
帯
広

市
在
住
時
代
に
早
川
観
谷
に
師
事
し
て
「
と
か

ち
」
に
入
会
し
、
俳
句
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

る。

mm年
土
岐
錬
太
郎
を
知
り
「
ア
カ
シ
ヤ
」

に
加
入
。
担
年
同
百
花
集
同
人
。
川
崎
年
同
木
理

339 



みずのしゅ

集
(
無
鑑
査
)
同
人
。
幻
年
よ
り
ア
カ
シ
ヤ
俳

句
会
運
営
委
員
と
し
て
活
躍
す
る
。
俳
人
協
会

員

。

(

岡

津

康

司

)

水
野
春
菊
持
M
f
〈
明
日
M

1

昭
臼
・
ロ
-

U
(
E
E
-
-。
ゴ
)
(
俳
句
〕
東
京
生
ま
れ
。

お
茶
の
水
高
等
女
学
校
卒
。
渡
道
し
て
水
野
波

陣
洞
と
札
幌
に
居
住
。
昭
和
初
年
こ
ろ
よ
り
水

見
悠
々
子
の
教
え
を
受
け
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に

投
句
し
た
が
、

M
年
波
陣
洞
が
実
質
上
「
は
ま

な
す
」
の
発
行
を
引
き
継
い
で
か
ら
は
専
心
こ

れ
を
助
け
、
同
誌
の
経
営
に
献
身
し
た
。
波
陣

洞
の
編
ん
だ
「
都
わ
す
れ
」
(
昭
臼
)
が
遺
句

集

と

な

っ

た

。

(

新

明

紫

明

)

水
野
波
陣
洞
助
成
ど
う
明
初
・
日
・

3
1
5

昭
防
・
日

-
m
(
Z
S
1
g
g
)
〔
俳
句
〕
名

古
屋
市
生
ま
れ
。
本
名
繁
松
。
大
正
ロ
年
山
下

汽
船
鉱
業
会
社
の
鉱
山
技
師
と
し
て
渡
道
。
そ

の
後
、
各
地
で
土
木
測
量
等
の
業
務
に
従
事
し

た
が
、
昭
和
日
年
と
ろ
よ
り
独
立
し
て
土
木
建

築
木
材
業
を
営
み
、
札
幌
市
に
居
住
す
る
。
俳

句
は
渡
道
当
時
、
矢
田
挿
雲
の
「
千
鳥
」
に
投

句
し
て
い
た
が
、
昭
和
5
年
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

に
参
加
、
虚
子
門
に
入
る
。
昭
和
幻
年
1
月
富

安
風
生
、
伊
藤
凍
魚
を
選
者
に
迎
え
、
古
田
一

也
、
小
原
野
花
ら
と
共
に
「
は
ま
な
す
」
を
創

刊。

M
年
富
安
風
生
主
宰
誌
「
若
葉
L

同
人
と

な
る
。
「
は
ま
な
す
」
は
初
め
古
田
一
也
が
編

集
発
行
を
担
当
し
て
い
た
が
、
引
壮
年
叩
月
号
よ

り
波
陣
洞
が
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
却
年
に
は
風

みつやょう(人名編)

水
守
亀
之
助
説
叫
付
け
明
四
・
6
-
m
t
F

昭
お
・
ロ
・
日

(
5
8
1
5
ω
∞
)
[
小
説
〕
兵

庫
県
生
ま
れ
。
「
帰
れ
る
父
」
(
大
9
、
新
潮

社
)
で
登
場
、
大
正
文
壇
に
地
歩
を
築
い
た
。

長
編
「
我
が
墓
標
」
(
大
同
・
5
、
大
阪
屋
号

書
居
。
「
北
海
道
文
学
全
集
」
5
に
抄
録
)
に

は
死
刑
囚
の
手
記
に
基
づ
く
タ
コ
部
屋
労
働
描

写

が

あ

る

。

(

小

笠

原

克

)

三
谷
昭
訟
は
明
弘
・
6
・

5
1昭
日
・

ロ
-
M
(
3
2
t
F
H
S
∞
)
〔
俳
句
〕
東
京
生
ま

れ
。
昭
和
5
年
よ
り
俳
句
に
親
し
み
、
「
走
馬

灯
」
「
京
大
俳
句
」
「
天
香
」
に
所
属
し
て
新
興

俳
句
運
動
に
挺
身
中
、
日
年
5
月
京
大
俳
句
弾

圧
事
件
に
連
座
し
て
検
挙
投
獄
。
お
年
「
天

狼
」
創
刊
と
と
も
に
同
人
参
加
。
剖
年
現
代
俳

句
協
会
幹
事
長
。
次
い
で
位
年
か
ら
錦
年
ま
で

会
長
。
幼
年
8
月
粕
谷
草
衣
句
集
出
版
記
念
会

出
席
の
た
め
来
札
し
た
。
句
集
「
獣
身
」
を
は

じ

め

著

書

多

数

。

(

園

田

夢

蒼

花

)

三
谷
木
の
実
涜
杭
明
必
・
1
・

8

1

2

2
。
1
)
〔
詩
〕
兵
庫
県
生
ま
れ
。
本
名
和
子
。

小
学
校
の
こ
ろ
よ
り
詩
を
作
り
始
め
、
西
傑
八

十
の
「
蟻
人
形
」
に
参
子
加
し
た
。
昭
和
お
年
十

勝
の
更
別
原
野
に
入
植
し
た
。
帯
広
の
「
オ
メ

ガ
」
の
同
人
た
ち
と
交
流
し
、
そ
の
後
上
川
管

内
美
深
町
へ
移
り
、
高
校
教
師
と
な
る
。
「
青

芽
」
「
核
」
同
人
。
詩
集
に
「
雪
と
霧
と
ラ
ン

プ
の
詩
集
」
(
昭
位
・

5
、
北
書
房
)
、
「
悲
に

向
く
華
」
(
昭
回
・
口
、
核
双
書
)
が
あ
り
、

生
、
凍
魚
が
選
者
を
辞
し
、
や
が
て
名
実
共
に

波
陣
洞
の
主
宰
誌
と
な
っ
た
。
波
陣
洞
は
健
康

の
俳
句
、
清
潔
の
俳
句
を
提
唱
し
、
「
は
ま
な

す
」
も
初
め
の
こ
ろ
の
若
葉
的
色
彩
の
濃
い
作

風
か
ら
平
明
平
易
に
徹
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

春
菊
夫
人
と
共
に
そ
の
発
行
経
営
に
力
を
尽
く

し
、
道
俳
壇
に
多
く
の
俳
人
を
送
り
出
し
た
。

は
ま
な
す
俳
句
会
は
昭
和
日
年
に
札
幌
市
文
化

奨
励
賞
を
受
賞
。
「
は
ま
な
す
」
は
四
一
七
号

で
終
刊
と
な
っ
た
。
北
海
道
排
勾
協
会
顧
問
。

句
集
に
「
雷
鳥
」
(
昭
却
)
、
「
駒
嵩
リ
(
昭
必
)
、

「
緋
桂
」
(
昭

M
)

が
あ
り
、
茨
戸
公
園
に

〈
白
鳥
の
翼
の
捻
り
ふ
り
被
り
〉
の
句
碑
が
あ

る

。

(

新

明

紫

明

)

水
原
秋
桜
子
持
認
う
し
明
お

-
m
・
9
1

昭
防
・
7
・
げ

(
E
S
-
-∞
∞
】
)
〔
俳
句
〕
東

京
生
ま
れ
。
本
名
豊
。
東
京
大
学
医
学
部
卒
。

大
学
在
学
中
東
大
俳
句
会
設
立
、
「
破
魔
矢
」

選
者
と
な
っ
た
が
、
昭
和
6
年
「
馬
酔
木
」
創

刊
主
宰
。
「
自
然
の
真
と
文
芸
上
の
真
」
の
指

標
を
か
か
げ
た
。
昭
和
犯
年
6
月
来
道
、
道
東

遊
吟
六
泊
七
日
、
「
馬
酔
木
」
に
発
表
の
「
砂

丘
の
花
園
」
約
一

O
O句
は
そ
の
時
の
記
念
作

品
で
あ
る
。

M
W

年
〈
葛
し
げ
る
霧
の
い
づ
乙
ぞ

然
別
〉
の
句
碑
を
然
別
湖
畔
に
建
立
。(

島
恒
人
)

水
見
悠
々
子
持
?
L
明
却
・

2
-
m
t
p

昭
mm

・
3
・

U

2

8叶
h
E∞ω
)

[

俳
句
〕
後

志
管
内
古
平
町
生
ま
れ
。
本
名
喜
多
利
。
昭
和

第
一
詩
集
「
雪
と
霧
と
・
:
」
は
一

0
年
聞
に
わ

た
る
更
別
で
の
開
拓
者
と
し
て
の
生
活
を
歌
っ

た
叙
情
詩
で
あ
り
、
「
悲
に
向
く
華
」
は
人
間

存
在
と
そ
の
悲
し
み
を
深
く
表
現
し
て
い
る
珠

玉
の
作
品
集
で
あ
る
。
札
幌
市
在
住
。(

小
松
瑛
子
)

三
田
膿
波
誌
は
明
お
・

1
・
m
1昭
印

・
7
-
m
(
お
お
t
F
E
斗
切
)
〔
俳
句
〕
富
山
県

生
ま
れ
。
本
名
久
次
郎
。
大
正
6
年
日
本
製
鋼

所
勤
務
中
、
社
内
鋼
友
吟
社
に
入
り
句
作
を
始

め
る
。
昭
和
9
年
「
暁
雲
」
、
つ
守
つ
い
て
「
石

楠
」
に
入
会
、
青
木
郭
公
、
臼
田
亜
浪
に
師
事

し
た
が
、
戦
後
「
緋
衣
」
の
創
刊
に
あ
た
り
、

幹
部
同
人
と
し
て
参
加
、
か
た
わ
ら
桂
信
子
の

指
標
に
共
鳴
、
「
草
苑
」
に
拠
っ
た
。
室
蘭
地

区
の
現
代
俳
句
普
及
に
つ
と
め
、
昭
和
制
年
句

集
「
南
岬
」
、

U
年
「
背
荷
」
を
刊
行
。

(
島
恒
人
)

満
岡
照
子
診
芳
明
お
・
7
・
幻
t
F
昭
剖

・
7
・
m
(
E
S
1
5
8
)
[短
歌
〕
胆
振
管

内
白
老
町
生
ま
れ
。
本
名
テ
ル
。
「
詩
歌
」
「
芸

林
」
「
新
墾
」
「
青
空
」
に
所
属
。
観
盤
、
凡
平

と
親
交
。
鉄
幹
夫
妻
、
牧
水
、
夕
暮
ら
の
来
訪

も
受
け
た
。
東
京
で
没
。
他
の
筆
名
に
落
葉
秋

子
、
白
樺
秋
子
が
あ
る
。
歌
集
に
「
火
の
山
」
、

遺
歌
集
「
火
山
灰
地
」
が
あ
る
。

(
北
川
緑
雨
)

光
城
健
悦
伐
げ
つ
昭
日
・
3
・

u
t
p
(
5

8
t
p
)
[
詩
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
北
海
道
学
芸

4
年
服
部
瞬
石
「
高
潮
」
に
拠
り
、
俳
句
文
法

の
指
導
を
受
け
る
。
5
年
高
浜
虚
子
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
に
入
会
。
同
年
中
支
戦
線
句
集
「
鹿

山
」
を
上
梓
。
昭
和
初
年
日
月
N
H
K
ラ
ジ
オ

で
「
郷
土
俳
句
」
を
放
送
。
幻
年
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
同
人
。
同
年
「
桐
の
葉
」
主
宰
野
村
泊
月

句
碑
〈
蝦
夷
の
古
都
古
平
浜
の
盆
の
月
〉
を
自

費
建
立
。
お
年
創
元
社
の
「
現
代
俳
句
全
集
第

1
巻
ホ
ト
ト
ギ
ス
作
家
篇
」
に
魚
三

O
句
収

録
。
初
年
道
俳
句
協
会
委
員
。
引
年
第
八
回
全

道
ホ
ト
ト
ギ
ス
大
会
を
、
何
日
年
開
町
一

O
O年

協
賛
第
一

O
回
全
道
ホ
ト
ト
ギ
ス
大
会
を
、
そ

れ
ぞ
れ
古
平
町
で
開
催
。
閉
山
年
後
志
教
育
局
長

よ
り
表
彰
さ
れ
る
。
昭
和
制
年
句
文
集
「
鯨
百

句
」
を
、
町
年
句
集
「
雪
」
を
刊
行
。
同
年
親

子
句
集
「
海
幸
山
幸
」
を
長
男
寿
男
に
よ
り
刊

行
。
回
年
5
月
親
子
句
碑
を
建
立
す
る
。
〈
浜

篭
た
ち
ま
ち
並
び
鯨
群
来
〉
(
太
田
緋
吐
子
)

水
本
森
々
投
u
u

大
3
・
8
・

5
1
5
(
S

E
1
)
[俳
句
〕
香
川
県
生
ま
れ
。
本
名
春
信
。

昭
和
8
年
よ
り
作
句
を
始
め
、
9
年
「
石
楠
」

(
臼
田
亜
浪
)
、
「
時
雨
」
(
午
島
牒
六
)
、
「
暁

雲
」
(
青
木
郭
公
)
に
参
加
、
師
事
す
る
。

u

年
「
暁
雲
」
同
人
。
印
年
「
葦
牙
」
(
山
岸
巨

狼
)
、
「
ア
カ
シ
ヤ
」
(
土
岐
錬
太
郎
)
の
同
人
、

回
年
「
葦
牙
」
金
剛
集
同
人
。
昭
和
却
年
か
ら

U
年
ま
で
美
幌
俳
句
会
長
。
日
年
文
芸
北
見
賞

を
受
賞
し
、
同
年
北
見
い
ち
い
俳
句
会
主
幹
と

な

る

。

(

太

田

緋

吐

子

)
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大
学
函
館
分
校
卒
。
室
蘭
市
小
学
校
教
員
。
昭

和
泊
年
「
ダ
イ
ア
ル
」
、

ω年
「
時
間
」
同
人

と
な
っ
て
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
洗
礼
を
受
け

る
。
却
年
詩
集
「
蝶
と
蓄
譲
」
を
出
し
、
ま
た

同
人
誌
「
形
象
」
を
発
行
。
必
年
「
パ
タ
1
の

馬
」
同
人
。
「
形
象
」
終
刊
と
な
り
、

U
H

年
同

人
誌
「
パ
ン
と
蓄
薮
」
(
室
蘭
)
を
発
行
。
仏

年
詩
集
「
魚
の
形
」
「
春
眠
」
刊
行
。
日
明
年

「
核
」
同
人
。
釘
年
詩
集
「
雪
の
日
」
、

ω年

詩
集
「
秋
の
水
」
刊
行
。
日
年
詩
集
「
人
名

伝
」
に
よ
っ
て
昭
和
問
年
度
北
海
道
詩
人
協
会

賞
、
室
蘭
文
化
連
盟
芸
術
賞
を
受
賞
。
民
年
文

芸
誌
「
巡
礼
」
発
行
、
散
文
で
も
活
躍
を
始
め

る
。
町
年
に
は
室
蘭
開
港
二

O
年
記
念
事
業

の
た
め
に
室
蘭
文
化
連
盟
舞
台
合
同
公
演
の
脚

本
「
室
蘭
屯
田
兵
」
を
書
き
下
ろ
し
た
。

(
瀬
戸
哲
郎
)

三
ツ
谷
謡
村
山
ロ
?
明
釘

-
u
・
4
4
F
昭

臼

-
m
-
U
(
5
2
1
5斗
∞
)
〔
俳
句
〕
胆
振

管
内
追
分
町
生
ま
れ
。
本
名
弘
郷
。
昭
和
3
年

法
政
大
学
卒
。
北
海
製
紙
に
入
社
。
同
支
配
人

を
経
て
、
小
樽
興
繊
工
場
長
。
昭
和
お
年
に
潮

物
産
社
長
。
引
年
北
海
コ

l
キ
ン
グ
株
式
会
社

を
創
設
。
経
済
人
と
し
て
、
成
果
を
挙
げ
た
ほ

か
、
行
政
へ
の
協
力
や
、
社
会
福
祉
活
動
に
関

係
し
た
。
昭
和
8
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
入
選
、
以

後
高
浜
虚
子
、
年
尾
に
師
事
、
こ
と
に
年
尾
と

は
親
交
を
深
め
、
銀
鱗
荘
に
〈
遠
き
家
の
氷
柱

落
ち
た
る
光
り
か
な
〉
の
年
尾
句
碑
を
建
立
す

341 



みととしゅ

る
。
昭
和
お
年
よ
り
函
館
で
発
行
し
て
い
た

「
緋
蕪
」
を
小
樟
か
ら
発
行
し
主
宰
。

M
年
ホ

ト
ト
ギ
ス
同
人
と
な
り
、
小
樽
の
教
育
文
化
の

推
進
に
活
躍
し
、
的
年
小
樽
市
教
育
文
化
功
労

賞
を
受
賞
。
ユ
ネ
ス
コ
会
理
事
、
小
樟
文
学
館

設
立
期
成
会
副
会
長
、
小
樽
市
社
会
教
育
委
員

会
議
長
、
小
樽
地
区
保
護
司
会
長
。
川
崎
年
法
務

大
臣
表
彰
(
保
護
司
功
労
者
)
、
北
海
道
知
事

表
彰
(
北
海
道
社
会
福
祉
貢
献
者
)
を
受
け

る
。
小
樽
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
長
、
小
樽
俳
句
協
会

長
。
小
樽
水
天
宮
境
内
に
〈
柳
紫
と
び
我
が
街

に
夏
来
り
け
り
〉
の
句
碑
が
あ
る
。
句
集
は

「
初
蝶
」
「
啓
塾
」
の
二
冊
。
(
白
幡
千
草
)

三
戸
杜
秋
山
口
ゅ
う
大
日
・

3
・
m
m
1
昭
印

・
2
・
4

(
巴
民
1
5∞
印
)
[
俳
句
〕
稚
内
市

生
ま
れ
。
本
名
敏
明
。
電
電
公
社
に
勤
め
退

職
。
昭
和
お
年
よ
り
作
旬
、
富
安
風
生
の
門
に

入
る
。
「
は
ま
な
す
」
「
春
嶺
」
「
若
葉
」
に
投

句
し
、
新
進
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
お
年

稚
内
市
在
住
当
時
、
東
京
の
「
若
葉
」
同
人
渡

辺
大
年
を
選
者
と
し
て
「
海
藻
」
を
発
刊
(
昭

お
終
刊
)
、
お
年
「
青
女
」
創
刊
に
参
加
。
「
若

葉
」
同
人
、
「
青
女
」
同
人
会
長
、
俳
人
協
会

員
。
旭
川
市
で
死
去
。
(
新
明
紫
明
)

水
戸
部
孝
助
立

F
明
却
・

2

・
5

1

(50
。11
)
[

短
歌
〕
新
潟
県
生
ま
れ
。
昭
和

叫
年
「
青
空
」
に
入
会
、
釘
年
青
空
賞
を
受
け

る
。
日
年
度
北
海
道
歌
人
会
競
詠
で
準
入
選
。

現
在
「
青
空
」
編
集
同
人
、
凡
平
会
副
会
長
。

みやうちか(人名編)

-
U
・
お

2
8叶
4
3
5
∞N
)

〔
短
歌
〕
福
島
県

生
ま
れ
。
大
正
年
間
後
志
管
内
倶
知
安
町
に
移

住
し
、
旧
制
札
幌
第
一
中
学
校
卒
。
文
部
事
務

官
と
な
り
、
北
海
道
教
育
大
学
附
属
図
書
館
、

同
釧
路
分
校
事
務
長
で
退
職
。
書
道
塾
翠
舟
書

院
主
宰
。
「
あ
し
か
び
」
「
風
景
」
を
経
て
、
昭

和
お
年
「
新
墾
」
に
入
社
、
幹
部
同
人
、
選

者
。
必
年
7
月
歌
集
「
風
花
」
を
出
版
。
札
幌

市

で

没

し

た

。

(

鍋

山

隆

明

)

湊

正

雄

説

壮

大

4

・
日

-
m
t
F
昭
印

・
4

・
7
(
3
5
1
3∞
串
)
〔
地
質
学
、
エ
ッ

セ
ー
〕
秋
田
県
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
理
学
部

卒
。
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
。
著
作
に
「
地
質

学
」
「
日
本
列
島
」
「
地
球
の
歴
史
」
(
岩
波
書

官
)
が
あ
り
、
知
里
真
志
保
と
の
長
い
交
友
か

ら
「
ア
イ
ヌ
民
族
誌
と
知
里
真
志
保
の
思
い

出
」
の
好
著
が
あ
る
。
(
小
松
宋
輔
)

南

田

貞

子

攻

守

昭

2
・
1
・
幻

1
(
E

N
斗

4
3
)
[
短
歌
〕
東
京
生
ま
れ
。
高
等
女
学
校

卒
。
昭
和
四
年
農
林
省
に
就
職
。
加
年
上
川
管

内
上
富
良
野
町
に
疎
開
し
上
富
良
野
小
学
校
教

員
。
現
在
旭
川
市
立
保
育
所
長
。
お
年
「
北
方

短
歌
」
、
均
年
「
コ
ス
モ
ス
」
入
会
。

ω年
に

北
方
短
歌
酒
井
先
生
賞
を
受
け
、
円
切
年
北
海
道

歌
人
会
賞
に
準
入
選
。
現
在
「
北
方
短
歌
」
編

集
同
人
。
知
性
的
心
象
表
現
で
独
自
の
境
地
を

諒

む

。

(

江

口

源

四

郎

)

南

利

一

投

ア

大

9

・

9

・

7
1
(
S

N

。tF)
〔
俳
句
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
昭
和
初
年

(
青
山
ゆ
き
路
)

碧
川
企
救
男
号
制
か
わ
明
叩
・
4
・

U
I

昭
9
・
4

・
ロ
(
】
∞
コ
1
5
ω
串
)
[
新
聞
記
者
〕

福
岡
県
生
ま
れ
。
東
京
専
門
学
校
卒
。
網
走
監

獄
に
勤
め
た
あ
と
、
札
幌
の
北
海
時
事
、
北
海

タ
イ
ム
ス
、
小
樟
新
聞
と
歩
く
。
社
会
主
義
思

想
に
よ
る
そ
の
言
論
は
労
働
運
動
の
指
導
に
も

お
よ
ん
だ
。
明
治
末
期
か
ら
革
新
派
記
者
と
し

て
北
海
道
の
新
聞
界
に
多
く
の
実
績
を
残
し

た
。
七
歳
の
と
き
生
別
し
た
詩
人
三
木
露
風
の

実
母
か
た
を
妻
と
し
て
お
り
、
の
ち
露
風
は
碧

川

家

と

親

し

む

。

(

木

原

直

彦

)

水

上

勉

立

吋

大

8
・
3
・
8
1
2
@

5
1
)
[小
説
〕
福
井
県
生
ま
れ
。
二
家
は
貧

窮
を
き
わ
め
九
歳
の
と
き
京
都
の
寺
の
徒
弟
と

な
る
。
代
表
作
「
雁
の
寺
」
の
原
体
験
。
以
来

職
を
転
々
と
し
苦
労
を
重
ね
る
。
「
雁
の
寺
し

は
昭
和
初
年
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た
が
、
私
小

説
的
要
素
を
も
っ
推
理
小
説
と
し
て
反
響
を
呼

ん
だ
。
「
五
番
町
タ
霧
楼
」
「
越
前
竹
人
形
L

な

ど
の
代
表
作
を
持
つ
が
、
幻
年
1
月
か
ら
ロ
月

ま
で
「
週
刊
朝
日
」
に
連
載
し
た
「
飢
餓
海

峡
」
(
昭
お
・

9
、
朝
日
新
聞
社
)
は
、
と
の

作
家
の
文
学
的
特
質
を
決
定
づ
け
て
い
る
。

mm

年
の
台
風
一
五
号
に
よ
る
洞
爺
丸
沈
没
と
岩
内

大
火
と
い
う
大
惨
事
を
敗
戦
直
後
の
幻
年
秋
に

移
し
か
え
、
そ
こ
へ
孤
愁
を
背
負
っ
て
歩
む
一

人
の
男
を
投
入
し
て
人
間
の
グ
飢
餓
d

を
描
い

て
お
り
、
そ
の
着
想
は
秀
抜
。
柴
田
錬
三
郎
ら

中
国
で
終
戦
を
迎
え
、
翌
幻
年
復
員
。
俳
句
は

復
員
待
機
中
、
中
隊
内
で
詩
、
短
歌
、
俳
句
の

会
に
入
っ
た
と
き
か
ら
始
め
た
。
復
員
後
は
豊

島
博
男
を
通
じ
富
岡
木
之
介
の
「
青
炎
」
入
会

同
人
と
な
る
。
お
年
細
谷
源
二
の
「
氷
原
帯
」

に
加
入
、
編
集
同
人
と
な
り
、
川
四
年
か
ら
数
年

編
集
長
を
務
め
る
。
昭
和
初
年
代
北
光
星
ら
と

共
に
同
人
誌
「
喋
」
を
創
刊
、
認
年
に
は
{
季
未

の
馬
鈴
作
り
か
ら
生
ま
れ
た
第
一
句
集
「
鈴

師
」
を
も
っ
て
一
挙
に
俳
人
と
し
て
の
声
価
を

高
め
る
。
こ
の
句
集
に
は
屑
屋
に
転
職
し
て
か

ら
の
異
色
作
も
含
ま
れ
て
い
る
。
〈
黄
金
の
ご

と
き
畳
に
こ
、
ほ
れ
か
な
し
き
焼
酎
〉
は
絶
唱
。

幼
年
第
二
句
集
「
青
い
鶏
鵡
」
を
上
梓
、
作
品

は
い
よ
い
よ
童
謡
風
な
味
を
濃
く
す
る
。
印
年

札
幌
市
民
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
。
現
代
俳
句
協

会
北
海
道
地
区
会
議
の
役
員
を
も
長
く
務
め

た
。
「
氷
原
帯
」
の
ほ
か
「
粒
」
「
北
群
」
の
同

人

。

(

川

端

麟

太

)

源

鬼

彦

設

立

昭

m
-
m
・
9
t
F
(
邑

お
1
)
[俳
句
〕
樺
太
生
ま
れ
。
本
名
進
。
昭

和
引
年
よ
り
北
光
星
に
師
事
、

M
年
俳
誌

「
道
」
の
編
集
部
長
と
な
る
。
若
手
の
旗
手
と

し
て
張
り
の
あ
る
作
品
を
発
表
、
開
年
道
俳
句

作
家
賞
を
受
賞
。
句
集
に
「
白
鳥
」
「
流
韻
」

が
あ
る
。
俳
人
協
会
員
。
(
北
光
星
)

峰

一

恨

め

昭

4

・
u
・4
1
(
S
N
C

t
p
)

〔
小
説
〕
釧
路
管
内
厚
岸
町
生
ま
れ
。
本

名
山
根
峯
雄
。
小
学
校
教
員
を
経
て
北
海
道
新

と
講
演
旅
行
を
し
た
折
に
想
を
得
た
と
い
う
o

m年
に
映
画
化
さ
れ
て
評
判
を
呼
ん
だ
。
本
道

に
取
材
し
た
代
表
作
に
数
え
ら
れ
る
。
根
室
半

島
を
舞
台
に
し
た
社
会
派
小
説
「
海
の
墓
標
」

(
昭
日
・

3
、
実
業
之
日
本
社
)
も
あ
る
。

(
木
原
直
彦
)

水

無

川

理

子

技

官

昭

M

・
6

・
日

1

(
E
S
I
)
〔
詩
〕
桧
山
管
内
北
桧
山
町
生
ま

れ
。
本
名
土
岐
則
子
。
今
金
高
等
学
校
卒
。
昭

和
必
年
詩
誌
「
パ
ン
と
蓄
薮
」
同
人
。
そ
の
後

「
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
」
「
北
海
詩
人
」
同
人
に
・
な

る
が
、
現
在
フ
リ
1
0
U
年
第
一
詩
集
「
哀

海
」
で
道
詩
人
協
会
賞
を
受
賞
す
る
。
青
年
期

の
痛
み
を
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
つ
づ
り
、
大

型
新
人
と
し
て
登
場
し
た
。
網
走
管
内
西
興
部

村
で
地
方
史
に
か
か
わ
り
調
査
、
編
集
を
手
が

け
て
い
る
。
道
詩
人
協
会
員
。
(
光
城
健
悦
)

水
無
瀬
白
風
吟
炉
明
白

-
m
・
2
t
F
昭

弘
・

8
・
7
(
E
S
-
-
gむ
)
[
俳
句
〕
生
地

不
詳
。
本
名
繁
雄
。
昭
和
6
年
よ
り
石
田
雨
圃

子
の
指
導
を
受
け
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
。

の
ち
高
浜
虚
子
、
年
尾
、
星
野
立
子
に
師
事

し
、
鮫
島
交
魚
子
を
は
じ
め
伊
藤
彩
雪
、
久
保

田
一
九
、
高
橋
渓
河
ら
と
共
に
札
幌
ホ
ト
ト
ギ

ス
会
員
の
指
導
に
当
た
る
。
昭
和
引
年
医
師
と

し
て
三
八
年
間
勤
め
た
北
辰
病
院
を
退
く
。
ホ

ト
ト
ギ
ス
同
人
。
句
集
「
秋
風
L

「
秋
風
そ
の

一

ご

が

あ

る

。

(

白

幡

千

草

)

湊

盤

雄

明

的

・

ロ

-
m
1昭
町
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み
在
と

い
わ
お

聞
記
者
。
道
内
同
人
雑
誌
の
秀
作
に
何
度
か
選

ば
れ
、
文
学
界
新
人
賞
、
太
宰
治
賞
の
候
補
予

選
通
過
歴
を
持
つ
。
「
海
の
流
れ
し
「
花
札
」

「
葬
送
記
」
は
い
ず
れ
も
「
潮
想
」
に
掲
載
し

て
好
評
。
「
北
海
文
学
」
同
人
。
(
鳥
居
省
三
)

見
延
典
子
悦
び
昭
初
・

8
・
2
1
2
8

ω
1
)
[
小
説
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
本
姓
豊
田
。

札
幌
南
高
等
学
校
か
ら
早
稲
田
大
学
文
学
部
文

芸
科
卒
。
昭
和
川
崎
年
「
指
」
で
第
一
一
回
有
島

青
少
年
文
芸
賞
に
入
選
。
大
学
の
卒
業
論
文
と

し
て
書
い
た
小
説
「
も
う
頬
づ
え
は
つ
か
な

い
」
(
昭
日
・
5
、
「
早
稲
田
文
学
」
)
が
臼
年

日
月
に
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
り
、
翌
年
に
は
映
画
化

(
A
T
G
、
東

陽
一
演
出
)
も
さ
れ
た
。
短
編
集
に
「
い
つ
の

ま
に
か
晴
れ
た
空
」
(
昭
防
、
講
談
社
)
ほ
か

が

あ

る

。

(

日

高

昭

二

)

三
村
美
代
子
詑
日
昭

ω
・
5
-
m
I
2

8
印
。
)
[
詩
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
北
海
道
学
芸

大
学
函
館
分
校
卒
。
小
学
校
教
員
。
詩
誌
「
不

凍
港
L

「
狼
火
」
「
さ
ざ
な
み
し
か
ら
、
昭
和
U

年
「
パ
ン
と
蓄
議
」
同
人
。
道
詩
人
協
会
員
で

日
年
第
一
詩
集
「
水
の
と
こ
ろ
」
を
刊
行
し
、

翌
年
「
核
」
同
人
。
エ
ロ
ス
の
世
界
を
追
っ
て

い
た
が
、
近
年
は
形
而
上
の
分
野
に
切
り
込

み
、
世
評
は
高
い
。
室
蘭
文
芸
奨
励
賞
受
賞
。

室
蘭
文
芸
協
会
事
務
局
長
。
(
光
城
健
悦
)

宮
内
寒
弥
務
付
ち
明
ぬ
・

2
・
m
t昭
回

・
3

・
5
(
H
C
H
N
1
5∞ω
)

[

小
説
〕
神
奈
川
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みやかわみ

県
生
ま
れ
。
本
名
池
上
子
郎
。
昭
和
叩
年
早
稲

田
大
学
英
文
科
卒
。
大
正
ロ
年
に
中
学
教
師
で

あ
っ
た
父
の
任
地
樺
太
へ
渡
り
少
年
時
代
を
過

ご
す
。
チ
ェ

l
ホ
フ
が
訪
れ
た
樺
太
の
流
刑
監

獄
の
跡
が
舞
台
の
「
中
央
高
地
」
(
昭

m
・
8
、

「
早
稲
田
文
学
L
)

が
芥
川
賞
候
補
と
な
る
。

以
後
「
都
会
へ
の
憧
僚
と
北
方
の
辺
境
へ
の
ノ

ス
タ
ル
ジ

1
を
汗
情
的
な
文
体
で
描
い
た
作
品

が
好
評
を
博
し
た
」
(
八
木
義
徳
)
。
荒
涼
た
る

樺
太
の
自
然
を
背
景
に
野
性
的
な
エ
ロ
チ
シ
ズ

ム
を
描
い
た
中
編
「
白
い
焔
」
(
昭
日
)
な
ど

が
あ
り
、
短
編
を
収
め
た
「
か
ら
た
ち
の
花
」

(
昭
打
・
9
、
大
観
堂
)
に
も
樺
太
も
の
が
多

い
。
「
七
里
ヶ
浜
」
(
昭
日
・
ー
、
新
潮
社
)

は
、
明
治
必
年
の
七
里
ヶ
浜
ポ
l
ト
遭
難
事
件

で
責
任
を
負
っ
て
樺
太
に
渡
っ
た
父
を
モ
デ
ル

に
し
た
戦
後
の
代
表
作
。
宮
内
文
学
の
全
容
は

「
宮
内
寒
弥
小
説
集
成
」
全
一
巻
(
昭

ω
・

5
、
作
品
社
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
日

年
8
月
N
H
K
札
幌
放
送
局
に
よ
る
紀
元
二
千

六
百
年
記
念
ラ
ジ
オ
座
談
会
の
た
め
北
海
道
出

身
の
中
村
武
羅
夫
、
岡
田
三
郎
、
寒
川
光
太

郎
、
伊
藤
整
と
共
に
来
道
し
た
。

(
木
原
直
彦
)

宮

川

稔

詳

な

昭

9

・

2

・
H
t
F
(

目。

ω串

1
)
〔
短
歌
〕
東
京
生
ま
れ
。
北
海
道
教
育

大
学
旭
川
分
校
卒
。
戦
後
北
海
道
に
移
住
。
旭

川
市
神
居
古
揮
小
学
校
を
経
て
岡
市
青
雲
小
学

校
教
諭
。
昭
和
認
年
「
北
方
短
歌
」
に
入
会
、

みやざをよ(人名編)

立
脚
し
た
体
臭
を
濃
く
濠
ま
せ
た
作
風
で
あ

る
。
昭
和
必
年
北
海
道
社
会
貢
献
賞
、

M
年
池

田
町
文
化
賞
等
を
受
賞
。
〈
天
平
の
屋
根
よ
り

も

反

り

雛

の

太

万

〉

(

木

村

敏

男

)

三
宅
知
子
持
吋
昭
幻
・
7
・
打

1
(回定

。1
)
[童
謡
詩
、
児
童
文
学
〕
室
蘭
市
生
ま

れ
。
中
央
大
学
文
学
部
卒
。
大
学
在
学
中
か
ら

童
謡
を
書
き
始
め
、
昭
和
印
年
「
お
ひ
さ
ま
と

か
け
っ
こ
」
(
北
書
房
)
を
、
続
い
て
「
空
の

ま
ど
を
あ
け
よ
う
」
(
昭
町
、
チ
ャ
イ
ル
ド
本

社
)
を
出
版
。
こ
の
詩
集
で
第
二
回
日
本
児

童
文
芸
家
協
会
新
人
賞
を
受
賞
し
た
。
回
年
フ

レ
ー
ベ
ル
館
か
ら
童
話
集
「
ハ
マ
ナ
ス
の
咲
く

電
話
ボ
ッ
ク
ス
」
が
出
版
さ
れ
、
童
話
に
も
新

境
地
を
開
く
。
そ
の
ほ
か
多
く
の
童
謡
、
合
唱

曲
、
歌
曲
の
作
調
が
あ
る
。
日
本
童
謡
協
会

員
、
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
員
、
詩
と
音
楽
の

会
員
。
と
く
に
童
謡
は
早
く
か
ら
高
い
評
価
が

与
え
ら
れ
て
お
り
、
「
み
ず
み
ず
し
い
感
覚
」

(
渡
辺
ひ
ろ
し
て
「
感
傷
と
か
持
情
と
か
(
い

う
)
言
葉
自
体
が
古
く
見
え
る
よ
う
な
現
代
の

子
供
の
明
る
さ
、
自
由
さ
が
そ
の
作
品
世
界
に

生
き
て
」
お
り
「
思
い
入
れ
や
詠
嘆
を
み
ご
と

に
と
び
越
え
て
(
い
る
)
」
(
加
藤
多
一
)
と
い

う

。

(

笠

原

肇

)

宮

崎

都

雨

吟

守

明

mm
・
4

・
5
1昭
幻

・
3

・
9
2
g
ω
1
5
S
)
[短
歌
〕
新
潟
県

生
ま
れ
。
本
名
大
四
郎
。
庁
立
函
館
商
業
学
校

卒
。
在
学
中
か
ら
文
学
に
親
し
ん
だ
。
卒
業

小
林
孝
虎
に
師
事
し
編
集
同
人
と
な
り
、
同
会

の
進
展
に
大
き
な
力
を
注
ぐ
。

M
年
か
ら
は

「
北
方
短
歌
」
の
選
者
。
旭
川
歌
人
会
委
員
。

作
風
は
、
つ
ね
に
真
撃
で
あ
り
謙
虚
。
「
北
方

短
歌
」
が
掲
げ
る
〈
北
方
性
〉
の
追
求
に
向
か

う
実
践
の
一
人
で
あ
る
。
〈
日
暮
る
る
を
寂
し

陪
む
ら

と
言
は
ぬ
影
と
ゐ
て
雪
の
炎
の
明
り
を
見
つ

む

〉

(

小

林

孝

虎

)

宮
川
ゆ
み
の
鈴
匂
大
9
・

4

・
3
1

(EN
。1
)
[小
説
〕
大
分
県
生
ま
れ
。
本
名

三
河
登
久
。
昭
和
ロ
年
庁
立
函
館
高
等
女
学
校

卒
。
同
年
か
ら
札
幌
居
住
。
「
北
方
文
芸
」
に

「
白
い
街
に
」
「
夢
の
中
の
風
景
L

「
淡
雪
の

海
」
な
ど
を
発
表
。
主
要
作
に
「
魚
粕
干
場
の

周
囲
」
(
「
北
海
道
新
鋭
小
説
集
1
9
8
3
」

収

)

が

あ

る

。

(

小

笠

原

克

)

宮
口
良
湖
昨
日
同
〈
大
ロ
・
1
・
M
m
t
F
(
H

S
ω
I
)
〔
短
歌
〕
富
良
野
市
生
ま
れ
。
本
名
良

作
。
日
本
大
学
国
文
専
攻
科
卒
。
戦
前
は
樺
太

庁
森
林
主
事
で
あ
っ
た
が
、
引
き
揚
げ
後
に
教

員
と
な
り
、
日
高
管
内
と
苫
小
牧
市
の
小
、
中

学
校
の
教
壇
に
た
ち
、
苫
小
牧
市
糸
井
小
の
校

長
を
最
後
に
退
職
。
現
職
中
に
教
育
新
潮
賞
、

教
育
技
術
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
苫
小
牧
市
社
会

教
育
委
員
、
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
委
員
、
苫

小
牧
市
国
語
研
究
部
会
長
と
し
て
活
躍
し
た
。

戦
前
は
「
樺
太
短
歌
」
に
所
属
。
引
き
揚
げ
後

は
「
羊
蹄
」
を
経
て
昭
和
お
年
「
新
墾
L

、
幻

年
「
潮
音
」
入
社
、
同
人
o

U
年
よ
り
「
新

後
、
一
年
志
願
兵
と
し
て
旭
川
野
砲
兵
第
七
連

隊
に
入
営
、
砲
兵
少
尉
と
な
っ
て
除
隊
。
そ
の

後
家
業
の
味
噌
醸
造
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
明

ベ
K
ま
ど
や
し

治
均
年
叩
月
「
紅
首
稽
」
が
発
行
さ
れ
る
と
そ

の
同
人
に
加
わ
る
。
石
川
啄
木
が
明
治
判
年
5

月
に
来
函
す
る
と
、
そ
の
文
才
に
尊
崇
の
念
を

抱
く
と
と
も
に
、
啄
木
の
経
済
生
活
を
知
り
、

深
い
同
情
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
る
。
啄
木
の
北

海
道
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
上
京
後
も
、
さ
ら
に

啄
木
死
後
の
遺
族
に
対
し
て
ま
で
物
心
両
面
か

ら
熱
心
に
援
助
し
た
。
明
治
位
年
叩
月
啄
木
の

妻
節
子
の
妹
と
結
婚
、
啄
木
の
義
弟
と
な
る
。

啄
木
に
対
し
て
は
終
生
変
わ
ら
ぬ
敬
慕
の
情
を

寄
せ
た
。
大
正
ロ
年
父
の
死
去
に
よ
り
、
家
業

を
受
け
継
ぎ
、
社
会
事
業
に
も
積
極
的
で
、
不

幸
な
人
々
の
後
援
に
尽
力
し
た
。
大
正
凶
年
社

団
法
人
慈
恵
院
監
事
、
昭
和
8
年
常
務
理
事
と

な
る
。
9
年
の
函
館
大
火
で
家
屋
倉
庫
を
焼
失

し
て
か
ら
は
、
家
業
を
廃
し
て
慈
恵
院
の
事
業

に
専
念
。
幻
年
慈
恵
院
常
務
理
事
の
職
を
辞

し
、
市
立
函
館
図
書
館
長
の
事
務
を
取
り
扱
っ

た
が
公
職
追
放
と
な
っ
た
。
主
な
著
書
に
「
函

館
の
砂
」
「
郁
雨
歌
集
し
が
あ
る
。
函
館
市
文

化

賞

受

賞

者

。

(

福

地

順

一

)

宮

崎

衡

詳

守

大

5

・

4
-
m
t
(
5

5
1
)
(劇
作
〕
朝
鮮
羅
南
生
ま
れ
。
京
都
絵

画
専
門
学
校
日
本
画
科
卒
。
昭
和
初
年
北
海
道

高
等
学
校
教
職
員
組
合
文
化
部
長
と
し
て
全
道

高
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
を
企
画
、
発
足
さ
せ
、

墾
一
選
者

o
m年
「
日
高
路
し
(
の
ち
っ
日
高

短
歌
」
)
を
創
刊
、
編
集
人
。
出
年
「
勇
払
短

歌
会
」
を
結
成
、

mu
年
「
ヌ
。
フ
リ
短
歌
会
」
に

合
併
し
て
現
在
に
至
る
。
ヌ
プ
リ
短
歌
会
合
同

歌
集
と
し
て
「
す
そ
野
」
「
煉
原
」
「
暁
天
L

「
湿
原
し
を
刊
行
し
、
い
ず
れ
も
編
集
発
行

人
。
日
年
「
苫
小
牧
短
歌
会
」
発
足
、
現
在
会

長
。
訂
年
同
協
会
合
同
歌
集
「
蒼
天
」
を
編
集

発
行
し
た
。
印
年
「
苫
小
枚
短
歌
事
典
し
を
編

集
刊
行
。
校
歌
も
作
詞
し
た
。
〈
う
る
み
ゐ
る

千
の
子
の
眼
が
背
な
を
追
ふ
民
話
を
終
へ
て
壇

〈
だ降

る

と

き

〉

(

椎

名

義

光

)

三
宅
草
木
一
切
符
く
明

ω
・
2
-
m
1
(呂

。吋dp)
〔
俳
句
)
十
勝
管
内
池
田
町
生
ま
れ
。

本
名
正
七
。
旧
制
野
付
牛
中
学
校
中
退
。
池
田

町
収
入
役
等
地
方
公
務
員
を
勤
め
た
。
昭
和
5

年
こ
ろ
よ
り
句
作
に
入
る
。
高
浜
虚
子
の
指
導

す
る
花
鳥
調
詠
派
と
、
河
東
碧
梧
桐
の
主
唱
に

な
る
新
傾
向
の
自
由
律
俳
句
に
対
し
、
臼
田
亜

浪
の
「
石
楠
L

派
の
主
張
が
、
当
時
の
北
海
道

で
は
青
木
郭
公
の
創
刊
に
な
る
「
暁
雲
」
を
通

じ
て
、
多
く
の
人
に
影
響
を
与
え
た
時
代
だ

が
、
そ
の
「
暁
雲
」
に
拠
る
と
共
に
、
昭
和
叩

年
か
ら
「
石
楠
」
に
も
参
加
、
自
由
潤
達
で
個

性
的
な
作
風
を
学
ぶ
。
日
年
長
谷
部
虎
杖
子
の

「
葦
牙
」
、
同
年
角
川
源
義
の
「
河
」
の
ち

「
人
」
同
人
。
日
年
か
ら
木
村
敏
男
の
「
に

れ
し
同
人
。
昭
和
幻
年
第
一
句
集
「
火
雲
」
、

臼
年
第
二
句
集
「
夏
銀
河
」
を
刊
行
。
風
土
に

344 

北
海
道
高
校
演
劇
の
基
礎
固
め
に
当
た
っ
た
。

以
来
二
六
年
間
、
美
唄
東
高
校
演
劇
部
顧
問
と

し
て
高
校
演
劇
を
指
導
、
必
年
の
全
国
高
校
演

劇
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
自
身
の
作
「
あ
る
H
R

日
誌
」
で
優
秀
賞
、
創
作
脚
本
賞
を
受
賞
し

た

。

(

本

山

節

弥

)

宮
崎
正
夫
幹
守
昭
日
・
8
・
日
t
F
(

巴

さ
1
)
〔
短
歌
〕
空
知
管
内
新
十
津
川
町
生
ま

れ
。
一
九
歳
か
ら
作
歌
を
始
め
る
。
昭
和
犯
年

「
新
墾
」
に
入
社
後
そ
の
才
能
を
発
揮
し
第
一

O
回
新
墾
新
人
賞
を
受
賞
。
続
い
て
第
一
四
回

新
墾
賞
も
受
賞
し
、
そ
の
実
存
主
義
的
な
傾
向

の
作
風
を
属
目
さ
れ
た
。
そ
の
後
「
新
墾
」
を

離
れ
て
「
揮
」
に
入
会
、
編
集
委
員
を
し
て
い

た
が
現
在
は
無
所
属
。
北
海
道
歌
人
会
幹
事
を

務
め
た
こ
と
も
あ
る
。
(
永
平
利
夫
)

宮
崎
昌
子
辞
守
大
7
・
3
・
幻

1
(
Z

H

∞
1
)
[短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
庁
立
札
幌

高
等
女
学
校
か
ら
東
京
家
政
学
院
卒
。
父
が
専

務
で
あ
っ
た
福
山
醸
造
に
谷
口
波
人
が
総
務
部

長
と
し
て
勤
め
た
こ
と
か
ら
作
歌
に
入
る
。

「
ぬ
は
り
し
に
入
社
、
二
度
に
わ
た
っ
て
社
賞

を
受
け
た
が
、
波
人
の
没
後
に
退
社
。
「
原
始

林
」
「
武
羅
佐
岐
L

に
同
人
と
し
て
一
時
所
属
。

現
在
は
、
師
と
仰
ぐ
上
野
新
之
輔
が
創
刊
し
た

「
由
紀
坐
左
」
の
月
例
歌
会
運
営
責
任
者
。

(
横
井
み
つ
る
)

宮
崎
芳
男
砕
守
明
白
・
9
・

1
1
(
5

2
1
)
〔
短
歌
〕
空
知
管
内
栗
沢
町
生
ま
れ
。
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みやざわけ

少
年
時
代
か
ら
文
学
を
愛
好
し
、
網
走
管
内
訓

子
府
町
の
未
墾
地
開
拓
の
労
働
を
し
な
が
ら
短

歌
や
俳
句
に
熱
中
。
大
正
9
年
訓
子
府
小
学
校

代
用
教
員
と
な
り
、
日
年
検
定
試
験
で
訓
導
、

日
年
札
幌
市
立
北
光
小
学
校
に
転
任
、
昭
和
叩

年
文
部
省
の
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学

校
地
理
検
定
試
験
合
格
の
後
、
庁
立
札
幌
第
一

中
学
校
教
諭
、
そ
の
後
指
導
主
事
、
札
幌
市
内

の
高
校
長
を
歴
任
し
、
幻
年
に
定
年
退
職
。
退

職
後
は
札
幌
市
桂
台
土
地
区
画
整
理
組
合
理
事

長
を
一

0
年
間
務
め
、
そ
の
問
に
北
海
道
教
育

功
績
者
賞
を
受
賞
、
回
年
4
月
勲
四
等
瑞
宝
章

を
受
章
。
昭
和
5
年
「
新
墾
」
に
入
社
し
て
小

田
観
盤
に
師
事
、
同
年
「
潮
音
」
に
も
入
社
。

泣
年
か
ら
「
新
墾
」
の
編
集
発
行
人
と
な
り
、

町
年
同
誌
の
代
表
と
な
る
。
な
か
で
も
編
集
担

当
の
問
の
昭
和
お
年
「
新
墾
」
を
全
国
短
歌
雑

誌
連
盟
賞
受
賞
へ
導
き
、
毎
年
の
地
区
大
会
、

五
O
O号
記
念
、
創
刊
五

O
周
年
記
念
等
の
行

事
を
精
力
的
に
指
導
運
営
、
川
崎
年
の
小
田
観
壁

の
急
逝
と
い
う
重
大
事
を
克
服
し
て
、
「
新
墾
」

を
今
日
に
導
い
た
。
同
年
札
幌
市
民
文
化
奨
励

賞
を
受
け
、
さ
ら
に
回
年
ロ
月
に
北
海
道
文
化

団
体
協
議
会
よ
り
道
文
団
協
賞
を
「
新
墾
社
し

と
し
て
受
賞
し
た
。
著
書
に
は
「
冬
街
」
(
昭

お
)
、
「
無
限
」
(
昭
位
)
、
「
北
辰
」
(
昭
川
崎
)
、

「
地
下
鉄
」
(
昭
位
)
、
「
雪
天
」
(
昭
訂
)
の
歌

集
が
あ
る
。
強
靭
な
精
神
力
と
誠
直
な
人
柄
を

も
っ
て
貫
く
六

O
年
の
歌
の
世
界
は
、
「
骨
の

みやのうち(人名編)

明
混
沌
」
、
引
き
つ
づ
き
「
心
の
落
差
」
(
弱

年
)
を
刊
行
。
歌
は
、
清
朗
で
平
明
率
直
、
い

さ
さ
か
の
渋
滞
も
な
く
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
。
〈
島
影
は
陽
が
あ
り
な
が
ら
見
え
わ
か

ず
海
は
ろ
ぼ
ろ
と
潮
け
ぶ
り
し
て
〉

(
中
山
周
三
)

宮
田
千
恵
淳
史
大
日
・

9

・
日

1
2
s

。1
)
〔
短
歌
〕
稚
内
市
生
ま
れ
。
昭
和
同
年

「
水
松
」
に
入
会
。
以
後
「
あ
さ
ひ
ね
」
「
原

始
林
」
「
新
墾
」
「
凍
土
」
、
あ
る
い
は
「
素
」

「
斧
」
な
ど
に
所
属
し
て
活
動
す
る
が
、
昭
和

M
年
北
海
道
青
年
歌
人
会
に
入
会
し
て
か
ら

は
、
作
品
の
共
同
制
作
に
参
ノ
加
し
て
意
欲
的
な

作
品
を
発
表
し
注
目
さ
れ
た
。
現
在
は
「
か
ぎ

ろ
ひ
」
所
属
。
昭
和
白
年
北
の
風
土
と
の
か
か

わ
り
の
中
に
生
の
苦
渋
を
盛
っ
た
歌
集
「
北
の

鎖
骨
」
を
刊
行
し
た
。
(
永
平
利
夫
)

宮

田

久

詳

ほ

大

6
-
m
-
m
1
(
S
H

吋

1
)
[新
聞
記
者
〕
富
山
県
生
ま
れ
。
庁
立
札

幌
第
一
中
学
校
を
経
て
上
智
大
学
卒
。
昭
和
幻

年
外
地
か
ら
帰
還
し
て
北
海
タ
イ
ム
ス
社
入

社
。
編
集
局
長
な
ど
を
務
め
、
お
年
か
ら
論
説

委
員
と
し
て
コ
ラ
ム
「
亜
寒
帯
」
を
執
筆
。
エ

ッ
セ
ー
集
「
私
の
『
亜
寒
帯
』
」
(
昭
日
・
口
、

北
海
タ
イ
ム
ス
社
)
が
あ
る
。
(
木
原
直
彦
)

宮

田

益

子

持

吋

大

4
・
ロ

-
m
1昭
必

-
m
・
お

(
5
5
I
H
S
-
)
〔
短
歌
〕
新
潟
市

生
ま
れ
。
帯
広
裁
縫
女
学
校
卒
。
昭
和
2
年
野

原
水
嶺
ら
潮
音
系
歌
人
の
影
響
で
作
歌
を
始

芸
し
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
小
田
観
佳

が
提
唱
し
た
北
方
の
生
命
感
的
汗
情
を
忠
実
に

実
践
し
て
、
北
海
道
の
風
土
を
個
性
的
に
骨
太

く
形
象
す
る
。
自
ら
「
歌
は
人
な
り
」
と
の
主

張
と
信
念
に
徹
し
、
生
え
抜
き
の
道
産
子
歌
人

と
し
て
昭
和
5
年
創
刊
の
「
新
墾
」
を
今
日
に

あ
ら
し
め
る
と
共
に
、
北
海
道
歌
壇
の
発
展
に

尽
く
し
た
超
結
社
的
指
導
力
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
〈
幻
想
を
未
だ
残
せ
る
齢
な
れ
ば
火

箭
が
欲
し
き
山
の
夕
映
え
〉
(
足
立
敏
章
)

宮
沢
賢
治
伐
ぱ
ゎ
明
mm

・8
・U
I昭
8

・
9
・
幻
(
同
∞
gtFHCωω)[詩
、
児
童
文
学
〕

岩
手
県
生
ま
れ
。
心
象
ス
ケ
ッ
チ
と
名
付
け
た

独
特
の
構
想
と
手
法
で
数
多
く
の
詩
を
書
き
、

大
正
日
年
詩
集
「
春
と
修
羅
」
(
関
根
書
居
)
、

童
話
集
「
注
文
の
多
い
料
理
屈
」
(
光
原
社
)

を
出
版
。
稗
貫
農
学
校
(
現
花
巻
農
業
高
校
)

教
師
辞
任
後
、
農
業
実
践
に
献
身
し
、
風
雨
の

中
を
奔
走
し
て
病
に
臥
す
。
そ
の
問
「
オ
ツ
ベ

ル
と
象
」
「
風
の
又
三
郎
」
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ

l

シ
ュ
」
等
の
名
作
を
書
い
た
。
多
く
の
作
品
は

幾
度
も
の
移
し
い
手
入
れ
と
加
筆
が
あ
り
、
そ

の
未
完
の
草
稿
そ
の
も
の
が
次
元
を
こ
え
る
文

学
と
し
て
評
さ
れ
る
。
北
海
道
に
は
三
度
訪

れ
、
大
正
ロ
年
樺
太
ま
で
の
旅
が
亡
妹
ト
シ
の

幻
影
を
追
尋
し
た
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」
詩
群

と
な
り
、
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
童
話
「
銀
河
鉄

道
の
夜
」
が
書
か
れ
た
。
北
海
道
で
の
詩
は
一

O
編
、
関
連
作
品
は
数
多
い
。
地
質
学
や
農
芸

め、

9
年
「
潮
音
」
「
新
墾
」
に
入
社
、
太
田

水
穂
、
小
田
観
鐙
に
師
事
。
日
年
中
国
へ
渡
り

幻
年
引
き
揚
げ
。
旭
川
市
近
郊
の
東
川
町
に
居

住
し
「
潮
音
」
「
新
墾
」
に
復
帰
、
「
女
人
短

歌
」
に
も
参
加
し
本
格
的
な
作
歌
活
動
を
展
開

す
る
。

M
年
「
女
人
短
歌
」
の
三

O
首
競
詠
で

「
石
」
一
連
が
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
歌
壇

に
登
場
し
た
。
お
年
東
京
の
長
谷
川
書
房
か
ら

「
新
撰
六
人
集
」
が
刊
行
さ
れ
、
芦
田
高
子
、

片
山
恵
美
子
ら
と
共
に
名
を
連
ね
た
。
こ
の
集

に
収
録
さ
れ
た
「
黄
砂
」
七
八
首
は
、
辛
苦
の

は
て
引
き
揚
げ
、
養
鶏
業
を
始
め
る
ま
で
の
約

一
年
間
の
記
録
詠
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

mm
年

山
名
康
郎
、
中
城
ふ
み
子
ら
と
短
歌
同
人
誌

「
凍
土
」
を
創
刊
、
意
欲
的
に
活
動
を
展
開
し

た
が
、
次
第
に
歌
人
の
枠
を
超
え
、
道
内
の
文

化
運
動
に
熱
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鈎
年

札
幌
の
北
書
房
か
ら
個
人
歌
集
「
雪
白
」
を
刊

行
。
浪
漫
的
色
彩
の
豊
か
な
北
の
風
土
詠
が
核

を
な
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
傷
心
を
抱
い
た

孤
独
な
生
活
詠
も
み
ら
れ
る
。
「
凍
土
L

を
発

展
的
に
解
消
し
て
叫
年
「
新
凍
土
」
を
発
刊
。

没
後
、
遺
歌
集
「
藻
岩
嶺
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

北
海
道
歌
人
会
創
立
以
来
の
幹
事
で
あ
り
、
北

海
道
文
学
館
理
事
も
務
め
た
。
(
山
名
康
郎
)

宮
田
陽
之
介

H
M

認
す
け
明
お
・
ロ

-
m
I

(
S
O
N
-
)
[
俳
句
〕
渡
島
管
内
八
雲
町
生
ま

れ
。
本
名
勝
蔵
。
実
業
補
習
学
校
卒
。
表
具

師
。
大
正
叩
年
「
高
潮
」
に
拠
り
作
句
。
日
年

化
学
の
分
野
で
も
優
れ
た
先
見
性
を
の
こ
し
、

法
華
経
一

0
0
0部
の
配
布
を
遺
言
。
死
後

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
手
帳
が
発
見
さ
れ
た
。

(
斉
藤
征
義
)

宮
田
黄
李
夫
詳
杭
大
日
・

6

・
8
1
2

s。1
)
〔
俳
句
〕
渡
島
管
内
八
雲
町
生
ま
れ
。

本
名
哲
夫
。
国
鉄
職
員
、
日
年
退
職
。
昭
和
問

年
こ
ろ
よ
り
俳
人
で
あ
る
父
陽
之
介
の
感
化
を

受
け
、
矢
田
枯
柏
に
師
事
、
「
柏
」
「
径
」
「
草

人
」
同
人
。
枯
柏
死
後
は
無
所
属

o
m年
同
志

と
「
青
年
俳
句
作
家
サ
ー
ク
ル
し
を
結
成
、
青

年
作
家
の
意
気
を
燃
や
す
。
日
刊
年
釧
路
俳
句
連

盟
幹
事
長
と
な
り
、
地
域
俳
壇
の
要
と
し
て
活

躍
。
現
在
ハ
ガ
キ
俳
誌
「
心
垢
抄
」
を
継
続
。

現

代

俳

句

協

会

員

。

(

鈴

木

青

光

)

宮
田
新
一
時
間
ザ
明
白
・
ロ

-
m
I
(
5

3
1
)
〔
短
歌
]
秋
田
県
生
ま
れ
。
昭
和
2
年

東
京
大
学
国
文
科
卒
。
札
幌
第
一
中
学
教
諭
と

し
て
一
五
年
間
在
職
、
げ
年
留
萌
中
学
校
長
、

以
後
道
内
高
校
長
を
歴
任
、
お
年
札
幌
西
高
校

長
を
定
年
退
職
。
札
幌
大
学
講
師
。
道
教
育
界

の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。
作
歌
は
、
昭
和
4

年
宇
都
野
研
の
「
動
草
」
に
所
属
、
「
短
歌
月

刊
L

特
集
の
各
社
推
薦
新
人
競
詠
号
に
推
薦
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
初
頭
、
戦
時
色
の
深

ま
る
に
つ
れ
、
作
歌
を
中
断
、
三
十
数
年
の
空

白
を
経
て
引
年
7
月
「
原
始
林
」
に
入
社
。
日

年
夫
人
を
失
ぃ
、
切
実
な
挽
歌
を
多
く
発
表
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
、
回
年
歌
集
「
無

346 

に
生
雲
社
創
立
、
「
雲
」
を
発
行
。
昭
和
5
年

臼
田
亜
浪
の
「
石
楠
」
に
拠
り
開
眼
。
お
年
矢

田
枯
柏
主
宰
「
草
人
L

発
行
編
集
同
人
。
初
年

芦
別
俳
句
連
盟
会
長
。
町
年
室
蘭
俳
句
協
会
設

立
、
顧
問
。
現
在
「
寒
雷
」
所
属
、
「
に
れ
」

同
人
。
同
年
に
第
一
句
集
「
ま
つ
り
笛
」
を

「
に
れ
叢
書
」
と
し
て
刊
行
し
た
。(

竹
田
て
つ
を
)

宮
西
頼
母
同
村
山
し
大
7

・
2
・
U
I
(
S

H

∞t
p
)

〔
短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
農
業
。
昭

和
M
年
「
原
始
林
」
入
会
に
始
ま
り
、
初
年
同

人。

ω年
に
歌
集
「
防
風
林
」
を
、
日
年
に

「
拓
北
」
を
刊
行
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
必
年
度

に

お

宮
中
歌
会
始
に
〈
チ
モ
シ

1
の
禾
積
つ
み
終
へ

し
土
手
の
う
へ
石
狩
川
は
波
立
ち
て
見
ゆ
〉
が

入
選
し
、
日
年
日
月
札
幌
市
北
区
拓
北
会
館
横

に
歌
碑
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
日
年
に
は
「
拓

北
百
年
史
」
を
編
集
責
任
者
と
し
て
発
刊
し

た
。
北
海
道
歌
人
会
幹
事
、
北
海
道
文
学
館
理

事
、
札
幌
市
文
化
団
体
協
議
会
理
事
、
し
の
ろ

短
歌
会
代
表
。
静
風
は
明
る
く
漸
進
的
で
、
土

の
素
朴
を
失
わ
ず
、
農
村
か
ら
眺
め
た
社
会
詠

も
、
明
快
に
事
実
を
衝
い
て
後
味
が
よ
い
。

〈
レ
ー
ダ
ー
の
基
地
化
を
め
ぐ
り
争
へ
る
馬
追

山

か

静

か

に

今

は

〉

(

土

蔵

培

人

)

宮
之
内
一
平
実
認
ち
大
2
・

m
・
l
t

(SHω1)
〔
小
説
〕
空
知
管
内
浦
臼
町
生
ま

れ
。
上
川
管
内
東
川
小
学
校
高
等
科
卒
。
農
業

に
従
事
し
た
あ
と
昭
和
日
年
上
京
。
日
年
「
選

347 



みやのうち

鉱
婦
」
が
「
文
芸
首
都
」
の
新
人
創
作
佳
作
と

な
る
。
こ
の
聞
い
く
つ
か
の
職
業
を
転
々
と

し
、
東
宝
有
楽
座
な
ど
に
勤
め
る
。
本
庄
陸
男

を
知
る
。
戦
後
旭
川
に
戻
り
、
「
愛
欲
図
」
「
銀

座
の
歌
」
等
を
書
く
が
、
初
年
「
談
合
」
が

「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
大
衆
文
芸
懸
賞
の
住
作
と

な
り
、
さ
ら
に
「
造
材
飯
場
」
が
同
誌
百
万
円

懸
賞
佳
作
と
な
っ
た
。
お
年
そ
れ
ま
で
の
作
品

一
六
編
を
集
め
て
小
説
集
「
造
材
飯
場
」
を
北

方
公
論
社
か
ら
刊
行
。
お
年
よ
り
「
豊
談
L

の

経
営
に
の
り
だ
し
た
。
叫
年
旭
川
市
民
文
化
奨

励
賞
。
日
切
年
エ
ッ
セ
ー
集
「
被
写
体
」
、
印
年

「
啄
木
釧
路
の
七
十
六
日
」
を
そ
れ
ぞ
れ
旭
川

出
版
社
か
ら
刊
行
。
ま
た
、
青
春
期
に
短
歌
へ

の
情
熱
を
も
や
し
、
並
木
凡
平
ら
に
師
事
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
集
成
と
し
て
回
年
歌

集
「
野
草
園
」
を
ま
と
め
て
い
る
。
回
年
「
翌

桧

」

を

書

く

。

(

高

野

斗

志

美

)

宮
之
内
紫
乃
撲
の
う
ち
大
3

・
ロ
・
ロ
ー

(SEt-)
〔
短
歌
〕
青
森
県
生
ま
れ
。
本
名

み
つ
え
。
大
正
8
年
渡
道
、
小
樽
市
に
居
住
。

昭
和
四
年
東
京
都
よ
り
旭
川
市
に
疎
開
し
て
現

在
に
至
る
。
一

O
代
の
お
わ
り
こ
ろ
か
ら
作
歌

を
始
め
「
青
空
」
に
入
社
。
昭
和
却
年
「
か
ぎ

ろ
ひ
」
創
刊
に
参
加
。
臼
年
歌
集
「
花
島
区
」
を

上

梓

。

(

木

村

隆

)

宮

野

駿

踏

切

大

ロ

・

5
・
ロ

1
2
S

ωtF)
〔
小
説
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
昭
和
同
年
に

北
原
白
秋
主
宰
「
多
磨
」
に
入
会
。
H
U

年
5
月

四
巻
(
新
日
本
出
版
社
)
に
は
小
林
多
喜
二
、

今
野
大
力
ら
へ
の
論
及
が
あ
る
。

みよしふみ(人名編)

(
小
笠
原
克
)

宮

本

貞

子

詩

句

昭

7
・
7
・
9
1
(
呂

ω
N
1
)
[
短
歌
〕
樺
太
生
ま
れ
。
紋
別
市
を
経

て
昭
和
泊
年
か
ら
根
室
市
に
居
住
。
短
歌
は

「
新
墾
」
に
所
属
し
な
が
ら
、
そ
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
体
験
や
国
境
の
海
の
体
験
か
ら
の
制
作
を
し

た
が
、
北
海
道
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
朝
の
食
卓
」

の
同
人
と
し
て
も
活
躍
。
情
感
や
個
性
を
発
揮

し
て
、
日
年
に
歌
、
随
筆
集
「
海
ほ
ほ
づ
き
の

歌

」

を

発

刊

し

た

。

(

永

平

利

夫

)

宮
本
は
る
お
幹
竹
大
7
・

9

・
5

1

(
S
5
1
)
〔
俳
句
〕
上
川
管
内
当
麻
町
生
ま

れ
。
本
名
晴
男
。
昭
和
お
年
「
緋
衣
」
「
青
炎
」

に
よ
り
作
句
を
始
め
る
。
「
山
脈
」
「
樹
氷
」

「
季
節
」
汁
広
軌
」
「
氷
原
帯
」
各
同
人
。
昭
和

回
年
士
別
市
に
俳
句
教
室
開
講
。
士
別
市
文
化

功
労
賞
を
受
賞
。
現
代
俳
句
協
会
員
。

(
園
田
夢
蒼
花
)

宮
本
百
合
子
持
せ
明
白
・

2
-
m
s昭

お
・

1

・
幻

(
H

∞
g
t
S
E
)
[小
説
〕
東
京

生
ま
れ
。
父
中
条
精
一
郎
が
札
幌
農
学
校
建
築

設
計
に
札
幌
へ
赴
任
し
、
幼
時
を
札
幌
で
過
ご

す
。
日
本
女
子
大
学
在
学
時
「
貧
し
き
人
々
の

群
」
(
大
5
)

で
は
な
ば
な
し
く
登
場
。
大
正

7
年
3
月
か
ら
8
月
ま
で
来
道
、
バ
チ
ラ
l
家

で
養
女
の
八
重
子
を
知
り
、
ア
イ
ヌ
悲
史
に
心

を
動
か
さ
れ
て
胆
振
、
日
高
の
コ
タ
ン
を
八
重

よ
り
同
人
誌
「
意
識
L

に
拠
る
。
「
ネ
ガ
チ
ブ

な
人
」
「
切
る
」
な
ど
の
小
説
の
ほ
か
「
A
君

へ
の
手
紙
F

多
喜
二

t
タ
キ
世
界
d

の
盲
点
に

触
れ
て
」
(
昭
位

-
m、
3
号
)
が
あ
る
。
町

年
4
月
号
「
北
方
文
芸
」
に
「
田
口
タ
キ
・
逆

説
的
な
愛
を
貫
い
た
誠
実
|
不
条
理
の
座
か
ら

見
え
て
く
る
も
の
」
を
発
表
し
た
。(

木
原
直
彦
)

宮
原
晃
一
郎
時
刊
誌
ろ
う
明
日
・
9
・

2
1

昭
m
・
6
-
m
(
H
g
N
1
5
8
)
〔
児
童
文
学
〕

鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
本
名
知
久
。
父
の
勤
め
に

従
い
幼
年
期
に
札
幌
に
移
り
、
の
ち
小
樽
新
聞

の
記
者
と
な
る
。
明
治
必
年
ご
ろ
よ
り
農
科
大

学
教
授
の
有
島
武
郎
と
交
わ
る
。
の
ち
上
京
、

大
正
7
年
「
蓮
露
に
代
へ
て
」
が
出
世
作
と
な

り
、
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
に
童
話
を
発
表
。
童
話

集
「
竜
宮
の
犬
」
な
ど
の
ほ
か
、
北
欧
文
学
の

翻
訳
紹
介
書
多
数
。
有
島
武
郎
に
つ
い
て
は

「
私
の
有
島
武
郎
氏
観
」
な
ど
が
あ
る
。

(
高
山
亮
二
)

宮
部
金
吾
持
出
万
延
1
・

3

・
7
I昭

お
・

3

・

m
(
E
g
-
-。
巴
)
[
植
物
学
〕
東

京
(
江
戸
御
徒
町
)
生
ま
れ
。
内
村
鑑
三
、
新

渡
戸
稲
造
ら
と
と
も
に
札
幌
農
学
校
第
二
期
生

と
し
て
卒
業
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
後
、

母
校
で
研
究
と
教
育
に
専
念
。
昭
和
2
年
北
海

道
大
学
名
誉
教
授
と
な
っ
た
後
も
す
ぐ
れ
た
研

究
業
績
を
あ
げ
た
。
「
千
島
植
物
誌
」
「
樺
太
植

物
誌
」
「
北
海
道
産
昆
布
科
植
物
」
「
北
海
道
主

子
と
巡
り
、
静
内
で
出
会
っ
た
老
爺
に
ヒ
ン
ト

を
得
て
「
風
に
乗
っ
て
来
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

を
書
く
(
生
前
未
発
表
)
。
同
年
秋
渡
米
、
荒

木
茂
を
知
り
結
婚
(
大
正
日
年
離
婚
、
大
作

「
伸
子
」
に
結
実
)
。
昭
和
2
年
ソ
ビ
エ
ト
へ
。

帰
国
後
宮
本
顧
治
を
知
り
7
年
2
月
に
結
婚
。

し
か
し
そ
の
直
後
、
顕
治
は
非
合
法
に
入
り
検

挙
さ
れ
、
敗
戦
ま
で
分
断
さ
れ
た
生
活
だ
っ
た

(
顕
治
は
昭
和
初
年
1
月
か
ら
網
走
刑
務
所
在

監
、
往
復
書
簡
「
十
二
年
の
手
紙
」
が
あ
る
)
。

戦
後
「
播
州
平
野
」
「
道
標
」
な
ど
を
書
く
。

「
宮
本
百
合
子
全
集
」
二
五
巻
、
別
巻
二
、
補

巻
二
、
別
冊
一
(
昭
防
、
新
日
本
出
版
社
)
が

あ

る

。

(

小

笠

原

克

)

宮
脇
俊
三
持
持
う
大
日
・
ロ
・

9
1
(
S

M
∞
t
F
)
[
紀
行
〕
埼
玉
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学

卒
。
汽
車
旅
行
記
が
多
く
、
日
本
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
賞
の
「
時
刻
表
2
万
キ
ロ
」
や
「
最
長

片
道
切
符
の
旅
」
「
汽
車
旅
ロ
カ
月
」
「
終
着
駅

へ
行
っ
て
き
ま
す
」
「
旅
の
終
り
は
個
室
寝
台

車
」
「
終
着
駅
は
始
発
駅
」
「
殺
意
の
風
景
」
な

ど
で
道
内
各
線
を
描
く
。
(
木
原
直
彦
)

宮

脇

竜

民

守

昭

7
・
1

・
1
t
F
(
芯

ω
N
t
p
)
[
俳
句
〕
空
知
管
内
北
竜
町
生
ま
れ
。

本
名
順
治
、
旧
号
白
童
子
。
昭
和
初
年
よ
り
作

句
、
北
光
星
に
師
事
。
幻
年
「
氷
原
帯
」
に
入

会
、
初
年
氷
原
帯
新
人
賞
受
賞
。
剖
年
北
光

星
、
田
中
北
斗
ら
と
「
喋
」
を
創
刊
、
以
来

「
扉
」
「
道
」
と
行
動
を
共
に
し
、
「
道
」
同

要
樹
木
図
譜
」
「
北
海
道
ア
イ
ヌ
語
植
物
」
な

ど
。
文
化
勲
章
受
章
。
日
本
学
士
院
会
員
。

(
和
田
謹
吾
)

宮
部
鳥
巣
詳
い
そ
う
大
m
・
9
-
m
t
F
(
H

@
N
H
t
F
)
[
俳
句
〕
深
川
市
生
ま
れ
。
本
名
森
本

敏
次
。
多
度
志
村
役
場
在
職
中
応
召
、
シ
ベ
リ

ア
抑
留
を
経
て
復
員
、
京
呉
服
商
を
営
む
。
昭

和
ロ
年
よ
り
句
作
「
暁
雲
」
に
投
旬
、
日
年

「
石
楠
」
に
拠
り
同
年
同
人
、
応
召
中
句
作
を

中
断
、
お
年
「
北
方
俳
句
人
」
「
氷
原
帯
」
に

加
入
、
細
谷
源
二
に
師
事
、
「
氷
原
帯
」
編
集

同
人
。
第
一
回
氷
原
帯
賞
を
受
賞
。
昭
和
剖
年

か
ら
お
年
ま
で
句
作
休
止
。
川
崎
年
斎
藤
玄
の
個

人
誌
「
丹
精
」
に
「
蓮
の
景
」
三

O
句
を
発
表

し
て
復
帰
、
「
壷
」
復
刊
に
同
人
参
加
、
一
時

編
集
を
担
当
し
た
。
日
年
同
素
玄
集
(
無
鑑

査
)
同
人
。
印
年
句
集
「
磐
石
」
出
版
、
昭
和

ロ
年
か
ら
路
年
の
作
品
三
二
八
句
を
収
め
、
後

記
に
「
愚
直
で
あ
る
こ
と
を
処
生
の
根
本
に
据

え
、
愚
直
の
故
を
以
て
到
達
し
得
る
俳
境
を
終

生
の
目
的
と
す
る
」
と
覚
悟
を
述
べ
て
い
る
。

俳
人
協
会
員
。
〈
子
の
つ
む
り
ぬ
く
く
て
天
に

た

め

ら

ふ

雪

〉

(

金

谷

信

夫

)

宮
本
顕
治
山
鳩
山
と
明
白
・

m
・
打
t
F
(
3

0
∞
1
)
〔
政
治
、
評
論
〕
山
口
県
生
ま
れ
。
東

京
大
学
卒
。
文
芸
評
論
か
ら
政
治
活
動
に
入

り
、
非
合
法
時
代
・
獄
中
一
一
一
年
の
非
転
向
時

代
・
戦
後
を
通
し
て
日
本
共
産
党
の
最
高
幹
部

の
地
位
に
あ
る
。
「
宮
本
顕
治
文
芸
評
論
選
集
」

348 

人
。
初
年
句
集
「
二
色
の
天
地
」
、
叫
年
合
同

句
集
「
北
竜
」
、
臼
年
妻
宮
脇
美
和
子
と
の
夫

婦
句
集
「
虹
二
重
」
を
上
梓
。
(
北
光
星
)

三
好
達
治
数
μ

明
お
・

8
・
幻

1
昭
却

・
4
・

5
(
5
8
1
5
2
)
〔
詩
〕
大
阪
生
ま

れ
。
昭
和
5
年
処
女
詩
集
「
測
量
船
」
を
「
今

日
の
詩
人
叢
書
」
の
第
二
巻
と
し
て
第
一
書
房

よ
り
刊
行
。
百
田
宗
治
の
「
椎
の
木
」
で
伊
藤

整
と
交
友
を
も
っ
。
「
詩
と
詩
論
」
「
詩
行
動
」

「
四
季
」
な
ど
に
詩
を
発
表
。
北
海
道
に
は
二

度
来
て
い
る
が
、
最
初
は
大
阪
陸
軍
地
方
幼
年

学
校
か
ら
士
官
学
校
へ
入
っ
た
と
ろ
で
、
一
人

で
美
唄
の
友
人
の
家
を
訪
ね
る
(
大
9
)
。
の

ち
エ
ッ
セ
ー
集
「
月
の
十
日
」
(
昭
却
・
口
、

新
潮
社
)
の
旅
の
た
め
来
道
し
た
。
札
幌
市
の

大
通
遺
謹
地
、
北
大
、
狸
小
路
、
豊
平
川
、
定

山
渓
、
豊
平
峡
、
さ
ら
に
進
ん
で
摩
周
湖
、
阿

寒
の
紀
行
文
が
あ
る
。
三
好
が
旅
し
た
の
は
昭

和
剖
年
の
と
と
で
あ
る
が
、
伊
藤
整
に
ア
カ
シ

ア
の
花
咲
く
6
月
が
快
適
と
い
わ
れ
な
が
ら
秋

に
来
道
。
い
さ
さ
か
気
落
ち
の
し
て
い
る
文
章

で
あ
る
。
昭
和
幻
年
ロ
月
札
幌
・
青
磁
社
よ
り

発
行
さ
れ
た
詩
誌
「
至
上
律
」
第
二
号
に
四
行

詩
七
編
を
寄
稿
、
初
年
1
月
北
海
道
新
聞
に
詩

「
さ
ざ
波
」
を
載
せ
て
い
る
。
(
小
松
瑛
子
)

三
好
文
夫
設
札
昭
4
・
口

-
n
t
p
昭
防

・
7

・
3

(
包
包
tFH
笥
∞
)
[
小
説
〕
富
良
野

市
(
山
部
)
生
ま
れ
。
北
海
道
第
一
師
範
学
校

中
退
。
美
瑛
、
愛
別
、
士
別
、
旭
川
の
各
地
で

349 



みよしりよ

小
学
校
教
員
。
昭
和

mm
年
「
ピ
ル
ト
に
纏
る

讃
」
が
北
海
日
日
新
聞
社
の
一

O
万
円
懸
賞
小

説
に
一
位
入
選
。
同
社
の
木
野
工
に
さ
そ
わ
れ

「
冬
涛
」
同
人
と
な
り
、
以
後
必
年
ま
で
主
と

し
て
同
誌
に
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。
長
編

「
虹
の
擾
乱
」
の
ほ
か
、
「
ベ
シ
ト
レ
エ
ト
の

咽
」
「
山
に
消
え
る
」
「
竪
穴
十
六
号
」
等
を

書
き
、
犯
年
か
ら
「
冬
涛
」
を
編
集
。

ω年
同

誌
二
二
号
に
発
表
し
た
「
重
い
神
々
の
下
僕
」

が
直
木
賞
の
有
力
候
補
作
と
な
っ
た
。
和
人

し
ょ
〈

(
シ
ャ
モ
)
の
ア
イ
ヌ
差
別
へ
の
告
発
と
噴

ざ
い罪

、
自
立
す
る
ア
イ
ヌ
へ
の
共
感
が
作
品
世
界

を
さ
さ
え
た
。
必
年
「
ラ
ウ
ン
ク
ツ
の
女
」
を

「
別
冊
小
説
現
代
」
に
発
表
。
同
年
高
野
斗
志

美
と
「
愚
神
群
」
創
刊
。
必
年
教
職
を
辞
す
。

こ
の
年
、
本
郷
新
を
相
手
に
風
雪
の
群
像
論
争

を
ま
き
起
こ
し
、
ア
イ
ヌ
差
別
の
問
題
を
強
烈

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
全
国
的
な
反
響
を
呼
び
起
こ

し
た
。
日
切
年
旭
川
文
学
学
校
の
校
長
と
な
る
o

U
年
「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
突
く
」
を
潮
出
版

か
ら
出
版
。
さ
ら
に
却
年
同
社
か
ら
小
説
集

「
重
い
神
々
の
下
僕
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
版
画

に
す
ぐ
れ
、
「
コ
タ
ン
の
芸
術
」
(
昭
必
)
の
ほ

か
、
「
大
雪
山
粗
描
」
(
昭
日
)
、
「
長
の
唄
」

(
昭
日
)
等
の
豆
本
が
あ
る
。
こ
の
間
、
古
墳

発
掘
に
参
加
。
ま
た
大
雪
山
脈
を
愛
し
、
グ
ル

ー
プ
山
の
村
の
村
長
を
つ
と
め
る
。
臼
年
ネ
パ

ー
ル
を
歩
く
。
日
年
愛
山
渓
の
山
の
村
パ
ー
テ

ィ
ー
で
急
逝
。

M
年
遺
稿
「
人
間
同
志
に
候
え

む

むとうぜん(人名編)

向
井
夷
希
微
時
抗
明

u
・
8
-
H
1
昭

ω
・
5
・
mm(HgHIHEAP)
〔
詩
〕
青
森
県
生

ま
れ
。
本
名
永
太
郎
。
父
は
旧
会
津
藩
士
。
生

後
間
も
な
く
母
方
の
祖
父
母
に
ひ
き
と
ら
れ
て

北
海
道
に
渡
り
、
別
海
、
根
室
、
網
走
で
育

つ
。
の
ち
母
方
の
伯
父
の
養
子
と
な
り
鹿
児
島

へ
。
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
、
鹿
児
島
造

士
館
中
学
を
経
て
第
一
高
等
学
校
中
退
。
明
治

部
年
根
室
の
花
咲
小
学
校
代
用
教
員
と
な
り
、

乙
の
頃
か
ら
詩
作
を
始
め
「
文
庫
」
「
新
声
」

な
ど
に
投
稿
。
明
治
初
年
函
館
の
北
海
道
鉄
道

会
社
に
転
じ
、
英
語
の
私
塾
を
営
む
。
飯
田
白

圃
(
房
吉
)
ら
と
同
人
詩
誌
「
牧
笛
」
発
行
。

宮
崎
部
雨
、
石
川
啄
木
ら
の
「
紅
百
稽
」
に
も

か
か
わ
る
。
明
治
的
年
北
海
道
庁
拓
殖
部
林
務

係
に
転
じ
、
札
幌
、
函
館
に
勤
務
の
の
ち
上

京
。
大
正
6
年
詩
集
「
よ
み
が
へ
り
」
(
警
醒

社
書
官
)
、
「
胡
馬
の
噺
き
l
北
海
道
風
物
誌
」

(
同
)
を
自
費
出
版
。
横
浜
市
職
員
。
春
秋
書

院
(
東
京
・
神
田
)
の
服
部
大
漢
和
字
典
の
編

纂

に

当

た

っ

た

。

(

佐

々

木

逸

郎

)

向
井
承
子
持

γ
昭
H
・
I
・
4
1
(
巴

ば
」
が
水
平
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。(

高
野
斗
志
美
)

三
吉
良
太
郎

uwurろ
う
明

ω
・
ロ

-
H
t

昭
お
・

5

・
8

(
呂
ミ

tpsg)
〔
詩
〕
弘
前

市
生
ま
れ
。
大
正
8
年
に
海
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

に
あ
こ
が
れ
、
津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
函
館
に
住

み
つ
い
た
。
「
日
本
詩
壇
」
の
同
人
を
経
て
昭

和
打
年
に
詩
誌
「
涛
」
を
創
刊
。
四
年
第
三

O

号
で
休
刊
。
終
戦
の
翌
年
「
涛
の
会
」
を
「
道

南
詩
人
く
ら
ぶ
」
と
改
称
し
て
「
涛
」
を
復
刊

し
た
。
お
年
第
三
八
号
を
も
っ
て
終
刊
と
な
っ

た
が
、
戦
中
、
戦
後
の
道
南
に
お
け
る
詩
の
発

掘
と
育
成
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
「
涛
」

以
後
は
詩
誌
「
だ
い
あ
る
」
の
同
人
と
し
て
作

品
の
発
表
を
続
け
た
が
、
前
立
腺
ガ
ン
で
没
し

た
。
函
館
を
第
二
の
故
郷
と
し
て
こ
よ
な
く
愛

し
た
詩
は
、
こ
の
港
町
の
「
奥
行
き
の
深
さ
」

と
「
新
し
い
情
緒
」
を
う
た
い
あ
げ
、
一
方
、

た
く
ま
ざ
る
う
ま
さ
で
庶
民
感
情
を
た
か
ぶ
ら

せ
た
生
活
の
詩
を
書
き
続
け
た
。
戦
時
中
に
印

刷
屋
を
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て
北
海
道
新
聞
函

館
支
社
に
就
職
。
有
名
な
民
謡
詩
人
片
平
庸
人

と
は
同
じ
職
場
の
仲
間
だ
っ
た
。
詩
集
に
は

「
秩
序
な
き
貌
」
「
虹
の
門
標
」
が
あ
る
。
ま

た
詩
形
式
に
実
験
的
な
西
脇
順
三
郎
の
詩
集

「
旅
人
帰
ら
ず
」
に
刺
激
を
受
け
、
一
冊
一

編
、
日
記
形
式
の
詩
集
「
秋
風
の
饗
宴
」
を
出

し
た
。
こ
れ
は
ポ
ワ
ロ
オ
の
「
真
・
な
ら
ず
ば
美

な
ら
ず
」
の
思
想
に
立
っ
て
、
時
間
性
や
物
語

ω
@
t
F
)

〔
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〕
東
京
生
ま
れ
。

札
幌
北
高
校
を
経
て
お
年
に
北
海
道
大
学
法
学

部
卒
。
道
庁
に
入
り
知
事
室
で
広
報
誌
「
ほ
っ

か
い
ど
う
」
の
編
集
を
担
当
、
お
年
退
職
。
四

O
歳
の
折
に
「
女
た
ち
の
同
窓
会
」
を
出
版
し

て
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
生
活
に
入
り
、

「
た
た
か
い
は
い
の
ち
の
果
て
る
日
ま
で
」
な

ど
が
あ
る
。
東
京
在
住
。
(
木
原
直
摩
)

向
井
豊
昭
持

γ
昭
8
・
口

-
U
1
2
8

ω
1
)
[
小
説
〕
東
京
生
ま
れ
。
玉
川
大
学
中

退
。
小
学
校
教
師
。
昭
和
幼
年
よ
り
個
人
誌

「
手
」
を
発
行
、
一
一
号
に
達
す
る
。
主
な
作

品
は
「
掌
の
中
の
つ
ぶ
て
」
「
祝
生
の
学
校
」

「
ハ
ン
ロ
ウ
ッ
サ
ム
」
「
寛
文
蝦
夷
の
島
」

(
「
北
方
文
芸
」
)
、
「
う
た
詠
み
」
(
「
手
」
、
「
文

学
界
」
に
転
載
)
。
そ
の
他
単
行
本
に
「
鳩
笛
」

が
あ
り
、
祖
父
に
あ
た
る
詩
人
向
井
夷
希
徴

(
啄
木
の
友
人
)
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

(
小
松
茂
)

武
者
小
路
実
篤
詑
努

ζ

う
じ
明
日
・

5
-

U
1昭
日
・

4
・
9
(
H
∞∞印
1
5忍
)
[
小
説
〕

東
京
生
ま
れ
。
明
治
制
年
6
月
有
島
武
郎
を
札

幌
に
訪
問
、
帰
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
「
ベ
ル
シ

ャ
人
」
と
し
て
書
く
。

m
M
年
「
白
樺
」
の
創
刊

に
加
わ
り
、
翌
叫
年
5
月
再
度
札
幌
に
有
島
を

訪
ね
、

5
月
ロ
日
の
誕
生
日
に
初
恋
の
人
お
貞

さ
ん
(
本
名
テ
イ
)
を
小
樽
に
訪
問
す
る
。
お

貞
さ
ん
は
香
村
商
庖
に
嫁
ぎ
二
児
の
母
に
な
っ

て
い
た
。
大
正
3
年
2
月
「
第
二
の
母
L

(

の

性
に
よ
る
異
な
っ
た
情
景
と
情
緒
を
か
ら
ま
せ

て
生
活
の
側
面
を
展
開
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
叙
事

詩

で

も

あ

っ

た

。

(

堀

井

利

雄

)

三
輪
不
擁
拭
う
明
お
・

7

・
n
t昭
mm

・
9
・

m
m
(
E
S
-
-
H
S
ω
)
(俳
句
〕
東
京
生

ま
れ
。
本
名
正
雄
。
明
治
叫
年
独
逸
協
会
中
学

校
卒
、
明
治
大
学
予
科
を
経
て
大
正
3
年
千
葉

医
専
薬
学
科
卒
。
日
本
山
岳
会
員
。
東
京
で
薬

局
開
設
。
昭
和
5
年
渡
道
、
空
知
管
内
長
沼
町

に
薬
局
を
開
業
し
た
。
俳
句
は
中
学
時
代
志
田

素
琴
に
学
ん
だ
が
、
長
沼
移
住
ま
で
の
聞
は
ほ

と
ん
ど
休
俳
。
昭
和
6
年
牛
島
牒
六
の
「
時

雨
」
が
復
刊
し
た
こ
ろ
か
ら
本
格
的
作
句
生
活

に
入
る
。
「
時
雨
」
の
ほ
か
「
暁
雲
」
「
緋
衣
」
、

さ
ら
に
道
外
誌
の
「
草
上
」
「
東
炎
」
「
雲
母
」

「
草
蕨
」
「
古
志
」
と
幅
広
く
関
係
を
持
っ
た
。

薬
学
を
専
攻
し
た
だ
け
あ
っ
て
薬
草
類
に
は
こ

と
に
詳
し
く
、
「
葦
牙
」
誌
上
に
長
年
薬
草
類

を
ス
ケ
ッ
チ
入
り
で
執
筆
し
た
こ
と
は
貴
重
な

文
献
と
い
え
よ
う
。
昭
和
引
年
句
集
「
水
芭

蕉
し
を
葦
牙
吟
社
か
ら
刊
行
し
た
。
〈
初
霜
の

朝
の
空
知
野
爽
か
に
〉
は
長
沼
神
社
に
建
立
さ

れ

た

句

碑

の

一

句

。

(

山

岸

巨

狼

)

350 

ち
「
初
恋
」
と
改
題
)
を
書
い
た
。
自
分
の
人

生
観
を
か
え
、
新
た
な
人
間
と
し
て
生
ん
で
く

れ
た
お
貞
さ
ん
は
、
第
二
の
母
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
経
過
は
「
或
る
男
」
(
大

m
s
U
)

に
も
く
わ
し
い
。
大
正
7
年
7
月
「
新
し
き

村
」
を
創
刊
、
理
想
的
共
同
体
を
求
め
て
こ
の

年
か
ら
宮
崎
県
に
F

新
し
き
村
d

を
建
設
、
昭

和
U
年
に
は
埼
玉
県
に
も
東
の
F

新
し
き
村
d

を
つ
く
っ
た
。
昭
和
お
年
文
化
勲
章
を
受
け

る
。
主
な
作
品
に
「
お
目
出
た
き
人
」
「
幸
福

者
」
「
友
情
」
「
或
る
男
」
「
人
間
万
歳
」
「
真
理

先
生
」
、
な
ど
が
あ
る
。
(
武
井
静
夫
)

武
藤
善
友
肋
材
料
う
明
お
・

1
・
m
1昭
必

・
7
・
n(sco--ω
己
)
〔
短
歌
〕
秋
田
県
生

ま
れ
。
浄
土
宗
東
京
教
習
所
卒
。
昭
和
7
年
渡

島
管
内
上
磯
町
慈
教
寺
住
職
。
か
た
わ
ら
浄
土

宗
教
区
会
議
員
、
教
育
委
員
、
公
安
委
員
、
保

護
司
等
を
兼
務
。
初
年
函
館
市
称
名
寺
二
三
世

住
職
。
さ
ら
に
画
館
市
仏
教
会
長
を
務
め
、
H
U

年
正
僧
正
と
な
る
。
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
は
大
正

8
年
入
会
。
島
木
赤
彦
、
斎
藤
茂
吉
、
土
屋
文

明
に
師
事
。
大
正
は
年
比
叡
山
上
宿
院
の
ア
ラ

ラ
ギ
安
居
会
に
出
席
。
帰
途
、
岡
麓
、
茂
吉
、

文
明
ら
と
熊
野
方
面
に
遊
ぶ
。
昭
和
2
年
船
木

順
之
輔
編
集
の
「
青
杉
」
に
参
加
。

5
年
「
竜

胆
」
創
刊
。
日
年
「
は
ま
な
す
」
参
加
。
同
年

七
飯
の
療
養
所
歌
会
に
出
席
、
指
導
。
問
年
向

上
北
療
短
歌
会
「
さ
わ
ら
び
」
(
の
ち
に
「
か

ら
ま
つ
」
)
選
者
。
幻
年
「
羊
蹄
」
参
加

o
m

351 



むらいきゅ

年
「
ヒ
グ
マ
L

、
続
い
て
剖
年
「
北
海
道
ア
ラ

ラ
ギ
し
を
創
刊
、
主
宰
し
て
道
内
会
員
の
指
噂

に
当
た
る
。
斜
年
か
ら
ア
ラ
ラ
ギ
北
海
道
歌
会

を
開
催
。
歌
集
に
「
た
ら
ち
ね
」
「
忍
冬
集
」

「
鐘
鱒
集
L

、
お
よ
び
文
明
の
序
を
得
た
「
武

藤
善
友
遺
歌
集
」
が
あ
り
、
明
澄
で
温
厚
、
ア

ラ
ラ
ギ
先
進
の
歌
風
を
採
り
入
れ
た
上
に
、
さ

ら
に
独
自
の
円
熟
し
た
歌
境
を
拓
く
。
“
日
年
函

館
市
文
化
賞
受
賞
。
日
切
年
函
館
市
豊
川
町
に

〈
山
の
手
の
町
に
日
の
く
れ
鳴
り
ひ
び
く
キ
リ

ス
ト
の
鐘
仏
教
の
鐘
〉
の
歌
碑
が
建
て
ら
れ

た
。
日
叩
年
ロ
月
「
北
海
道
ア
ラ
ラ
ギ
」
は
武
藤

善
友
追
悼
号
を
刊
行
。
(
小
国
孝
徳
)

村
井
宮
風
詑
ど
う
明
必
・

2
・
8
1
(
S

H
N
I
)
[短
歌
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
本
名
渡
。

国
学
院
神
道
部
卒
。
昭
和
打
年
4
月
北
見
神
社

宮
司
。
父
の
作
品
に
共
感
し
俳
句
に
専
念
、

「
緋
衣
」
同
人
で
あ
っ
た
が
、
庁
立
小
樽
中
学

校
で
の
恩
師
小
田
観
益
夫
妻
が
北
見
市
を
訪
れ

た
の
を
機
に
「
新
墾
」
へ
加
入
(
昭
幻
)
、
短

歌
に
転
向
。
剖
年
従
来
の
新
墾
北
見
支
部
を
支

社
へ
昇
格
さ
せ
、

H
U

年
ま
で
支
社
長
。
歌
集

「
夕
暮
し
(
昭
防
)
、
句
集
「
春
の
日
」
(
昭
防
)

が

あ

る

。

(

前

田

信

一

)

村
井
潮
三
郎

M
M
Y
ぶ
ろ
う
明
お
・
ロ
・

5

1'
昭
幻
・

4
-
M
(
巴。。
1
5怠
)
[
川
柳
〕
岩

手
県
生
ま
れ
。
本
名
省
一
郎
。
大
正
日
年
二
四

歳
で
個
人
川
柳
誌
「
繋
明
」
を
発
行
。
昭
和
叩

年
潮
吟
社
を
創
立
し
て
「
う
し
ほ
」
を
発
行
、

むらかみは(人名編)

力
衰
え
退
職
(
昭
剖
)
後
、
「
旭
川
市
史
」
全

四
巻
(
昭
お
、
旭
川
市
役
所
)
、
「
永
山
町
史
」

(
昭
釘
、
同
)
の
編
述
に
加
わ
る
。
ほ
と
ん
ど

失
明
し
口
述
起
稿
で
・
な
っ
た
も
の
に
「
字
源
を

探
る
」
(
昭
回
、
叢
文
閣
)
ほ
か
が
あ
る
。
旭

川
市
文
化
賞
(
昭
却
)
、
北
海
道
文
化
奨
励
賞

(
昭
弘
)
、
旭
川
市
社
会
貢
献
者
表
彰
(
昭
必
)

を

受

け

た

。

(

佐

藤

庫

之

介

)

村
上
元
三
危
な
明
必
・

3

・
U
I
(
S
H

O
t
-
)
[
小
説
〕
朝
鮮
元
山
府
生
ま
れ
。
母
は
函

館
市
出
身
。
逓
信
省
技
手
だ
っ
た
父
の
転
任
に

伴
い
京
城
、
大
阪
、
北
海
道
(
岩
内
)
、
樺
太

(
大
正
9
年
か
ら
2
年
ほ
ど
)
、
東
京
な
ど
を

転
々
と
し
た
。
青
山
学
院
中
等
部
卒
。
昭
和
5

年
か
ら
は
二
年
ほ
ど
岩
見
沢
の
姉
の
{
季
木
を
手

伝
っ
て
い
る
。
や
が
て
作
家
を
志
し
て
長
谷
川

伸
を
終
生
の
師
と
仰
ぎ
、
昭
和
U
年
の
「
大
衆

文
芸
」
に
汁
北
緯
五
十
度
ト
「
蝦
夷
日
誌
」
を

発
表
し
た
が
、
後
者
は
直
木
賞
候
補
に
あ
げ
ら

れ
た
。
処
女
短
編
集
「
先
駆
者
の
旗
」
(
昭
日

・
9
、
春
陽
堂
書
庖
)
に
は
一

O
編
が
収
め
ら

れ
て
い
る
が
、
「
四
百
六
十
人
の
家
族
」
「
千
島

の
嵐
」
「
北
海
の
呼
声
」
「
大
地
の
唄
」
な
ど
七

編
が
北
方
も
の
で
、
い
ず
れ
も
幕
末
か
ら
明
治

維
新
に
か
け
て
の
物
語
。
戦
前
に
は
ほ
か
に

「
北
海
は
叫
ぶ
」
「
鵬
風
の
門
」
「
北
海
の
劫

火
」
「
北
斗
の
鐘
」
「
最
上
徳
内
」
「
鯨
」
な
ど

が
あ
っ
て
、
少
、
青
年
の
こ
ろ
の
生
活
体
験
か

ら
本
道
を
舞
台
に
し
た
作
品
が
多
い
。
戦
後
に

多
く
の
川
柳
家
を
育
成
し
た
。
ロ
年
に
は
函

館
、
小
樽
、
札
幌
、
旭
川
を
結
ぶ
リ
レ
l
川
柳

大
会
を
催
し
て
、
そ
れ
が
道
内
各
社
交
流
の
基

礎
と
な
っ
た
。
多
彩
に
し
て
豪
放
な
句
風
は
全

国
で
も
注
目
さ
れ
、
川
柳
界
の
鬼
才
と
い
わ
れ

た

。

(

越

郷

黙

朗

)

村
井
杜
子
伐
ぃ
昭
2
・
3
・
m
1
(
S
N吋

1
)
[俳
句
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
本
名
小
三
郎
。

昭
和
幻
年
北
海
道
土
木
試
験
所
技
官
(
の
ち
北

海
道
開
発
局
所
管
と
な
る
)
、

M
年
退
職
。
計

測
技
研
社
長
。
俳
句
は
「
堤
影
」
発
足
に
参
加

し
、
以
後
横
道
秀
川
に
師
事
す
る
。
お
年
「
水

明
」
に
所
属
、

U
年
同
人
と
な
る
o

M
年
横
道

秀
川
主
宰
の
「
雪
嶺
」
創
刊
に
同
人
と
し
て
参

加
し
、
現
在
運
営
常
任
委
員
。
雪
嶺
銀
杏
賞
受

賞
。
俳
人
協
会
員
。
北
海
道
俳
句
協
会
常
任
委

員

。

(

横

道

秀

川

)

村

井

宏

な

M

昭
6
・

7
・
お
う

(
5
2

1
)
[短
歌
〕
室
蘭
市
生
ま
れ
。
昭
和
お
年
苫

小
枚
工
業
学
校
卒
業
後
間
も
な
く
、
結
核
の
た

め
療
養
生
活
。
工
業
学
校
時
代
の
国
語
教
師
の

影
響
で
作
歌
を
始
め
、
初
、
幻
年
こ
ろ
、
北
海

道
新
聞
歌
壇
に
投
稿
、
当
時
の
選
者
小
田
観
鍾

と
の
機
縁
で
一
時
「
新
墾
」
に
所
属
、
の
ち

「
か
ぎ
ろ
ひ
」
に
も
短
期
間
所
属
。
第
一
回
か

ぎ
ろ
ひ
賞
受
賞
。
初
年
洞
爺
湖
畔
の
道
立
教
員

保
養
所
に
就
職
。
当
時
入
所
中
の
青
山
明
、
真

野
恵
生
ら
と
交
友
、
そ
の
紹
介
で
「
原
始
林
L

入
会
。
以
後
、
同
所
内
の
、
み
づ
う
み
短
歌
会

も
「
秘
聞
蝦
夷
錦
」
(
昭
弘
・

1
、
鷺
の
宮
書

房
)
、
「
北
海
伝
奇
城
」
(
昭
M
・
3
、
矢
貫
書

庖
)
、
「
雪
騎
士
」
(
昭
mm

・
1
1
ロ
、
「
キ
ン

グ
」
)
な
ど
の
長
編
が
あ
る
。
「
佐
々
木
小
次

郎
」
「
加
賀
騒
動
」
は
代
表
作
。
(
木
原
直
彦
)

村
上
三
朗
誌
な
大
叩
・
日
・

U
1
2
S

H
t
)
[
俳
句
〕
後
志
管
内
喜
茂
別
町
生
ま
れ
。

本
名
三
郎
。
旧
制
札
幌
工
業
学
校
卒
。
三
井
鉱

山
勤
務
を
経
て
新
聞
庖
経
営
。
昭
和
9
年
よ
り

「
暁
雲
」
「
石
楠
」
等
に
拠
り
雪
渓
の
号
で
句

作
。
「
緋
衣
」
「
ア
カ
シ
ヤ
」
「
壷
」
等
を
経
て
、

現
在
「
に
れ
」
同
人
。
(
木
村
敏
男
)

村
上
清
一
誌
は
明
必
・

1
・
m
1
(
S
H

01)
〔
短
歌
〕
渡
島
管
内
松
前
町
生
ま
れ
。
函

館
師
範
学
校
を
卒
業
し
旭
川
市
に
赴
任
。
酒
井

広
治
の
指
導
を
受
け
作
歌
活
動
に
入
る
。
「
香

蘭
」
「
多
磨
」
「
コ
ス
モ
ス
」
に
属
す
。
生
活
綴

方
運
動
に
参
画
し
た
こ
と
か
ら
治
安
維
持
法
に

よ
り
執
筆
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
、
作
歌
活
動
を
一

時
中
止
す
る
。
戦
後
、
教
師
を
続
け
な
が
ら
作

歌
を
再
開
「
短
歌
紀
元
」
に
参
加
、
高
上
義

次
、
安
在
久
太
郎
ら
と
共
に
主
幹
白
山
友
正
を

助
け
て
後
輩
の
指
導
に
当
た
る
。
昭
臼
年
主
幹

死
後
も
、
幹
部
同
人
と
共
に
主
導
し
、
主
幹
制

を
廃
し
同
人
雑
誌
と
改
め
、
白
山
夫
人
を
助
け

て
同
誌
の
維
持
発
展
に
尽
力
。
歌
集
に
「
眠
る

鴬
」
「
岬
み
ち
」
が
あ
り
、
平
易
の
う
ち
に
も

象
徴
性
に
富
ん
だ
世
界
を
志
向
し
て
い
る
。

〈
端
正
に
着
水
の
姿
勢
と
る
鴎
乱
れ
乱
れ
て
わ

の
幹
事
と
し
て
合
同
歌
集
「
呼
吸
」
「
樹
液
」

の
編
集
に
参
画
。
鈍
年
道
庁
転
勤
o
m
M

年
か
ら

M
年
ま
で
「
鳴
族
」
に
も
所
属
。
日
目
年
鵜
族

賞
、
日
年
原
始
林
賞
受
賞
。
現
在
「
原
始
林
し

編
集
委
員
。
生
活
に
根
ざ
し
た
写
実
を
基
調
と

し
な
が
ら
、
文
学
的
感
受
性
豊
か
な
詠
風
で
あ

る
。
周
到
な
批
評
面
で
も
定
評
が
あ
り
、
「
北

方
文
芸
」
に
も
執
筆
し
た
。
北
海
道
歌
人
会
幹

事
と
し
て
短
歌
年
鑑
編
集
に
尽
力
。
北
海
道
文

学

館

常

任

理

事

。

(

田

村

哲

三

)

村
上
綾
朗
吟
せ
昭
4
・

2
・
M
1
2
S

C
1
)
〔
短
歌
〕
上
川
管
内
中
川
町
生
ま
れ
。
本

名
綾
雄
。
永
山
農
業
学
校
卒
。
広
尾
町
立
病
院

勤
務
。
長
い
結
核
療
養
生
活
中
に
作
歌
を
始
め

る
。
昭
和
幻
年
「
原
始
林
」
入
会
、
中
山
周
三

に
師
事
す
る
。
一
時
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
「
未
来
し

に
も
籍
を
置
き
、

mm
年
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
地
方

誌
「
あ
か
だ
も
」
の
復
刊
に
参
画
、
ま
た
M
M
年

に
は
第
二
未
来
歌
集
「
河
」
に
参
加
し
た
。
品

年
度
原
始
林
賞
を
受
賞
。
同
誌
の
主
要
同
人
。

(
猪
股
泰
)

村
上
久
吉
詑
訟
ち
明
お
・

1

・
1

I
昭

日
・

6
・悶

(
Z
8
1
5
2
)
〔
評
伝
、
歴
史
〕

空
知
管
内
長
沼
町
生
ま
れ
。
網
走
管
内
瀬
戸
牛

(
現
西
興
部
)
小
学
校
長
を
辞
し
て
東
洋
大
学

東
洋
文
学
科
に
入
り
昭
和
4
年
卒
業
。
庁
立
旭

川
中
学
(
現
旭
川
東
高
)
で
教
え
な
が
ら
「
あ

い
ぬ
人
物
伝
」
(
昭
打
、
平
凡
社
)
、
「
盲
唖
人

物
伝
」
(
昭
問
、
新
潮
閣
)
ほ
か
を
刊
行
。
視

352 

れ

は

果

て

ん

か

〉

(

寓

上

義

次

)

村

上

利

雄

認

せ

昭

m
・
7
・

6
I
2
8

ω1)
〔
小
説
]
上
川
管
内
美
深
町
生
ま
れ
。
玉

川
大
学
卒
。
「
文
芸
広
場
」
「
り
い
し
り
」
同
人

後
、
個
人
誌
「
刻
塔
」
を
発
刊
し
、
「
そ
の
日
」

が
文
芸
広
場
創
作
年
度
賞
、
「
脚
を
待
つ
男
」

が
昭
和
位
年
新
潮
全
国
同
人
雑
誌
推
薦
作
と
な

る
。
作
品
集
に
「
黒
い
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」

「
一
角
獣
座
R
星
」
の
ほ
か
「
雪
虫
の
愛
」

(
昭
防
、
苫
小
牧
民
報
社
)
、
「
猫
物
語
」
(
昭

日
)
な
ど
。
恵
庭
市
民
文
芸
の
会
会
長
。

(
斉
藤
征
義
)

村

上

野

子

箆

す

昭

ω
・
3
・
出

1
2
2

串

1
)
〔
詩
〕
上
川
管
内
下
川
町
生
ま
れ
。
本
姓

熊
沢
。
昭
和
釘
年
名
寄
高
等
学
校
卒
。
同
校
の

文
芸
部
長
時
代
詩
作
に
開
眼
。
「
青
芽
」
を
は

じ
め
「
北
海
詩
人
」
「
裸
族
」
「
ア
ン
ド
ロ
メ

ダ
」
「
ベ
ル
シ
ア
」
「
パ
ン
と
蓄
蔽
L

同
人
。
北

海
道
詩
人
協
会
員
。
女
を
う
た
い
あ
げ
る
個
性

あ
る
詩
が
多
い
。
詩
集
に
「
花
鋲
」
(
昭
必
・

3
、
北
書
房
)
、
「
そ
の
旅
立
ち
」
(
昭
日
・

3
、

裸
族
詩
社
)
が
あ
る
。
(
富
田
正
一
)

村

上

白

郎

尽

な

大

u
・
9
-
m
t
p
(
S
N

ω
t
F
)

〔
短
歌
〕
夕
張
市
生
ま
れ
。
本
名
保
。
中

富
良
野
小
学
校
高
等
科
卒
。
東
京
大
学
北
海
道

演
習
林
勤
務
。
文
部
事
務
官
。
昭
和
同
年
「
新

墾
」
入
社
。
同
年
「
潮
音
」
入
社
。
昭
和
必
年

4
月
小
林
孝
虎
と
の
再
会
に
よ
り
「
北
方
短

歌
」
に
入
会
。
幹
部
同
人
、
選
者
。
北
方
短
歌

353 



むらかみゆ

富
良
野
支
部
長
。
東
大
演
習
林
・
麓
郷
地
区
在

住
時
代
に
は
、
短
歌
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
さ
か

ん
に
し
、
「
作
品
集
」
の
発
行
に
も
意
を
注
い

だ
。
独
自
な
歌
境
で
あ
り
、
世
情
の
裏
面
に
鋭

い
感
性
を
照
射
さ
せ
、
「
北
方
短
歌
」
で
の
歌

評
に
も
、
き
び
し
い
理
念
が
見
ら
れ
る
。
〈
当

然
の
や
う
に
裸
木
は
立
て
り
か
な
し
み
は
低
き

と
と
ろ
を
め
ぐ
り
〉
(
小
林
孝
虎
)

村

上

郷

鈴

芳

明

却

-
m
・
453昭
回

・
3
・
M
(
5
8
3
g
g
)
〔
小
説
〕
渡
島
管
内

森
町
生
ま
れ
。
本
名
佐
野
二
三
一
。
東
京
音
楽

学
校
(
現
東
京
芸
術
大
学
)
卒
。
同
級
に
作
曲

家
の
山
田
耕
俸
が
い
た
。
音
楽
の
道
に
入
ら

ず
、
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
、

小
説
家
の
道
を
歩
む
。
作
家
田
辺
茂
一
と
も
親

交
が
あ
っ
た
。
代
表
作
に
「
蝦
夷
は
時
雨
」

「
開
拓
途
上
」
な
ど
。
渡
島
信
金
の
理
事
長
を

務

め

た

。

(

木

原

直

彦

)

村
木
雄
一
党
叶
ち
明
却

1
(
5
0斗
'V)

〔
詩
〕
樺
太
大
泊
生
ま
れ
。
戦
前
の
一
時
期
、

春
山
行
夫
、
村
野
四
郎
、
近
藤
東
ら
の
編
集
、

発
行
し
た
詩
誌
「
新
領
土
」
の
同
人
。
詩
集

「
ダ
ン
ダ
ラ
歌
集
」
「
文
学
症
」
「
エ
ヴ
の
森
」

「
愛
の
さ
ま
ざ
ま
」
な
ど
一
五
冊
の
詩
集
が
あ

る
。
戦
後
詩
の
大
衆
化
を
願
っ
て
「
に
じ
ゅ
う

え
ん
詩
集
」
を
発
行
、
多
く
の
詩
人
に
詩
の
発

表
の
場
を
あ
た
え
た
業
績
が
あ
る
。
早
川
勝

美
、
北
浜
じ
ゅ
ん
、
高
橋
渉
二
、
吉
野
広
、
水

無
川
理
子
ら
が
詩
の
寄
稿
を
し
て
い
た
。

むろずみそ(人名編)

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
俳
人
協
会
員
。

(
後
藤
軒
太
郎
)

村
田
緑
星
子
凶
作
ぜ
い
し
大
5
・
1

・
1

1

(
5
5
1
)
〔
俳
句
〕
台
湾
台
北
市
生
ま
れ
。
本

名
振
一
。
東
京
商
科
大
学
専
門
部
卒
後
日
本
石

炭
小
樽
支
庖
勤
務
当
時
、
角
野
良
雄
と
交
流
。

昭
和
問
年
「
句
と
評
論
」
(
の
ち
の
「
広
場
」
)

に
投
句
。

M
年
か
ら
幻
年
ま
で
高
梨
花
人
の

「
花
」
同
人
。
現
在
「
旅
と
俳
句
」
「
東
虹
」

「
あ
す
か
」
「
に
れ
」
の
各
同
人
。
却
年
よ
り

印
年
ま
で
「
都
庁
俳
句
」
編
集
。
句
集
「
冬

木
」
(
昭
幻
)
発
行
。
日
年
ま
で
東
京
都
庁
職

員
。
現
代
俳
句
協
会
員
。
(
山
田
緑
光
)

村
田
和
歌
子
柿
技
大
正
6
・
2
・

m
m
s

(
巴
コ
3
)
〔
詩
〕
夕
張
市
生
ま
れ
。
西
条
八
十

の
「
蝋
人
形
」
を
経
て
「
野
性
」
同
人
、
現
在

「
核
」
同
人
。
北
海
道
詩
人
協
会
員
。
詩
集
は

「
く
ろ
か
み
の
う
た
」
(
昭
幻
・

5
、
青
玄

社
)
、
「
愛
と
死
の
哀
し
み
」
(
昭
剖
・

6
、
さ

る
る
ん
書
房
)
、
「
球
形
の
孤
独
」
(
昭
日
・
印
、

白
楊
社
)
が
あ
る
。
北
海
道
の
女
流
の
中
で
、

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
を
通
し
て
詩
を
書
き
つ

e

つ

け
た
唯
一
人
の
汗
情
詩
人
で
、
精
神
的
な
崇
高

な
世
界
は
病
弱
な
故
も
あ
っ
て
独
自
の
も
の
が

あ
る
。
「
く
ろ
か
み
の
う
た
」
は
、
肉
親
と
の

別
れ
を
、
短
歌
的
な
詠
嘆
に
よ
っ
て
結
晶
さ
せ

た
鎮
魂
の
世
界
で
あ
る
。
「
愛
と
死
の
哀
し
み
」

は
、
昭
和
mm
年
洞
爺
丸
で
兄
を
失
っ
た
悲
哀
を

う
た
っ
た
詩
集
で
あ
り
、
「
球
形
の
孤
独
」
は
、

(
小
松
瑛
子
)

村

瀬

晋

法

せ

昭

5
・
4
・
幻

1
(
目。

ω
。tF
)

〔
俳
句
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
本
名
西
明

英
男
。
庁
立
札
幌
第
一
中
学
校
卒
。
昭
和
初
年

天
野
宗
軒
主
宰
の
水
声
会
に
入
会
、
「
水
声
」

編
集
同
人
。
粕
谷
草
衣
主
宰
「
獅
子
座
」
同
人

を
経
て
現
在
金
崎
霞
杖
主
宰
「
水
声
句
筆
」
同

人
。
句
集
に
「
白
い
鴻
」
が
あ
る
。

(
金
崎
霞
杖
)

村
田
耕
作
山
設
〈
昭
5
・
3
・幻

1
2
8

01)
〔
詩
〕
紋
別
市
生
ま
れ
。
北
海
道
学
芸
大

学
札
幌
分
校
卒
。
「
潮
流
詩
派
」
同
人
、
「
北
海

道
詩
人
会
議
」
(
昭

ω
・
7
I
日
・

2
)
主
宰

を
経
て
、
現
在
「
北
海
道
詩
学
研
究
会
」
主

宰
。
「
核
の
会
」
同
人
。
詩
集
は
昭
和
初
年
に

私
家
版
二
冊
「
霧
の
街
よ
り
」
「
刃
」
、
斜
年
に

「
処
刑
」
(
北
海
道
詩
人
協
会
版
)
、
続
い
て
私

家
版
二
冊
、
制
年
「
祖
国
」
、
必
年
「
愛
の
デ

ッ
サ
ン
」
、
羽
年
「
面
を
脱
ぐ
」
(
黄
土
社
)
が

あ

る

。

(

瀬

戸

哲

郎

)

村
田
豊
雄
山
説
明
犯
・
6
・

1

1
昭
防

・ロ

-
n
(
E
g
i
E
g
)
[短
歌
〕
山
形
県
生

ま
れ
。
大
正
ロ
年
銀
行
員
と
し
て
渡
道
。
北
海

道
拓
殖
銀
行
か
ら
臼
年
北
海
道
大
学
に
事
務
官

と
し
て
就
職
。
昭
和
沼
年
工
学
部
事
務
長
、
同

図
書
館
事
務
部
長
を
経
て
位
年
定
年
退
職
。
昭

和
4
年
同
僚
の
岡
本
高
樹
と
交
流
、

5
年
「
新

墾
」
の
創
刊
に
参
加
し
、

6
年
「
瀬
音
」
に
も

入
社
。
小
田
観
盤
、
太
田
水
穂
に
師
事
し
て
本

自
己
の
宗
教
的
・
な
世
界
を
確
立
し
た
詩
集
で
あ

る

。

(

小

松

瑛

子

)

村
野
四
郎
凶
お
明

M
-
m
・
7
4
F
昭
印

・
3

・
2
(
s
o
-
-
E斗
切
)
〔
詩
〕
東
京
生
ま

れ
。
慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
。
詩
集
「
毘
」

(
大
目
、
曙
光
詩
社
)
に
よ
り
詩
壇
に
出
る
。

昭
和
8
年
「
新
即
物
性
文
学
」
創
刊
。
「
体
操

詩
集
」
(
昭

u、
ア
オ
イ
書
房
)
が
有
名
。
昭

和
M
年
か
ら
お
年
ま
で
詩
誌
「
詩
学
」
の
研
究

会
作
品
の
選
に
当
た
り
、
多
く
の
新
人
た
ち
を

発
掘
、
本
道
に
も
発
掘
さ
れ
た
新
人
が
多
い
。

集
中
講
義
な
ど
で
数
回
来
道
。
詩
誌
「
湾
」
の

同
人
で
も
あ
っ
た
。
「
村
野
四
郎
全
詩
集
」
が

あ

る

。

(

瀬

戸

哲

郎

)

村

山

出

持

守

昭

6
・
4
・
M
5
3
2
8

H
t
p
)

〔
国
文
学
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
昭
和

m年

北
海
道
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
。
高
校
教
師

を
経
て
帯
広
大
谷
短
大
助
教
授
か
ら
小
樽
商
科

大
学
教
授
に
転
住
。
万
葉
集
の
研
究
に
う
ち
こ

む
。
「
日
本
の
作
家
2

憂
愁
と
苦
悩
|
大
伴

旅
人
と
山
上
憶
良
l
」
(
昭
防
・
口
、
新
典
社
)

な

ど

が

あ

る

。

(

小

笠

原

克

)

村
山
知
義
詑
げ
は
明
M
A
-
1
・
U
1昭
臼

・
3
・
n
(
E
O
H
o
-
S斗
)
[
劇
作
、
演
出
〕
東

京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
を
中
退
し
て
ド
イ
ツ
に

留
学
、
帰
国
後
表
現
派
、
構
成
派
の
美
術
、
演

劇
を
導
入
、
左
傾
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
運

動
の
旗
手
と
な
る
。
「
暴
力
団
記
」
「
志
村
夏

江
」
「
白
夜
」
な
ど
が
あ
る
。
本
庄
陸
男
「
石

格
的
な
作
歌
に
入
る
。
と
く
に
「
新
墾
」
で

は
、
打
年
3
月
編
集
人
の
岡
本
高
樹
が
室
蘭
工

業
専
門
学
校
に
転
勤
後
、
編
集
事
務
を
直
接
担

当
。
戦
中
の
休
刊
期
に
は
、
手
刷
り
の
会
報
を

発
行
し
て
幻
年
の
復
刊
へ
尽
力
し
た
。
お
年
に

は
編
集
発
行
人
と
な
っ
て
詑
年
ま
で
の
四
年

間
、
当
時
の
同
人
誌
運
動
に
よ
る
結
社
離
れ
の

危
機
の
中
で
、
新
墾
社
の
指
導
体
制
、
運
営
基

盤
の
確
立
に
努
力
し
た
。
担
年
か
ら
お
年
ま
で

北
海
道
歌
人
会
の
事
務
局
を
担
当
し
、
同
会
の

発
展
の
基
礎
を
築
い
た
功
績
も
大
き
い
。
著
書

に
は
、
歌
集
「
白
望
館
に
て
」
(
昭
弘
)
、
「
修

道
院
の
秋
」
(
昭
川
町
)
、
「
熔
岩
流
」
(
昭
引
)
、

「
撒
蔭
独
自
」
(
昭
印
)
が
あ
る
。
「
私
は
象
徴

的
、
心
象
的
作
品
に
は
大
い
に
興
味
が
あ
る
。

併
し
、
そ
の
根
底
に
は
真
実
性
を
置
き
た
い
。

要
は
、
私
は
人
ま
ね
で
な
い
作
品
を
作
り
た

い
。
そ
し
て
そ
の
中
に
独
合
点
で
な
い
真
実
の

美
を
創
り
た
い
の
で
あ
る
」
と
「
機
蔭
独
自
」

の
巻
末
記
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
新
墾
」
の

中
に
あ
っ
て
も
、
と
く
に
写
実
を
重
ん
じ
・
な
が

ら
独
往
の
境
地
を
ひ
ら
い
た
作
者
で
あ
る
。

(
足
立
敏
彦
)

村
田
悠
水
党

F

昭
和
6
・
1
・
6
1
2

8
H
1
)
[俳
句
〕
上
川
管
内
東
神
楽
町
生
ま

れ
。
本
名
悠
治
。
昭
和
弘
年
道
立
旭
川
工
業
高

等
学
校
卒
。
在
学
中
よ
り
「
ゆ
く
春
」
の
藤
田

旭
山
よ
り
指
導
を
受
け
、
昭
和
必
年
旭
山
の

「
俳
海
」
創
刊
以
来
参
ノ
加
、
主
要
同
人
の
一
人

354 

狩
川
」
の
脚
色
演
出
や
、
島
崎
藤
村
「
夜
明
け

前
」
脚
色
を
久
保
栄
が
演
出
す
る
な
ど
の
か
か

わ
り
も
あ
る
。
伊
達
市
に
ゆ
か
り
が
深
い
こ
と

は
「
演
劇
的
自
叙
伝
」
に
見
え
る
。
「
村
山
知

義
戯
曲
集
」
上
、
下
(
昭
日
明
、
新
日
本
出
版

社
)
、
「
演
劇
的
自
叙
伝
」
(
昭
m
旬
、
東
邦
出
版

社

)

が

あ

る

。

(

小

笠

原

克

)

室
積
祖
春
放
な
明
四
・
ロ
・

η
I昭
剖

・
ロ
・

4
(
E
g
g
-
'
s
g
)
〔
俳
句
〕
滋
賀
県
生

ま
れ
。
本
名
尚
。
維
新
前
、
荒
廃
し
て
い
た
芭

蕉
堂
を
再
建
し
た
俳
人
蟻
洞
は
曾
祖
父
に
当
た

る
。
二
一
歳
よ
り
岡
野
知
十
に
師
事
、
一
四
歳

の
と
き
根
岸
庵
に
子
規
を
訪
い
、
一
題
一

0
0

句
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
。
長
じ

て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
「
枯
野
」
の
同
人
、
「
雲

母
」
「
山
鳩
」
の
客
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
昭

和
2
年
「
ゆ
く
春
」
を
創
刊
。
個
性
尊
奉
を
指

導
方
針
と
し
て
多
く
の
俳
人
を
育
成
し
た
。
北

海
道
に
お
け
る
有
力
な
門
下
生
は
故
人
を
含
め

て
、
藤
田
旭
山
、
西
山
東
渓
、
福
田
秋
谷
、
小

原
野
花
、
北
村
暮
畔
子
、
鈴
木
長
月
、
高
取
素

城
、
八
木
一
紅
女
、
鎌
倉
子
桐
、
西
山
春
宵

女
、
藤
田
月
女
ら
。
前
後
四
回
来
道
し
、
旭

川
、
札
幌
、
士
別
等
で
の
句
会
、
講
演
会
に
臨

ん
だ
。
稀
に
み
る
達
吟
家
、
作
句
は
縦
横
無

尽
、
と
は
但
春
門
の
高
足
、
旭
山
の
言
。
〈
月

あ
ら
ば
乳
房
に
ほ
は
め
雪
を
ん
な
〉
は
渡
道
時

の
作
。
夫
人
は
故
室
積
波
那
女
。

355 

(
後
藤
軒
太
郎
)



めぐろそう

め

目
黒
草
水
判
長
い
明

ω
・
4
・

m
I
(
5
0

?
?
)
[
短
歌
〕
後
志
管
内
寿
都
町
生
ま
れ
。
本

名
義
勝
。
札
幌
自
治
講
習
所
卒
。
網
走
管
内
女

満
別
村
役
場
へ
勤
務
。
千
島
の
色
丹
、
網
走
管

内
生
田
原
、
網
走
、
雄
武
の
町
役
場
へ
と
転

じ
、
定
年
退
職
後
、
雄
武
町
で
行
政
書
士
の
事

務
所
を
開
設
。
女
満
別
村
役
場
在
職
中
、
「
潮

音
」
に
属
し
、
長
兄
の
農
事
を
助
け
る
た
め
富

良
野
か
ら
女
満
別
に
転
住
し
、
青
春
の
情
熱
を

短
歌
に
か
け
て
い
た
中
田
緑
雨
の
作
品
に
ひ
か

れ
、
「
潮
音
」
、
つ
い
で
「
新
墾
」
に
加
入
、
各

同
人
。
ひ
た
す
ら
「
潮
音
」
の
道
を
守
り
抜
い

て
き
た
。
〈
海
か
ら
の
暮
色
と
共
に
寄
り
き
た

る
妻
の
笑
顔
が
灯
を
明
る
く
す
〉
(
前
田
信
一
)

も

毛
利
孝
康

d
b
aソ飢
H
Y

た
か
や
す

昭

4

・3
-
m
t
p
(
S
N

ももたそう(人名編)

。1
)
[劇
作
〕
朝
鮮
京
城
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
工
学
部
卒
。
札
幌
静
修
高
等
学
校
演
劇
部
顧

問
を
つ
と
め
て
い
た
昭
和
也
年
創
作
劇
「
カ
ム

イ
ヌ
プ
リ
」
を
発
表
し
、
全
道
大
会
で
総
合
賞

を
受
賞
し
た
。
同
校
上
演
の
主
な
作
品
に
「
あ

ひ
る
つ
べ
」
「
移
民
」
「
聖
者
の
行
進
」
「
O
S
」

が
あ
る
。

H
U

年
札
幌
啓
北
商
業
高
校
定
時
制
に

よ
っ
て
全
国
大
会
で
上
演
さ
れ
た
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
わ
ら
す
っ
子
」
で
最
優
秀
賞
(
文
部
大
臣

賞
)
を
受
賞
し
、
高
校
演
劇
創
作
劇
活
動
の
推

進
力
と
な
っ
た
。
以
後
の
全
国
大
会
最
優
秀
賞

受
賞
作
品
に
「
お
お
き
な
木
」
(
原
作
シ
ェ
ル

・
シ
ル
ヴ
ア
ス
タ
イ
ン
。
昭
問
、
札
幌
開
成
高

上
演
)
、
「
水
仙
月
の
四
日
」
(
原
作
宮
沢
賢
治
、

昭
町
、
札
幌
開
成
高
上
演
)
が
あ
る
。
ま
た
、

制
年
札
幌
で
劇
団
「
青
の
会
」
を
結
成
し
、
そ

の
代
表
と
し
て
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
女
」
に
続

き
、
「
日
本
万
」
「
あ
め
り
か
礁
物
語
」
な
ど
を

発
表
。
札
幌
市
民
劇
場
特
別
公
演
「
ど
さ
ん
乙

花
子
」
が
あ
る
。
共
著
に
「
北
海
道
高
等
学
校

創
作
劇
集
」
一

1
三
集
、
「
北
海
道
演
劇
史

稿
」
。
北
海
道
演
劇
協
議
会
長
。
札
幌
開
成
高

等

学

校

教

諭

。

(

佐

々

木

逸

郎

)

本

山

哲

朗

立

認

大

6
-
m
・
1
3
(
S
H

斗

t)
〔
川
柳
〕
滝
川
市
生
ま
れ
。
本
名
哲
雄
。

昭
和

m年
函
館
で
村
井
潮
三
郎
に
師
事
。
日
年

樺
太
に
渡
り
、
引
年
砂
川
市
に
引
き
揚
げ
る
。

函
館
、
樺
太
で
も
川
柳
人
の
育
成
に
尽
く
し
た

が
、
空
知
地
区
で
も
川
柳
人
の
芽
を
育
て
、
砂

@

1

)

[

詩
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
室
蘭
工
業
専
門

学
校
卒
。
旺
文
社
主
催
全
国
学
芸
コ
ン
ク
ー
ル

(
昭
日
、
日
品
、
詩
部
門
最
優
秀
賞
)
、
日
教
組

文
学
賞
等
に
投
稿
。
詩
集
に
「
父
を
母
を
」

(
昭
必
)
、
「
ガ
ラ
ス
の
断
口
」
(
昭
川
崎
)
が
あ

る
。
北
海
道
詩
人
協
会
員
、
日
本
児
童
文
芸
家

協

会

員

。

(

萩

原

貢

)

最
上
徳
内
拾
い

r
宝
暦

5
I天
保
7
・
9

・
5
(

コ8
1
H∞ω∞
)
〔
地
理
学
〕
山
形
県
(
出

羽
国
村
山
郡
)
生
ま
れ
。
医
術
、
算
数
、
測
量

を
修
め
、
天
明
5

(
一
七
八
五
)
年
青
嶋
俊
蔵

の
僕
と
な
り
、
蝦
夷
地
の
調
査
を
す
る
。
の
ち

幕
府
普
請
役
に
昇
進
、
文
化
期
に
は
箱
館
奉
行

支
配
調
役
並
と
し
て
、
蝦
夷
地
は
も
ち
ろ
ん
、

ウ
ル
ツ
プ

北
蝦
夷
地
、
国
後
、
択
捉
、
得
撫
島
ま
で
調

査
、
開
発
に
あ
た
る
。
著
書
に
「
蝦
夷
草
紙
」
、

「
蝦
夷
草
紙
後
編
」
、
「
松
前
史
略
」
等
が
あ

り
、
「
降
福
紅
夷
」
事
件
は
有
名
で
あ
る
。

(
永
田
富
智
)

最
上
高
迷
路
時
明
白
・
4
・

1
1昭
必

・
6
・
口

(ES--ω
己
)
〔
短
歌
]
札
幌
市
生

ま
れ
。
本
名
清
仲
。
放
浪
歌
人
と
い
わ
れ
た
金

崎
琢
磨
の
実
弟
。
大
正
7
年
岩
谷
莫
哀
に
師
事

し
「
水
費
」
に
作
品
を
発
表
。
昭
和
幻
年
「
や

ま
か
い
」
創
刊
。

m年
「
原
始
林
」
同
人
、
お

年
「
山
脈
」
、

m年
「
鵜
族
」
に
参
加
、
同
人
。

剖
年
宗
谷
管
内
猿
払
村
鬼
志
別
で
「
宗
谷
路
」

を
創
刊
。
猿
払
村
文
化
賞
を
受
賞
。
〈
流
水
に

沖
よ
り
の
風
凍
み
つ
よ
く
陽
の
照
る
昼
も
硝
子

川
、
滝
川
、
美
唄
、
深
川
と
相
次
い
で
柳
社
を

結
成
さ
せ
て
、
必
年
合
同
川
柳
誌
「
そ
ら
ち
」

を
発
行
、
主
幹
と
し
て
道
内
で
も
有
数
な
川
柳

誌
に
育
て
あ
げ
た
。

U
年
砂
川
市
文
化
奨
励
賞

を
受
賞
。
作
品
は
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
、

ω年
北
海
道
川
柳
年
度
賞
を
受
賞
、

こ
の
年
度
賞
の
選
考
委
員
に
も
選
ば
れ
て
い

る。

M
年
句
集
「
轍
」
刊
行
、
四
十
余
年
の
多

く
の
作
品
か
ら
厳
選
し
た
好
著
で
あ
る
。
〈
孫

抱
い
て
犬
と
話
を
し
て
帰
り
〉
(
越
郷
黙
朗
)

最
乗
羊
々
子

u
m
p
L

明
白
・
4
・

U
1

(Emw∞t
F
)

〔
俳
句
〕
網
走
市
生
ま
れ
。
本
名
孝

顕
。
大
正
日
年
よ
り
作
句
。
「
暁
雲
」
「
時
雨
」

を
経
て
、
戦
後
は
「
葦
牙
」
「
道
」
「
査
」
「
沖
」

に
参
加
。
「
沖
」
主
宰
能
村
登
四
郎
が
序
文
を

寄
せ
た
句
集
「
未
完
の
雲
」
(
昭
日
、
東
京
美

術

)

が

あ

る

。

(

園

田

夢

蒼

花

)

百
川
梢
介
泣
け
拘
け
大
H
・
I
・
2
3
(
S

N
N
t
p
)

〔
短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
本
名
孝
正
。

昭
和
げ
年
「
多
磨
」
に
入
会
。
以
来
「
新
墾
」

「
地
平
線
」
を
経
る
。
札
幌
在
住
中
の
「
新

墾
」
期
間
は
短
歌
に
燃
焼
し
た
時
期
で
、
新
墾

新
人
賞
を
受
賞
、
北
海
道
歌
人
会
賞
に
準
入
選

す
る
な
ど
の
活
躍
を
し
た
。
釧
路
に
住
居
を
移

し
て
か
ら
は
釧
路
歌
人
会
等
に
か
か
わ
っ
て
い

た
が
、
日
年
か
ら
短
歌
集
団
「
沌
」
を
主
唱
結

成

し

た

。

(

永

平

利

夫

)

百
田
宗
治
引
説
明
お
・

1

・
お
t
F
昭
却

・
ロ
・
ロ

(
E
S
t
-
8
ω
)
〔
詩
〕
大
阪
生
ま

乙

ほ

れ

り

〉

(

笠

井

静

子

)

茂
木
健
太
郎
投
走
ろ
う
大
4

・
9
-
m
t

(
5
5
1
)
〔
短
歌
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
小
学
生

の
と
き
受
持
教
師
か
ら
短
歌
の
指
導
を
受
け
、

以
後
新
聞
、
雑
誌
等
に
投
稿
。
昭
和
8
年
「
閃

光
」
同
人
。
日
年
「
新
墾
」
「
潮
音
」
に
入
社
、

両
誌
の
幹
部
同
人
。
「
新
墾
」
選
者
。
北
海
道

潮
音
会
事
務
局
長
、
北
海
道
歌
人
会
幹
事
。
と

の
問
逓
信
吏
員
と
し
て
道
内
、
東
京
等
に
在

職
。
定
年
後
は
北
海
道
整
備
会
社
社
長
を
経
て

相
談
役
。
ロ
年
太
田
水
穂
、
四
賀
光
子
を
迎
え

て
潮
音
新
墾
北
海
道
大
会
が
札
幌
で
聞
か
れ
た

折
、
道
内
を
水
穂
夫
妻
に
つ
い
て
歩
く
。
日
年

応
召
、
終
戦
ま
で
比
島
で
軍
務
に
服
し
た
。
従

軍
中
は
余
暇
を
み
つ
け
て
は
紙
の
切
れ
端
な
ど

に
歌
を
書
き
つ
け
、
毎
月
小
田
観
鐙
の
も
と
に

詠
草
を
送
る
。
生
死
の
あ
わ
い
で
命
を
い
た
わ

る
こ
れ
ら
の
歌
は
、
村
田
豊
雄
が
編
集
発
行
し

た
「
新
墾
会
報
」
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
日
の

目
を
み
て
い
た
。
同
年
本
道
か
ら
も
日
本
文
学

報
告
会
編
「
大
東
亜
戦
争
歌
集
」
を
発
行
。
観

佳
か
ら
出
詠
要
請
を
受
け
て
投
稿
し
、
四
首
が

入
集
。
〈
知
里
真
志
保
博
士
の
墓
は
小
さ
く
て

薄
の

E
K
銀
の
雨
降
る
〉
。
伝
統
的
な
歌
の
風

格
を
墨
守
し
な
が
ら
、
時
代
の
詩
精
神
と
北
方

的
風
土
を
塗
り
込
む
作
風
は
堅
実
。
性
剛
毅
に

し
て
細
心
温
雅
さ
が
作
品
に
反
映
し
て
い
る
。

(
永
平
利
夫
)

昭
5

・3
・3
1
2
8
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本
山
節
弥

も
と
や
ま

せ
つ
や

れ
。
本
名
宗
次
。
高
等
小
学
校
卒
。
大
正
4
年

詩
集
「
最
初
の
一
人
」
を
自
費
出
版
し
、
ホ
イ

ッ
ト
マ
ン
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
影
響
を
受

け
、
富
田
砕
花
、
白
鳥
省
吾
ら
と
日
本
の
民
衆

派
詩
人
と
い
わ
れ
た
。
大
正
6
年
詩
話
会
が
結

成
さ
れ
、
新
潮
社
か
ら
「
日
本
詩
人
」
が
創
刊

さ
れ
る
と
そ
の
編
集
に
当
た
り
、
中
心
人
物
と

し
て
大
正
日
年
「
椎
の
木
」
を
発
刊
、
三
好
達

治
、
丸
山
薫
、
伊
藤
整
、
春
山
行
夫
、
阪
本
越

郎
な
ど
若
々
し
い
執
筆
陣
を
加
え
「
椎
の
木
時

代
」
を
築
い
た
。
綴
方
教
育
に
も
力
を
そ
そ

ぎ
、
昭
和
初
年
「
何
も
な
い
庭
」
・
な
ど
の
俳
諮

的
詩
風
を
経
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
転
向
。
戦
中

報
道
部
員
と
し
て
大
陸
に
も
渡
っ
た
。
東
京
空

襲
で
家
を
焼
か
れ
、
終
戦
直
後
札
幌
に
転
住
、

円
山
隆
光
寺
の
庫
裏
に
居
を
構
え
て
道
内
各
地

を
講
演
旅
行
等
に
過
ご
し
、
「
標
茶
市
街
」
「
脱

獄
囚
」
「
北
の
柱
」
「
安
足
問
」
な
ど
の
作
品
を

の
こ
し
た
。
そ
の
問
「
現
代
詩
」
(
臼
井
書

房
)
、
自
選
詩
集
「
閲
歴
」
(
目
黒
書
庖
)
、
大

陸
の
戦
場
記
録
「
山
川
草
木
」
(
白
都
書
房
)
、

長
編
散
文
詩
集
「
辺
彊
人
」
(
日
本
未
来
派
発

行
所
)
を
刊
行
し
た
。
昭
和
お
年
北
海
道
を
去

っ
て
千
葉
県
に
移
り
、
肺
ガ
ン
に
よ
り
逝
去
。

没
後
、
一
時
永
住
を
夢
み
た
上
川
管
内
愛
別
町

安
足
聞
に
、
昭
和
弘
年
叩
月
〈
ア
ン
タ
ロ
マ
に

来
よ
と
い
う
大
雪
山
を
見
に
来
よ
と
い
う

埋
れ
に
来
よ
と
い
う
〉
の
詩
碑
が
、
地
元
文
化

協
会
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
毎
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もりたたま(人名編)
もりいっぼ

年

m月
に
は
宗
治
忌
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(
更
科
源
蔵
)

森

一

歩

川

r
昭
3
・

2
・
2
i
(
S
N∞

旬
、
)
〔
児
童
文
学
〕
旭
川
市
生
ま
れ
。
本
名
和

男
。
名
寄
中
学
校
、
旭
川
高
等
学
校
か
ら
慶
応

大
学
英
文
科
に
進
み
中
退
。
「
三
田
詩
人
」
「
文

芸
広
場
」
等
に
詩
、
小
説
を
書
き
、
「
毎
日
新

聞
」
の
児
童
小
説
に
当
選
。
昭
和
初
年
「
コ
ロ

ポ
ッ
ク
ル
の
橋
」
を
理
論
社
か
ら
出
版
。
乙
れ

は
当
時
教
職
に
あ
っ
た
日
高
管
内
平
取
町
振
内

地
区
を
舞
台
に
し
た
作
品
。
の
ち
上
京
、
筆
名

を
一
歩
と
改
め
た
。
却
年
「
雪
の
街
の
落
日
」

は
、
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
に
真
実
を
求
め
て
悩

み
、
傷
つ
い
て
倒
れ
た
中
学
生
群
像
を
真
っ
正

面
か
ら
描
い
た
森
の
代
表
作
。
他
に
幼
年
童
話

に
「
氷
原
の
王
者
フ

1
」
「
銀
ギ
ツ
ネ
の
な
み

だ
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
お
び
た
だ
し
い
数

の
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
が
あ
り
、
「
オ
ホ
ッ
ク
物
語
」

「
北
国
に
燃
え
る
」
な
ど
多
く
の
読
者
を
持
っ

て
い
る
。
小
説
も
書
き
続
け
、
新
鷹
会
と
い
う

大
衆
文
芸
の
会
の
賞
を
受
賞
、
雑
誌
「
大
衆
文

芸
」
に
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。(

笠
原
肇
)

森

内

伝

説

匂

昭

ロ

・

6

・
お

1
2
8

ヲ
ラ
)
〔
詩
〕
樺
太
元
泊
村
生
ま
れ
。
昭
和
お
年

旭
川
日
赤
病
院
で
療
養
中
、
江
原
光
太
主
宰
の

「
緑
蔭
」
に
誘
わ
れ
た
の
が
詩
作
へ
の
動
機
。

以
後
「
風
土
」
「
新
文
芸
」
「
文
芸
道
場
」
「
椴

葉
」
「
青
芽
」
同
人
、
「
な
な
か
ま
ど
」
主
宰
を

場
に
勤
務
、
収
入
役
四
期
。
訂
年
「
新
墾
」
入

社
。
ニ
セ
コ
短
歌
会
を
結
成
。
「
後
志
歌
壇
」

二
七
号
か
ら
五

O
号
ま
で
を
編
集
発
行
。
「
樹

氷
帯
」
解
散
ま
で
同
人
。
(
永
平
利
夫
)

森
公
一
持
い
ち
昭
泣
・
3
・

mmtp(
同志

斗

I
)
〔
俳
句
〕
後
志
管
内
岩
内
町
生
ま
れ
。
昭

和
弘
年
北
海
タ
イ
ム
ス
の
俳
壇
金
子
兜
太
選
に

出
句
。
現
在
「
粒
」
「
海
程
」
同
人
。
「
粒
」
に

前
衛
俳
句
論
、
兜
太
句
集
評
を
連
載
し
た
ほ

か
、
前
衛
志
向
の
一

O
O句
を
も
発
表
。
家
具

商
経
営
。
専
門
学
校
講
師
。
現
代
俳
句
協
会

員

。

(

山

田

緑

光

)

森
下
節
勃
し
た
大
9
・
3
・

5
3
2
s

。t
F
)

〔
小
説
〕
夕
張
市
生
ま
れ
。
本
名
裕
。
戦

前
に
赤
間
武
史
の
「
北
海
道
文
学
」
で
活
躍
。

現
在
は
「
芸
文
」
主
宰
。
全
国
同
人
雑
誌
作
家

協
会
一
副
会
長
。
「
町
会
長
物
語
」
「
エ
ノ
ケ
ン
の

生
涯
」
「
粛
清
」
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
戦
い
」
な

ど

が

あ

る

。

(

木

原

直

彦

)

森

澄

雄

お

お

大

8

・
2
・
お
う

(
3
5

1
)
〔
俳
句
〕
兵
庫
県
生
ま
れ
。
本
名
澄
夫
。

九
州
大
学
法
文
学
部
卒
。
豊
島
高
等
学
校
等
で

教
員
を
勤
め
た
。
昭
和
四
年
「
寒
雷
」
の
創
刊

時
よ
り
参
加
、
加
藤
械
部
に
師
事
し
て
句
作
に

入
り
、
「
寒
雷
」
同
人
。
初
年
「
杉
」
創
刊
主

宰。

U
年
よ
り
「
読
売
俳
壇
」
選
者
。
北
海
道

へ
は
お
年
、
必
年
、
川
崎
年
、
日
年
、
臼
年
、
日

年、

ω年
の
七
回
来
遊
。
句
集
に
「
雪
榛
」

「
花
眼
」
「
浮
鴎
」
「
鯉
素
」
「
瀞
方
」
等
が
あ

経
て
、
現
在
「
青
芽
」
同
人
。
北
海
道
詩
人
協

会
員
、
旭
川
詩
人
ク
ラ
プ
会
員
。
詩
集
に
「
ひ

と
り
旅
」
(
昭
訂
)
が
あ
る
。
(
富
田
正
一
)

森
鴎
外
坊
が
い
文
久
2
・
1
・

m
1大

口
・
7
・

9
(
E
S
-
-
ω
N
N
)
〔
小
説
〕
島
根
県

生
ま
れ
。
本
名
林
太
郎
。
東
京
大
学
医
学
部

卒
。
明
治
同
年
9
月
来
函
。
大
正
3
年
5
月
軍

医
総
監
、
医
務
局
長
と
し
て
札
幌
、
旭
川
の
軍

の
衛
生
視
察
の
た
め
来
道
。
「
北
遊
記
」
に
そ

の

記

録

が

あ

る

。

(

木

村

真

佐

幸

)

森
川
木
ノ
芽
日
仰
せ
大

ω
・
8

・
剖

t(H

S
H
1
)
〔
俳
句
〕
深
川
市
生
ま
れ
。
本
名
久

恵
。
昭
和
初
年
「
氷
原
帯
」
同
人
、
お
年
氷
原

帯
賞
受
賞
。

U
年
「
海
程
」
同
人
、

ω年
以
降

「
粒
」
同
人
。
位
年
句
集
「
帯
」
を
氷
原
帯
社

よ
り
発
行
。
主
婦
俳
句
を
超
え
、
前
衛
志
向

で
、
心
象
の
世
界
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
独
自

の
抽
象
的
表
現
を
形
成
し
た
。
現
代
俳
句
協
会

員

。

京

都

市

在

住

。

(

山

田

緑

光

)

森

川

勇

作

討

な

大

7
・
1
・

4
t
p
(
S
H

∞
1
)
[随
筆
〕
十
勝
管
内
陸
別
町
生
ま
れ
。
少

年
時
更
科
源
蔵
に
師
事
し
、
昭
和
6
年
師
弟
で

詩
誌
「
大
熊
座
」
を
発
刊
。

9
年
釧
路
新
聞
社

入
社
。
日
年
小
樽
新
聞
社
、
げ
年
北
海
道
新
聞

社
、
幻
年
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
に
転
入
社
。
現
在
日

刊
ス
ポ
ー
ツ
社
副
社
長
。
新
聞
記
者
と
し
て
活

躍
す
る
か
た
わ
ら
、
北
海
道
新
聞
社
会
部
次
長

の
泊
年
、
王
子
争
議
・
ル
ボ
「
赤
い
旗
の
村
の

中
で
」
(
第
一
世
論
社
)
を
、
却
年
随
想
集

る
。
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。
(
木
村
敏
男
)

森

善

次

計

じ

明

初

・

ω
・
日

1
昭
弘

-
m
・
幻
(
同
∞
笥

1
5
S
)
[教
育
、
文
化
運

動
〕
富
山
県
生
ま
れ
。
明
治
犯
年
渡
道
。
必
年

か
ら
教
員
生
活
に
入
る
。
昭
和
4
年
か
ら
札
幌

市
教
育
会
に
身
を
置
き
、
戦
後
い
ち
早
く
北
海

道
教
育
文
化
協
会
を
設
立
し
て
活
動
、

m
初
年
か

ら
は
北
海
道
文
化
団
体
協
議
会
事
務
局
長
と
し

て
全
道
文
化
運
動
に
尽
く
し
た
が
、
そ
の
折
に

北
海
道
文
学
展
開
催
の
推
進
を
は
か
っ
た
。

「
富
貴
堂
小
史
」
が
あ
る
。
(
木
原
直
彦
)

森
竹
竹
市
計
説
明
白
・
2
・

n
1昭
日

8

・
3
(
S
O
N
s
-
s
a
)
[詩
、
短
歌
〕
胆
振

管
内
白
老
町
生
ま
れ
。
筑
堂
と
も
号
し
た
。
大

正
4
年
白
老
第
二
尋
常
小
学
校
卒
。

8
年
白
老

駅
員
と
な
り
、
ロ
年
札
幌
鉄
道
局
雇
員
採
用
試

験
に
合
格
。
昭
和
2
年
追
分
駅
勤
務
、
翌
年
札

幌
鉄
道
局
教
習
所
専
修
部
駅
員
車
掌
科
修
。

5

年
国
有
鉄
道
第
一
区
現
業
委
員
会
委
員
と
な

る
。
の
ち
佐
瑠
太
(
現
富
川
)
、
苫
小
牧
、
静

内
の
各
駅
に
転
じ
、
印
年
退
職
。
白
老
に
一
戻
っ

て
結
婚
し
、
漁
業
の
あ
と
簡
易
食
堂
を
営
み
な

が
ら
文
筆
に
志
す
。
ロ
年
7
月
「
若
き
ア
イ
ヌ

の
詩
集
・
原
始
林
」
(
白
老
ピ
リ
カ
詩
社
)
を

自
費
出
版
。
「
ア
イ
ヌ
青
年
の
真
情
を
、
赤

裸
々
に
告
白
し
た
」
(
序
文
)
本
で
、
現
代
ア

イ
ヌ
文
学
の
古
典
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
の
幻

年
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
常
任
監
事
、
加
年
北
海

道
ウ
タ
リ
協
会
顧
問
、
初
年
昭
和
新
山
ア
イ
ヌ

「
北
国
の
椅
子
」
(
凍
原
社
)
を
刊
行
し
た
。

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。
(
八
重
樫
実
)

森

巌

灯

明

ω
・
4
・
ロ

1
(
お
ミ
1
)

〔
工
学
〕
空
知
管
内
新
十
津
川
町
生
ま
れ
。
北

海
道
工
業
大
学
名
誉
教
授
。
著
書
に
「
北
方
空

間
の
思
想
」
(
新
時
代
社
)
。
北
見
工
業
大
学
、

北
海
道
工
業
大
学
の
教
授
を
歴
任
。
昭
和
回
年

に
「
十
津
川
移
民
」
を
著
す
。
現
在
北
方
生
活

科
学
研
究
所
長
。
「
北
凍
帯
と
日
本
文
化
」
を

研

究

中

。

(

富

岡

木

之

介

)

盛

口

裏

目

立

昭

3
・3
-
m
1
2
s

∞
I
)
〔
詩
〕
京
都
生
ま
れ
。
日
本
大
学
卒
業

後
、
空
知
管
内
妹
背
牛
町
で
教
鞭
を
と
り
な
が

ら
作
品
を
発
表
。
詩
誌
「
炎
」
「
汗
情
詩
」
「
日

旺
詩
人
」
「
熔
岩
塔
」
「
フ
ロ
ン
テ
ア
」
に
参
加

し
、
昭
和
泊
年
「
核
」
創
刊
に
参
加
し
た
。
初

年
「
詩
学
」
新
鋭
詩
人
特
集
に
選
ば
れ
て
天
沢

退
二
郎
、
永
井
浩
ら
と
収
録
さ
れ
た
。
詩
集
に

沼
年
の
処
女
詩
集
「
光
の
山
稜
」
の
ほ
か
、

「
毛
蟹
」
(
昭
位
)
、
「
仁
和
寺
の
桜
は
足
許
か

ら
咲
く
」
(
昭
臼
)
な
ど
が
あ
る
。
即
物
的
な

具
象
性
と
存
在
感
に
満
ち
て
自
身
の
生
き
て
い

る
時
代
と
人
に
洞
察
を
加
え
・
な
が
ら
意
味
を
形

象
化
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
日
本
現
代
詩
人

会
員
。
昭
和
初
年
千
葉
県
館
山
市
に
移
住
。

(
永
井
浩
)

森

恵

光

山

河
ζ

う

大

2

・9
-
U
I
(
S
H

ω
1
)
[短
歌
二
二
重
県
生
ま
れ
。
本
名
軒
。
昭

和
9
年
か
ら
却
年
ま
で
後
志
管
内
ニ
セ
コ
町
役
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記
念
館
長
、
必
年
白
老
民
俗
資
料
館
長
と
な

る
。
没
後
の
回
年
6
月
山
川
力
に
よ
り
「
森
竹

竹
市
遺
稿
集
・
レ
ラ
コ
ラ
チ
(
風
の
よ
う
に
)
」

(
白
老
コ
タ
ン
・
え
ぞ
屋
)
が
編
ま
れ
た
。

(
木
原
直
彦
)

森
田
草
平
対
吐
い
明

u
・
3
・

ω
1昭
M

-u-U(HgHE--。
怠
)
[
小
説
〕
岐
阜
県
生

ま
れ
。
東
京
大
学
英
文
科
卒
。
激
石
門
下
生
。

代
表
作
は
「
煤
煙
」
(
明
必
)
。
森
田
た
ま
、
素

木
し
づ
の
師
匠
で
、
素
木
し
づ
の
短
編
集
「
青

白
き
夢
」
(
大
7
、
新
潮
社
)
の
序
文
を
書
い

て
い
る
。
ま
た
、
大
正
2
年
に
草
平
の
門
に
入

っ
た
森
田
た
ま
の
処
女
出
版
「
も
め
ん
随
筆
」

(
昭
口
、
中
央
公
論
社
)
は
、
森
田
草
平
が
中

央
公
論
社
の
嶋
中
社
長
に
推
薦
し
て
刊
行
さ
れ

た

本

で

あ

る

。

(

神

谷

忠

孝

)

森
田
た
ま

Hq
明
幻
・
ロ
・
問
、
昭
品

-
m
・
出

(
S
E
t
Eさ
)
〔
随
筆
、
小
説
〕
札

幌
市
生
ま
れ
。
旧
姓
村
岡
タ
マ
。
明
治
担
年
札

幌
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。

ω年
に
は

・し
9
り
脅
』

庁
立
札
幌
高
等
女
学
校
に
進
ん
だ
が
、
素
木
し

づ
と
は
両
校
と
も
に
同
期
で
あ
っ
た
。
女
学
校

在
学
中
か
ら
文
学
に
憧
れ
た
が
、
病
弱
の
た
め

い
い
在
ず
け

川
町
年
に
中
退
。
翌
年
許
嫁
を
婿
養
子
に
迎
え
た

が
、
そ
の
秋
に
上
京
し
、
大
正
2
年
森
田
草
平

の
門
に
入
っ
た
。
偶
然
に
も
聞
を
お
か
ず
素
木

し
づ
も
入
門
。
小
宮
豊
隆
の
推
薦
で
処
女
作

「
片
瀬
ま
で
」
(
大
2
・

9
、
「
新
世
紀
」
)
が

発
表
さ
れ
た
。
本
道
出
身
女
流
作
家
第
一
号
で
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もりたよし

あ
る
。

5
年
慶
応
大
学
生
森
田
七
郎
と
大
恋
愛

の
す
え
婿
養
子
と
別
れ
て
結
婚
、
文
筆
を
断
っ

て
大
阪
に
住
む
。
夫
の
実
家
が
没
落
し
た
昭
和

7
年
に
草
平
の
推
薦
で
随
筆
「
着
物
・
好
色
」

が
「
中
央
公
論
」
に
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
に
力
を

得
て
上
京
。
日
年
に
「
も
め
ん
随
筆
」
(
中
央

公
論
社
)
を
出
版
し
て
随
筆
家
と
し
て
の
地
歩

を
築
い
た
。
鋭
敏
な
感
覚
と
適
度
な
良
識
を
も

っ
て
F

現
代
の
清
少
納
言
d

と
ま
で
称
さ
れ

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
却
年
に
は
国
際
ぺ

ン
大
会
の
日
本
代
表
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
会
議
に
出
席
し
、
二
二
カ
国
を
回
っ
た
。
訂

年
に
は
参
議
院
議
員
に
当
選
し
、
必
年
ま
で
務

め
た
。
尿
毒
症
の
た
め
慶
応
病
院
で
七
六
年
の

生
涯
を
終
え
た
が
、
著
書
は
七

O
点
近
い
。

「
随
筆
歳
時
記
」
「
ふ
る
さ
と
随
筆
」
な
ど
の

随
筆
集
が
多
く
、
故
郷
の
さ
ま
ざ
ま
な
風
物
が

繰
り
返
し
現
れ
る
。
ほ
か
に
小
説
集
に
「
花
菖

蒲
」
、
童
話
集
に
「
鉛
の
兵
隊
」
、
詩
集
に
「
楊

柳
歌
」
な
ど
が
あ
る
が
、
故
郷
と
を
つ
な
ぐ
代

表
作
と
し
て
「
石
狩
少
女
」
を
あ
げ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

[
石
狩
少
女
〕
虻
吋
長
編
小
説
。
昭
和
日

年
7
月
「
実
業
之
日
本
社
」
刊
。
明
治
末
期
の

札
幌
高
女
時
代
を
軸
に
し
た
自
伝
的
小
説
で
、

詩
情
を
た
た
え
た
札
幌
と
い
う
北
国
の
小
都
市

の
風
物
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
染
め
あ
げ
な
が

ら
、
裕
福
だ
が
孤
独
な
少
女
で
あ
る
。
ヒ
ロ
イ

ン
悠
紀
子
が
新
し
い
人
生
に
立
ち
向
か
っ
て
ゆ

もりゃそう(人名編)

家
事
に
専
念
。
夫
の
任
地
、
日
高
管
内
新
冠
町

に
移
る
。
お
年
「
北
海
道
讃
歌
」
に
応
募
、
主

席
当
選
、
伊
福
部
昭
が
作
曲
。
同
年
河
都
文
一

郎
ら
の
詩
誌
「
核
」
に
参
加
、
以
後
「
に
い
か

っ
ぷ
」
に
つ
ら
な
る
秀
作
に
よ
り
旺
盛
な
作
品

活
動
を
展
開
。
そ
の
問
、
北
海
道
婦
連
協
常
任

理
事
、
日
高
婦
連
協
会
長
ほ
か
の
公
職
も
歴

任
。
日
目
年
6
月
詩
集
「
微
笑
思
慕
」
が
刊
行
さ

れ
る
。
同
年
第
一
回
北
海
道
芸
術
新
賞
受
賞
。

町
年
新
冠
町
郷
土
資
料
館
前
に
詩
碑
が
建
立
さ

れ

た

。

(

福

島

瑞

穂

)

森

村

誠

一

対

窃

昭

8

・
1
・
2
1
2
8

ω1)
〔
小
説
〕
埼
玉
県
生
ま
れ
。
青
山
学
院
大

学
英
米
文
学
科
卒
。
昭
和
弘
年
「
高
層
の
死

角
」
で
江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
。
本
道
取
材
作

に
「
湖
死
水
系
」
(
昭
日
・

m、
「
小
説
現
代
」
)

な

ど

が

あ

る

。

(

木

原

直

彦

)

森
本
儀
一
郎
町
吋
M
F
大
U
I
(
H
C
N
m
t
p
)

〔
シ
ナ
リ
オ
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
日
本
大
学
芸

術
学
部
中
退
。
宗
谷
管
内
枝
幸
町
で
教
員
生
活

の
か
た
わ
ら
N
H
K
(
札
幌
)
の
「
ラ
ジ
オ
文

芸
」
常
連
投
稿
者
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
幻
年

同
局
最
初
の
専
属
作
家
と
な
っ
た
。
数
多
い
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
を
執
筆
し
、
初
年
ま
で
専
属
作
家

を
続
け
た
の
ち
フ
リ
!
と
・
な
り
、
北
海
道
放
送

の
テ
レ
ビ
「
い
ろ
は
に
北
海
道
」
の
構
成
に
当

た
っ
た
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
代
表
作
に
「
ひ
ぐ

ら
し
の
宿
」
「
夢
は
枯
野
を
」
「
深
ァ
い
霧
の
向

う
へ
」
な
ど
が
あ
る
。
(
佐
々
木
逸
郎
)

く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
青
春
を
回
想
再
現
し

た
作
者
の
自
画
像
で
あ
り
、
冒
頭
の
部
分
に

「
北
海
道
の
平
野
に
生
ひ
た
つ
石
狩
少
女
の
頬

は
、
白
い
花
弁
に
小
指
で
紅
を
す
り
つ
け
た
林

檎
の
花
の
や
う
に
、
ほ
の
、
ぼ
の
と
染
っ
て
ゐ

る

」

と

あ

る

。

(

木

原

直

彦

)

森
田
義
胤

uup
明

ω
-
m
・
お
t
F
昭
臼

・
5
-
m
(
E
S
-
-
cゴ
)
〔
短
歌
〕
紋
別
市
生

ま
れ
。
昭
和
弘
年
紋
別
商
業
組
合
理
事
長
。
幻

年
岡
市
議
会
議
員
。
大
正
日
年
よ
り
作
歌
。
昭

和
お
年
紋
別
歌
人
会
長
。
北
方
短
歌
紋
別
支
部

長
。
日
年
紋
別
市
文
化
連
盟
文
化
功
労
賞
を
受

賞。

M
年
遺
歌
集
「
遠
霧
笛
」
が
出
版
さ
れ

た

。

(

江

口

源

四

郎

)

森
知
新
子

M
叫
ん
し
大
7
・
1
・
1
1昭
日

・
1
・
n
(
S
H∞
tysa)[俳
句
〕
後
志
管
内

岩
内
町
生
ま
れ
。
本
名
松
王
。
家
業
は
家
具
仏

壇
商
。
昭
和
打
年
「
氷
下
魚
」
に
、
つ
い
で
翌

日
年
「
雲
母
」
に
投
句
。
戦
後
は
「
雲
母
」

「
春
灯
」
「
鹿
火
屋
」
そ
の
他
道
内
誌
に
も
投

句
し
た
が
、
却
年
の
岩
内
大
火
に
遭
い
、
一
時

作
句
中
断
の
あ
と
、
数
年
に
し
て
復
活
。
「
ア

カ
シ
ヤ
」
「
葦
牙
」
の
同
人
と
な
る
。
没
後
五

人
の
遺
児
に
よ
っ
て
句
集
「
微
笑
憂
陀
羅
」
が

上

梓

さ

れ

た

。

(

園

田

夢

蒼

花

)

森

輝

子

計

ζ

大
同
・

1
・
3
1
(
S
N
A
p

-
)
〔
短
歌
〕
根
室
市
生
ま
れ
。
北
海
道
第
一

師
範
学
校
教
員
養
成
所
修
。
教
員
を
経
て
華
道

教
授
。
昭
和
同
年
鬼
川
俊
蔵
に
師
事
。

n年

森
本
厚
吉
叫
刊
誌
明
日
・

3
・
2
1昭
お

・
1
・
出
会
笥
斗
'
I
E印
。
)
[
評
論
〕
京
都
生
ま

れ
。
旧
姓
増
山
、
の
ち
森
本
家
の
養
子
と
な
る

(
明
お
)
。
東
京
の
中
学
を
経
て
札
幌
私
立
北

鳴
学
校
に
学
び
、
さ
ら
に
札
幌
農
学
校
子
科
第

四
年
級
に
編
入
学
。
明
治
M
年
同
校
卒
。
初
年

米
国
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
院
に
入

学
。
帰
国
後
(
明
拘
)
札
幌
農
学
校
講
師
、
同

校
昇
格
後
の
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
、
北
海

道
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
、
大
正
7
年
法
学
博

士
の
学
位
を
受
け
る
。

m年
月
刊
誌
「
文
化
生

活
」
を
刊
行
。
昭
和
3
年
女
子
経
済
専
門
学
校

(
校
長
新
渡
戸
稲
造
、
副
校
長
森
本
)
を
設

立。

7
年
北
海
道
帝
国
大
学
教
授
を
辞
し
、
生

活
文
化
の
改
善
運
動
に
専
念
し
た
。
有
島
武
郎

と
親
交
が
あ
り
、
札
幌
農
学
校
在
学
中
、
有
島

を
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
さ
せ
、
「
リ
ビ
ン
グ
ス

ト
ン
伝
」
(
明
弘
、
警
醒
社
)
を
共
著
と
し
て

刊
行
。
米
国
留
学
も
と
も
に
し
、
ま
た
、
有
島

晩
年
の
農
場
解
放
に
尽
力
し
た
。
著
書
は
「
創

造
の
生
活
」
「
消
費
経
済
」
「
家
政
学
通
論
」
等

多

数

。

(

高

山

亮

二

)

森
本
三
郎
日
制
抗
日
明
位
・
日
・

8
3
2
8

@
t
p
)
[
詩
、
画
家
〕
帯
広
市
生
ま
れ
。
昭
和
の

初
め
画
家
を
志
し
な
が
ら
、
兵
庫
三
兵
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
詩
作
に
も
ふ
け
る
。
昭
和
5
年
旭
川

の
詩
誌
「
登
場
」
を
知
り
、
竹
吉
新
一
郎
、
下

村
保
太
郎
と
交
わ
る
。
二
七
歳
で
意
を
決
し
、

上
京
し
て
川
端
画
学
校
に
学
び
、
春
陽
会
入

「
新
墾
」
に
入
社
し
、
引
年
第
七
回
新
墾
賞
を

受
賞
し
た
。
同
誌
の
編
集
委
員
も
っ
と
め
る
o

u年
か
ら
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
の
短
歌
教
室
を
担

当
し
、
翌
年
に
そ
の
教
室
の
生
徒
に
よ
る
合
同

歌
集
「
北
の
笛
」
を
発
刊
し
た
。
そ
の
歌
作
の

原
理
は
、
常
に
無
明
に
漂
う
世
界
に
身
を
浸
し

て
、
果
敢
な
ま
で
に
自
己
の
内
面
と
し
の
ぎ
を

削
る
と
と
ろ
に
あ
る
。
従
っ
て
、
自
ら
の
世
界

を
構
築
し
て
、
生
の
軌
条
を
刻
み
こ
ん
で
ゆ
く

自
己
凝
視
は
、
貧
血
を
呼
び
起
こ
す
ま
で
の
厳

し
さ
を
自
ら
に
課
し
て
憶
む
こ
と
が
な
い
。
詩

的
昇
華
を
企
て
る
も
の
と
な
る
そ
の
作
品
は
、

純
一
で
深
い
汗
情
を
た
た
え
て
い
る
。
〈
若
き

日
よ
裸
初
鴻
を
は
し
ら
せ
て
過
ぎ
去
り
に
け
り

ひ

と

つ

タ

星

〉

(

永

平

利

夫

)

森

み

つ

勃

大

口

・

3
-
m
1昭
位
・

7

・
日

(
S
N
N
1
5
S
)
[
詩
〕
札
幌
市
生
ま

れ
。
昭
和
同
年
札
幌
市
立
高
等
女
学
校
卒
業

後
、
騰
写
版
刷
り
個
人
詩
集
「
花
咲
き
ぬ
」
を

刊
行
。
「
雪
の
哀
歌
」
を
更
科
源
蔵
の
推
薦
で

旧
「
北
方
文
芸
」
に
掲
載
。
の
ち
阿
部
某
と
結

婚
の
た
め
大
阪
に
た
つ
が
夫
君
は
出
征
、
ま
も

な
く
戦
死
。
敗
戦
ま
で
札
幌
で
逢
坂
瑞
穂
(
福

島
)
、
小
島
雅
代
ら
と
同
人
誌
「
木
雫
」
を
刊

行
。
と
の
こ
ろ
阿
部
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
。
戦

後
「
野
性
」
に
参
加
。
ま
た
本
格
派
女
流
詩
人

と
し
て
み
と
め
ら
れ
「
至
上
律
」
に
も
作
品
を

発
表
す
る
。
昭
和
幻
年
森
多
賀
雄
と
結
婚
す

る
。
「
野
性
」
解
体
後
文
学
的
空
白
の
時
期
を
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選
、
国
画
会
に
出
品
受
賞
後
、
昭
和
同
年
小
樽

に
居
住
し
、
道
展
、
全
道
展
な
ど
の
会
員
を
辞

退
し
、
現
在
無
所
属
。
詩
作
は
昭
和
必
年
と
ろ

よ
り
再
度
ベ
ン
を
と
り
、
現
在
は
旭
川
の
詩
誌

「
情
緒
」
同
人
。
(
下
村
保
太
郎
)

森

本

等

ロ

マ

昭

m
・
4
-
m
1
2
2

斗
1
)
[小
説
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
画
家
森
本
三

郎
、
光
子
は
父
母
。
小
樽
千
秋
高
等
学
校
を
卒

業
し
て
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
中
退
。
在
学
中

に
「
或
る
回
復
」
(
昭
却
・
6
、
「
群
像
」
)
に

よ
っ
て
第
一
七
回
群
像
新
人
文
学
賞
を
受
賞
し

た
。
短
編
集
に
「
或
る
回
復
」
(
昭
臼
・

7
、

講

談

社

)

が

あ

る

。

(

木

原

直

彦

)

守
谷
操
一
対
同
ち
明
却
・
ロ
・

9
1昭
日

・
6
・
初
(
呂
ミ
1
5斗
∞
)
〔
短
歌
〕
埼
玉
県
生

ま
れ
。
司
厨
士
と
し
て
東
京
、
宮
城
ほ
か
道
内

各
地
に
勤
務
、
昭
和
初
年
旦
局
管
内
門
別
町
役

場
吏
員
と
な
っ
た
。
大
正
叩
年
こ
ろ
か
ら
作

歌
、
「
風
景
」
の
創
刊
に
も
参
画
し
た
が
、
昭

和
お
年
「
原
始
林
」
に
入
社
。
「
日
高
路
」
「
日

高
短
歌
」
の
選
者
と
し
て
後
進
の
育
成
に
努
め

る
か
た
わ
ら
、
北
海
道
歌
人
会
地
方
委
員
や
日

高
歌
人
会
長
も
務
め
、
晩
年
は
「
日
高
短
歌
」

の
発
行
人
と
な
っ
た
。
「
風
景
」
に
も
「
白
樺

荘
夜
話
」
と
題
す
る
文
学
や
人
生
に
か
か
わ
る

文
章
を
寄
せ
て
い
た
が
、
短
歌
へ
の
情
熱
を
滋

味
の
あ
る
文
章
に
寵
め
て
、
晩
年
は
浸
か
れ
た

よ
う
に
書
き
つ
づ
け
、
日
高
の
風
土
性
を
も
に

じ
ま
せ
っ
つ
枯
淡
な
表
現
で
生
の
哀
歓
を
詠
み
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もりやとみ

つ
事
つ
け
た
。
〈
単
調
の
ひ
び
き
に
あ
れ
ど
霧
笛

音
う
ち
な
る
も
の
を
誘
ひ
て
や
ま
ず
〉
。
生
前
、

歌
集
を
も
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
没
後
昭
和

同
年
に
静
内
歌
人
会
が
守
谷
操
一
追
悼
集
「
花

群

」

を

刊

行

し

た

。

(

村

井

宏

)

守
谷
富
太
郎

M
誤
ろ
う
明
9
・

m
・
1
1

昭
お

-
m
-
m
(日∞芯
1
3
8
)
〔
短
歌
〕
山
形

県
生
ま
れ
。
斎
藤
茂
吉
の
次
兄
。
日
露
戦
争
に

従
軍
。
茂
吉
が
〈
本
よ
み
て
賢
く
な
れ
と
戦
場

8

え

の
わ
が
兄
は
銭
を
呉
れ
た
ま
ひ
た
り
〉
と
詠
ん

だ
の
は
こ
の
富
太
郎
で
あ
る
。
の
ち
渡
道
し

て
、
僻
地
の
診
療
所
に
勤
務
。
晩
年
は
北
見
市

に
開
業
し
た
。
岩
見
沢
・
志
文
内
当
時
、
北
海

道
を
旅
行
し
た
茂
吉
と
会
い
、
多
く
の
歌
を
残

さ
せ
た
が
、
自
ら
も
昭
和
ロ
年
以
来
、
茂
吉
の

選
を
受
け
て
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
発
表
し
て
い

た

。

(

小

国

孝

徳

)

森
山
軍
治
郎
刊
保
持
う
昭
日
・
ロ

-
U
1

2
2
H
t
p
)
〔
評
論
〕
美
唄
市
生
ま
れ
。
北
海
道

大
学
文
学
部
史
学
科
を
経
て
同
大
大
学
院
博
士

課
程
中
退
。
西
洋
史
第
一
講
座
助
手
を
経
て
、

現
在
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
教
授
。
フ
ラ

ン
ス
中
世
史
が
専
攻
で
、
フ
ラ
ン
ス
史
の
井
上

幸
治
と
小
池
喜
孝
と
の
か
か
わ
り
か
ら
秩
父
困

民
党
の
生
き
残
り
井
上
伝
蔵
に
関
心
を
抱
き
、

「
北
海
道
民
衆
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
|
井
上
伝

蔵
を
追
い
な
が
ら
|
」
(
昭
訂

tF
却
、
「
北
方
文

芸
」
)
を
発
表
。
さ
ら
に
問
題
名
の
連
載
(
昭

日
1
日
)
で
民
衆
俳
句
を
中
心
に
北
海
道
精
神

う
じ
て
児
童
文
学
雑
誌
の
片
隅
に
呼
吸
し
て
い

る
と
の
現
状
に
、
小
生
は
大
き
な
不
満
を
覚

え
、
評
論
を
活
発
化
し
作
品
活
動
を
刺
激
す
る

こ
と
が
、
目
下
の
急
務
と
思
い
、
こ
と
に
決
意

さ
せ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
記
し
て
い

る

。

(

渡

辺

ひ

ろ

し

)
や

やさよしの(人名編)

八

重

樫

実

絞
M
L

大
H

・H
・-
1
(
S
N

N
1
)
[小
説
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
大
連
第
一
中

学
卒
業
後
満
鉄
勤
務
。
復
員
後
北
海
道
庁
に
勤

務
。
昭
和
幻
年
道
庁
職
場
文
芸
誌
「
赤
煉
瓦
」

編
集
。
お
年
「
札
幌
文
学
L

同
人
。
二
号
掲
載

の
「
朗
報
」
が
阿
部
知
二
に
認
め
ら
れ
る
。
初

年
か
ら
復
刊
「
凍
原
」
編
集
(
日
号
で
休
刊
)
。

お
年
日
月
郷
土
随
筆
誌
「
北
の
話
」
を
創
刊
編

集
し
現
在
に
至
る
。
代
表
作
に
、
世
界
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
(
昭
却
、
札
幌
)
で

の
凄
絶
な
対
決
を
描
く
「
冬
の
燕
」
(
昭
必
・

日
tF
必
・

4
、
「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」
。
昭
却
、
凍

原
社
)
、
氷
の
女
王
長
野
富
子
が
ヒ
ロ
イ
ン
の

「
銀
の
宴
」
(
昭

U
-
m
1
U
、
昭
錦
、
同
)
、

北
海
道
出
身
の
世
界
的
ス
プ
リ
ン
タ
ー
内
藤
晋

を
描
く
「
氷
の
旗
」
(
昭
必

-
m
1
日
、
「
農
業

史
を
探
り
、
「
民
衆
精
神
史
の
群
像
北
の
底

辺
か
ら
」
(
昭
却
、
北
大
図
書
刊
行
会
)
、
「
北

海
道
民
衆
俳
句
の
旅
」
(
昭
回
、
日
本
放
送
出

版
協
会
)
に
ま
と
め
た
。
著
書
は
ほ
か
に
「
フ

ラ
ン
ス
田
舎
放
浪
記
」
(
昭
回
、
青
蛾
書
房
)
、

「
青
春
の
歴
史
・
幸
子
の
死
」
(
昭
日
、
青
蛾

書
房
)
、
「
民
衆
蜂
起
と
祭
り
|
秩
父
事
件
と
伝

統
文
化
」
(
昭
防
、
筑
摩
書
房
)
な
ど
が
あ
る
。

「
北
方
文
芸
」
編
集
委
員
。
テ
レ
ビ
の
レ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

(
神
谷
忠
孝
)

森
山
啓
引
吋
や
ま
明
幻
・

3
-
m
1
2
8

でJ
)

(

小
説
〕
新
潟
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
美

学
科
中
退
。
東
大
新
人
会
に
加
わ
り
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
詩
人
、
評
論
家
と
し
て
活
躍
。
昭
和
叩

年
「
文
学
論
」
(
三
笠
書
房
)
、
「
文
学
論
争
」

(
ナ
ウ
カ
社
)
刊
行
。
日
年
よ
り
「
文
学
界
」

同
人
と
し
て
小
説
を
書
く
。
「
島
木
健
作
登
場

の
前
後
」
(
昭
弘
・

9
1
日
、
「
北
方
文
芸
」
)

で
北
海
道
と
か
か
わ
る
。
小
説
集
「
野
菊
の

露
」
(
昭
防
・

4
、
創
林
社
、
解
説
神
谷
忠
孝
)

が

あ

る

。

(

神

谷

忠

孝

)

森
山
弘
毅
刊
誌
ま
昭
ロ
・
ロ

-
m
t
F
2
8

?
?
)
〔
評
論
〕
美
唄
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学

国
文
科
卒
。
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
教

授
。
中
世
歌
謡
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
北
海
道

の
歌
謡
に
も
注
目
し
、
「
北
方
文
芸
」
(
昭
M
1

日
)
に
「
蝦
夷
歌
謡
考
」
を
断
続
連
載
し
た
。

(
神
谷
忠
孝
)

北
海
道
」
。
昭
錦
、
同
)
の
F

ス
ケ
ー
ト
三
部

作
d

が
あ
り
、
ス
ケ
ー
ト
の
庁
名
勝
負
物
語
d

の
先
駆
者
で
あ
る
。
「
雑
誌
と
私
L

(

昭

ω
・
2

4
F
3
、
北
海
道
新
聞
)
は
道
内
有
数
の
F

編
集

者
物
語
ヘ
ほ
か
に
中
編
小
説
「
終
南
山
」
(
昭

M
・
3
、
鳳
工
業
辰
友
会
事
務
所
)
な
ど
が
あ

る
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。
(
比
良
信
治
)

八
木
一
紅
女
実
ζ

う
じ
よ
明
叩
・
ロ
・

1
1

昭
臼
・
日
・

6
(
E
S
1
5コ
)
[
俳
句
〕
室
蘭

市
生
ま
れ
。
本
名
敏
。
華
道
師
範
。
大
正
ロ
年

か
ら
作
句
。
「
ゆ
く
春
し
に
所
属
、
札
幌
ゆ
く

春
会
を
興
し
そ
の
中
心
と
し
て
多
く
の
後
進
の

育
成
に
当
た
っ
た
。
旭
川
ゆ
く
春
会
、
士
別
ゆ

く
春
会
と
密
接
に
連
携
、
師
の
室
積
但
春
、
波

那
女
夫
妻
を
本
道
に
招
き
、
旭
川
、
士
別
、
阿

寒
と
同
行
す
る
こ
と
た
び
た
び
。
晩
年
は
藤
田

旭
山
の
「
俳
海
し
に
作
品
を
発
表
。
句
集
に

「
花
氷
」
「
紅
提
灯
」
が
あ
る
。

(
園
田
夢
蒼
花
)

八
木
栄
一
郎
符
い
ち
ろ
う
明
引
・
ロ
・

6
1

(巴。∞
1
)
〔
短
歌
〕
日
高
管
内
三
石
町
生
ま

れ
。
札
幌
師
範
学
校
卒
。
静
内
の
高
静
小
教
諭

を
振
り
出
し
に
静
内
小
ほ
か
二
校
の
校
長
を
経

て
静
内
町
教
育
長
。
退
職
後
同
町
図
書
館
長
。

昭
和
お
年
「
日
高
路
」
に
入
会
、
後
編
集
発
行

人
。
初
年
「
新
墾
」
入
社
。
日
年
「
歩
道
」
に

入
社
、
同
人
。
静
内
町
文
化
功
労
賞
受
賞
。
静

内
短
歌
会
長
。
歌
集
に
「
黄
梅
」
(
昭
回
)
が

あ

る

。

(

椎

名

義

光

)

森
里
魚
釣
よ
明
幻
・
日
・

6
1
昭
日

・
4

・
M
(
E
E
-
-
@誌
)
〔
川
柳
〕
島
根
県
生

ま
れ
。
本
名
信
。
若
く
し
て
上
京
、
苦
労
し
て

大
正
4
年
昭
和
薬
学
校
を
卒
業
。

7
年
に
渡

道
。
日
年
上
川
管
内
東
川
町
に
薬
局
開
居
。
戦

後
函
館
市
議
を
二
期
務
め
る
。
昭
和
4
年
こ
ろ

よ
り
川
柳
を
始
め
、
函
館
柳
界
に
貢
献
す
る
。

(
鈴
木
青
柳
)

森

れ

い

対

昭

m
-
m
・
7
1
(
5
2

tp)
〔
詩
〕
埼
玉
県
生
ま
れ
。
札
幌
短
期
大
学

英
米
科
卒
。
詩
誌
「
炎
」
を
経
て
、
詩
誌
「
迦

楼
羅
」
創
刊
。
「
地
球
」
「
核
」
同
人
。
詩
集

「
鳥
の
飛
ぶ
さ
ま
」
(
昭
却
)
が
あ
る
。

(
小
松
瑛
子
)

諸

角

和

傭

弘

法

昭

7
1昭
必
・

3
・
9

2
8
N
1
5斗
ω)
〔
児
童
文
学
評
論
〕
旭
川
市
生

ま
れ
。
昭
和
幻
年
2
月
日
本
児
童
文
学
者
協
会

北
海
道
支
部
創
立
に
参
加
。
創
立
会
員
は
諸
角

の
ほ
か
和
田
徹
三
、
和
田
義
雄
、
玉
川
雄
介
、

八
森
虎
太
郎
。
お
年
叩
月
「
児
童
文
学
評
論
」

を
、
独
力
、
旭
川
で
創
刊
。
一
五
年
聞
に
一
一

号
ま
で
刊
行
し
た
。
没
後
、
夫
人
信
子
が
必
年

ロ
月
に
終
刊
二
一
号
を
刊
行
。
創
刊
号
の
編
集

後
記
に
「
日
本
の
児
童
文
学
が
、
欧
米
の
そ
れ

に
比
し
て
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
輩
固
な
独
自

性
を
い
ま
だ
に
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
原

因
の
大
半
は
、
児
童
文
学
評
論
活
動
の
乏
し
さ

か
ら
来
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
全
く
そ
の
方

面
の
専
門
雑
誌
は
一
冊
も
な
く
、
評
論
は
か
ろ

362 

八
木
沢
不
凍
岱
吋
ゎ
大
日
・

4
-
m
t
p
(目

。N酔
4

8

)

[

俳
句
〕
根
室
市
生
ま
れ
。
本
名
換
。

国
鉄
札
幌
教
習
所
卒
。
国
鉄
職
員
と
し
て
勤
務

後
会
社
員
。
昭
和
幻
年
兄
不
折
に
誘
わ
れ
俳
句

入
門
。
伊
藤
凍
魚
に
師
事
し
「
氷
下
魚
」
同

人
。
同
誌
廃
刊
後
長
谷
川
双
魚
主
宰
「
青
樹
」

同

人

。

(

菊

地

滴

翠

)

柳
沼
牧
羊
酢
司
法
明

ω
・
7
・

6
1
2
8

斗

1
)
[俳
句
〕
日
高
管
内
三
石
町
生
ま
れ
。

本
名
高
杉
。
大
正
U
年
一
四
歳
の
時
、
恩
師
桜

田
一
羊
に
俳
句
の
指
導
を
う
け
る
。
〈
元
旦
や

松
に
か
か
り
て
古
き
雪
〉
が
伊
波
多
行
史

(
「
石
楠
」
同
人
)
の
特
選
句
と
な
る
。
昭
和

お
年
「
緋
衣
」
に
入
会
、
古
田
冬
草
に
師
事
。

却
年
「
葦
牙
し
に
入
会
。
同
年
同
金
剛
集
同
人

と
な
る
。
印
年
3
月
エ
ッ
セ
ー
集
「
素
晴
ら
し

い
借
景
」
を
刊
行
。
(
太
田
緋
吐
子
)

八
木
義
徳
誌
の
り
明
弘

-
m
・幻

tF(SH

H
1
)
[
小
説
〕
室
蘭
市
生
ま
れ
。
庶
子
。
父
田

中
好
治
は
医
師
。
武
揚
小
学
校
か
ら
庁
立
室
蘭

中
学
校
(
現
栄
高
)
に
進
ん
だ
が
、
四
年
生
の

と
き
有
島
武
郎
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
し
「
カ
イ

ン
の
末
奇
」
を
読
ん
で
文
学
に
眼
を
聞
か
れ

る
。
昭
和
4
年
北
大
水
産
専
門
部
に
入
学
し
た

が
、
樺
太
を
放
浪
し
た
6
年
に
左
翼
学
生
の
弾

圧
に
よ
っ
て
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
て
上
京
。
間
も

な
く
満
州
に
逃
亡
し
、
帰
郷
し
て
が
転
向
ヘ

8
年
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
に
進
学
し
、

同
時
に
文
学
活
動
を
は
じ
め
る
。
横
光
利
一
に

363 



やさりゅう

師
事

o
m年
早
大
仏
文
科
に
進
み
、
長
見
義
三

を
識
る
。
ロ
年
に
樺
太
放
浪
を
描
い
た
「
海

豹
」
(
芥
川
賞
参
考
候
補
作
)
を
発
表
し
て
横

光
に
賞
め
ら
れ
た
。
翌
年
早
大
を
卒
業
し
、
満

州
理
化
学
工
業
の
社
員
と
し
て
渡
満
。
召
集
を

受
け
て
中
国
大
陸
を
進
軍
中
の
凶
年
に
満
州
体

験
を
描
い
た
「
劉
広
福
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
す

る
。
引
年
に
復
員
す
る
と
妻
子
は
東
京
大
空
襲

に
よ
っ
て
焼
死
し
て
お
り
、
妻
子
へ
の
痛
恨
を

描
い
た
「
母
子
鎮
魂
」
(
昭
お
・

3
、
世
界
社
)

を
は
じ
め
つ
ぎ
つ
ぎ
に
佳
作
を
発
表
し
た
。
但

年
出
版
の
「
私
の
ソ
l
ニ
ヤ
」
と
「
美
し
き
晩

年
の
た
め
に
」
で
作
家
的
地
位
を
確
立
、
川
壮
年

夏
に
一
七
年
ぶ
り
で
帰
道
し
た
が
、
「
網
走
刑

務
所
」
(
昭
却
、
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
)
、
「
脱
獄

者
L

(

問
、
「
中
央
公
論
」
)
、
「
摩
周
湖
L

(

問、

「
別
冊
文
芸
春
秋
L
)

、
「
漁
夫
画
家
」
(
昭
幻
、

「
文
学
界
L
)

、
「
海
霧
」
(
問
、
「
小
説
新
潮
」
)

な
ど
は
そ
の
折
の
諸
作
。
以
後
た
え
ず
よ
大
わ

れ
た
野
性
d

の
回
復
を
故
郷
に
求
め
て
帰
省
し
、

そ
の
た
び
に
佳
編
が
ふ
る
さ
と
紀
行
d

を
生
ん

で
い
る
。
「
臨
調
あ
る
墓
地
」
(
昭
初
・
7
、
「
新

潮
」
)
で
、
は
じ
め
て
出
生
の
秘
密
に
取
り
組

み
、
珠
玉
の
短
編
集
「
摩
周
湖
」
(
昭
必
・
4
、

土
筆
社
)
は
そ
れ
ま
で
の
八
木
文
学
の
決
算

書
。
故
郷
も
の
の
連
作
小
説
集
「
風
祭
」
(
昭

日
・

8
、
河
出
書
房
新
社
)
で
読
売
新
聞
文
学

賞
を
受
賞
し
た
。
長
編
「
海
明
け
」
は
回
年
北

海
道
新
聞
に
連
載
さ
れ
、
翌
年
4
月
河
出
書
房

やしろはち(人名編)

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
使
徒
パ
ウ
ロ
の
精
神
と
表

現
法
に
傾
倒
、
表
現
の
率
直
さ
を
め
ざ
す
。
詩

集
「
〉
∞
宮
号
者
」
(
英
文
詩
集
)
、
「
冬
の

神
話
」
「
復
活
」
「
に
ぐ
ろ
の
大
き
な
女
」
「
夜

の
木
立
」
、
評
論
集
「
ア
メ
リ
カ
現
代
詩
の
一

面
」
、
訳
詩
集
「
シ
ド
・
コ

l
マ
ン
詩
集
」
ほ

か

多

数

。

(

堀

越

義

三

)

八
彊
歪
亀
吉
釘
刊
き
ち
昭
日
・

9
-
m
1
(呂

ω
∞t
F
)

〔
小
説
〕
渡
島
管
内
八
雲
町
生
ま
れ
。

本
名
広
瀬
竜
太
。
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
卒
。
昭
和
却
年
北
海
道
新
聞
社
第
二
回
日

曜
版
連
載
懸
賞
小
説
に
「
の
こ
さ
れ
た
人
び

と
」
が
佳
作
入
選
。
翌
印
年
に
「
明
日
の
影
」

が
当
選
。
現
在
函
館
工
業
高
専
助
教
授
。

(
稲
葉
吉
正
)

八
子
政
信
詑

2

昭

8
・
8
-
m
I
2
8

ω
1
)
[
評
論
〕
樺
太
生
ま
れ
。
昭
和
初
年
敗
戦

で
渡
道
札
幌
市
に
定
住
。

ω年
「
大
島
栄
三
郎

年
週
間
L

で
登
場
。
編
「
橋
崎
政
創
作
選
集
」

(
昭
臼
・

4
、
北
海
道
新
聞
社
)
、
個
人
誌

「
原
資
料
小
熊
秀
雄
研
究
」
(
昭
防
・
ロ

1
)

等

が

あ

る

。

(

山

下

和

章

)

矢
沢
歌
子
谷
山
大
口
・

3
-
m
I
(
呂
忠

t
F
)

〔
短
歌
〕
江
別
市
生
ま
れ
。
口
語
歌
人
伊

東
音
次
郎
の
次
女
。
庁
立
江
別
高
女
卒
。
昭
和

問
年
結
婚
、
渡
満
。
引
年
単
身
引
き
揚
げ
句
年

ま
で
江
別
市
在
住
。
幻
年
「
原
始
林
」
入
社
o

m年
「
原
始
林
十
人

E
」
参
加
。
同
年
原
始
林

賞
受
賞
。
ロ
年
帰
還
の
夫
と
共
に
上
京
。
日
叩
年

新
社
か
ら
単
行
。
文
学
的
自
伝
「
私
の
文
学
」

(
昭
羽
、
北
苑
社
)
の
ほ
か
、
エ
ッ
セ
ー
集
に

「
男
の
居
場
所
」
(
昭
回
、
北
海
道
新
聞
社
)
、

「
北
風
の
言
葉
」
(
昭
目
、
北
洋
社
)
、
「
ま
ち

が
え
た
誕
生
日
L

(

昭
問
、
花
曜
社
)
が
あ
る
。

私
小
説
作
家
と
し
て
光
芭
を
は
な
ち
続
け
て
い

る
が
、
日
年
日
月
故
郷
室
蘭
に
八
木
義
徳
文
学

碑
が
建
っ
た
。

[
摩
周
湖
〕
詑
ゅ
短
編
小
説
集
。
生
ま
れ
故

郷
の
室
蘭
を
は
じ
め
北
海
道
を
舞
台
と
し
た
、

「
雪
の
夜
の
記
憶
」
「
網
走
刑
務
所
」
「
脱
獄

者
」
「
漁
夫
画
家
L

「
摩
周
湖
L

「
倶
多
楽
湖
L

「
海
霧
の
町
で
」
「
恵
山
岬
」
「
漁
師
の
歩
く

道
」
の
九
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
彼
の
故

郷
で
あ
る
北
海
道
と
、
そ
こ
に
生
き
る
北
方
的

人
間
の
原
型
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
、

彼
の
そ
う
い
う
姿
勢
と
魅
力
と
が
、
端
的
に
読

む
者
の
心
に
迫
っ
て
く
る
」
(
船
山
馨
の
帯
文

か
ら
)

0

(

木
原
直
彦
)

八
木
隆
一
郎
持
う
い
ち
ろ
う
明
鈎
・

4

・
7

1
昭

ω
・
5
・
ロ

(
5
8
I
5
8
)
〔
シ
ナ
リ
オ
、

劇
作
]
秋
田
県
生
ま
れ
。
両
親
の
離
婚
後
、
母

と
と
も
に
函
館
に
移
り
庁
立
函
館
商
業
学
校

卒
。
青
森
県
五
所
河
原
で
代
用
教
員
時
代
に
文

学
活
動
に
入
り
上
京
。
左
翼
劇
場
文
芸
部
を
経

て
新
築
地
劇
団
文
芸
部
に
移
っ
た
。
昭
和
日
年

戯
曲
「
熊
の
唄
」
上
演
を
機
に
井
上
正
夫
演
劇

道
場
に
参
加
し
、
女
優
水
谷
八
重
子
、
劇
作
家

北
保
秀
司
と
親
し
く
交
わ
っ
た
。
戯
曲
の
代
表

歌
集
「
水
中
輪
唱
」
刊
行
。
師
山
下
秀
之
助
は

「
敗
戦
時
の
満
鮮
で
、
懐
惨
と
し
か
言
い
よ
う

の
な
い
現
実
の
な
か
に
操
ま
れ
た
異
常
な
体
験

を
回
想
し
て
、
限
り
な
く
心
裡
に
湧
き
あ
が
る

強
い
感
動
が
生
き
生
き
と
し
て
、
し
か
も
ゆ
た

か
に
充
実
し
切
っ
て
詠
わ
れ
て
い
る
」
と
序
文

で
述
べ
た
が
、
い
わ
ば
こ
れ
を
作
歌
の
原
点
と

し
て
、
後
年
の
広
い
視
野
と
穏
や
か
な
同
熟
の

作
風
が
成
っ
た
と
い
え
よ
う
。
〈
ピ
ア
フ
ラ
の

子
と
北
鮮
に
飢
ゑ
果
て
し
子
の
お
も
か
げ
と
重

な
り
で
な
ほ
〉

e

(

鮫
島
昌
子
)

矢
島
京
子
計
吋
ζ

大
9
・
4
・
m
m
1
2
C
N

。1
)
[短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
少
女
時
代
よ

り
作
歌
、
昭
和
U
年
歌
誌
「
新
墾
」
に
入
社
、

結
婚
に
よ
り
渡
満
。
一
時
中
断
後
初
年
「
新

墾
」
再
加
入
。
小
田
観
壁
に
師
事
し
本
格
的
に

作
歌
を
始
め
る
。

M
年
「
潮
音
」
を
経
て
mm
年

歌
誌
「
凍
土
」
創
刊
に
参
加
。
同
年
「
古
今
」

同
人
。
福
田
栄
一
に
師
事
、
甲
伝
来
的
行
情
を
学

び
、
け
れ
ん
み
の
な
い
汗
情
世
界
を
確
立
す

る
。
鈍
年
「
暗
き
活
字
し
で
第
二
回
北
海
道
歌

人
会
賞
受
賞
。
位
年
第
一
歌
集
「
北
曲
」
を
上

梓
。
福
田
栄
一
の
序
文
は
「
美
し
い
反
美
学
」

と
題
し
て
一
五
円
に
わ
た
る
懇
切
な
美
文
調
で

あ
る
。
訂
年
か
ら
H
U

年
ま
で
「
凍
土
」
編
集

人
o
U
年
「
新
凍
土
」
退
会
。
一
党
一
派
に
偏

ら
ず
表
現
を
追
及
し
、
文
学
的
な
水
準
を
高
め

る
研
績
の
場
と
し
て
「
彩
北
」
を
創
刊
、
編
集

発
行
人
と
な
る
。
必
年
女
人
短
歌
北
海
道
支
部

作
に
「
沼
津
兵
学
校
」
「
母
の
絵
本
」
「
赤
道
L

「
湖
の
娘
」
が
あ
り
、
シ
ナ
リ
オ
の
代
表
作
に

長
塚
節
原
作
「
土
」
、
和
田
勝
一
原
作
「
海
援

隊
し
が
あ
る
。
戦
後
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
意
欲

を
示
し
っ
流
木
L

「
鎖
国
」
な
ど
の
定
評
あ
る

作
品
を
発
表
し
た
。
晩
年
は
北
条
秀
司
、
菊
田

一
夫
、
宇
野
信
夫
と
と
も
に
「
鬼
の
会
」
を
結

成
し
、
戯
曲
の
ほ
か
舞
踊
劇
も
執
筆
し
商
業
演

劇
の
世
界
で
活
躍
し
た
。
幼
少
年
時
代
の
母
の

献
身
的
な
愛
を
描
い
た
手
記
「
わ
が
母
は
聖
母

な
り
き
L

が
没
後
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
。

青
森
県
五
所
河
原
市
に
詩
碑
が
あ
る
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

矢

口

以

文

於

T
昭
7
・
日
・

1
1
2
8

NI)
〔
詩
、
英
米
文
学
〕
宮
城
県
生
ま
れ
。
東

北
学
院
大
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
、
米
国
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
ゴ

1
シ
ェ
ン
大
学
等
に
学
ぶ
。
北

星
学
園
大
教
授
。
再
洗
礼
派
系
の
メ
ノ
ナ
イ
ト

教
会
シ
ャ
ロ

l
ム
集
会
責
任
者
。

M
M

年
釧
路
の

詩
誌
「
煩
」
に
参
加
、
人
見
和
、
前
田
和
昭
、

小
林
杏
介
ら
と
交
友
を
深
め
な
が
ら
詩
作
、
同

時
に
現
代
英
米
詩
の
翻
訳
、
紹
介
に
つ
と
め
多

く
の
詩
人
に
影
響
を
与
え
た
。
初
年
堀
越
義
三

ら
と
「
詩
の
村
」
創
刊
、
ま
た
江
原
光
太
、
大

島
竜
ら
の
詩
朗
読
の
組
織
「
詩
の
隊
商
」
の
主

要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
、
広
く
海
外
、
圏
内

詩
人
と
道
内
詩
人
と
の
交
流
に
つ
と
め
た
。
詩

は
初
期
に
は
T
・

s
・
エ
リ
オ
ッ
ト
や
、
D
・

ト
l
マ
ス
の
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
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長
、
印
年
第
二
歌
集
「
冬
炎
」
を
新
星
書
房
よ

り
出
版
、
年
齢
と
と
も
に
、
そ
の
境
地
に
深
み

が
増
し
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。
「
人
」
同

人
。
北
海
道
歌
人
会
幹
事
、
札
幌
市
教
育
委
員

会
文
芸
部
委
員
、
「
さ
っ
ぽ
ろ
文
芸
」
選
者
。

茶

道

裏

千

家

教

授

。

(

小

島

嘉

雄

)

八
嶋
祥
二
日
付
じ
昭
5
・
9
-
H
1
2
8

0

1

)

[

小
説
〕
東
京
生
ま
れ
。
昭
和
初
年
伊
達

市
に
転
住
。
お
年
室
蘭
の
同
人
誌
「
二
十
世
」

に
参
加
。
幻
年
に
は
伊
達
で
「
氷
島
」
を
創
刊

主
宰
し
、
の
ち
「
室
蘭
文
学
」
の
主
要
同
人
と

し
て
創
作
活
動
を
行
う
。
衣
村
宮
二
の
筆
名
で

発
表
し
た
も
の
も
含
め
た
短
編
集
「
天
の
笛
」

(
昭
お
・

7
、
室
蘭
文
学
会
)
は
代
表
作
品

群
。
室
蘭
、
札
幌
と
移
り
、
必
年
に
は
北
海
道

医
療
新
聞
社
を
創
業
し
て
医
学
書
の
出
版
を
手

が

け

て

い

る

。

(

木

原

直

彦

)

社

八

郎

坑

?

大

2
・
3
・
2
1
(
E
H

ω
t
p
)
(
俳
句
、
川
柳
〕
新
潟
県
生
ま
れ
。
本
名

向
山
毅
。
川
柳
名
は
向
山
乃
影
子
。
大
正
8
年

小
樽
市
居
住
。
川
柳
は
日
年
田
中
五
呂
八
の

「
氷
原
」
に
昭
和
同
年
ま
で
。
現
在
は
時
実
新

子
の
「
川
柳
展
望
L

会
員
。
俳
句
は
昭
和
幻
年

か
ら
お
年
ま
で
、
「
緋
衣
」
に
印
年
よ
り
「
氷

原
帯
」
、
日
年
よ
り
「
粒
」
同
人
。
句
集
は
初

年
に
「
坂
」
、
日
年
に
一
原
九
糸
と
「
二
人
の

坂
」
を
刊
行
。
小
樟
俳
句
会
に
も
所
属
。
川
柳

も
俳
句
も
短
文
芸
と
し
て
分
け
て
考
え
な
い
。

(
山
田
緑
光
)
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やすえあき

安

英

晶

容

は

昭

お

・

8
・口

1
(
5
8

1
)
[詩
〕
北
見
市
生
ま
れ
。
本
名
野
崎
ひ
と

み
。
札
幌
北
高
校
卒
。
「
炎
の
会
L

を
経
て
現

在
「
核
」
「
パ
ン
と
蓄
積
」
「
迦
楼
羅
」
「
地
球
」

同
人
。
詩
集
に
「
出
棺
」
(
昭
臼
)
、
「
極
楽
鳥
」

(
昭
町
、
第
却
回
北
海
道
詩
人
協
会
賞
受
賞
)

が

あ

る

。

(

小

松

瑛

子

)

安
田
巌
城
件
付
日
ょ
う
生
年
不
詳

1
昭
3

・

4

・
お
に

L
L
S∞
)
〔
短
歌
〕
福
岡
県
生
ま

れ
。
本
名
直
、
字
は
如
矢
、
巌
城
と
号
し
た
。

福
本
日
南
の
弟
で
、
は
じ
め
室
蘭
、
札
幌
に
住

み
、
一
時
台
湾
や
樺
太
で
官
吏
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
明
治
但
年
以
来
帯
広
に
移
り
、
新
聞

記
者
と
し
て
活
躍
。
「
十
勝
史
L

「
十
勝
地
名

解
」
の
著
も
あ
る
。
そ
の
歌
は
日
南
ゆ
ず
り
の

雄
揮
な
万
葉
調
で
、
中
に
は
ア
イ
ヌ
語
を
採
り

入
れ
た
も
の
も
あ
る
。
妻
た
つ
子
も
歌
を
詠
ん

だ

。

(

中

山

周

三

)

矢
田
遺
想
路
お
じ
明
初

-
m
-
m
1
昭

6
・

3

・
幻

(
E
S
-
-∞
巴
)
〔
短
歌
〕
美
唄
市

生
ま
れ
。
本
名
磯
治
。
農
業
。
文
語
歌
か
ら
口

語
歌
に
進
み
、
伊
東
音
次
郎
、
並
木
凡
平
に
兄

事
。
昭
和
3
年
大
窪
草
果
、
中
川
安
太
ら
と
同

人
文
芸
誌
「
鈴
蘭
」
を
創
刊
。
遺
歌
集
「
生

魂
」
(
昭
7
)
。

(

横

井

み

つ

る

)

矢
田
枯
柏
践
〈
明
初
・
8
・

1
t
p
昭
U
H

・
2

・
3
(
E
S
1
5
S
)
[俳
句
〕
稚
内
市
生

ま
れ
。
本
名
栄
一
。
明
治
大
学
中
退
。
京
都
日

之
出
新
聞
記
者
、
雑
誌
編
集
者
等
を
勤
め
た
。

やまうちえ(人名編)

所
属
会
員
の
育
成
に
努
め
る
。
俳
人
協
会
員
。

(
岡
津
康
司
)

柳
田
国
男
は
守
明
8
・

7
・
出
t
F
昭
釘

・
8
・
8
(お
詰
1
5
S
)
〔
民
俗
学
〕
兵
庫
県

生
ま
れ
。
明
治
犯
年
東
京
大
学
卒
。
農
商
務
省

に
入
り
大
正
8
年
貴
族
院
書
記
官
長
で
退
官
。

明
治

ω年
ご
ろ
か
ら
民
俗
学
研
究
を
行
い
、
大

正
2
年
に
「
郷
土
研
究
L

、
凶
年
に
「
民
族
」

を
編
集
刊
行
、
多
数
の
著
書
を
世
に
送
っ
た
。

明
治
犯
年
、
昭
和
8
年
、

n年
の
三
回
来
道
し

て
い
る
。
北
海
道
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
に

「
ア
イ
ヌ
の
家
の
形
」
(
明
必
)
、
「
ア
イ
ヌ
物

語
」
(
大
2
)
、
「
蝦
夷
の
内
地
に
住
す
る
こ
と
」

(
同
)
、
「
『
ア
イ
ヌ
研
究
』
批
評
」
(
大
U
)
、

「
北
海
道
の
方
一
言
」
(
昭
8
)
、
「
花
と
イ
ナ
ウ
」

(昭

n、
「
北
方
風
物
」

2
団
連
載
)
な
ど
が

あ

る

。

(

小

野

規

矩

夫

)

柳
原
ツ
ヤ
子
認
す
ら
大

7
・
3
1
(
S
H∞

1
)
[短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
昭
和
叩
年
札

幌
北
星
高
女
卒
。
昭
和
叫
年
よ
り
作
歌
を
は
じ

め
る
。
当
時
「
藻
岩
嶺
」
改
題
「
北
土
」
同

人
。
U
年
第
一
回
北
土
新
人
賞
受
賞
。
川
叩
年
第

三
国
北
土
賞
受
賞
。
新
短
歌
人
連
盟
会
員
。
現

在
「
北
土
L

編
集
委
員
。
(
畑
沢
草
羽
)

柳
本
志
津
子
持
マ
と
昭
7

・
4

・
1
1

(巴
ω
N
1
)
[
短
歌
〕
樺
太
生
ま
れ
。
昭
和
泊
年

同
人
誌
「
凍
土
」
に
入
会
。
制
年
「
新
凍
土
」

発
足
と
と
も
に
所
属
、
同
誌
編
集
委
員
。
第
一

回
宮
田
益
子
賞
受
賞
。
同
年
第
一
歌
集
「
風
の

初
め
牛
島
牒
六
に
句
作
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

大
正
叩
年
臼
田
亜
浪
に
師
事
し
て
「
石
楠
L

同

人
と
な
る
。
日
年
亜
浪
の
第
一
回
来
道
に
は
、

道
内
各
地
を
案
内
す
る
。
同
年
「
あ
か
と
き
」

を
小
樽
か
ら
創
刊
主
宰
し
、
久
末
永
雷
、
比
良

暮
雪
、
原
孤
葉
、
池
田
六
象
ら
多
数
の
有
力
俳

人
を
擁
し
た
。
亜
浪
第
二
回
の
来
道
し
た
昭
和

日
年
に
は
、
竹
田
凍
光
、
新
田
汀
花
、
堀
川
牧

韻
ら
「
石
楠
」
系
俳
人
と
共
に
「
北
海
道
石
楠

連
盟
」
を
結
成
し
、
機
関
誌
「
北
光
し
を
創
刊

す
る
な
ど
「
石
楠
」
の
道
内
隆
盛
に
大
き
く
寄

与
し
た
。
そ
の
後
芦
別
、
帯
広
、
札
幌
な
ど
各

地
へ
転
住
し
、
「
あ
ざ
み
」
「
柏
」
「
草
人
」

「
径
」
等
を
創
刊
し
た
が
、
二
疋
の
拠
点
を
持

た
ぬ
た
め
永
続
し
・
な
か
っ
た
。
句
集
に
「
雪

線
」
「
春
涛
L

が
あ
る
。
〈
切
株
や
秋
の
日
が
さ

す

胸

の

奥

〉

(

木

村

敏

男

)

八
森
虎
太
郎
広
抗
う
大
3

・
6

・
ロ
ー

(巴

E
1
)
[詩
〕
岩
手
県
生
ま
れ
。
本
名
古
川

武
雄
。
宮
沢
賢
治
が
教
鞭
を
と
っ
た
こ
と
の
あ

る
稗
貫
農
学
校
(
現
花
巻
農
業
高
校
)
を
経
て

日
本
大
学
拓
殖
科
別
科
卒
。
昭
和
叩
年
与
田
準

一
、
巽
聖
歌
の
童
謡
誌
「
チ
チ
ノ
キ
」
(
第
二

次
)
に
同
人
と
し
て
参
加
。
翌
年
童
謡
誌
「
童

魚
」
同
人
。
同
年
前
田
鉄
之
助
の
「
詩
洋
」
同

人
と
な
る
。
同
年
中
国
に
渡
り
、
季
刊
「
上
海

文
学
」
に
参
ノ
加
し
同
人
と
な
る
。
戦
後
札
幌
へ

引
き
揚
げ
、
上
海
時
代
の
詩
友
池
田
克
己
(
東

京
)
と
と
も
に
沼
年
6
月
「
日
本
未
来
派
」
を

橋
」
を
刊
行
。
同
年
よ
り
北
海
道
歌
人
会
幹

事
。
「
潮
音
」
「
葦
の
会
」
に
も
所
属
。
豊
か
な

感
受
性
と
才
気
あ
ふ
れ
る
佳
作
を
多
く
詠
み
つ

づ

け

て

い

る

。

(

大

久

保

興

子

)

柳
谷
実
智
博
な
努
昭
4
・
5
・
us(H

s
c
t
F
)
[
演
劇
、
作
詞
〕
釧
路
市
生
ま
れ
。
北

海
道
学
芸
大
学
旭
川
分
校
卒
。
帯
広
三
条
、
遠

軽
、
旭
川
東
高
校
演
劇
部
顧
問
と
し
て
高
校
演

劇
を
指
導
。
昭
和
初
年
代
に
は
「
お
盆
の
日
」

な
ど
十
勝
川
流
域
を
題
材
に
し
た
戯
曲
を
連
作

発
表
。
別
に
木
崎
博
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
急
行

ひ
と

利
尻
の
女
」
「
さ
よ
な
ら
知
床
L

「
訪
ね
て
み
た

い
も
う
い
ち
ど
し
な
ど
の
歌
謡
曲
を
作
調
。

「
北
海
道
の
歌
謡
曲
」
(
旭
川
叢
書
)
な
ど
の

著

書

が

あ

る

。

(

本

山

節

弥

)

矢
野
哲
郎
切
切
ろ
う
大
5
・
7
-
m
I昭
防

・
1
・

m
(
S
E
-
-お
】
)
〔
俳
句
〕
留
萌
管
内

増
毛
町
生
ま
れ
。
本
名
慶
治
。
二

O
歳
よ
り
俳

句
に
い
そ
し
み
昭
和
9
年
松
村
巨
敢
に
師
事
。

「
緋
衣
L

「
雲
母
」
「
氷
下
魚
」
「
葦
牙
」
に
拠

る
。
昭
和
町
年
未
亡
人
に
よ
り
遺
句
集
「
望

郷
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
(
太
田
緋
吐
子
)

薮

禎

子

芯

ζ

昭
5

・3
・m
m
1
(
5
8

1
)
[
近
代
文
学
研
究
]
芦
別
市
生
ま
れ
。
東

北
大
学
大
学
院
修
。
藤
女
子
大
教
授
。
「
北
村

透
谷
に
お
け
る
国
民
・
民
衆
の
問
題
」
(
昭
叫
、

「
日
本
近
代
文
学
」
叩
集
)
、
「
『
新
生
』
の
基

本
構
造
」
(
昭
錦
、
「
藤
女
子
大
国
文
学
雑
誌
L

日
号
)
、
「
『
楚
囚
之
詩
』
論
L

(

昭
町
、
同

mm

創
刊
し
、
お
年
ま
で
発
行
人
を
担
当
。
同
発
行

所
は
昭
和
計
年
同
誌
お
よ
び
同
人
の
金
子
光

晴
、
百
田
宗
治
、
小
野
十
三
郎
、
高
見
順
ら
の

詩
集
、
詩
論
集
刊
行
に
よ
り
北
海
道
文
化
奨
励

賞
受
賞
。
詩
集
に
「
コ
タ
ン
遠
近
」
(
昭
幻
)

が
あ
り
、
宮
沢
賢
治
童
話
集
「
税
務
署
長
の
冒

険
L

(

昭
M
)
の
編
集
、
解
説
に
あ
た
る
。
「
日

本
未
来
派
と
私
L

(

北
海
道
新
関
連
載
)
が
あ

る
。
日
本
現
代
詩
人
会
、
北
海
道
賢
治
の
会
会

員

。

(

佐

々

木

逸

郎

)

八
剣
浩
太
郎
口
努
う
大

U
-
m
・
お

1

2
S
ω
1
)
〔
小
説
〕
十
勝
管
内
新
得
町
生
ま

れ
。
本
名
岡
田
稔
。
昭
和
四
年
9
月
明
治
大
学

文
芸
科
卒
。
十
勝
管
内
の
小
、
中
、
高
校
教
員

を
経
て
北
海
タ
イ
ム
ス
記
者
。
こ
の
間
「
凍

原
」
に
「
栗
鼠
の
巣
」
「
深
山
の
灯
影
」
な
ど

を
発
表
。
ロ
年
上
京
。
主
な
著
書
に
「
赤
穂
義

士
」
「
銭
の
歴
史
」
「
史
実
・
源
義
経
」
「
隠
密

討
ち
」
「
時
代
考
証
百
科
し
な
ど
。
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(
木
原
直
露
)

柳

欣

子

校

ぽ

大

3
・
3
・
7
1
(
S
E

1
)
[俳
句
]
伊
達
市
生
ま
れ
。
本
名
鬼
柳
き

ん
。
伊
達
女
子
職
業
学
校
卒
。
昭
和
M
年
ヂ
カ

シ
ヤ
同
人
で
あ
っ
た
斎
藤
伝
を
識
り
「
ア
カ
シ

ヤ
」
に
入
会
し
て
土
岐
錬
太
郎
に
師
事
。

mm年

同
百
花
集
同
人
。
印
年
ア
カ
シ
ヤ
賞
受
賞
を
機

に
同
木
理
集
(
無
鑑
査
)
同
人
。
日
年
句
集

「
雑
木
山
」
を
上
梓
。
ア
カ
シ
ヤ
俳
句
会
運
営

委
員
と
し
て
会
務
に
尽
力
す
る
ほ
か
札
幌
支
部

号
)
な
ど
が
あ
る
c

(

神
谷
忠
孝
)

薮

弘

お

し

大

3

・
6
1
昭
印
・
ロ
-

m
(
S
E
-
-
c∞
串
)
〔
短
歌
]
函
館
市
生
ま
れ
。

小
学
校
高
等
科
卒
。
昭
和
日
年
満
州
に
渡
り
劇

場
宣
伝
部
、
デ
パ
ー
ト
図
案
部
、
新
聞
社
学
芸

記
者
。
引
年
引
き
揚
げ
後
、
広
告
美
術
業
自

営
。
昭
和
6
年
頃
よ
り
新
聞
そ
の
他
に
短
歌
、

詩
、
俳
句
等
を
投
稿
。
H
U

年
北
海
道
新
聞
歌
壇

の
選
者
。
中
山
周
三
に
師
事
し
「
原
始
林
」
入

社
、
叫
年
度
の
同
社
田
辺
賞
を
受
賞
。(

新
蔵
利
男
)

山
内
栄
ニ
待
日
ち
大
4

・
2

・
8
1
(
E
H

印
4
3
)

〔
詩
〕
宮
城
県
生
ま
れ
。
本
名
栄
治
。
庁

立
室
蘭
工
業
学
校
修
。
昭
和
叩
年
詩
の
同
人
誌

「
小
屋
」
(
洞
爺
湖
温
泉
)
に
参
加
し
て
詩
作

を
は
じ
め
、
日
年
小
柄
沙
岐
、
八
条
志
馬
ら
の

「
山
脈
」
(
栗
山
)
同
人
と
な
る
。
「
山
脈
」
は

日
年
「
石
狩
平
原
」
と
改
題
、
四
年
終
刊
し

た
。
こ
の
間
枯
木
虎
夫
と
の
共
著
詩
集
「
陽
と

と
も
に
」
(
昭
凶
)
を
刊
行
。
戦
後
は
更
科
源

蔵
の
「
野
性
L

創
刊
に
参
加
し
同
人
と
な
っ

た。

m年
第
二
詩
集
「
愛
の
記
録
」
を
刊
行
。

お
年
全
道
労
協
の
結
成
に
参
画
し
初
代
事
務
局

次
長
を
経
て
道
労
働
金
庫
常
務
の
の
ち
、

U
年

北
海
道
労
働
文
化
協
会
を
結
成
し
理
事
長
に
就

任
。
同
協
会
長
更
科
源
蔵
と
は
戦
前
か
ら
交
流

が
深
く
私
淑
し
た
。
日
年
詩
集
「
河
」
を
刊

行
。
副
題
〈
私
の
戦
中
戦
後
〉
の
と
お
り
前
二

冊
の
詩
集
に
、
以
後
の
作
品
を
加
え
た
全
詩
集

367 



やまうちく

と

な

っ

て

い

る

。

(

佐

々

木

逸

郎

)

山
内
国
治
江
良
明
的
・

3
・
6
1昭
同

-
H
-
n
(
Sミ
1
3∞
-
)
[
短
歌
〕
東
京
生
ま

れ
。
札
幌
逓
信
講
習
所
高
等
科
卒
。
昭
和
9
年

「
ア
ラ
ラ
ギ
L

に
入
会
。
ロ
年
函
館
で
機
関
誌

い

わ

ひ

げ

「
岩
桧
葉
L

創
刊
に
加
わ
り
、
共
著
歌
集
「
山

襲
」
を
刊
行
。
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
後
は
広
尾

電
報
電
話
局
長
等
を
歴
任
。
必
年
か
ら
「
北
海

道
ア
ラ
ラ
ギ
L

発
行
人
。
(
杉
本
晃
一
)

山

英

ニ

ほ

じ

明

叫

・

1
1
昭
防
・

3

・
ぉ

(
S
H
H
I
E∞
ω)

〔
短
歌
〕
小
樽
市
生
ま

れ
。
本
名
山
口
勝
美
。
昭
和
初
期
並
木
凡
平
に

師
事
。
「
新
短
歌
時
代
」
「
青
空
」
を
経
て
復
刊

の
「
青
空
」
で
活
躍
。
ま
た
第
二
次
「
新
短
歌

時
代
」
「
北
土
」
に
も
参
加
。
そ
の
作
風
は
定

型
口
語
歌
で
あ
る
が
、
確
か
な
詩
情
を
織
り
ま

ぜ
た
独
特
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
央
パ
ス
に
勤

務
。
小
樽
文
化
団
体
協
議
会
副
会
長
。
小
樟
凡

平

会

副

会

長

。

(

吉

田

秋

陽

)

山
岡
鉄
雄
立
咋
大
6
・
6
-
U
I
昭
悦

-
m
-
m
(
E
H斗
4
1
5
3
)
(短
歌
]
十
勝
管
内

士
幌
町
生
ま
れ
。
昭
和
日
年
出
征

o
m年
中
国

で
発
病
し
、
口
年
か
ら
帯
広
の
傷
痩
軍
人
療
養

所
に
入
る
。
ゆ
年
一
路
北
海
道
支
部
誌
「
早

蕨
」
を
創
刊
、
後
に
「
林
帯
」
と
改
題
し
て
二

八
号
ま
で
発
行
し
た
。
遺
歌
集
「
凍
結
期
」
。

(
船
尾
彊
)

山
形
敏
男
臼
吋
大
凶
・

8
・
幻

1
昭
町

・
7
・

6
(
S
N
ω
1
5∞
N
)
(小
説
〕
択
捉
島
生

やまぐちけ(人名編)

人
と
な
り
選
者
と
し
て
も
活
躍
。
や
が
て
「
潮

音
」
に
も
入
社
。
創
刊
以
来
の
女
流
歌
人
と
し

て
重
き
を
な
し
て
い
る
。
〈
花
を
買
ひ
灯
の
下

ひ
と
り
の
誕
生
日
花
首
み
ん
な
と
ち
ら
向
か
せ

て

〉

(

宮

崎

芳

男

)

山
川
有
古
な
ヨ
昭
日
・

9
1
(
5
8
1
)

[
短
歌
〕
十
勝
管
内
広
尾
町
生
ま
れ
。
昭
和
位

年
「
辛
夷
L

入
会
以
来
、
自
由
律
の
時
代
を
経

て
一
貫
し
て
強
い
汗
情
を
う
た
い
続
け
、
町
年

発
行
の
第
一
歌
集
「
暫
粟
を
か
ざ
せ
ば
し
に
そ

れ
を
結
集
さ
せ
た
。

M
W

年
第
六
回
中
城
ふ
み
子

賞
を
、
回
年
第
一
九
回
辛
夷
賞
を
受
賞
。
ま
た

日
年
に
は
第
五
回
帯
広
市
民
文
芸
賞
を
受
け
て

い
る
。
現
在
「
辛
夷
」
運
営
委
員
、
選
者
の
ほ

か
「
蒙
L

同
人
と
し
て
活
躍
。
(
大
塚
陽
子
)

山
岸
巨
狼
立
完
明
必
・

3
-
m
t
F
(
S
H

0
1
)
〔
俳
句
〕
後
志
管
内
余
市
町
生
ま
れ
。
本

名
佐
藤
次
郎
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
に
勤
務
。
昭

和
5
年
小
樽
新
聞
俳
壇
へ
投
句
し
た
の
が
句
作

の
始
め
で
、
句
友
と
「
ー
山
鳩
吟
社
」
を
創
り
古

田
裸
人
の
指
導
を
受
け
る
。
翌
6
年
牛
島
牒
六

の
「
時
雨
」
に
加
わ
り
、
臼
田
亜
浪
の
「
石

楠
し
に
も
投
ず
る
。
牒
六
の
蒼
古
重
厚
な
作
風

と
、
そ
の
後
を
継
い
で
「
葦
牙
し
を
創
刊
主
宰

し
た
長
谷
部
虎
杖
子
の
郷
土
性
の
濃
い
句
風

に
、
「
石
楠
」
の
大
ら
か
な
俳
風
を
摂
取
し
た

こ
と
が
、
そ
の
後
の
長
い
俳
句
生
活
を
支
え
る

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
成
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。
昭
和
8
年
八
雲
町
へ
転
じ
「
八
雲
吟
社
」

ま
れ
。
旧
制
東
京
駒
込
中
学
校
卒
。
国
後
島
の

国
民
学
校
で
代
用
教
員
と
な
り
以
後
教
員
生
活

を
続
け
た
。
ユ
二
つ
の
骨
壷
」
「
箱
の
中
で
」

「
海
の
見
え
な
い
街
へ
L

「
故
国
で
な
く
国
後

島
」
(
「
北
方
文
芸
」
)
の
諸
作
は
と
も
に
四

O

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
も
の
で
、
未
還
の
故
郷
へ

の
存
念
が
主
題
に
な
っ
て
い
る
。
単
行
本
ユ
二

つ
の
骨
壷
l

l
山
形
敏
男
遺
稿
集
」
が
あ
る
。

(
小
松
茂
)

山

県

汎

攻

守

明

白

・

ロ

・

4
1昭
M

-
m
・
印

(
E
S
-
-
c
g
)
[短
歌
〕
山
梨
県
生

ま
れ
。
北
海
道
大
学
医
学
部
卒
。
在
学
中
よ
り

作
歌
し
北
大
短
歌
会
、
札
幌
短
歌
会
等
で
活

ζ

と
だ
ま

躍
。
大
正
日
年
2
月
「
言
霊
L

、
同
年
4
月
第

一
次
「
原
始
林
L

の
創
刊
に
あ
た
り
、
そ
の
編

集
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
「
草
い
ち
ご
」
を
経

て
、
昭
和
4
年
宇
都
野
研
主
宰
の
「
勤
草
」
に

入
り
、
そ
の
主
要
同
人
と
な
る
。
ま
た
宇
都
野

の
女
婿
と
な
り
東
京
に
転
住
し
た
。
写
実
を
基

調
と
し
、
清
新
で
温
雅
な
作
品
が
多
い
。

(
中
山
周
三
)

山

川

精

江

主

昭

2
-
m
・
お

1
2
s

吋

1
)
{詩
〕
桧
山
管
内
上
ノ
国
町
生
ま
れ
。
満

州
か
ら
引
き
揚
げ
置
戸
町
、
北
大
、
道
立
図
書

館
司
書
。
青
史
の
号
で
俳
句
を
つ
く
り
「
北
方

俳
句
人
」
「
氷
原
帯
」
に
発
表
。
昭
和
幻
年

「
北
海
文
学
」
創
刊
に
加
わ
り
詩
を
書
く
。

「
詩
の
村
」
「
現
地
L

創
刊
同
人
。
「
A
T
O

M
」
会
員
時
代
に
安
田
博
(
風
山
暇
生
)
と
知

を
創
り
、
八
雲
地
方
俳
句
作
家
連
盟
を
結
成
す

る
。
幻
年
新
田
汀
花
ら
の
「
緋
衣
」
創
刊
に
参

加
、
ま
た
角
川
源
義
の
「
河
」
同
人
と
し
て
源

義
没
ま
で
継
続
。

U
年
長
谷
部
虎
杖
子
病
没
に

よ
り
「
葦
牙
」
を
継
承
主
宰
す
る
。
幼
年
第
一

句
集
「
雪
鳴
」
、
町
年
第
二
句
集
「
夕
焼
」
刊

行
。
俳
人
協
会
員
、
北
海
道
俳
句
協
会
代
表
。

〈
天
よ
り
斧
凍
海
ふ
か
く
擦
は
し
る
〉

〔
夕
焼
〕
符
句
集
。
昭
和
町
年
3
月
、
葦

牙
俳
句
会
刊
。
第
一
句
集
以
後
の
昭
和

ω年
か

ら
回
年
ま
で
一
六
年
間
の
六
百
余
句
を
収
め

る
。
こ
の
間
に
勤
務
先
の
定
年
退
職
を
迎
え
、

ま
た
「
葦
牙
し
を
主
宰
し
、
北
海
道
俳
句
協
会

の
代
表
と
な
る
な
ど
、
人
生
の
転
機
を
幾
っ
か

体
験
し
た
が
、
そ
の
心
象
を
惨
ま
せ
な
が
ら
随

所
に
余
裕
の
あ
る
人
生
観
を
濃
く
揺
曳
さ
せ
た

句

集

。

(

木

村

敏

男

)

八
巻
春
悟
同
投
ど
大
ロ
・
4
・

6
1
2
C
N

ω
1
)
〔
短
歌
〕
上
川
管
内
比
布
町
生
ま
れ
。
本

名
春
雄
。
一
七
歳
か
ら
短
歌
を
始
め
る
。
昭
和

同
年
歌
誌
「
香
蘭
」
「
あ
さ
ひ
ね
」
「
鶏
苑
」
同

人
。
池
田
勝
亮
に
師
事
。
「
鶏
苑
」
分
裂
後
、

加
藤
克
己
の
「
近
代
」
に
所
属
。
同
誌
改
題

「
個
性
」
同
人
と
な
る
。
日
年
第
一
二
回
個
性

賞
を
受
賞
。
一
方
「
凍
土
」
を
経
て
「
新
凍

土
」
同
人
。
日
叩
年
叩
月
以
降
、
{
呂
田
益
子
没
後

の
「
新
凍
土
」
の
編
集
発
行
人
。
「
個
性
」
北

海
道
支
部
長
、
美
唄
歌
人
会
顧
問
。
常
に
ひ
か

え
め
で
あ
り
、
な
が
ら
主
張
は
曲
げ
な
い
と
い
う

り
あ
い
深
い
交
友
を
も
っ
。
難
民
体
験
を
土
台

に
し
て
長
編
散
文
詩
F

恰
爾
浜
d

物
語
を
発
表

し
つ
恭
つ
け
る
。
北
海
道
立
文
書
館
設
立
の
計
画

主

幹

を

務

め

た

。

(

堀

越

義

三

)

山

川

力

立

せ

大

2
・
1
・

ωtp(HCH

ω
1
)
〔
エ
ッ
セ
ー
、
評
論
〕
山
形
県
生
ま
れ
。

三
歳
の
と
き
岩
見
沢
に
転
住
。
東
京
大
学
英
文

科
卒
。
東
亜
研
究
所
を
経
て
北
海
道
新
聞
社
に

入
り
学
芸
部
長
、
論
説
主
幹
、
監
査
役
、
顧

問
。
退
社
後
武
蔵
女
子
短
大
教
授
。
「
ア
イ
ヌ

民
族
文
化
史
へ
の
試
論
L

(

昭
防
、
未
来
社
)

の
ほ
か
「
中
国
雑
記
」
「
山
旅
記
」
「
新
聞
の
自

己
規
制
L

、
詩
集
「
雲
岡
石
窟
幻
想
」
「
寒
夜
に

灯
が
消
え
た
」
な
ど
。
編
著
に
「
レ
ラ
コ
ラ
チ

森
竹
竹
市
遺
稿
集
」
(
昭
臼
)
が
あ
る
。

(
小
笠
原
克
)

山
川
三
木
子
江
古
明
必
・

6
・
初

1
2

2
0
1
)
[短
歌
)
弘
前
市
生
ま
れ
。
幼
時
、
父

の
転
勤
で
札
幌
に
移
住
。
札
幌
市
立
高
等
女
学

校
本
科
を
卒
業
し
、
昭
和
3
年
補
習
科
を
終

了
。
補
習
科
の
こ
ろ
か
ら
文
学
に
取
り
つ
か

れ
、
短
歌
や
詩
を
作
っ
て
校
友
会
雑
誌
に
発

表
、
国
語
教
師
渡
辺
滋
子
の
短
歌
添
削
を
受
け

る
。
同
年
芥
子
沢
新
之
介
主
宰
の
「
吾
が
嶺
」

に
入
社
。

5
年
に
新
聞
で
「
新
墾
」
創
刊
を
知

み

き

り
参
加
、
新
井
野
造
酒
子
の
名
前
で
作
品
を
発

表
し
た
。
翌
6
年
結
婚
。
「
五
口
が
嶺
」
と
「
新

墾
」
の
両
誌
に
出
一
諒
し
て
い
た
が
、
の
ち
「
五
口

が
嶺
」
を
退
社
し
た
。
「
新
墾
」
で
は
幹
部
同

368 

人
柄
が
信
頼
を
深
め
、
十
有
余
年
に
わ
た
っ
て

季
刊
「
新
凍
土
」
を
発
刊
し
続
け
た
。
北
海
道

の
・
な
か
に
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
地
方
と
い
わ

れ
る
土
地
で
生
き
た
者
の
精
神
の
飢
え
の
よ
う

な
も
の
と
共
に
、
風
土
へ
対
す
る
愛
着
が
つ
ね

に
そ
の
作
品
の
底
を
流
れ
独
自
の
世
界
を
確
立

し
て
い
る
。
八
ひ
も
じ
さ
の
き
わ
み
に
詩
歌
あ

か
あ
か
と
天
衣
無
縫
の
空
の
ゅ
う
や
け
〉

(
飯
田
安
子
)

山

口

喜

一

誌

な

明

U
-
H
・
2
0昭
弘

・
5
・
2
2
g
H
O
E
S
)
[短
歌
〕
福
島
県
生

ま
れ
。
新
聞
人
と
し
て
北
海
タ
イ
ム
ス
(
現
北

海
道
新
聞
)
支
配
人
、
新
北
海
(
現
北
海
タ
イ

ム
ス
)
社
長
等
を
歴
任
。
昭
和
白
年
北
海
道
文

化
賞
受
賞
。
「
竹
柏
会
」
「
蒼
寄
」
「
短
歌
紀
元
」

等
に
所
属
。
歌
集
「
喜
寿
の
旅
」
(
昭
お
)
。

「
老
新
聞
人
の
思
い
出
」
(
昭
認
)
は
貴
重
な

回

想

記

で

あ

る

。

(

村

井

宏

)

山

口

恵

子

江

三

昭

和

2
・
ロ
・

5
1
2

S
ア
ヲ
)
[
短
歌
〕
網
走
管
内
遠
軽
町
生
ま
れ
。

昭
和
四
年
庁
立
網
走
高
等
女
学
校
卒
。
日
記
年

「
辛
夷
」
入
社
。
選
者
、
運
営
委
員
を
歴
任
。

犯
年
辛
夷
賞
を
受
け
る
。
現
代
的
な
感
覚
一
認
を

得
意
と
し
、
系
統
立
っ
た
理
論
家
と
も
い
わ
れ

る

。

(

渡

辺

洪

)

山
口
敬
子
江
三
昭
口
・
ロ
・
幻

t
(
H
E

N
t
?
)
(
詩
〕
上
川
管
内
当
麻
町
生
ま
れ
。
三
好

達
治
に
魅
せ
ら
れ
下
村
保
太
郎
の
影
響
を
受
け

て
詩
を
書
き
は
じ
め
る
。
詩
誌
「
青
芽
」
「
な

369 



やまぐちせ

な
か
ま
ど
L

「
情
緒
」
に
発
表
。
詩
集
「
過
ぎ

た
扉
」
「
炎
え
る
雪
」
を
旭
川
春
秋
社
か
ら
発

刊
。
旭
川
の
P
R
誌
「
ほ
お
ず
き
」
を
編
集
発

行
。
「
情
緒
L

同
人
。
北
海
道
詩
人
協
会
員
、

旭
川
詩
人
ク
ラ
ブ
会
員
。
(
東
延
江
)

山

口

誓

子

認

す

明

M
・
日
・

3
t
p
(
5
0

ち
か
ひ

ζ

-1)
〔
俳
句
〕
京
都
生
ま
れ
。
本
名
新
比
古
。

大
正
9
年
よ
り
作
句
。
「
京
鹿
子
」
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
に
投
句
。
高
浜
虚
子
に
抜
群
の
才
を
認
め

ら
れ
、
水
原
秋
桜
子
、
高
野
素
十
、
阿
波
野
青

畝
と
と
も
に

4
S
と
称
さ
れ
た
。
昭
和
凶
年
東

大
俳
句
会
以
来
の
盟
友
秋
桜
子
の
「
馬
酔
木
」

に
招
か
れ
連
作
俳
句
「
深
青
集
」
の
選
に
当
た

る
。
お
年
西
東
三
鬼
、
平
畑
静
塔
、
秋
元
不
死

男
、
橋
本
多
佳
子
ほ
か
多
数
の
第
一
級
俳
人
に

強
力
に
奨
め
ら
れ
「
天
狼
」
を
創
刊
主
宰
。
認

年
よ
り
朝
日
俳
壇
選
者
。
句
集
は
昭
和
7
年
刊

の
「
凍
港
」
、
叩
年
刊
の
「
黄
旗
」
を
は
じ
め

約
二

O
冊
、
評
論
随
筆
集
で
は
四

O
冊
を
超
え

る
。
乙
れ
を
系
統
的
に
編
ん
だ
の
が
回
年
刊
行

の
「
山
口
誓
子
全
集
」
一

O
巻
。
誓
子
は
小
、

中
学
校
時
代
を
外
祖
父
と
と
も
に
樺
太
で
過
ご

し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
も
折
々
来
道
し
作

品
を
残
し
て
い
る
。
〈
雪
降
ら
し
お
の
れ
も
白

き

天

狗

山

〉

(

園

田

夢

蒼

花

)

山
口
青
郁
立
な
明
お
・

5
-
m
I
2
3

NtF)[俳
句
〕
岩
手
県
生
ま
れ
。
本
名
吉
郎
。

大
正
問
年
東
京
帝
大
工
学
部
助
教
授
の
と
き
高

浜
虚
子
に
師
事
。
秋
桜
子
、
風
生
、
誓
子
ら
と

やましたひ(人名編)

山

口

雅

子

立

す

昭

m
-
m
・
5
1
2
8

ωtF)[短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
詩
か
ら
移
行

し
て
昭
和
初
年
「
新
墾
」
入
社
。
お
年
同
人
。

現
在
幹
部
同
人
。
制
年
第
二
回
「
短
歌
研
究
」

新
人
賞
、
お
年
第
一
回
新
墾
賞
を
受
賞
し
た
。

新
人
賞
の
作
品
は
、
既
成
の
短
歌
か
ら
脱
却
し

た
豊
か
な
詞
藻
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
受
性
に
溢

れ
、
短
歌
は
詩
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
強
く
感

じ
さ
せ
た
。
孤
に
徹
し
た
深
窓
の
歌
人
、
学
究

の
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
に
、
F

創

る
d

と
い
う
た
だ
一
筋
の
姿
勢
を
く
ず
さ
な
い

か
た
く
な
さ
が
魅
力
。
〈
楓
の
坂
ゆ
き
往
け
ど

煉
獄
は
あ
ら
ず
ま
ひ
る
陽
し
ん
の
く
れ
・
な
ゐ
〉

(
永
平
緑
苑
)

山

崎

剛

平

認

ゴ

明

M
・
6
・

2
1
(
s
o

-
-
)
〔
短
歌
、
出
版
〕
兵
庫
県
生
ま
れ
。
早
稲

田
大
学
国
文
科
卒
。
砂
子
屋
書
庖
を
創
業
し
て

長
見
義
三
の
小
説
集
な
ど
多
数
出
版
。
長
編
小

説
「
煙
霞
浪
漫
」
(
昭

u
・
口
、
砂
子
屋
書
官
)

は
北
海
道
と
九
州
を
舞
台
に
し
た
旅
行
小
説
。

大
正
日
年
ご
ろ
、
早
稲
田
高
等
学
院
時
代
の
作

者
な
る
主
人
公
が
室
蘭
、
登
別
、
旭
川
、
稚

内
、
札
幌
と
回
る
物
語
。
(
木
原
直
喜
)

山
崎
豊
子
は
す
大
日
・

1
・
3
1
(
S
N

A

P

-

)

[

小
説
)
大
阪
生
ま
れ
。
京
都
女
専
卒
。

「
花
の
れ
ん
」
(
昭
お
・

-
t
6
、
「
中
央
公

論
」
)
で
直
木
賞
受
賞
。
生
家
の
見
布
商
を
題

材
に
し
て
大
阪
商
人
の
典
型
を
描
い
た
「
暖

簾
し
(
昭
弘
・

5
、
東
京
創
元
社
)
に
は
北
海

東
大
俳
句
会
を
興
す
。
昭
和
3
年
ホ
ト
ト
ギ
ス

講
演
会
で
「
ど
こ
か
実
の
あ
る
話
し
を
講
演
、

4
S
(
秋
桜
子
、
素
十
、
青
畝
、
誓
子
)
時
代

を
提
唱
し
た
。
4
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
。
同
年

「
夏
草
」
を
創
刊
主
宰
。
9
年
処
女
句
集
「
雑

草
園
」
及
び
第
一
随
筆
集
「
花
の
あ
る
随
筆
」

を
刊
行
。
以
後
多
く
の
句
集
、
随
筆
集
を
誕
生

さ
せ
た
が
、
清
純
高
潔
な
文
人
的
作
風
と
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
L

の
山
会
で
虚
子
が
絶
讃
し
た
写
生

文
の
巧
さ
が
、
俳
人
協
会
顧
問
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

同
人
会
長
、
毎
日
俳
壇
選
者
、
東
大
名
誉
教
授

た
る
卒
寿
翁
青
都
の
魅
力
の
根
源
と
い
え
よ

う
。
札
幌
市
に
榛
谷
美
枝
子
の
率
い
る
夏
草
北

海
道
支
部
が
あ
り
来
道
の
機
会
も
多
か
っ
た
。

〈
た
ん
ぽ
ぽ
の
咲
き
つ
づ
き
つ
つ
北
の
国
〉
を

刻
ん
だ
句
碑
が
芦
別
市
に
あ
る
。

(
園
田
夢
蒼
花
)

山

口

孝

認

す

大

m
・
5
・
M
1昭川崎

・
3
-
m
(
E
N
-
-
S斗
ω

)

[

短
歌
〕
札
幌
市
生

ま
れ
。
本
姓
館
。
北
海
道
大
学
工
学
部
土
木
科

卒
。
釧
路
市
東
邦
交
通
社
長
。
少
年
時
代
よ
り

短
歌
を
愛
好
し
、
昭
和
日
年
の
北
大
予
科
時
代

に
友
人
の
勧
め
で
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
入
会
。
土

屋
文
明
、
樋
口
賢
治
に
師
事
。
幻
年
「
羊
蹄
」

に
江
別
よ
り
参
加
、
初
年
釧
路
ア
ラ
ラ
ギ
会
を

興
し
会
報
を
発
刊
。
日
切
年
「
釧
路
現
代
文
学
選

集
」
に
参
加
。
写
実
に
徹
底
し
た
作
風
。

(
笹
原
登
喜
雄
)

大
日
・
1
・
お

tF昭

山
口

隆

や
圭
ぐ
ち

た
か
し

道
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
ぼ
ん
ち
」
(
昭
担
)
、

「
女
系
家
族
」
(
昭
幻

1
犯
)
、
「
白
い
巨
塔
」

「
続
白
い
巨
塔
」
(
昭
お

1
必
)
な
ど
、
次
々

に
話
題
作
を
発
表
。
「
二
つ
の
祖
国
」
(
昭
開
)

は
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
さ
れ
た
。

(
神
谷
忠
孝
)

山
崎
嘉
晃
江
誌
昭
幻
・

7
・
m
t
(戸室

。1
)
(詩
〕
旭
川
市
生
ま
れ
。
佐
藤
喜
一
の
影

響
を
受
け
て
詩
を
書
き
出
す
。
昭
和
的
年
日
本

大
学
在
学
中
高
村
光
太
郎
の
会
会
員
と
な
り
、

同
年
「
冬
涛
」
同
人
、
詩
誌
「
終
戦
子
」
(
5

号
終
刊
)
、
叫
年
詩
誌
「
ゲ
リ
ラ
」
(
3
号
終

刊
)
を
発
行
し
た
。
必
年
帰
旭
、
詩
誌
「
異
類

都
市
」
創
刊
、
日
年
「
あ
う
ら
」
に
改
題
主
宰

し
現
在
に
至
る
。
印
年
詩
集
「
サ
プ
」
発
刊
。

同
詩
集
で
旭
川
市
新
人
奨
励
賞
受
賞
。
旭
川
詩

人

ク

ラ

ブ

会

員

。

(

東

延

江

)

山

崎

義

彦

は

立

昭

2
・
4
・

n
t
(
E
N

ア
う
)
[
詩
〕
宮
城
県
生
ま
れ
。
昭
和
初
年
東
北

大
学
文
学
部
西
洋
美
学
美
術
史
科
卒
。
宮
城
県

涌
谷
高
校
教
諭
を
経
て
幻
年
北
大
文
学
部
(
ド

イ
ツ
文
学
)
講
師
、
同
年
同
言
語
文
化
部
教

授
。
終
戦
後
、
丸
山
薫
に
師
事
。
「
花
粉
L

同

人
を
経
て
、
「
核
」
「
て
ん
ば
た
」
同
人
。
み
ず

か
ら
ナ
ン
セ
ン
ス
詩
と
呼
ぶ
軽
妙
な
人
生
風
刺

詩
を
得
意
と
す
る
。
リ
ル
ケ
研
究
家
。
ド
イ
ツ

の
現
代
版
画
家
ク
ル
ッ
ク
の
紹
介
者
で
も
あ

る

。

(

河

都

文

一

郎

)

山

下

和

章

昭

6

・

1
・幻

L
2
8

や
ま
し
元

か
ず
あ
き

回

-m
・
ロ

(
5
8
1
5ゴ
)
〔
俳
句
〕
桧
山
管

内
江
差
町
生
ま
れ
。
東
京
薬
学
専
門
学
校
卒
。

自
営
業
。
昭
和
幻
年
八
雲
玲
之
助
に
俳
句
を
学

び
、
幻
年
土
岐
錬
太
郎
を
知
り
「
ア
カ
シ
ヤ
」

に
入
会
。
後
に
「
青
玄
L

「
青
芝
」
に
も
参
加

し
た
。
大
成
町
で
ア
カ
シ
ヤ
支
部
の
指
導
に
当

た
る
。

U
年
ア
カ
シ
ヤ
無
鑑
査
同
人
。
日
年
青

芝
特
別
賞
受
賞
。
俳
人
協
会
員
。
遺
句
集
「
双

昨
」
上
梓
。
日
年
大
成
町
に
句
碑
建
立
。

(
岡
津
康
司
)

山

口

浦

雨

は

な

大

2
・
9
-
m
t
F
(
S
H

た
か
み

ω1)
〔
俳
句
〕
樺
太
生
ま
れ
。
本
名
誉
見
。
豊

原
中
学
校
卒
。
樺
太
庁
に
就
職
。
昭
和
日
年
樺

太
庁
俳
句
会
に
入
会
、
恩
地
樺
雪
の
指
導
を
受

け、

U
年
「
氷
下
魚
し
に
入
会
、
伊
藤
凍
魚
に

師
事
。
「
鹿
火
屋
」
「
若
葉
」
に
も
学
ぶ
。
敗
戦

に
よ
り
一
時
中
断
、

mm
年
「
氷
下
魚
」
復
刊
に

よ
り
参
加
同
人
、
同
誌
廃
刊
後
は
「
雲
母
」
に

拠
る
。
北
海
道
開
発
庁
を
定
年
。
大
林
道
路
に

う
み
ぎ
り

勤
め
印
年
退
職
。
句
集
「
海
霧
L

(

昭
臼
)
が

あ

る

。

(

菊

地

滴

翠

)

山

口

昌

男

詩

可

昭

6

・
8
・
m
1
2
8

-
1
)
[文
化
人
類
学
研
究
〕
網
走
管
内
美
幌
町

生
ま
れ
。
東
京
大
学
卒
。
東
京
外
語
大
教
授
。

岩
波
書
庖
か
ら
「
ア
フ
リ
カ
の
神
話
的
世
界
」

「
文
化
と
両
義
性
」
「
知
の
遠
近
法
」
「
二
十
世

紀
の
知
的
冒
険
し
「
文
化
人
類
学
へ
の
招
待
」

な
ど
を
刊
行
。
学
界
に
新
風
を
お
こ
す
。

(
神
谷
忠
孝
)

370 

7p)
〔
評
論
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
札
幌
工
業
高

校
卒
。
郵
政
職
員
と
な
り
札
幌
中
央
郵
便
局
勤

務
。
戦
後
の
労
働
組
合
文
学
運
動
の
な
か
で
最

も
持
続
力
の
あ
る
全
逓
北
海
道
文
学
サ
ー
ク
ル

の
中
心
と
し
て
「
全
逓
北
海
道
文
学
」
編
集
に

携
わ
る
。
全
国
誌
「
全
逓
文
化
」
の
常
連
寄
稿

者
。
道
内
の
勤
労
者
文
学
の
交
流
に
も
意
を
注

ぐ
。
「
三
浦
三
郎
の
周
辺
」
ほ
か
の
、
八
王
逓
道

文
学
運
動
史
の
調
査
執
筆
の
労
作
が
あ
る
。

(
小
笠
原
克
)

山
下
祥
介
持
拡
け
明
釘
・

3

・
1
I
昭

mm
・
9
-
M
(
E
E
L
-
S
S
[短
歌
〕
兵
庫

県
生
ま
れ
。
本
名
庄
之
助
。
日
産
農
林
帯
広
工

場
長
よ
り
昭
和
お
年
帯
広
協
会
病
院
事
務
長
。

患
者
、
職
員
の
合
流
文
芸
誌
「
オ
ア
シ
ス
し

ゃ
、
病
院
内
回
覧
互
選
方
式
の
「
銀
の
章
短
歌

会
」
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
お
年
9
月
超
流
派

短
歌
誌
発
刊
を
提
唱
、
大
森
卓
、
舟
橋
精
盛
ほ

か
数
名
に
協
力
を
要
請
。
初
年
1
月
歌
誌
「
山

脈
L

を
創
刊
し
編
集
、
発
行
人
に
推
さ
れ
る
。

同
誌
は
二
八
号
で
休
刊
に
な
っ
た
が
戦
後
十
勝

歌
壇
股
賑
の
源
に
な
っ
た
。
(
寺
師
治
人
)

山
下
秀
之
助
立
札
炉
明
日
刊
・

1

・
m
m
I

昭
却
・

4
・
4

2
∞S
1
5記
)
〔
短
歌
〕
鹿

児
島
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
医
学
部
卒
。
大
正

日
年
5
月
新
設
の
北
大
医
学
部
助
手
と
し
て
来

任
、
同
講
師
、
小
樟
病
院
を
経
て
大
正
日
年
札

幌
鉄
道
病
院
に
勤
務
。
昭
和
初
年
院
長
と
な

り
、
お
年
定
年
退
職
。
同
年
東
京
に
転
住
し
日

371 



やましたみ

通
病
院
、
松
風
荘
病
院
な
ど
に
勤
務
。
大
正
2

年
よ
り
作
歌
。
は
じ
め
郷
土
の
先
輩
若
山
牧
水

を
慕
い
第
二
期
「
創
作
」
に
入
り
、
「
瀬
音
」

移
行
に
と
も
な
い
、
太
田
水
穂
に
師
事
。
師
よ

り
「
愛
欲
派
」
と
命
名
さ
れ
た
。
来
道
後
の
大

正
日
年
4
月
第
一
次
「
原
始
林
し
を
創
刊
、
地

方
歌
人
の
自
主
性
確
立
を
強
調
し
た
が
、
機
運

ま
だ
熟
さ
ず
、
一
年
の
短
命
で
終
わ
る
。
ま
た

一
同
人
が
水
穂
の
添
削
例
を
批
判
、
そ
の
た
め

「
潮
音
」
の
同
人
を
辞
退
し
た
。
こ
の
間
北
原

白
秋
、
吉
植
庄
亮
、
尾
山
篤
二
郎
、
若
山
牧
水

ら
を
札
幌
に
迎
え
て
い
る
。
一
時
作
歌
の
空
白

期
が
あ
っ
た
が
昭
和

4
年
庄
亮
主
宰
の
「
撒

構
」
に
迎
え
ら
れ
作
歌
を
復
活
し
、
日
年
北
海

道
歌
人
協
会
を
設
立
、
ほ
か
に
も
北
海
道
文
芸

協
会
を
結
成
、
理
事
長
に
推
さ
れ
「
北
方
文

芸
了
を
創
刊
。
ま
た
北
海
道
文
学
報
国
会
長
と

な
る
。
引
年
5
月
に
は
第
二
次
「
原
始
林
」
を

再
創
刊
、
そ
の
代
表
と
な
り
、
ま
た
mm
年
北
海

道
歌
人
会
の
設
立
や
北
海
道
新
聞
歌
壇
の
選
歌

を
担
当
、
北
海
道
文
檀
歌
壇
の
指
導
的
役
割
を

果
た
し
た
。
同
年
北
海
道
文
化
賞
を
受
賞
。
認

年
札
幌
市
内
山
公
園
に
〈
し
ろ
が
ね
に
か
が
や

く
雲
の
空
に
満
ち
無
際
限
な
る
い
の
ち
の
流

れ
〉
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
東
京
転
住
後
も

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
、
日
本
短
歌
雑
誌
連
盟
代
表

や
宮
中
歌
会
始
選
者
な
ど
を
つ
と
め
た
。
肝
臓

ガ
ン
の
た
め
永
眠
。
歌
は
南
国
生
ま
れ
ら
し
い

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
感
覚
で
北
方
風
物
を
う
た

ゃまだせい(人名編)

ー
ト
」
(
昭
初
・

7
)
な
ど
を
発
表
。
「
『
悲
劇

的
精
神
系
譜
』
の
探
求
を
」
(
昭
お
・
6
、
北

海
タ
イ
ム
ス
)
は
そ
の
後
の
北
海
道
文
学
研
究

を
リ
ー
ド
し
た
記
念
す
べ
き
評
論
と
な
る
。
昭

和
幻
年
創
刊
の
「
位
置
」
同
人
と
し
て
「
晩
年

の
本
庄
陸
男
」
を
は
じ
め
「
私
の
有
島
武
郎
体

験
」

(
6
号
)
、
「
広
津
和
郎
研
究
文
献
目
録
」

(
8
号
)
な
ど
を
発
表
。
北
海
道
新
聞
お
よ
び

「
北
方
文
芸
」
(
昭
必
t
F
川
崎
)
の
同
人
雑
誌
評

を
担
当
。
著
書
に
「
有
島
武
郎
」
(
昭
的
、
明

治
書
院
)
、
「
有
島
武
郎
の
世
界
」
(
昭
回
、
北

海
道
新
聞
社
)
、
「
有
島
武
郎
(
鑑
賞
現
代
日
本

文
学
)
」
(
昭
町
、
角
川
書
居
)
な
ど
が
あ
り
、

「
素
木
し
づ
作
品
集
」
(
昭
品
、
北
書
房
)
を

編
集
し
て
解
説
を
担
当
し
た
。
(
神
谷
忠
孝
)

山

田

邦

彦

ば
M
E

安
政
4

・

u
-
m
I明

位

-
m
・
ロ

2
8
?
?
5
3
)
[短
歌
〕
長
野

県
生
ま
れ
。
筆
名
不
老
不
死
舎
主
人
、
壮
武

麿
。
明
治
犯
年
北
海
道
庁
視
学
官
と
し
て
来

札
。
認
年
函
館
区
長
に
転
じ
、
位
年
退
職
後
は

下
諏
訪
に
帰
り
死
去
。
今
井
邦
子
の
実
父
で
、

邦
子
も
一
時
函
館
で
同
居
。
「
も
し
ほ
草
」
「
え

ぞ
に
し
き
」
(
明
訂
)
の
歌
集
が
あ
る
。
後
者

は
本
道
詠
四

O
首
を
ま
と
め
た
も
の
。
歌
は
旧

風
で
あ
る
が
、
調
子
は
の
び
や
か
で
清
新
。
国

学

の

造

詣

も

深

い

。

(

中

山

周

三

)

山
田
伍
市
立
明
昭
5
・

3

・
口

1
(
巴
ω
。

I
)
(詩
〕
山
形
県
生
ま
れ
。
北
海
道
立
農
業

講
習
所
卒
。
農
業
労
務
者
と
し
て
北
海
道
に
渡

ぃ
、
四
日
情
と
観
照
の
融
和
し
た
平
明
温
雅
な
も

の
。
歌
集
は
「
山
下
秀
之
助
全
歌
集
L

ほ
か
七

冊
、
随
筆
集
「
市
谷
通
信
」
(
正
続
)
、
編
著

「
随
筆
北
海
道
」
、
な
ど
が
あ
る
。
〈
あ
は
あ
は

と
薄
る
る
空
に
貼
絵
な
す
富
士
の
紫
紺
も
あ
と

し

ば

し

の

問

〉

(

中

山

周

三

)

山

下

み

や

子

符

立

大

9
-
m
-
m
t
(目

。MO
t
-
)
[
短
歌
〕
香
川
県
生
ま
れ
。
昭
和
4
年

網
走
管
内
女
満
別
町
に
両
親
と
共
に
移
住
。
戦

後
の
幻
年
ひ
と
り
小
樽
市
に
転
住
し
苛
酷
な
生

活
を
始
め
る
。
冷
徹
な
眼
で
自
己
を
見
る
短
歌

を
つ
く
り
、
臼
年
歌
集
「
春
秋
」
を
上
梓
し

た
。
北
方
風
土
の
厳
し
さ
と
、
短
歌
の
悲
傷
性

が
一
つ
に
・
な
っ
て
、
作
風
に
甘
さ
は
な
い
。

〈
傷
負
ふ
は
吾
の
み
な
ら
ず
冬
の
川
お
ず
お
ず

と
し
て
地
の
果
を
流
る
〉
(
金
子
徳
四
郎
)

山
下
緑
朗
日
片
山
杭
う
明
C
・

m
-
幻
t
F
昭

弘
・
6
・

3
(
E
S
t
-
s
c
)
[短
歌
〕
徳
島

県
生
ま
れ
。
本
名
多
喜
五
郎
。
昭
和
5
年
西
川

青
涛
を
頼
っ
て
来
道
。
上
川
管
内
富
良
野
町
役

場
書
記
、
教
育
委
員
会
総
務
課
長
、
企
画
室
次

長
、
市
郷
土
館
次
長
を
歴
任
。
岸
本
翠
月
と
富

良
野
市
史
二
巻
を
共
同
執
筆
し
刊
行
す
る
。
昭

和
日
年
「
潮
音
」
「
新
墾
」
に
入
社
、
幹
部
同

人
と
し
て
活
躍
。
幻
年
西
川
青
涛
と
共
に
樹
氷

社
を
創
立
、
歌
集
は
「
鳥
沼
」
「
緑
蝶
L

が
あ

る

。

(

西

川

青

涛

)

山
下
り
ん
円
ほ
し
た
安
政
4
・

5
・
お

1
昭

H

・
I
-
お
(
お
ヨ

1
5
ω
@
)
〔
美
術
〕
茨
城

り
士
別
市
で
水
田
農
家
。
友
田
多
喜
雄
の
影
響

で
詩
を
書
き
は
じ
め
、
士
別
市
農
業
問
題
研
究

会
議
の
機
関
誌
「
ひ
ろ
が
り
」
に
発
表
。
昭
和

品
年
詩
集
「
仲
間
に
お
く
る
詩
し
を
刊
行
。
農

業
問
題
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
や
評
論
も
あ
る
。

「
士
別
市
民
文
芸
」
「
士
別
の
ふ
だ
ん
記
」
の
指

導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

山

田

滋

は

M

昭
日
・
4
・
口

t(呂
ち

1
)
〔
俳
句
〕
旭
川
市
生
ま
れ
。
日
本
電
信
電

話
会
社
員
。
昭
和
位
年
「
氷
原
帯
」
入
会
。
必

年
「
粒
」
同
人
。
「
海
程
」
同
人
。

M
年
細
谷

源
二
賞
を
受
賞
。
「
粒
」
別
号
(
昭

M
)

に

「
前
衛
俳
句
論
」
執
筆
。
粒
企
画
運
営
委
員
。

現
代
俳
句
協
会
員
。
札
幌
在
住
。

(
山
田
緑
光
)

山
田
順
子
民
子
明
泊
・
6
・
お
t
F
昭
鉛

・
8
・
幻

(
H
C
C
H
I
-
g
H
)
(
小
説
〕
秋
田
県

生
ま
れ
。
本
名
ユ
キ
。
大
正
9
年
小
樟
の
弁
護

士
増
川
才
吉
に
嫁
し
て
渡
道
。
小
説
を
出
版
し

た
く
て
凶
年
3
月
、
「
婦
人
の
友
L

の
選
者
を

し
て
い
た
徳
田
秋
声
を
頼
り
、
書
き
下
ろ
し
長

編
「
水
は
流
る
、
こ
を
持
ち
上
京
し
た
が
一
旦

帰
樽
、
九
月
再
上
京
。
増
川
と
離
婚
し
た
の
も

そ
の
頃
。
大
正
日
年
4
月
「
流
る
ト
ま
』
に
」

と
改
題
、
緊
芳
閣
か
ら
出
版
し
た
。
同
社
社

長
、
同
書
装
願
者
竹
久
夢
二
と
転
々
と
し
た
順

子
は
、
一
旦
帰
郷
の
後
、
同
年
1
月
秋
声
夫
人

死
去
直
後
上
京
、
秋
声
宅
に
止
宿
す
る
よ
う
に

県
生
ま
れ
。
工
部
美
術
学
校
初
の
女
子
学
生
の

一
人
。
浅
井
忠
ら
と
フ
ォ
ン
タ
ネ

i
ジ
に
学

ぶ
。
ロ
シ
ア
正
教
に
入
信
し
、
。
へ
テ
ル
ブ
ル
グ

の
女
子
修
道
院
で
聖
画
を
修
め
る
。
明
治
団
年

帰
国
後
は
神
田
駿
河
台
教
会
内
に
住
み
ニ
コ
ラ

イ
聖
堂
ほ
か
東
北
、
北
海
道
(
函
館
)
の
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
の
た
め
に
聖
画
を
描
き
続
け

た
。
晩
年
は
白
内
障
を
患
い
、
郷
里
に
眠
る
。

(
米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
)

山

科

春

樹

民

弓

昭

m
I
(
5
8
1
)

〔
小
説
〕
網
走
市
生
ま
れ
。
本
姓
吉
村
。
東
京

大
学
教
養
部
在
学
中
に
書
い
た
「
忍
耐
の
祭
」

(昭
M
・
ロ
、
「
群
像
」
)
が
第
二
回
群
像
新
人

長
編
小
説
賞
を
受
賞
し
た
。
(
木
原
直
喜
)

山

路

ひ

ろ

子

江

日

昭

ロ

-
m
・
日

1

(巴
ω
ア
7

)

[

小
説
〕
恵
庭
市
生
ま
れ
。
本
名

小
見
山
弘
子
。
天
使
女
子
短
大
厚
生
科
卒
。
苫

小
牧
民
報
に
「
さ
よ
う
な
ら
水
色
の
街
」
(
昭

臼
)
連
載
。
「
留
萌
文
学
」
同
人
で
「
砂
色
の

花
L

(

臼
号
)
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
沼
」
(
日
号
)
、

「
鳩
く
る
窓
L

(

侃
号
)
を
発
表
。
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(
神
谷
忠
孝
)

山

田

昭

夫

詑

椛

昭
3
・
1
・

2
1
(
S
N∞

t
p
)
[

評
論
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学

農
林
専
門
部
か
ら
国
文
科
に
転
じ
、
東
京
大
学

大
学
院
修
。
小
松
伸
六
と
従
兄
弟
。
藤
女
子
大

学
教
授
。
昭
和
お
年
「
札
幌
文
学
」
同
人
と
な

り
、
宍
戸
淳
介
の
筆
名
で
創
作
「
暗
峡
」
(
昭

ぉ
・

5
)
、
山
田
昭
夫
の
名
で
「
有
島
武
郎
ノ

な
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
話
題
と
な
る
。
以

後
、
秋
声
の
〈
順
子
も
の
〉
に
描
か
れ
、
「
仮

装
人
物
」
(
昭
日
)
の
梢
葉
子
の
モ
デ
ル
。
秋

声
と
は
一
年
ほ
ど
で
別
れ
た
が
、
男
性
遍
歴
が

続
い
た
。
晩
年
は
鎌
倉
に
住
み
、
観
音
文
化
運

営
会
を
主
宰
。
著
書
に
「
苦
悩
を
招
く
も
の
」

(昭
9
)
、
「
神
の
火
を
盗
ん
だ
女
」
(
昭
ロ
)
、

「
私
た
ち
の
観
音
さ
ま
」
(
昭
お
)
、
「
女
弟
子
」

(

昭

却

)

な

ど

。

(

和

田

謹

五

口

)

山

田

順

三

は

Y
う

昭

5

・
5
-
m
t
F

(目。
ω
。1
)
(詩
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道

学
芸
大
学
岩
見
沢
分
校
卒
。
昭
和
お
年
相
神
達

夫
、
園
生
裕
一
郎
、
水
木
秦
、
長
光
太
と
文
芸

誌
「
風
響
し
を
創
刊
。
詩
、
演
劇
の
両
面
で
長

光
太
の
影
響
を
う
け
る
。
詩
誌
「
樵
人
」
「
先

列
」
「
火
山
帯
L

の
創
刊
に
加
わ
り
愛
と
革
命

の
詩
を
発
表
。
「
詩
の
村
」
「
現
地
L

同
人
。
一

方
、
北
教
組
の
活
動
家
と
し
て
ア
イ
ヌ
、
身
障

者
の
差
別
反
対
運
動
の
推
進
に
努
め
る
。
長
女

故
恵
里
の
作
品
集
「
雪
ん
子
」
を
妻
綾
子
と
編

集

刊

行

。

(

堀

越

善

二

)

山
田
清
三
郎
託
制
ぶ
ろ
う
明
mm
・
6
・
目
、

(
呂
志
1
)
〔
小
説
、
評
論
〕
京
都
生
ま
れ
。

小
学
六
年
で
中
退
、
各
種
雑
労
働
を
経
て
上

京
、
投
書
家
、
編
集
者
か
ら
「
文
芸
戦
線
」
参

加
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
生
き
字
引
的

存
在
で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史
」
二
巻
(
昭

却
)
ほ
か
の
研
究
書
、
「
五
月
祭
前
後
」
(
昭

4
)
ほ
か
の
小
説
、
「
小
説
白
鳥
事
件
」
全
四
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やまた、せい

冊
(
昭
品
、
東
邦
出
版
社
)
ほ
か
の
実
録
小
説

な
ど
多
数
。
小
林
多
喜
二
初
期
作
品
の
掲
載
誌

「
新
興
文
学
」
は
山
田
の
編
集
に
か
か
わ
る
。

(
小
笠
原
克
)

山
田
青
船
立
吋
ん
大
2
・
2
・
お
tp
昭
必

・
9
・
幻

(
S
H
ω
t
F
H
2
0
)
〔
川
柳
〕
桧
山
管

内
江
差
町
生
ま
れ
。
本
名
敏
夫
。
樺
太
豊
原
中

学
卒
。
昭
和
4
年
国
鉄
豊
原
機
関
区
に
就
職
。

8
年
豊
原
民
報
、
樺
太
日
日
新
聞
川
柳
欄
に
初

投
句
。
終
戦
後
樺
太
を
引
き
揚
げ
札
幌
鉄
道
局

運
転
部
勤
務
。
初
年
9
月
有
珠
鉄
道
病
院
で
療

養
の
か
た
わ
ら
、
三
四
郎
の
名
で
有
珠
川
柳
会

を
創
り
、
後
年
道
柳
界
の
中
堅
と
な
る
池
田
竜

歩
、
松
村
豊
柳
子
、
高
田
光
穂
、
竹
内
茶
目
坊

は
じ
め
多
く
の
柳
人
を
育
て
る
。

M
M
年
叩
月
室

蘭
在
勤
中
、
福
田
弦
五
、
岩
戸
迷
羊
子
と
室
蘭

川
柳
社
を
創
設
。
お
年
札
幌
川
柳
社
創
立
に
同

人
と
し
て
参
画
。

m
初
年
叩
月
岩
見
沢
で
栗
原
花

車
、
丸
山
利
雄
と
は
か
り
川
柳
「
い
わ
み
さ

わ
」
第
一
号
を
発
刊
。
そ
の
問
室
蘭
民
報
、
岩

見
沢
新
聞
柳
壇
選
者
。
函
館
川
柳
社
同
人
、
川

柳
き
や
り
吟
社
社
人
。
昭
和
弘
年
き
や
り
賞
受

賞
。
岩
見
沢
川
柳
社
主
幹
と
し
て
活
躍
中
逝

く
。
高
田
光
穂
編
「
山
田
青
船
遺
句
集
」
が
あ

る

。

(

錦

俊

坊

)

山
田
大
雪
槍
定
村
っ
そ
う
明
お
・

1

・
5
t
p

(目。。。
1
)
〔
俳
句
]
札
幌
市
生
ま
れ
。
本
名

義
雄
。
国
鉄
に
勤
め
、
昭
和
詑
年
七
重
浜
駅
長

を
最
後
に
定
年
退
職
。
早
く
よ
り
「
時
雨
」
に

やまなかち(人名編)

誠
也
。
東
京
医
大
卒
。
「
甲
賀
忍
法
帖
L

な
ど
、

そ
の
忍
法
小
説
は
一
世
を
風
鹿
し
昭
和
初
年
代

に
忍
法
プ

l
ム
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
伝
奇
的
な

時
代
小
説
も
得
意
と
す
る
。
「
地
の
果
て
の
獄
」

(
昭
臼
・
印
、
「
文
芸
春
秋
」
)
は
月
形
の
樺
戸

監
獄
を
舞
台
と
し
た
痛
快
謹
。
(
木
原
直
彦
)

山
田
政
明
誌
ド
昭
9
・
6
・

5
1
2
8

串
4

3

)

[

詩
〕
名
寄
市
生
ま
れ
。
名
寄
高
等
学
校

卒
。
昭
和
却
年
「
青
芽
」
(
名
寄
市
)
に
参
加
。

初
年
「
実
験
室
」
を
創
刊
。
以
後
「
ボ
ア
」
を

経
て
「
木
星
」
(
札
幌
)
、
「
核
」
(
同
)
に
参

加
、
日
年
「
現
在
」
創
刊
主
宰
す
る
。
同
年

「
現
在
」
を
「
北
域
」
に
改
題
現
在
に
至
る
。

詩
集
に
「
白
夜
の
影
」
(
昭
品
、
青
い
芽
文
芸

社
)
、
「
冬
の
樹
」
(
昭
防
、
核
の
会
)
が
あ
る
。

(
文
梨
政
幸
)

山
田
茂
登
子
江
ぽ
明
日
叩
・

2
・
U
1
昭

幻
・

5

・
4
(
E
G
-
-
S
N
)
[
短
歌
〕
後
志

管
内
倶
知
安
町
生
ま
れ
。
庁
立
札
幌
高
女
、
北

星
高
女
専
攻
科
卒
。
カ
リ
エ
ス
の
た
め
二

O
年

近
い
闘
病
生
活
を
送
る
。
「
吾
が
嶺
」
「
勤
草
」

を
経
て
昭
和
お
年
「
原
始
林
」
入
会
。
合
同
歌

集
「
原
始
林
十
人

I
」
(
昭
幻
)
が
あ
る
。

(
猪
股
泰
)

山
田
洋
次
校
日
昭
6
・
9
・

U
1
(
目。ωH

t
F
)
(
映
画
〕
大
阪
生
ま
れ
。
満
州
で
少
年
期

を
過
ご
す
。
東
京
大
学
卒
。
昭
和
泊
年
松
竹
映

画
に
入
社
し
、
助
監
督
を
経
て
監
督
に
。
北
海

道
を
舞
台
に
し
た
映
画
の
主
な
も
の
に
「
家

拠
り
牛
島
牒
六
の
指
導
を
受
け
、
後
「
葦
牙
」

に
引
き
続
き
所
属
、
長
谷
部
虎
杖
子
に
師
事

し
、
現
在
「
葦
牙
」
麗
日
集
同
人
。(

佐
々
木
子
興
)

山
田
太
一
足
悦
昭
9
・

6
・
6
1
(
巴
包

1
)
[
シ
ナ
リ
オ
〕
東
京
生
ま
れ
。
本
名
石
坂

太
一
。
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
科

卒
。
「
岸
辺
の
ア
ル
バ
ム
L

(

北
海
道
新
聞
連

載
、
の
ち
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
)
、
「
日
本
の
面
影
」

(
N
H
K
)
ほ
か
数
多
い
テ
レ
ビ
作
品
に
よ
っ

て
放
送
文
化
賞
(
昭
防
)
、
芸
術
選
奨
文
部
大

臣
賞
(
昭
町
)
、
テ
レ
ビ
大
賞
優
秀
個
人
賞

(
昭
時
)
、
向
田
邦
子
賞
(
昭
印
)
を
受
賞
し

て
第
一
線
で
活
躍
を
つ
事
つ
け
る
。
北
海
道
を
舞

台
に
し
た
作
品
に
「
獅
子
の
時
代
」

(
N
H

K
)
、
「
最
後
の
航
海
」

(
S
T
V
)
、
「
秘
密
」

(
H
B
C
)
な
ど
が
あ
る
。
著
書
に
「
岸
辺
の

ア
ル
バ
ム
」
「
沿
線
地
図
」
ほ
か
。
日
本
放
送

作
家
協
会
、
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
、
日
本
文
芸

家
協
会
員
。
川
崎
市
在
住
。
(
佐
々
木
逸
郎
)

山

田

藤

市

立

ザ

大

u
・
2
・
H
1
2
S

ω
t
F
)
[
短
歌
]
美
唄
市
生
ま
れ
。
美
唄
工
業
学

校
卒
業
後
、
道
立
高
校
、
養
護
学
校
事
務
長
歴

任
。
美
唄
歌
人
会
、
旧
洞
爺
教
員
保
養
所
み
づ

う
み
歌
会
、
沼
田
歌
人
会
等
の
設
立
に
力
を
そ

そ
ぎ
、
そ
の
指
導
力
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
同
年
「
新
墾
」
入
社
、
現
在
選
者
。
四
年

「
潮
音
」
入
社
と
共
に
同
人
。
寂
と
し
た
幽
玄

の

深

さ

を

も

っ

。

(

堀

井

美

鶴

)

族
」
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
「
は
る
か
な

る
山
の
呼
び
声
」
の
ほ
か
「
男
は
つ
ら
い
よ
L

の
F

寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
d

で
し
ば
し
ば
北
海
道

各
地
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
。
北
海
道

放
送
制
作
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
東
芝
日
曜
劇

場
」
の
シ
ナ
リ
オ
「
初
恋
」
「
わ
が
街
」
「
幼
な

じ
み
」
「
乙
姫
先
生
」
な
ど
が
あ
り
、
庶
民
の

哀
歓
を
と
お
し
て
ゆ
た
か
な
人
間
性
を
描
い
た

作
品
で
知
ら
れ
る
。
(
佐
々
木
逸
郎
)

山
田
緑
光

K
Fう
大
6
・
7
・
お

1

(
S
H
斗
I
)
〔
俳
句
〕
網
走
管
内
斜
里
町
生
ま

れ
。
本
名
正
之
。
斜
里
在
住
の
俳
人
有
坂
赤
光

車
に
師
事
、
昭
和
9
年
「
暁
雲
」
(
青
木
郭
公

主
宰
)
に
入
会
。
そ
の
後
「
石
鳥
」
「
石
楠
」

に
投
句
。
凶
年
東
洋
高
圧
砂
川
工
場
に
入
社

(
設
計
技
師
)
。
戦
後
同
社
文
化
連
盟
の
支
援

に
よ
り
「
こ
ぶ
し
」
「
東
圧
俳
句
」
を
発
行
o

m年
当
時
十
勝
管
内
豊
頃
町
に
開
拓
入
植
中
の

細
谷
源
二
を
知
り
、
源
二
の
同
工
場
入
社
に
尽

力
。
お
年
「
北
方
俳
句
人
」
創
刊
に
参
画
、
同

誌
休
刊
後
M
年
「
東
圧
俳
句
」
を
改
題
「
氷
原

帯
し
創
刊
同
人
、
以
後
初
年
ま
で
発
行
編
集
等

の
責
任
者
と
し
て
氷
原
帯
草
創
期
を
中
心
と
な

っ
て
支
え
た
。

mw
年
「
粒
」
を
創
刊
し
代
表
同

人
、
日
制
年
氷
原
帯
を
離
れ
「
海
程
」
(
代
表
金

子
兜
太
)
幹
事
同
人
。
と
の
問
一
貫
し
て
俳
句

前
衛
を
指
向
、
大
胆
か
つ
独
自
の
発
想
と
表
現

を
求
め
、
自
我
意
識
の
確
立
を
提
唱
。
日
年
砂

川
市
文
化
功
労
賞
を
受
賞
。
同
年
か
ら
同
年
ま

山
田
野
理
夫
符
M

大
口
・
7
・
凶

1

(
H
C
N
N
1
)
〔
小
説
〕
宮
城
県
生
ま
れ
。
東
北

大
学
文
学
部
卒
。
取
材
作
に
「
函
館
」
(
昭
却
、

東
出
版
)
が
あ
る
ほ
か
「
北
方
文
芸
し
に
「
松

前
」
(
昭
必

-
u
t叫
・

4
)
を
連
載
し
た
。

(
小
笠
原
克
)

山
田
秀
三
託
子
明
担
・

6
-
m
1
2
g

。1
)
〔
ア
イ
ヌ
文
化
〕
東
京
生
ま
れ
。
大
正
日

年
東
京
大
学
卒
。
農
商
務
省
に
入
り
仙
台
鉱
山

監
督
局
長
、
内
閣
参
事
官
、
軍
需
省
化
学
局
長

な
ど
歴
任
。
後
、
北
海
道
曹
達
社
長
、
会
長
。

か
た
わ
ら
金
田
二
忠
助
に
師
事
、
ア
イ
ヌ
語
地

名
研
究
で
は
実
証
的
方
法
に
よ
り
一
家
を
な

し
、
そ
の
業
績
は
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
研
究
」

一
1
四
巻
(
草
風
館
)
、
「
北
海
道
の
地
名
」

(
北
海
道
新
聞
社
)
に
所
収
。
昭
和
民
年
北
海

道
文
化
賞
、
回
年
度
第
二
回
地
名
研
究
賞
受

賞
。
知
里
真
志
保
、
久
保
寺
逸
彦
と
親
交
が
あ

る

。

(

藤

本

英

夫

)

山

田

広

江

ぱ

大

ロ

・

3
-
m
t
p
(
S
N
ω

t
)
[小
説
〕
砂
川
市
生
ま
れ
。
空
知
農
業
学

校
中
退
。
国
鉄
職
員
を
経
て
会
社
員
。
作
品
に

「
緒
い
レ
l
ル
」
(
昭
日
、
「
北
人
」
)
、
「
月
蝕
」

(
問
、
「
国
鉄
北
海
道
文
学
L
)

、
「
夕
日
と
駅

長
」
(
昭
日
、
同
)
、
「
蚊
帳
と
兵
曹
」
(
昭
回
・

8
、
「
北
方
文
芸
」
)
が
あ
る
。
「
札
幌
文
学
」

同

人

。

(

神

谷

忠

孝

)

山
田
風
太
郎
江
M
ろ
う
大
口
・
1
・

4

1

(
S
M
M
I
)
[
小
説
]
兵
庫
県
生
ま
れ
。
本
名

374 

で
現
代
俳
句
協
会
北
海
道
地
区
会
議
議
長
、
顧

問
。
同
年
北
海
道
俳
句
協
会
年
鑑
編
集
長
。
印

年
金
子
兜
太
の
後
を
受
け
北
海
タ
イ
ム
ス
俳
句

欄
選
者
と
な
る
。
著
書
に
句
集
「
忍
冬
」
(
昭

幻
・

8
、
忍
冬
刊
行
会
)
、
「
氷
宴
」
(
昭
ぉ
・

8
、
氷
原
帯
社
)
、
「
山
田
緑
光
句
集
」
(
昭
川
崎

・
7
、
海
程
新
社
、
戦
後
俳
句
作
家
シ
リ
ー
ズ

弘
)
、
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
」
(
昭
町
・
2
、
粒
俳

句
会
)
等
が
あ
る
。
他
に
多
く
の
作
家
論
や
評

論
を
発
表
し
て
い
る
。
〈
閣
に
み
え
る
心
臓
乗

馬

が

立

ち

ど

ま

る

〉

(

辻

脇

系

一

)

大

和

谷

慶

一

は

弘

昭

4

・
6
・

9
1

(
S
N
C
t
p
)
〔
短
歌
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
昭
和

お
年
か
ら
位
年
ま
で
の
千
葉
県
在
住
中
、
同
人

誌
「
果
実
」
に
依
っ
て
歌
作
、
訂
年
に
短
歌
研

究
新
人
賞
候
補
に
推
さ
れ
る
。
来
道
後
の
叫
年

「
新
墾
」
に
入
社
し
、

U
年
に
新
墾
賞
受
賞
、

日
年
に
北
海
道
歌
人
会
賞
に
準
入
選
。
町
年
か

ら
北
海
道
歌
人
会
幹
事
、

ω年
か
ら
「
新
墾
」

編
集
委
員
と
な
る
。
生
活
初
場
の
紡
僅
と
同
時

に
携
え
て
い
た
根
源
的
な
餓
え
は
北
限
の
地
に

詩
的
形
象
物
を
蘇
ら
せ
、
豊
鏡
な
叙
情
を
し
た

た
ら
せ
る
。
〈
駈
け
ゆ
き
し
馬
も
ど
ら
ね
ば
タ

茜
も
ゆ
る
地
平
の
彼
方
を
信
ず
〉

(
永
平
利
夫
)

山
中
散
生
誌
可
明
ぉ
・

5
・
7
1昭
臼

・
9
・
日

(
5
0印
1
5
4斗
)
[
詩
〕
愛
知
県
生

ま
れ
。
本
名
利
行
。
大
正
日
年
名
古
屋
高
商
を

卒
業
し
日
本
放
送
協
会
東
海
支
部
に
勤
務
。
シ

375 



やまなかひ

ュ
l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
の
研
究
者
と
し
て
著

名
。
滝
口
修
造
と
共
に
画
家
サ
ル
パ
ド

I
ル・

ダ
リ
の
芸
術
を
紹
介
し
た
。
詩
は
前
衛
主
知
派

の
詩
誌
J

「
V
O
U
」
を
中
心
に
昭
和
問
年
ご
ろ

か
ら
発
表
、
異
彩
を
放
つ
。
戦
後
は
再
び
北
園

克
衛
ら
の
詩
誌
「
サ
ン
ド
ル
」
に
加
わ
る
。
本

道
へ
は
昭
和
幻
年
札
幌
中
央
放
送
局
事
業
部
長

と
し
て
赴
任
し
二
カ
年
過
ご
す
。
の
ち
に
静
岡

放
送
局
長
、
松
江
放
送
局
長
を
歴
任
。
著
作
に

「
シ
ュ
!
ル
レ
ア
リ
ス
ム
・
資
料
と
回
想
」
が

あ
り
、
詩
集
に
「
火
串
戯
」
(
昭
叩
)
、
「
黄
昏

の
人
」
(
昭
却
)
、
「
夜
の
噴
水
」
(
昭
犯
)
、
「
砂

の
楽
器
」
(
昭
位
、
国
文
社
)
が
あ
る
。

(
新
妻
博
)

山

中

恒

刊

誌

か

昭

6
・
7
-
m
t
(
H
S

H
t
F
)

〔
児
童
文
学
]
小
樽
市
生
ま
れ
。
早
稲
田

大
学
卒
。
在
学
中
、
古
田
足
日
、
鳥
越
信
ら
と

同
人
誌
「
小
さ
い
仲
間
」
を
創
刊
。
こ
れ
に
昭

和
お
年
7
月
か
ら
は
山
年
6
月
ま
で
連
載
さ
れ
た

「
赤
毛
の
ボ
チ
」
は
、
児
童
文
学
者
協
会
新
人

賞
を
受
け
「
戦
後
の
日
本
の
リ
ア
リ
ズ
ム
児
童

文
学
が
到
達
し
た
記
念
碑
的
作
品
」
(
松
田
司

郎
)
と
評
さ
れ
た
。
お
年
「
サ
ム
ラ
イ
の
子
」

「
と
べ
た
ら
本
こ
」
を
出
版
。
こ
の
二
冊
は
児

童
文
学
が
少
数
の
良
い
子
の
所
有
物
か
ら
一
気

に
幅
を
広
げ
る
画
期
的
な
作
品
と
な
っ
た
。
子

ど
も
の
興
味
性
を
き
っ
ち
り
と
と
ら
え
て
離
さ

な
い
と
こ
ろ
は
天
性
の
資
質
で
あ
ろ
う
。
素
材

も
広
く
、
「
そ
の
名
は
オ
オ
カ
ミ
タ
ケ
ル
L

「火

やまべえい(人名編)

ろ
は
浪
漫
主
義
的
甘
美
な
詠
風
で
あ
っ
た
が
、

新
聞
記
者
と
い
う
社
会
性
の
強
い
職
業
に
つ
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
次
第
に
現
実
主
義
的
な

色
合
い
を
深
め
て
い
っ
た
。
昭
和
却
年
宗
匠
的

な
古
い
体
質
の
結
社
制
度
に
疑
念
を
抱
き
「
潮

音
」
「
新
墾
」
の
両
誌
を
脱
退
、
(
呂
田
益
子
、

中
城
ふ
み
子
ら
と
、
個
性
を
尊
重
す
る
短
歌
同

人
誌
「
凍
土
」
を
創
刊
、
道
内
の
若
い
波
を
糾

合
し
て
気
勢
を
あ
げ
た
。
し
か
し
初
年
代
に
な

り
、
反
写
実
を
主
潮
と
し
た
前
衛
短
歌
運
動
の

衣
装
性
と
、
一
部
に
み
ら
れ
た
セ
ク
ト
的
傾
向

に
反
発
し
て
作
歌
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
錦
年
同

人
誌
「
湾
」
を
創
刊
し
て
作
歌
活
動
を
復
活
。

北
海
道
の
風
土
に
培
わ
れ
た
新
し
い
詩
風
の
形

成
を
目
指
し
て
い
る
。
時
代
感
覚
と
流
派
に
と

ら
わ
れ
ぬ
中
立
平
衡
感
覚
の
持
ち
主
と
し
て
も

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
中
山
周
三
ら
と
北
海
道

歌
人
会
の
設
立
を
提
言
、
そ
の
基
礎
守
つ
く
り
に

献
身
し
北
海
道
歌
壇
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
「
揮
」
の
編
集
発
行
人
、

「
潮
音
」
幹
部
同
人
、
現
代
歌
人
協
会
員
で
あ

り
、
ま
た
北
海
道
新
聞
編
集
委
員
と
し
て
「
北

の
旅
」
「
短
歌
時
評
」
の
ほ
か
、
郷
土
誌
、
短

歌
総
合
誌
な
ど
を
舞
台
に
幅
広
い
活
動
を
み
せ

て

い

る

。

(

時

田

則

雄

)

山
西
秋
村
は
託
ん
明
白
・

8
・
口

1
昭

臼
・
4
・

M
m
(
E
S
1
5ゴ
)
[
俳
句
〕
栃
木

県
生
ま
れ
。
本
名
作
太
郎
。
十
勝
管
内
音
更
町

然
別
小
四
年
の
後
、
夜
学
通
学
。
農
業
会
役

と
光
の
子
」
「
天
文
子
守
唄
」
「
三
人
泣
き
ば
や

し
し
な
ど
の
歴
史
物
か
ら
、
「
ク
ラ
マ
は
か
せ

の
な
ぜ
」
「
み
ん
な
ゴ
リ
ラ
」
の
よ
う
な
童
話

ま
で
あ
る
。
「
児
童
読
物
作
家
し
を
自
称
。
読

売
新
聞
社
か
ら
山
中
恒
児
童
よ
み
も
の
選
集
と

し
て
「
あ
ば
れ
は
っ
ち
ゃ
く
し
を
手
始
め
に
全

一
O
巻
の
シ
リ
ー
ズ
が
続
く
。
ま
た
、
「
ボ
ク

ラ
少
国
民
」
に
は
じ
ま
る
戦
時
下
教
育
の
告
発

シ
リ
ー
ズ
は
、
山
中
恒
が
た
だ
の
読
物
作
家
で

は
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

(
笠
原
肇
)

山
中
峯
太
郎
誌
誌
う
明
同
・
ロ
・
日

1

昭
む
・

4
-
m
(】∞∞
ω
1
5
8
)
[小
説
、
児

童
文
学
]
大
阪
生
ま
れ
。
陸
軍
大
学
在
学
中
に

中
国
へ
渡
り
、
革
命
戦
に
参
加
す
る
。
「
敵
中

横
断
三
百
里
」
「
亜
細
亜
の
曙
」
な
ど
大
衆
児

童
文
学
作
品
の
評
判
が
高
い
。
ア
イ
ヌ
歌
人
違

星
北
斗
を
モ
デ
ル
に
し
た
長
編
小
説
「
民
族
」

(
昭
日
・
口
、
同
盟
出
版
社
)
が
あ
る
。
こ
の

本
は
出
版
し
て
す
ぐ
発
禁
に
な
っ
た
が
、
戦
後

に
な
っ
て
改
訂
版
の
「
コ
タ
ン
の
娘
」
(
昭

n

・
1
、
新
々
社
)
を
出
し
た
。
(
木
原
直
章
)

山
名
薫
人
江
ほ
ん
明
剖
・

1

・
1

1
昭川崎

・
6

・
打
(
-
∞

gip-∞斗
ω

)

[

短
歌
]
香
川
県

生
ま
れ
。
本
名
林
破
。
幼
少
の
こ
ろ
来
道
し
上

川
管
内
南
富
良
野
町
金
山
に
居
住
。
貧
し
い
生

活
環
境
に
育
ち
、
多
感
な
少
年
期
よ
り
文
学
書

を
読
み
、
良
寛
、
一
茶
に
傾
倒
し
て
歌
俳
両
面

を
勉
強
し
た
。
た
ま
た
ま
富
良
野
鳥
沼
小
学
校

員
、
農
協
理
事
、
民
生
委
員
、
問
委
員
長
を
務

め
る
。
俳
句
は
二
一
歳
の
と
き
北
海
タ
イ
ム
ス

に
投
句
し
て
始
め
、
同
志
と
「
十
勝
野
」
を
創

刊
。
昭
和
日
年
乙
ろ
よ
り
「
樹
海
」
松
村
巨
械

に
師
事
。
幹
部
と
な
る
。
ま
た
早
川
観
谷
を
助

け
て
「
と
か
ち
し
を
創
刊
編
集
、
後
代
表
と
な

る
o
N
H
K
ロ
ー
カ
ル
放
送
の
俳
句
選
評
を
三

年
間
続
け
、
沼
年
よ
り
「
柏
L

矢
田
枯
柏
に
師

事
し
協
力
。
弘
年
早
川
観
谷
遺
句
集
を
同
人
ら

と
出
版
、
却
年
音
更
町
に
文
化
協
会
創
立
、
会

長
と
し
て
町
民
文
芸
「
お
と
ふ
け
」
の
発
刊
を

手
が
け
、
な
お
月
刊
「
お
と
ふ
け
」
の
俳
句
を

指
導
し
た
。
〈
さ
わ
や
か
や
拭
き
こ
ろ
が
さ
れ

病

快

し

〉

(

佐

々

木

露

舟

)

山
根
対
助
は

F
昭
5
・
8
・
日

1
2
8

0

1

)

[

国
文
学
研
究
〕
網
走
管
内
興
部
町
生
ま

れ
。
北
海
道
大
学
国
文
科
大
学
院
修
。
北
海
学

園
大
学
教
授
。
「
リ
ラ
の
会
」
を
主
宰
し
「
観

智
院
本
『
世
俗
諺
文
』
本
文
と
出
典
L

(

昭
防
)

を
刊
行
。
昭
和
町
年
か
ら
回
年
ま
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
学
日
本
研
究
科
客
員
教
授
と
し
て
日
本

文

学

講

義

。

(

神

谷

忠

孝

)

山
内
壮
夫
酔
お
う
ち
明

ω
・
8
・
ロ
t
F
昭

印
・
4
・

U
(
S
C叶
1
S斗ω
)

[

彫
刻
〕
岩
見

沢
市
生
ま
れ
。
東
京
高
等
工
芸
学
校
彫
刻
科

卒
。
昭
和
4
年
国
画
会
に
初
入
選
。

7
年
国
画

会
賞
受
賞
。

U
年
本
郷
新
ら
と
と
も
に
国
画
会

を
脱
退
、
新
制
作
派
協
会
彫
刻
部
の
創
設
に
参

加
し
た
。
戦
争
中
札
幌
に
疎
開
し
て
戦
後
全
道

に
教
鞭
を
と
り
処
女
歌
集
「
隠
り
沼
」
で
注
目

を
浴
び
た
小
田
観
鐙
を
知
り
、
そ
の
紹
介
で
太

田
水
穂
の
主
宰
す
る
「
潮
音
し
に
入
社
、
薫
都

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
作
品
を
発
表
。
小
田
観
鐙
と

富
良
野
周
辺
在
住
の
歌
人
の
参
加
を
得
て
歌
誌

「
霊
光
」
を
発
刊
し
て
潮
音
派
開
拓
の
先
鞭
を

つ
け
た
。
昭
和
8
年
「
潮
音
」
同
人
と
・
な
り
北

海
タ
イ
ム
ス
歌
壇
の
選
者
を
務
め
る
。
村
会
議

員
に
も
当
選
し
て
政
治
的
手
腕
を
発
揮
し
た

が
、
臨
戦
体
制
で
自
営
の
運
送
会
社
の
統
廃
合

に
よ
り
、
大
陸
雄
飛
を
決
意
し
て
は
年
中
国
に

渡
り
「
大
陸
新
報
」
歌
壇
選
者
と
な
り
活
躍
し

た
。
敗
戦
で
故
郷
金
山
に
引
き
揚
げ
推
さ
れ
て

教
育
委
員
に
当
選
し
た
。
丸
裸
で
帰
還
し
た
薫

人
は
超
俗
酒
脱
な
芸
境
に
沈
潜
し
た
が
、
ま
た

撫
石
庵
の
名
で
「
金
山
石
L

の
収
集
と
鑑
賞
で

も
そ
の
声
価
を
高
く
し
た
。
晩
年
は
、
往
年
の

才
華
き
ら
め
く
生
彩
は
薄
れ
て
ひ
た
す
ら
枯
淡

幽
寂
の
歌
境
に
深
く
味
到
し
な
が
ら
「
潮
音
」

の
正
調
を
つ
ら
ぬ
い
た
。
M
H

年
東
京
に
転
住
。

死
後
嗣
子
山
名
康
郎
が
編
集
し
た
遺
歌
集
「
山

峡
の
湖
」
が
刊
行
さ
れ
、
金
山
湖
畔
に
歌
碑
が

建

立

さ

れ

た

。

(

西

川

青

涛

)

山

名

康

郎

立

?

大

u
・
ロ
・
日

1
(
E
M

u
-
)
[
短
歌
]
上
川
管
内
南
富
良
野
町
生
ま

れ
。
「
潮
音
」
創
成
期
の
歌
人
山
名
薫
人
は
父
。

そ
の
影
響
か
ら
か
少
年
期
よ
り
作
歌
を
始
め
、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
「
新
墾
」
の
最
年
少

同
人
と
し
て
華
々
し
く
活
躍
し
た
。
初
期
の
こ

376 

展
発
足
に
際
し
創
立
会
員
と
な
っ
た
。
却
年
石

狩
太
美
に
建
立
さ
れ
た
本
庄
陸
男
の
文
学
碑

「
石
狩
川
」
の
制
作
者
。
(
工
藤
欣
弥
)

山
野
康
蔵
立
?
明
叫

-
m
1昭
U
・
4

・
日

(
H
C
H
H
t
F
H
S
N
)
[
詩
]
渡
島
管
内
砂
原

町
生
ま
れ
。
本
名
隆
三
。
砂
原
小
学
校
卒
業

後
、
建
具
職
見
習
と
し
て
函
館
に
住
み
つ
き
詩

作
に
入
る
。
昭
和
6
年
刊
行
の
「
北
海
道
詩

集
」
(
函
館
、
代
表
海
老
名
札
太
)
に
作
品
発

表
。
海
老
名
札
太
に
誘
わ
れ
「
北
海
詩
戦
」

「
北
方
の
詩
」
や
、
木
村
茂
雄
主
宰
「
北
方
詩

族
し
の
同
人
と
し
て
、
戦
中
、
戦
後
は
函
館
の

詩
誌
「
涛
」
や
「
だ
い
あ
る
」
の
編
集
同
人
と

し
て
活
動
。
ま
た
戦
後
の
一
時
期
は
創
作
に
打

ち
込
み
、
北
海
道
新
聞
に
短
編
小
説
を
発
表
し

た
こ
と
も
あ
る
が
、
初
年
こ
ろ
か
ら
詩
筆
を
折

る
。
生
活
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
悲
し
み
ゃ
喜
び
を
咳
く
心
に
は
「
庶
民
哲

学
」
の
よ
う
な
骨
太
い
も
の
が
あ
っ
た
。
戦
後

は
そ
う
し
た
生
活
汗
情
に
風
土
性
を
く
ま
ど
ら

せ
た
系
列
と
、
抵
抗
感
を
噛
み
込
ん
だ
系
列
の

作
品
を
発
表
し
続
け
た
。
詩
集
に
「
虚
日
の

書
」
(
涛
の
会
)
が
あ
る
。
(
堀
井
利
雄
)

山
部
栄
子
ば
び
大
凶

-
m
-
U
1
2
C
N町

、
)
(
俳
句
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
旧
制
函
館
実

修
女
学
校
卒
。
昭
和
叫
年
よ
り
寺
田
京
子
に
師

事
。
「
寒
雷
」
「
杉
」
等
で
学
び
、
現
在
「
に

れ
」
「
梓
」
同
人
。
「
寒
雷
」
所
属
。
昭
和
的
年

第

二

回

梓

賞

受

賞

。

(

木

村

敏

男

)
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やまむらつ

山
村
都
ね
尺
芯
山
村
〈
明
お
・

8

・
1
1

昭
防
・

4

・
ロ

(
E
S
-
-
s。
)
〔
川
柳
]
滋

賀
県
生
ま
れ
。
本
名
常
次
郎
。
履
物
商
の
父
の

跡
継
ぎ
告
し
て
明
治
討
年
来
函
。
函
館
市
立
宝

小
学
校
を
出
る
と
、
修
業
の
た
め
上
京
。
大
正

3
年
{
季
未
を
継
ぐ
。
江
州
商
人
の
血
を
ひ
く
根

っ
か
ら
の
商
人
。
そ
の
頃
「
近
冬
歌
」
と
称
し

文
学
に
親
し
み
、
後
、
都
ね
尺
と
改
め
た
。
大

正
5
年
3
月
日
日
近
冬
歌
、
阿
仏
、
六
歩
酔
、

酒
落
ら
と
共
に
函
館
川
柳
会
(
後
函
館
川
柳

社
)
を
結
成
し
た
函
館
川
柳
社
の
生
み
の
親
で

あ
る
。
大
正
時
代
「
講
談
雑
誌
」
募
集
の
川
柳

に
投
稿
し
て
、
井
上
剣
花
坊
選
に
天
位
(
賞
金

五
O
同
)
を
獲
得
し
た
。
長
い
間
函
館
川
柳
社

の
顧
問
と
し
て
物
心
両
面
よ
り
支
援
し
た
功
績

は
大
き
い
。
〈
御
用
船
死
ぬ
人
聞
に
送
る
米
〉

(
鈴
木
青
柳
)

山
村
路
子
江
守
大
2
・
1
・

U
I昭
却

-
m
-
n
(
S
E
-
-
g印
)
[
短
歌
〕
小
樽
市

生
ま
れ
。
本
名
前
野
正
代
。
庁
立
小
樽
高
女

卒
。
北
海
教
育
評
論
社
に
勤
務
。
昭
和

n年

「
原
始
林
」
入
会
、
お
年
原
始
林
賞
を
受
賞
し

た
。
合
同
歌
集
に
「
原
始
林
十
人

E
L
(昭

犯

)

が

あ

る

。

(

猪

股

泰

)

山

室

静

は

せ

明

羽

・

ロ

・

日

1
2
8

。
1
)
〔
詩
、
評
論
〕
鳥
取
市
生
ま
れ
。
長
野
県

佐
久
に
育
つ
。
東
北
大
学
美
学
科
卒
。
北
欧
文

学
者
。
著
書
に
「
山
室
静
著
作
集
」
、
詩
集

「
時
間
の
外
で
し
等
が
あ
る
。
「
至
上
律
し
に

やりたけん(人名編)

-
4
・
m
m
(
5
8
1
5
2
)
[評
論
〕
秋
田
県

生
ま
れ
。
横
手
中
学
卒
、
昭
和
5
年
か
ら
釧
路

に
住
む
。
戦
前
に
山
田
仁
の
筆
名
で
マ
ル
キ
シ

ズ
ム
に
よ
っ
た
評
論
を
多
く
書
い
た
。
代
表
作

に
「
風
流
抹
殺
論
」
(
昭
叩
)
。
幻
年
か
ら

ω年

ま
で
釧
路
市
長
。
市
政
担
当
時
代
を
回
顧
し
た

著
書
「
航
跡
二
十
年
」
(
昭
印
)
が
あ
る
。
「
北

海
道
文
学
」
同
人
で
あ
っ
た
。
(
鳥
居
省
一
二
)

山
本
武
雄
政
判
と
大
2
・
1
・

n
I昭
却

・
日

-
m
(
E
H
ω
3
5
8
)
(短
歌
〕
深
川
市

生
ま
れ
。
昭
和
ロ
年
「
新
墾
」
入
社
。
翌
年

「
潮
音
」
同
人
。
鬼
川
俊
蔵
の
歌
会
に
も
参

加
。
幻
年
新
墾
深
川
支
部
を
創
設
し
後
進
を
指

導
。
叙
情
豊
か
な
生
活
詠
が
新
鮮
で
あ
っ
た
。

(
永
平
利
夫
)

山

本

太

郎

認

可

大

u
・
日
・

8
I
(
H
S

ωtp)[詩
〕
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
独
文
科

卒
。
法
政
大
学
教
授
。
「
歴
程
」
同
人
。
昭
和

泊
年
の
処
女
詩
集
「
歩
行
者
の
祈
り
の
唄
」
、

次
い
で
「
ゴ
リ
ラ
」
(
高
村
光
太
郎
賞
)
に
よ

り
戦
後
第
二
期
の
旗
頭
と
な
る
。
「
覇
王
紀
」

(
読
売
文
学
賞
)
ほ
か
膨
大
な
著
作
が
あ
る
。

お
年
道
詩
人
協
会
詩
祭
に
講
演
者
と
し
て
招
か

れ
て
以
来
し
ば
し
ば
来
道
、
本
道
の
詩
人
た
ち

と
交
友
を
深
め
た
。
日
本
文
芸
家
協
会
、
日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。
(
河
都
文
一
郎
)

山
本
友
一
江
口
明
必
・
3
・

7
0
(
E
H

。
1
)
[短
歌
〕
福
島
市
生
ま
れ
。
旧
制
福
島
中

学
在
学
中
に
歌
誌
「
虎
杖
L

創
刊
。
昭
和
4
年

ノ
ヴ
ァ

l
リ
ス
の
「
マ
リ
ア
讃
歌
」
、
オ
エ

l

レ
ン
シ
ュ
レ
l
ガ

I
の
「
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
祖

国
の
歌
」
、
そ
の
他
ヨ
ル
ゲ
ン
セ
ン
、
イ
プ
セ

ン
の
作
品
な
ど
紹
介
。
北
海
道
に
は
数
度
児
童

文
学
関
係
で
来
道
、
昭
和
弘
年
夏
、
更
科
の
案

内
で
丸
山
薫
、
藤
原
定
と
道
内
を
歩
く
。

(
更
科
源
戴
)

山

本

健

吉

江

良

明

ω
・
4
-
m
1
2
8

斗

dv)
〔
評
論
〕
長
崎
県
生
ま
れ
。
父
は
石
橋
忍

月
。
慶
応
大
学
国
文
科
卒
。
早
く
か
ら
北
海
道

の
文
学
活
動
に
注
目
し
、
「
同
人
雑
誌
評
」
(
昭

訂
・
1
、
「
文
学
界
L
)

で
「
札
幌
文
学
」
「
北

海
道
文
学
」
「
朔
風
」
を
と
り
あ
げ
「
内
地
と

異
っ
た
風
土
に
立
ち
、
伝
統
に
重
圧
を
持
た
ぬ

土
地
柄
が
、
ロ
ー
カ
ル
性
や
新
風
を
粛
し
そ
う

な
予
感
を
我
々
に
与
え
る
」
と
可
能
性
を
示
唆

し
、
「
現
代
文
学
風
土
記
・
北
海
道
の
巻
」
(
昭

mm
・
-
、
「
群
像
L
)

を
書
い
て
い
る
。(

神
谷
忠
孝
)

山
本
丞
は
刊
と
昭
6
・

8
・
U
3
2
8

-
t
)
(詩
〕
渡
島
管
内
八
雲
町
生
ま
れ
。
駒
沢

大
学
卒
。
八
雲
高
校
在
学
中
か
ら
詩
作
を
始

め
、
昭
和
お
年
「
詩
潮
」
(
札
幌
)
の
道
南
支

部
「
海
炎
」
(
長
万
部
)
に
参
加
。
「
北
海
詩

人
」
(
長
万
部
)
、
「
道
南
文
学
」
(
森
)
を
経
て

お
年
「
だ
い
あ
る
」
創
刊
に
加
わ
り
、
同
人
と

し
て
六
三
号
廃
刊
(
昭
刊
)
ま
で
作
品
発
表
を

続
け
た
。
一
方
出
年
「
慎
」
「
情
緒
」
に
、
引

年
「
詩
の
村
」
、
必
年
「
核
」
、
必
年
「
現
代
詩

松
村
英
一
に
惹
か
れ
「
国
民
文
学
」
入
社
。
お

年
「
地
中
海
」
創
刊
に
参
画
。
日
中
戦
争
で
一

五
年
間
を
召
集
兵
あ
る
い
は
現
地
の
鉄
道
職
員

と
し
て
戦
乱
を
体
験
。
歌
に
は
放
胆
閤
達
在
中

に
東
洋
の
倫
理
が
根
を
下
ろ
す
。
来
道
歌
の
多

数
が
お
年
、
幻
年
に
発
表
さ
れ
た
。
歌
集
は

「
北
窓
」
「
布
雲
」
「
黄
衣
抄
」
「
万
春
L

「九

歌
」
「
石
牛
志
」
「
長
謡
し
な
ど
が
あ
る
。

(
村
井
宏
)

山
本
洋
子
見
守
昭
幻
・
ロ
・
幻

t
F
2
2

。
1
)
[詩
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
詩
集
「
山
本
洋

子
詩
集
」
「
淵
」
。
一
九
歳
ま
で
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

八
木
ひ
ろ
子
。
高
校
の
こ
ろ
に
ア
ボ
リ
ネ
!

ル
、
ヘ
ル
ダ
!
リ
ン
の
影
響
を
受
け
る
。
「
木

星

」

同

人

。

(

鷲

谷

峰

雄

)

山
本
露
滴
認
可
明
打

-m
・
1
1大
5

・
ロ
・

1
(
S
E
I
-
@広
)
[
短
歌
、
詩
、
新

聞
記
者
〕
大
分
県
生
ま
れ
。
本
名
喜
市
郎
。
明

治

mm
年
来
道
し
、
幾
春
別
の
小
学
校
に
入
っ

た
。
庁
立
札
幌
中
学
校
退
学
。
札
幌
の
電
信
技

術
伝
習
所
卒
業
。
出
年
に
上
京
し
て
落
合
直
文

に
認
め
ら
れ
、
岩
野
泡
鳴
を
識
る
。
初
年
に
帰

道
し
て
北
鳴
新
報
社
を
皮
切
り
に
新
聞
記
者
生

活
に
入
り
、
文
化
、
文
学
人
と
交
渉
を
深
め
紙

面
に
新
文
芸
の
生
気
を
も
た
ら
し
た
。
制
年
7

月
に
処
女
詩
歌
集
「
金
盃
」
(
東
京
、
美
術
評

論
支
社
)
を
上
梓
、
本
道
の
風
土
の
特
色
を
よ

く
捉
え
た
も
の
と
注
目
を
浴
び
た
。
翌
年
札
幌

で
「
実
業
之
北
海
」
を
創
刊
し
た
が
、
こ
の
時

研
究
」
(
東
京
)
、

ω年
「
帆

p
a
n
し
な
ど
に

参
加
。
詩
集
は
昭
和
お
年
の
処
女
詩
集
「
夜
の

人
」
を
は
じ
め
「
生
と
死
と
愛
と
」
(
昭
お
)
、

「
破
格
の
鼻
L

(

昭
犯
)
、
「
家
系
の
い
ら
だ
ち
L

(
昭
担
、
第
四
回
北
海
道
詩
人
賞
)
、
「
朝
の
い

た
み
」
(
昭
必
)
、
「
生
の
し
た
た
り
」
(
昭
却
)
、

「
荒
野
へ
」
(
昭
回
)
、
「
海
の
は
な
や
ぎ
」
(
昭

防
)
な
ど
八
冊
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
詩
集
と
し

て
の
中
心
主
題
と
豊
か
な
想
像
力
を
示
す
作
品

傾
向
を
持
っ
て
い
る
が
、
詩
風
は
じ
っ
く
り
と

現
実
を
凝
視
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
殊

に
病
を
得
て
初
期
の
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

を
超
え
生
死
の
は
ざ
ま
を
凝
視
し
て
か
ら
の
作

品
傾
向
は
、
巨
視
的
に
生
の
肯
定
へ
の
過
程
を

遂
げ
な
が
ら
旺
盛
な
筆
力
を
見
せ
て
い
る
。
ま

た
詩
誌
そ
の
他
に
発
表
し
た
随
想
を
集
成
し
た

エ
ッ
セ
ー
集
に
「
黄
昏
の
風
と
葬
列
」
(
昭
M
)

と
「
わ
が
隠
沼
よ
り
」
(
昭
防
)
が
あ
る
。
日

本
現
代
詩
人
会
員
。
北
海
道
詩
人
協
会
員
。
北

海

道

文

学

館

理

事

。

(

永

井

浩

)

山

本

千

里

技

巧

昭

3
-
m
-
m
I
(
S
N

∞1
)
(俳
句
〕
渡
島
管
内
木
古
内
町
生
ま
れ
。

昭
和
必
年
「
ア
カ
シ
ヤ
」
、
叫
年
「
風
土
」
入

会
後
同
人
。
必
年
「
丹
精
」
素
玄
集
に
投
句
。

川
崎
年
「
査
し
入
会
後
同
人
。
木
古
内
に
「
い
さ

り
火
俳
句
会
」
を
結
成
、
会
報
「
い
さ
り
火
」

を
発
行
。
同
年
「
葦
牙
」
に
投
句
。

(
金
谷
信
夫
)

明
却
・

1

・
mmtF昭
防
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山
本
武
雄

や
ま
も
と

た
け
あ

期
に
来
遊
中
の
岩
野
泡
鳴
と
旧
交
を
あ
た
た

め
、
泡
鳴
の
代
表
作
「
放
浪
」
に
描
か
れ
る
。

明
治
必
年
か
ら
大
正
5
年
ま
で
は
樺
太
に
渡
っ

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
。
露
滴

が
提
唱
し
た
P

冷
的
文
芸
d

は
南
方
に
対
す
る

北
方
文
学
の
意
で
あ
り
、
北
海
道
文
学
論
の
鳴

矢
と
い
え
る
。
東
京
で
没
し
た
が
泡
鳴
の
編
集

に
な
る
「
山
本
露
滴
遺
稿
」
(
大
6
・
2
、
山

本
美
喜
雄
編
集
発
行
)
が
あ
っ
て
人
と
作
品
を

伝

え

て

い

る

。

(

木

原

直

彦

)

山
谷
三
郎
一
説
明
う
明
白
・

8
・
m
I
(
S
O

N

-

)

[

俳
句
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
大
正
ロ
年

「
時
雨
L

誌
友
と
な
り
、
戦
前
「
水
声
」
「
広

場
L

「
天
香
」
、
戦
後
は
「
雲
母
」
「
秋
」
「
葦

牙
」
「
氷
下
魚
」
に
投
句
し
た
が
、
現
在
は

「
秋
」
「
葦
牙
」
同
人
。
「
秋
」
小
樽
支
部
の
指

導
的
立
場
に
も
あ
り
、
小
樽
俳
句
協
会
の
重
要

な
メ
ン
バ
ー
。
昭
和
同
年
小
樽
教
育
長
賞
受

賞
。
現
代
俳
句
協
会
員
。
(
島
恒
人
)

鑓
田
研
一

n
p
明
お
・

8
-
m
t昭
U
H

-
-
-
m
(
S
S
1
5
S
)
[評
論
、
小
説
〕

山
口
県
生
ま
れ
。
別
号
芳
花
、
本
名
徳
座
研

一
。
神
戸
中
央
神
学
校
卒
業
。
農
民
文
学
で
活

躍
し
た
ほ
か
「
有
島
武
郎
し
な
ど
伝
記
小
説
の

分
野
も
開
拓
し
た
。
短
編
小
説
「
酪
農
」
は
釧

路
管
内
弟
子
屈
町
を
舞
台
に
し
て
お
り
、
主
人

公
の
山
科
源
三
は
詩
人
の
更
科
源
蔵
が
モ
デ
ル

で
あ
る
。
書
き
下
ろ
し
「
農
民
文
学
十
人
集
L

(昭

u
・
7
、
中
央
公
論
社
)
に
収
め
ら
れ
て

379 



ゅうをくに

い
ス
U
O

(
木
原
直
露
)

ゆ

結
城
国
足

2
T
寛
政
ロ
t
p
明
幻
・
日
-

U
(
E
g
-
-∞
∞
∞
)
〔
短
歌
〕
福
島
県
生
ま
れ
。

通
称
は
平
左
衛
門
。
会
津
藩
士
で
代
々
百
石
の

在
た
る

家
柄
。
藩
校
日
新
館
で
沢
田
名
垂
に
歌
を
学

ぶ
。
明
治
3
年
9
月
斗
南
藩
の
五
戸
町
に
移

住
、
和
歌
教
授
所
を
開
く
。
5
年
5
月
長
男
繁

治
の
開
拓
使
出
仕
に
伴
ぃ
、
札
幌
に
転
住
、
札

樽
の
人
た
ち
に
歌
を
教
え
た
。
札
幌
八
景
を
詠

ん
だ
歌
も
あ
り
、
詠
歌
は
二
万
余
首
に
及
ぶ
と

い
う
。
札
幌
歌
壇
の
草
分
け
的
な
存
在
で
あ

る

。

(

中

山

周

三

)

柚
木
衆
三
は
う
ぞ
う
昭
5
・
1
・
5
3
昭

M
-
m
-
n
(
s
g
i
-
-
c弓
)
〔
詩
、
評
論
〕

留
萌
管
内
増
毛
町
生
ま
れ
。
本
名
川
浪
武
男
。

札
幌
逓
信
講
習
所
卒
、
増
毛
郵
便
局
に
勤
務
。

講
習
所
時
代
よ
り
詩
作
を
行
い
、
昭
和
初
年
処

女
詩
集
「
う
た
ど
え
は
風
に
燃
え
て
」
を
出

す
。
幻
年
よ
り
滝
川
の
「
流
域
」
、
旭
川
の

「
風
土
」
「
朔
風
」
等
の
同
人
誌
に
参
加
。
「
朔

風
し
に
載
せ
た
評
論
「
郷
土
文
学
の
新
し
い
視

点
L

で
注
目
を
受
け
る
。
そ
の
後
「
留
萌
文

ょこたしよ(人名編)

ω
1
)
〔
詩
〕
留
萌
市
生
ま
れ
。
留
萌
高
校
を
経

て
法
政
大
学
(
通
信
課
程
)
卒
。
中
学
教
師
の

か
た
わ
ら
詩
作
を
は
じ
め
、
昭
和
初
年
留
萌
ペ

ン
ク
ラ
ブ
設
立
と
同
時
に
会
員
と
な
り
「
P
E

N
」
(
の
ち
「
留
萌
文
学
」
と
改
題
)
に
詩
、

小
説
を
発
表
。
詩
誌
「
未
完
成
L

(

留
萌
)
を

創
刊
し
編
集
に
あ
た
る
。
「
情
緒
」
(
旭
川
)
同

人
。
必
年
第
一
詩
集
「
沈
黙
の
層
」
、

M
年
第

二
詩
集
「
苦
痛
の
海
」
を
刊
行
。
戯
曲
「
風
に

な
り
た
い
鳥
の
よ
う
に
」
(
昭
M
)
、一

i

波
涛
の

海
」
(
昭
日
)
を
留
萌
戯
曲
研
究
会
に
よ
っ
て

上
演
し
た
。
留
萌
ペ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
と
し

て
「
留
萌
文
学
」
の
編
集
、
発
行
に
あ
た
る
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

湯
本
恵
美
子
符
日
昭
4
・
3
・
3
1
(
目。

包
t
F
)
[
短
歌
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
湯
本
竜
夫

人
。
昭
和
必
年
「
原
始
林
」
に
入
社
、
次
い
で

「
鳴
族
し
に
所
属
し
た
。
印
年
原
始
林
社
田
辺

賞
、
鳴
族
社
新
田
寛
賞
、
日
年
度
原
始
林
賞
を

受
賞
。
回
年
6
月
に
第
一
歌
集
「
忍
灯
し
を
出

版
し
た
。
夫
妻
そ
ろ
っ
て
の
原
始
林
賞
受
賞

と
、
歌
集
の
同
時
出
版
は
歌
壇
で
は
め
ず
ら
し

い
。
北
海
道
歌
人
会
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会

員

。

(

北

川

頼

子

)

湯

本

竜

民

日

大

口

-
m
・
2
1
(
E
N
N

I
)
[短
歌
)
小
樽
市
生
ま
れ
。
本
名
竜
二
。

昭
和
打
年
応
召
、
終
戦
後
シ
ベ
リ
ア
で
抑
留
生

活
の
辛
酸
を
な
め
お
年
帰
還
。
結
核
療
養
の
後

自
営
業
。

m
M
年
「
原
始
林
」
入
社
。
日
切
年
原
始

学
」
(
初
号
ま
で
「
P
E
N
」
)
、
「
全
逓
北
海
道

文
学
」
「
北
海
道
文
学
」
、
詩
誌
「
未
完
成
」
、

山
岳
会
誌
「
未
踏
」
等
を
中
心
に
詩
、
創
作
、

評
論
、
エ
ッ
セ
ー
を
精
力
的
に
発
表
。

M
年
詩

集
「
暑
寒
・
わ
が
青
春
の
山
」
と
、
創
作
評
論

集
「
白
い
縦
走
路
」
を
自
費
出
版
す
る
が
急

逝
。
没
後
「
柚
木
衆
三
評
論
集
L

刊
行
さ
れ

る
。
ほ
か
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
「
全
逓
北

海
道
文
学
運
動
史
覚
え
書
」
が
あ
る
。(

山
下
和
章
)

雪
国
麻
紗
持
た
昭
4

・2
-
u
t
p
(
包
包

1
)
〔
俳
句
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
本
名
敏
子
。

昭
和
お
年
に
札
幌
へ
転
居
し
た
細
谷
源
二
や
、

川
端
麟
太
な
ど
と
出
会
い
作
句
。

ω年
「
氷
原

帯
」
に
入
会
。
位
年
同
人
。
必
年
氷
原
帯
第
六

回
風
餐
賞
、
川
崎
年
第
二
回
細
谷
源
二
賞
、
印
年

氷
原
帯
賞
を
受
賞
す
る
。
(
辻
脇
系
一
)

行
友
政
一
詩
坑
明
日
ω
・
2
・

m
m
h昭川崎

・
6
-
m
(
S
o
o
-
-
。斗ω)
〔
評
論
〕
函
館
市

生
ま
れ
。
函
館
商
業
学
校
卒
。
大
正
9
年
函
館

海
峡
詩
社
に
加
わ
り
同
人
誌
「
海
峡
」
で
短
歌

活
動
。
戦
後
宮
崎
部
雨
、
阿
部
た
つ
を
ら
と
、

あ
ら
た
め
て
総
合
文
化
誌
「
海
峡
」
と
し
て
こ

れ
を
復
刊
、
以
後
数
次
の
休
復
刊
を
く
り
返
し

な
が
ら
、
そ
の
発
行
編
集
責
任
者
と
し
て
昭
和

錦
年
の
終
刊
ま
で
通
巻
一
五
五
号
の
発
刊
に
尽

力
し
た
。
ま
た
函
館
啄
木
会
な
ど
に
も
関
与

し
、
昭
和
弘
年
に
は
市
議
会
議
員
を
務
め
文
化

活

動

に

寄

与

し

た

。

(

安

東

埠

二

)

林
田
辺
賞
、
日
年
原
始
林
賞
受
賞
。
水
害
、
倒

産
、
火
災
と
会
社
経
営
も
波
乱
つ
づ
き
だ
っ
た

が
、
常
に
強
靭
に
立
ち
直
る
。
小
事
に
こ
だ
わ

ら
な
い
骨
太
さ
が
詠
風
に
も
及
び
、
な
お
若
々

し
い
ロ
マ
ン
が
あ
る
。
夫
人
恵
美
子
と
同
時
期

(
昭
印
)
に
別
個
の
歌
集
「
海
光
」
を
上
梓
。

(
村
井
宏
)

よ

横
井
み
つ
る
渋
い
大
6
・
日
・
お

1
(
巴

み
つ
る

コt
p
)
(
短
歌
〕
本
名
弧
。
室
蘭
商
業
卒
。
北

海
道
拓
殖
銀
行
を
定
年
退
職
し
た
あ
と
、
商
社

の
経
理
担
当
。
昭
和
也
年
1
月
工
藤
仙
二
ら
と

室
蘭
を
中
心
と
し
た
道
南
地
域
の
口
語
短
歌
発

展
の
推
進
力
と
し
て
、
炭
か
す
の
街
詩
社
を
結

成
、
歌
誌
「
炭
か
す
の
街
」
を
創
刊
。
戦
後
、

炭
光
任
、
桂
一
郎
ら
の
「
平
行
線
」
に
参
加
。

位
年
札
幌
市
に
転
住
。
叫
年
3
月
「
青
空
」
の

札
幌
支
部
会
員
を
軸
と
す
る
口
語
歌
誌
「
新
短

歌
時
代
」
の
創
刊
に
参
加
し
た
が
、
6
カ
月
後

の
同
年
9
月
同
誌
か
ら
別
れ
、
吉
田
秋
陽
、
川

村
弥
生
、
名
島
俊
子
、
草
路
れ
い
、
畑
沢
草
羽

ら
と
藻
岩
嶺
社
を
結
成
し
て
「
藻
岩
嶺
」
を
創

刊
、
編
集
を
担
当
、
七
号
以
降
畑
沢
に
バ
ト
ン

雪
原
立
樹
勢
可
昭
3
・
3
・

5
h
(
S
N

∞
1
)
[詩
〕
富
良
野
市
生
ま
れ
。
本
名
野
崎
末

隆
。
詩
誌
「
乱
気
流
」
主
宰
。
ペ
ー
ソ
ス
と
ユ

ー
モ
ア
で
日
常
を
描
き
な
が
ら
鋭
い
風
刺
で
社

会
悪
を
切
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
「
雪
原

立
樹
詩
集
L

(

昭

ω
・
2
、
芸
風
書
院
)
が
あ

る

。

(

大

広

行

雄

)

譲
原
昌
子
辞
け
は
ら
明
叫
・
日

-
U
I
昭

M
・
1
・
ロ

(
S
H
H
I
S
S
)
[
小
説
〕
戸
籍

上
は
茨
城
県
の
生
ま
れ
だ
が
、
自
筆
略
歴
に
よ

る
と
F

空
知
の
国
d

生
ま
れ
。
本
名
船
橋
き
よ

の
。
筆
名
は
ほ
か
に
鷲
津
ゆ
き
。
大
正
6
年
に

樺
太
へ
渡
り
、
落
合
小
学
校
、
豊
原
高
等
女
学

校
を
卒
業
。
小
学
校
教
員
の
か
た
わ
ら
雑
誌

「
樺
太
」
な
ど
に
作
品
を
発
表
。
「
朔
北
の
闘

ひ
」
(
昭

u
・
2
、
「
文
芸
首
都
」
)
が
芥
川
賞

の
宇
野
浩
二
の
候
補
カ
l
ド
に
の
る
。
昭
和
同

年
5
月
に
上
京
し
「
汗
情
歌
L

(

昭
日
・
3
、

「
早
稲
田
文
学
」
)
と
、
「
故
郷
の
岸
」
(
昭
日

・
2
、
「
新
作
家
L
)

が
芥
川
賞
候
補
に
、
ま
た

「
泉
」
(
昭

m
・
6
、
同
)
が
樋
口
一
葉
賞
の

候
補
に
な
る
。
戦
後
の
幻
年
日
月
に
処
女
短
編

集
「
朔
北
の
闘
ひ
し
(
札
幌
、
童
書
房
)
が
出

版
さ
れ
、
「
死
な
な
い
蛸
」
「
朝
鮮
ヤ
キ
L

な
ど

を
残
し
て
清
瀬
の
東
京
療
養
所
で
没
し
た
。
遺

稿
集
に
「
故
郷
の
岸
」
(
昭

ω
・
3
、
同
成
社
)

が
あ
る
が
、
故
郷
の
樺
太
を
舞
台
に
し
た
作
品

が

多

い

。

(

木

原

直

彦

)

湯

田

克

衛

昭

叩

・

1

・

7
I
2
8

380 

ゆ
だ

か
つ
h

え
い

タ
ッ
チ
し
、
間
も
な
く
口
語
短
歌
か
ら
遠
ざ
か

っ
た
。
現
在
「
由
紀
坐
左
」
編
集
委
員
。
「
原

始
林
」
「
ぬ
は
り
」
の
同
人
。
編
著
書
に
、
「
炭

か
す
の
街
」
編
集
同
人
で
口
年
3
月
二
三
歳
で

病
死
し
た
清
水
不
泣
の
遺
歌
集
「
海
鳴
り
」

(
昭
臼
)
が
あ
る
。
(
田
村
哲
一
一
一
)

横
尾
幹
男
白
川
昭
日
・
6
・

4
1
(
呂
ω
∞

1
)
[短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
昭
和
お
年
高

校
卒
業
後
国
鉄
に
就
職
。
高
校
時
代
よ
り
作
歌

を
は
じ
め
お
年
「
辛
夷
」
、
つ
い
で
お
年
「
潮

音
」
入
社
。
却
年
第
六
回
辛
夷
賞
受
賞
。
日
年

第
一
歌
集
「
天
を
ゆ
く
風
」
(
雁
書
館
)
発
刊
。

厳
寒
の
地
に
一
途
に
う
た
う
自
然
と
人
間
の
作

が
高
い
評
価
を
う
け
た
。
現
在
「
潮
音
」
同

人
、
「
揮
」
同
人
、
「
辛
夷
」
旭
川
支
社
の
代
表

者
、
運
営
委
員
、
選
者
。
旭
川
刑
務
所
受
刑
者

短

歌

指

導

担

当

。

(

大

塚

陽

子

)

横
田
庄
八
は
読
は
ち
明
お
・
2
・
日
4
1
(
5

0
ω
1
)
〔
短
歌
〕
石
狩
管
内
石
狩
町
生
ま
れ
。

昭
和
5
年
よ
り
徳
島
中
、
札
幌
一
中
教
諭
、
犯

年
よ
り
栗
山
、
釧
路
、
札
幌
の
高
校
長
を
歴

任
。
現
在
「
原
始
林
」
、
「
撒
構
」
同
人
。
札
幌

刑
務
所
篤
志
面
接
委
員
で
短
歌
を
指
導
。
新
琴

似
短
歌
会
長
を
務
め
る
。
剛
山
年
に
歌
集
「
は
ま

な
す
の
丘
」
、
町
年
「
遮
断
緑
地
」
、
日
年
に
評

伝
「
思
い
出
の
島
木
健
作
」
が
あ
る
。
少
年
時

代
は
「
文
章
倶
楽
部
」
「
明
星
し
等
で
活
躍
、

長
年
教
職
に
あ
っ
た
た
め
、
教
育
を
通
し
て
の

眼
ざ
し
も
温
か
く
深
い
。
(
宮
西
頼
母
)

381 



ょこちたえ

横
地
妙
子
定
時
昭
8
・
8
・

6
1
2
8
ω

t
F
)
[
俳
句
〕
網
走
市
生
ま
れ
。
昭
和
幻
年

「
氷
下
魚
」
に
入
会
、
伊
藤
凍
魚
に
師
事
。
の

ち
「
え
ぞ
に
う
」
入
会
、
現
在
同
人
幹
事
。

「
壷
」
に
所
属
し
た
あ
と
岸
田
稚
魚
の
「
浪

江
川
し
に
入
会
、
現
在
同
人
。
(
鈴
木
青
光
)

横
道
秀
川
見
詰
ん
明
幻
・
2
・
n
t
F
(
5

5
1
)
[俳
句
]
岩
見
沢
市
生
ま
れ
。
本
名
英

雄
。
北
海
道
帝
国
大
学
工
学
部
卒
。
北
海
道

庁
、
北
海
道
開
発
局
等
を
経
て
北
大
工
学
部
教

授
を
務
め
た
。
旧
制
中
学
時
代
か
ら
「
枯
野
」

系
俳
人
で
あ
っ
た
長
兄
の
影
響
に
よ
り
句
作
に

興
味
を
覚
え
て
長
谷
川
零
齢
子
来
道
の
歓
迎
句

会
に
出
席
。
そ
の
後
学
業
、
公
務
の
余
暇
に
句

作
断
続
。
昭
和
幻
年
知
友
の
す
す
め
で
「
枯

野
」
を
継
承
し
た
「
水
明
」
に
投
じ
、
零
齢
子

未
亡
人
長
谷
川
か
な
女
に
師
事
し
、
「
俳
句
は

地
球
の
広
き
で
あ
り
た
い
し
と
い
う
か
な
女
の

主
張
に
共
鳴
す
る
。
こ
の
こ
ろ
美
唄
在
住
の

「
水
明
」
同
人
正
岡
陽
炎
女
を
知
る
。
昭
和
犯

年
同
人
と
な
る
。
土
木
試
験
所
時
代
に
職
場
の

「
堤
影
句
会
」
を
創
り
、
ま
た
「
札
幌
水
明
句

会
」
を
発
足
さ
せ
句
会
中
心
の
活
動
を
続
け

る。

M
年
「
雪
嶺
」
創
刊
主
宰
。
日
目
年
第
一
句

集
「
青
き
繁
殖
し
、
日
年
第
二
句
集
「
銀
杏
並

木
」
、
日
年
第
三
句
集
「
寒
銀
河
L

刊
行
。
昭

和

ω年
土
木
学
会
賞
、
犯
年
水
明
賞
、
必
年
北

海
道
新
聞
文
化
賞
等
受
賞
。
俳
人
協
会
員
。
現

代
俳
句
協
会
員
。
〈
帆
ゆ
る
も
の
な
く
落
日
の

よしおかい(人名編)

へ
竹
田
て
つ
を
)

横
山
芳
介
日
夜
明
弘
・
5
・

8
1昭
日

・
1
・
初
(
】
∞
2
1
5
ω
∞
)
[
詩
〕
東
京
生
ま

れ
。
明
治
必
年
9
月
北
海
道
大
学
予
科
入
学
。

在
学
中
の
明
治
必
年
恵
迫
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」

を
作
詞
、
日
本
の
寮
歌
の
、
な
か
で
名
歌
と
し
て

親
し
ま
れ
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。
作
曲
は
赤
木
顕

次
(
一
学
年
上
級
、
小
樽
出
身
)
。
大
正
6
年

卒
業
後
砂
川
土
地
調
査
員
を
勤
め
た
あ
と
7
年

静
岡
県
農
会
技
師
、
静
岡
県
小
作
官
と
し
て
県

下
の
農
業
問
題
の
た
め
に
尽
く
す
。
昭
和
白
年

9
月
「
都
ぞ
弥
生
」
歌
碑
が
恵
迫
寮
南
側
エ
ル

ム
林
内
に
建
て
ら
れ
た
。
(
東
延
江
)

与
謝
野
晶
子
容
ω

明
日
・
ロ
・

7
1昭

口
・
5
・

m
m
(
z
g
I
H
E
N
)
[
短
歌
、
詩
〕

ほ
う

大
阪
(
堺
市
)
生
ま
れ
。
旧
姓
鳳
。
昭
和
6
年

5
月
夫
の
寛
と
共
に
来
道
。
北
海
道
大
学
に
招

か
れ
寛
と
講
演
。
乞
わ
れ
て
一

O
回
ほ
ど
学

校
、
団
体
で
講
演
し
、
札
幌
放
送
局
か
ら
「
わ

た
く
し
の
歌
を
作
る
心
持
」
と
題
し
て
放
送
し

た
。
ま
た
来
道
記
念
に
函
館
図
書
館
が
主
催
、

棒
二
森
屋
デ
パ
ー
ト
で
「
与
謝
野
寛
、
晶
子
全

著
書
展
覧
会
」
が
一
週
間
聞
か
れ
た
。
在
道

中
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
な
か
っ
た
が
、
北
海
道
の

風
光
を
楽
し
ん
で
作
歌
、
「
北
遊
詠
草
」
一
七

三
首
が
「
冬
柏
」
に
発
表
さ
れ
た
。
昭
和
日
年

洞
爺
観
光
協
会
の
手
で
湖
畔
に
歌
碑
が
建
立
さ

れ
た
。
〈
山
畑
に
し
ら
雲
ほ
ど
の
か
げ
ら
ふ
の

立
ち
て
洞
爺
の
梅
さ
く
ら
咲
く
〉

流
氷
原
〉

[
寒
銀
河
]
紋
f

句
集
。
昭
和
田
年
7
月
雪

嶺
発
行
所
刊
。
日
年
か
ら
日
年
ま
で
約
五
年
間

の
三
百
余
句
を
収
め
る
。
上
梓
の
日
年
は
主
宰

誌
「
雪
嶺
」
創
刊
一
周
年
で
、
ま
た
著
者
の
古

稀
に
も
あ
た
る
の
で
、
実
作
者
と
し
て
の
新
し

い
出
発
を
確
認
す
る
決
意
で
刊
行
さ
れ
た
。
題

名
も
、
主
宰
誌
名
と
呼
応
し
て
北
方
的
な
趣
が

あ
り
、
そ
の
自
然
観
、
社
会
観
を
交
え
た
哀
歓

を

映

し

て

い

る

。

(

木

村

敏

男

)

横

光

晃

在

宅

昭

5
・
7
・
1
1
2
8

。t
F
)
[

シ
ナ
リ
オ
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
本
名
山

根
富
男
。
空
知
農
業
学
校
卒
。
雪
印
種
苗
勤
務

の
の
ち
、
昭
和
幻
年
札
幌
放
送
劇
団
一
期
生
と

し
て
入
団
。
N
H
K
札
幌
放
送
局
専
属
脚
本
家

と
な
る
。
放
送
劇
「
サ
ガ
レ
ン
の
花
L

「
地
底
」

で
文
化
庁
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
。
上
京
し
て
フ

リ
!
と
な
り
主
と
し
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
活
躍

し
て
い
る
。
著
書
に
ド
ラ
マ
を
小
説
化
し
た

「
オ
ラ
ン
ダ
お
い
ね
」
「
薩
摩
お
ご
じ
よ
」
ほ

か
。
日
本
放
送
作
家
協
会
常
務
理
事
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

横
光
利
一
日
切
っ
明
出
・
3
・
口

t
昭
幻

・
ロ
・
初
(
冨
混

1
5
h
)
[
小
説
〕
福
島
県

生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
中
退
。
大
正
ロ
年
「
文

芸
春
秋
」
同
人
と
な
る
。
翌
年
同
月
「
文
芸
時

代
」
創
刊
に
参
加
し
、
新
感
覚
派
文
学
運
動
の

中
心
と
な
る
。
昭
和
日
年
2
月
か
ら
半
年
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
。
日
年
6
月
川
端
康
成
と
と

(
西
村
一
平
)

与
謝
野
鉄
幹
ヨ
ア
明
H
・
H
-
U
1
昭

叩
・

3
・
Mm(H笥
ω
1
5
ω
ω
)
[短
歌
、
詩
〕
京

ひ
ろ
し

都
市
外
岡
崎
村
生
ま
れ
。
本
名
寛
。
昭
和
6
年

5
月
幻
日
妻
晶
子
を
伴
ぃ
、
連
絡
船
松
前
丸
で

来
道
、
函
館
、
小
樽
、
札
幌
、
定
山
渓
、
真
駒

内
、
旭
川
、
層
雲
峡
、
白
老
、
登
別
温
泉
、
室

蘭
、
洞
爺
湖
温
泉
と
歴
巡
し
、
曽
識
の
友
人
と

数
多
く
逢
っ
て
6
月
7
日
函
館
か
ら
退
道
し

た
。
目
的
は
北
海
道
大
学
文
武
会
で
の
講
演
。

さ
ら
に
札
幌
放
送
局
か
ら
「
柿
本
人
麿
と
和
泉

式
部
」
と
題
し
て
講
演
放
送
を
し
た
。
滞
在
中

景
観
と
作
歌
を
楽
し
み
「
北
遊
詠
草
」
一
七
一

首
を
、
主
宰
す
る
「
冬
柏
」
第
一
一
巻
第
七
号
に

発
表
し
た
。
昭
和
白
年
函
館
市
立
待
岬
に
歌
碑

が
建
立
さ
れ
た
。
〈
浜
菊
を
郁
雨
が
引
き
て
根

に
添
す
る
立
待
岬
の
岩
か
げ
の
土
〉

(
西
村
一
平
)

吉

井

勇

氏

か

明

問

・

ω
・
8
1
昭
お

・
日
・
問

(
E
g
-
-
g。
)
[
短
歌
〕
京
都
生

ま
れ
。
明
治
犯
年
与
謝
野
寛
主
宰
の
新
詩
社
に

入
り
、
木
下
杢
太
郎
、
白
秋
、
啄
木
、
鴎
外
ら

と
知
り
「
明
星
」
に
短
歌
や
新
体
詩
を
発
表
。

引
年
脱
退
し
て
独
自
の
歌
風
に
終
始
、
遊
蕩
歌

人
な
ど
と
い
わ
れ
た
。
処
女
歌
集
「
酒
ほ
が

い
」
(
明
日
叫
)
。
来
道
は
昭
和
初
年
6
月
で
、
北

海
道
新
聞
に
短
歌
を
発
表
、
H
B
C
ラ
ジ
オ
で

山
下
秀
之
助
と
対
談
放
送
。
札
幌
市
大
通
に
、

有
名
な
札
幌
の
リ
ラ
の
歌
の
歌
碑
が
建
っ
て
い

も
に
講
演
会
と
座
談
会
に
招
か
れ
て
来
道
し
、

北
大
で
の
講
演
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
し
は

「
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
」
(
昭
日
・
6
・

mm)

に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
(
神
谷
忠
孝
)

横

山

琴

子

立

す

大

4
・
4
・
4
1
(
S
H

印

1
)
[短
歌
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
札
幌
市
立
高

女
卒
。
札
幌
医
大
附
属
病
院
に
勤
務
し
必
年
退

職
。
昭
和
幻
年
井
戸
川
美
和
子
の
「
つ
ど
ゐ
」

に
加
わ
り
指
導
を
受
け
る
。

M
年
「
新
墾
」
入

社
、
必
年
新
墾
賞
を
受
賞
。
同
誌
選
者
も
務
め

る

。

幹

部

同

人

。

(

坪

川

美

智

子

)

横
山
白
虹
円
立
明
犯
・
日
・

8
1昭
防

-
H
・
m
m
(
E
S
t
-
3
8
)
〔
俳
句
〕
東
京
生

た
け
お

ま
れ
。
本
名
建
夫
。
九
州
帝
大
卒
の
外
科
医
。

大
正
日
年
「
天
の
川
」
(
吉
岡
禅
寺
洞
主
宰
)

に
参
加
、
の
ち
編
集
長
。
昭
和
ロ
年
よ
り
「
白

鳴
鐘
し
を
創
刊
主
宰
し
て
新
興
俳
句
運
動
の
一

翼
を
担
う
。
川
崎
年
よ
り
現
代
俳
句
協
会
長
に
就

任
。
日
年
同
協
会
北
海
道
俳
句
大
会
出
席
の
た

め
来
札
。
句
集
に
「
海
墜
し
(
昭
問
、
紗
羅
書

百
)
の
ほ
か
「
空
港
」
「
横
山
白
虹
句
集
」
が

あ

る

。

(

辻

脇

系

一

)

横
山
瑞
枝
川
代
守
昭

6
・
1
・

m
m
I
2
8

H
I
)
[
俳
句
〕
十
勝
管
内
清
水
町
生
ま
れ
。

帯
広
高
等
女
学
校
中
退
。
家
業
の
農
業
に
従
事

す
る
か
た
わ
ら
昭
和
初
年
よ
り
「
あ
き
あ
じ
」

に
依
り
作
句
。
現
在
「
柏
林
」
「
杉
」
所
属
、

「
に
れ
」
同
人
。
日
目
年
あ
き
あ
じ
進
歩
賞
受

賞。

M
年
第
一
回
に
れ
賞
受
賞
。

382 

る

。

(

田

村

哲

三

)

吉
井
民
子
叫
詐
大
元
・
ロ
・

3
1
(
E
H
N

1
)
〔
短
歌
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
本
名
多
美
。

函
館
大
谷
高
女
卒
。
阿
部
た
つ
を
に
師
事
。
昭

和
初
年
「
無
風
帯
し
に
入
会
す
る
。
現
在
「
あ

け
び
」
「
せ

f
り
ぎ
」
同
人
。
歌
集
「
ふ
た
り

し
づ
か
し
の
ほ
か
著
書
に
昭
和
初
期
の
函
館
風

俗
を
描
い
た
随
筆
集
「
質
屋
の
蔵
」
が
あ
る
。

(
{
呂
田
千
恵
)

吉
植
庄
亮
は
札
口
ょ
う
明
打
・

7
・
3
1昭

お
・
ロ
・

7

(
お
宮

1
5
ω
∞
)
[
短
歌
〕
千
葉

県
生
ま
れ
。
大
正
3
年
東
京
大
学
法
科
卒
。
中

央
新
聞
記
者
を
経
て
印
措
沼
開
墾
事
業
を
達

成
。
代
議
土
当
選
コ
一
回
。
大
正
日
年
に
「
撒

携
し
を
創
刊
し
「
寂
光
」
「
く
さ
は
ら
」
「
開

墾
」
「
稲
の
花
粉
L

等
九
編
の
歌
集
と
、
「
馬
の

散
歩
し
ほ
か
数
冊
の
随
筆
集
を
残
す
。
歌
風
は

薫
園
に
師
事
し
、
白
秋
、
夕
暮
の
友
情
に
影
響

を
も
つ
が
、
つ
ね
に
人
間
と
生
活
を
追
い
、
そ

の
閲
達
自
在
な
技
法
は
無
類
で
あ
る
。
草
創
期

の
本
道
新
聞
界
を
開
拓
し
た
父
庄
一
郎
は
和

(
空
知
管
内
北
竜
町
)
の
開
拓
者
で
、
庄
亮
の

随
筆
集
「
百
姓
記
」
に
そ
の
こ
と
が
描
か
れ
て

い
る
。
大
正
凶
年
に
北
原
白
秋
と
共
に
樺
太
、

北
海
道
を
旅
し
、
和
に
も
立
ち
寄
っ
た
。
北
海

道

詠

も

多

い

。

(

土

蔵

培

人

)

吉
岡
一
郎
坑
な
明
鈎
・
3
・

8
1昭
ω

・
1
・
日

(
E
g
-
-
c∞ω
)

[

短
歌
〕
網
走
市

生
ま
れ
。
大
正
日
年
札
幌
師
範
学
校
卒
。
釧

383 



よしおかこ

路
、
小
樽
、
札
幌
各
市
の
小
学
校
教
員
。
昭
和

同
年
河
出
書
房
勤
務
。
幻
年
よ
り
札
幌
で
出
版

業
柏
葉
書
院
経
営
。
の
ち
東
京
に
居
住
。
歌
集

出
版
が
多
い
。
大
正
末
期
よ
り
作
歌
「
創
作
し

に
所
属
。
牧
水
夫
妻
来
道
の
際
案
内
役
を
つ
と

め

た

。

(

川

村

涛

人

)

吉

岡

康

日

t
昭

8
・3
・
8
1
2
8

ω
1
)
[
小
説
〕
空
知
管
内
由
仁
町
生
ま
れ
。
本

名
荒
川
憲
男
。
昭
和

m年
北
海
道
学
芸
大
学
岩

見
沢
分
校
入
学
。
安
住
誠
悦
教
授
に
師
事
。
同

人
誌
「
遍
歴
文
学
」
を
発
刊
し
処
女
作
を
発
表

し
た
が
六
号
で
廃
刊
。
鈎
年
留
萌
ペ
ン
ク
ラ
ブ

入
会
、
「
留
萌
文
学
」
に
「
樽
の
中
を
駆
け
る

狐
」
「
牛
が
歩
き
出
す
時
」
を
発
表
。

U
年

「
海
か
ら
の
声
」
で
第
七
回
北
海
道
新
聞
文
学

賞
佳
作
、
日
年
「
遠
ざ
か
る
夏
」
で
北
方
ジ
ャ

ー
ナ
ル
同
人
誌
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。
中
学
校

教

員

。

(

東

野

ひ

ろ

子

)

吉
岡
秋
帆
影
は
弘
?
と
明

ω
・
日
・
幻

t
F
(
3
0
?
?
)
[
俳
句
〕
愛
媛
県
生
ま
れ
。
本
名

宗
次
郎
。
日
本
大
学
専
門
部
中
退
。
酒
商
。
大

正
8
年
に
渡
道
、
北
見
市
に
居
住
す
る
。
昭
和

4
年
こ
ろ
入
院
中
に
名
塩
呑
空
よ
り
手
ほ
ど
き

を
受
け
句
作
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
「
木
の
芽
し
な

ど
に
投
句
。
「
阿
寒
」
創
刊
と
共
に
参
加
。
課

題
句
選
者
。
昭
和
同
年
北
海
道
で
最
初
の
ホ
ト

ト
ギ
ス
巻
頭
と
な
る
。

mm
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
同

人
。
現
在
、
北
海
道
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
顧
問
、
北

見
俳
協
会
長
、
北
見
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
長
な
ど
。

よしだおと(人名編)

男
の
三
人
。
帯
広
時
代
は
兄
吉
川
東
洋
と
詩
作

を
共
に
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
品

年
「
日
本
未
来
派
」
に
所
属
、
戦
争
の
体
験
を

う
た
う
詩
人
で
、
人
間
存
在
の
哀
し
み
を
滅
ん

で
い
く
花
や
草
に
託
し
た
詩
が
多
い
。(

小
松
瑛
子
)

吉
沢
進
吉
氏
誌
昭
日
・

4
・
ロ

I
2
2

0

1

)

[

小
説
〕
紋
別
市
生
ま
れ
。
天
塩
羽
幌
砿

山
事
務
、
利
尻
高
校
、
美
瑛
高
校
を
経
て
、
旭

川
工
業
高
校
国
語
、
体
育
教
諭
。
「
冬
涛
L

編

集
者
と
な
り
「
汐
な
り
」
「
川
烏
」
「
築
別
炭

砿
」
「
炭
砿
離
職
者
L

「
事
故
者
の
影
」
な
ど
の

作

品

が

あ

る

。

(

佐

藤

喜

一

)

吉

田

一

穂

立

F

明
白
・

8
・
日

1
昭川崎

・
3
・
1

(
】∞混
1
5吋
ω)

〔
詩
、
文
明
批
評
〕

渡
島
管
内
木
古
内
町
生
ま
れ
。
本
名
由
雄
。
生

家
は
網
元
で
積
丹
半
島
の
古
平
町
で
少
年
期
を

送
っ
た
。
大
正
7
年
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
に

進
学
。
横
光
利
一
、
佐
藤
一
英
ら
と
交
遊
。

「
幽
暗
」
創
刊
号
に
八
こ
の
愁
ひ
海
に
死
な
ま

し
渚
辺
の
た
ゆ
た
ふ
波
に
き
づ
け
お
く
つ
き
〉

を
発
表
。
浪
漫
派
の
歌
人
と
し
て
出
発
。
大
正

9
年
に
生
家
が
没
落
し
学
費
が
絶
た
れ
る
。
早

大
英
文
科
の
講
義
に
も
幻
滅
を
抱
き
、
中
退
。

詩
人
と
し
て
自
立
を
決
意
。
片
山
伸
の
世
話
で

童
謡
、
童
話
、
な
ど
の
売
文
生
活
に
入
っ
た
。

「
楽
園
」
「
詩
聖
」
「
日
本
詩
人
」
で
活
躍
。
日

年
童
謡
集
「
海
の
人
形
L

、
日
年
詩
集
「
海
の

聖
母
L

刊
行
。
昭
和
2
年
1
月
既
成
詩
壇
に
挑

(
嶋
田
一
歩
)

吉
岡
牧
村
町
村
川
明
却
・
5
・

6
1昭
M

・
5
・
日

(
5
2
1
3忍
)
[
短
歌
〕
後
志
管

内
島
牧
村
生
ま
れ
。
本
名
金
十
郎
。
函
館
逓
信

講
習
所
卒
。
函
館
郵
便
局
を
経
て
古
書
居
を
経

営
。
昭
和
8
年
岩
桧
葉
短
歌
会
に
参
加
。
叩
年

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
、
幻
年
「
羊
蹄
」
入
会
。
同
年

夫
人
に
よ
り
遺
歌
集
「
岩
桧
葉
」
刊
行
。

(
笹
原
登
喜
雄
)

吉
川
英
治

μ
は
わ
明
お
・

8
・
H
1昭
訂

・
9
・

7
2
S
N
I
H
S
N
)
[
小
説
〕
神
奈
川

県
生
ま
れ
。
「
宮
本
武
蔵
」
「
新
・
平
家
物
語
」

「
私
本
太
平
記
」
な
ど
、
大
衆
文
壇
の
雄
と
し

て
知
ら
れ
る
。
「
函
館
病
院
」
(
昭
7

・
2
、

「
中
央
公
論
」
。
「
北
海
道
文
学
全
集
」
ロ
巻

収
)
は
、
函
館
戦
争
時
の
、
赤
十
字
病
院
の
先

駆
と
も
い
う
べ
き
素
材
を
描
く
。

(
小
笠
原
克
)

吉
川
金
三
討
な
明
訂
・

2
1昭
印
・

3

(巴。串
4
1
5目
)
[
短
歌
]
函
館
市
生
ま
れ
。

本
名
金
蔵
。
高
小
卒
。
菓
子
舗
経
営
を
振
り
出

し
に
職
を
転
々
。
昭
和
必
年
帰
郷
ま
で
全
道
各

地
で
宿
病
療
養
。
大
正
日
年
「
ア
ラ
ラ
ギ
L

入

会
。
茂
吉
、
文
明
に
師
事
。
「
青
杉
」
「
竜
胆
」

「
山
石
桧
葉
」
「
羊
蹄
」
の
後
「
北
海
道
ア
ラ
ラ

ギ
」
会
員
。
合
同
歌
集
「
春
の
潮
」
が
あ
る
。

(
小
国
孝
徳
)

吉
川
澄
江
村
弘
ゎ
明
日
制
・

3
・
5
h
昭
印

・
1
・

m
m
(
E
G
-
-
g
S
〔
短
歌
〕
小
樽
市

戦
し
て
「
羅
旬
区
」
を
創
刊
。

5
年
「
故
園
の

書
」
(
現
代
の
芸
術
と
批
評
叢
書
日
)
刊
行
。

昭
和
7
年
叩
月
「
新
詩
論
」
創
刊
。
ボ
オ
、
ラ

ン
ボ
オ
、
マ
ラ
ル
メ
等
を
特
集
し
た
が
、
北
原

は
い
し

白
秋
と
対
立
し
つ
一
号
で
廃
刊
。
日
年
「
稗
子

伝
」
、
同
年
詩
論
集
「
黒
潮
回
帰
」
刊
行
。
戦

時
中
は
赤
貧
に
耐
え
、
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
の
嵐
に

抵
抗
。
絶
対
詩
の
原
理
を
探
究
。
つ
い
に
昭
和

四
年
叩
月
ロ
ゴ
・
ピ
l
ア
の
極
限
を
告
知
す
る

「
荒
野
の
夢
の
初
僅
圏
か
ら
」
(
「
詩
研
究
」
)

を
創
造
。
お
年
「
未
来
者
L

、
お
年
詩
論
集

「
古
代
緑
地
」
刊
行
。
精
神
史
的
自
叙
伝
「
海

す
え

の
思
想
」
で
、
北
海
の
喬
で
あ
り
、
絶
対
的
日

由
を
実
存
す
る
純
粋
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
っ

て
い
る
。
〈
磁
針
は
何
故
に
北
を
指
し
、
候
鳥

は
何
故
に
北
に
帰
る
の
か
?
〉
を
中
心
に
、
独

自
の
宇
宙
論
を
構
築
。
精
神
の
風
土
と
し
て
の

北
海
道
の
独
立
を
主
張
、
現
代
詩
の
方
法
的
制

覇
を
志
向
。
詩
神
に
捧
げ
た
孤
高
の
生
涯
は
、

北
方
の
詩
精
神
の
典
型
と
し
て
感
化
を
与
え

た
。
日
本
の
マ
ラ
ル
メ
と
称
さ
れ
、
昭
和
詩
史

の
北
極
星
に
位
置
し
不
滅
の
栄
光
を
放
っ
て
い

る
。
詩
誌
「
円
三
月
」
「
反
世
界
」
主
宰
。
没

後
、
「
定
本
吉
田
一
穂
全
集
」
全
三
巻
が
刊
行

さ
れ
た
。
白
鳥
古
丹
と
呼
ん
で
、
積
丹
の
海
郷

を
愛
し
、
古
平
小
唄
、
古
平
高
校
歌
を
残
し

た

。

(

千

葉

宣

一

)

吉
田
え
い
じ

μ
路

大

u
・
3
-
m
t
(
S

N
ω
t
F
)

〔
俳
句
]
空
知
管
内
新
十
津
川
町
生
ま

生
ま
れ
。
昭
和
4
年
小
樟
市
立
女
学
校
補
習
科

卒
。
日
年
古
川
泰
夫
と
結
婚
。
夫
の
任
地
に
従

っ
て
標
茶
、
帯
広
等
各
地
に
住
む
。
お
年
「
原

始
林
」
に
入
会
し
た
。
位
年
夫
の
定
年
に
よ
り

小
樽
に
定
住
す
る
。
小
櫓
聖
公
会
員
、
小
樽
友

の
会
会
員
。
同
年
6
月
歌
集
「
蟻
の
灯
」
を
出

版

。

(

北

川

頼

子

)

吉
川
東
洋
託
玲
明
刊
・

8
・
m
t
(
目。。

吋

1
)
[詩
、
作
詞
]
帯
広
市
生
ま
れ
。
本
名
静

夫
。
駒
沢
大
学
卒
。
昭
和
9
年
作
詞
家
倶
楽
部

を
帯
広
に
設
立
、
十
勝
毎
日
新
聞
に
盛
ん
に
作

品
を
発
表
、
の
ち
上
京
、
作
詞
家
と
な
る
。
帯

広
時
代
詩
誌
「
詩
酋
長
し
を
編
集
、
札
幌
の

「
牧
羊
」
二
六
、
二
九
号
な
ど
に
も
詩
を
発
表

し

て

い

る

。

(

小

松

瑛

子

)

吉
川
泰
夫
託
吋
明
却
・
ロ
・
は

1
2
8

。
1
)
[短
歌
〕
長
崎
県
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学

農
学
部
卒
。
昭
和
初
年
よ
り
深
川
、
帯
広
等
の

各
地
農
業
高
校
長
を
歴
任
。
初
年
作
歌
を
は
じ

め
「
原
始
林
し
に
入
社
し
た
。
公
立
高
校
退
職

の
後
は
、
日
叩
年
私
立
北
星
学
園
余
市
高
校
長
、

日
年
退
職
。
小
樟
聖
公
会
員
。
町
年
ー
ル

l
-ス

パ
ン
の
研
究
」
に
よ
り
、
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

を

受

章

し

た

。

(

北

川

頼

子

)

吉

川

洋

司

町

古

大

6
・
3
・
9
1昭

ω

・
2
-
M
(
巴
コ
ー
右
足
)
[
詩
〕
帯
広
市
生

ま
れ
。
昭
和
お
年
ロ
月
札
幌
に
詩
酋
長
社
を
設

立
、
詩
誌
「
詩
酋
長
」
を
発
刊
。
同
人
は
帯
広

時
代
の
詩
友
松
原
良
輝
と
札
幌
の
詩
人
鷲
巣
繁

384 

れ
。
本
名
英
治
。
北
海
道
大
学
医
専
卒
。
開
業

医
。
昭
和
初
年
「
ア
カ
シ
ヤ
」
入
会
。
初
年
同

百
花
集
同
人
。

M
W

年
同
木
理
集
(
無
鑑
査
)
同

人
。
句
集
に
「
煮
凝
」
あ
り
。
俳
人
協
会
員
o

M
年
滝
川
市
文
化
功
労
賞
受
賞
。
(
岡
津
康
司
)

吉
田
乙
丸
託

γ
明
引
・

7
-
m
1
2
8

∞t
F
)
[
短
歌
〕
新
潟
県
生
ま
れ
。
昭
和
初
年
村

役
場
に
勤
め
な
が
ら
作
歌
を
は
じ
め
、

2
年
か

ら
相
馬
御
風
に
師
事
。

7
年
兄
の
住
む
北
海
道

に
移
り
三
菱
美
唄
鉱
業
所
に
勤
め
、
8
年
「
国

民
文
学
し
に
入
社
、
半
田
良
平
の
選
を
受
け

る
。
初
年
植
松
寿
樹
を
主
宰
と
す
る
「
沃
野
」

に
参
ノ
加
。
幻
年
美
唄
鉱
業
所
の
文
化
活
動
講
師

に
山
下
秀
之
助
を
迎
え
指
導
を
受
け
た
の
を
契

機
と
し
て
「
原
始
林
」
に
入
会
。
お
年
激
動
す

る
労
働
運
動
の
中
で
、
揺
れ
動
く
良
識
派
の
苦

悩
の
所
産
「
波
動
」
(
附
首
)
を
も
っ
て
「
原

始
林
十
人
E
」
に
参
/
加
。
そ
の
後
、
生
活
環
境

に
安
定
を
得
、
生
来
の
柔
軟
な
行
情
的
資
質
に

深
化
を
加
え
た
。
定
年
退
職
の
お
年
上
京
し
て

日
新
化
工
幹
部
社
員
と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ

ら
、
東
京
原
始
林
社
の
世
話
人
を
務
め
て
い

る
。
現
在
「
原
始
林
」
在
京
選
者
。

[
奥
多
摩
〕
計
歌
集
。
原
始
林
叢
書
第
五

五
編
。
柏
葉
書
院
。
昭
和
U
年
5
月
刊
。
昭
和

2
年
歌
誌
「
冷
光
」
に
作
品
を
発
表
す
る
か
た

わ
ら
、
相
馬
御
風
に
師
事
し
た
初
期
作
品
か

ら
、
「
国
民
文
学
」
「
沃
野
」
を
経
て
「
原
始

林
L

に
入
社
し
、
犯
年
三
菱
鉱
業
を
定
年
退
職

385 



よしだかを

後
上
京
し
て
府
中
市
武
蔵
台
に
定
住
(
必
年
)

す
る
ま
で
、
四
十
数
年
間
の
作
品
を
収
め
る
著

者
の
第
一
歌
集
。
一
貫
し
て
穏
和
な
人
間
味
あ

ふ
れ
る
平
明
な
詠
風
で
、
著
者
の
誠
実
、
真
撃

な
人
柄
が
う
か
が
わ
れ
る
。
序
文
山
下
秀
之

助

。

(

田

村

哲

二

一

)

吉
田
牲
蛎
彦
託
M
E

明
引
・
日

-
m
1昭

防
・
3
・
初

(
S
S
1
5
g
)
[俳
句
〕
釧
路

管
内
厚
岸
町
生
ま
れ
。
本
名
栄
吉
。
国
学
院
大

学
中
退
。
役
場
勤
務
、
商
業
な
ど
波
乱
の
生

涯
。
昭
和
ロ
年
「
馬
酔
木
」
以
来
、
「
野
火
」

「
氷
下
魚
」
「
ア
カ
シ
ヤ
」
同
人
。
幻
年
厚
岸

ア
イ
カ
ッ
プ
吟
社
を
興
す
。
俳
人
協
会
員
。

(
鈴
木
青
光
)

吉
田
絃
二
郎
託
子
う
明

ω
・
日

-
M
t
p

昭
剖
・

4

・
引

(
s
g
1
5
8
)
[小
説
、
劇

作
、
随
筆
〕
佐
賀
県
生
ま
れ
。
本
名
源
次
郎
。

早
稲
田
大
学
英
文
科
卒
。
代
表
作
に
「
島
の

秋
」
「
太
陽
の
涯
」
「
小
鳥
の
来
る
日
」
な
ど
。

旅
と
人
生
を
愛
し
た
作
家
で
幾
度
か
来
道
し
て

い
る
。
小
説
「
海
峡
の
夜
」
や
随
筆
「
織
の

都
」
「
北
海
道
の
旅
」
な
ど
で
北
海
道
を
語
っ

て
い
る
が
、
「
静
日
夜
」
の
な
か
の
F

倶
知
安

の
N
H
は
「
監
獄
部
屋
」
の
作
者
沼
田
流
入
の

こ
と
。
本
道
を
舞
台
に
し
た
長
編
に
は
少
年
小

説
「
栗
の
花
の
咲
く
こ
ろ
L

(

大
日
・
7
、
実

業
之
日
本
社
)
と
「
春
の
逃
げ
水
」
(
昭
9
-

u
、
新
潮
社
)
と
が
あ
る
。
(
木
原
直
彦
)

吉
田
秋
陽
比
例
ょ
う
昭

4
-
m
-
U
I
(
H
C

よしだみち(人名編)

学
作
家
の
組
織
す
る
雑
誌
「
記
録
」
の
同
人
に

な
り
農
民
も
の
を
書
き
は
じ
め
る
。
昭
和
ロ
年

ロ
月
刊
の
鍵
山
博
史
編
「
農
民
小
説
集
収
穫
」

(
日
本
公
論
社
)
に
収
録
さ
れ
た
「
流
離
」

は
、
農
民
へ
の
同
感
を
示
し
た
作
品
と
し
て
注

目
さ
れ
出
世
作
と
な
っ
た
。
「
百
姓
記
L

(

昭
防

・
2
、
牧
野
書
官
)
は
十
勝
を
舞
台
に
し
た
開

拓
小
説
で
、
北
海
タ
イ
ム
ス
(
現
北
海
道
新

聞
)
の
第
一
回
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
後

「
百
姓
記
・
続
」
(
昭
口
・
1
、
牧
野
書
官
)

を
出
し
、
戦
後
は
北
海
道
新
聞
社
に
入
社
、

「
農
業
北
海
道
L

編
集
に
力
を
注
ぐ
か
た
わ

ら
、
「
幾
山
河
」
(
昭
辺
、
白
都
書
房
)
を
刊

行
。
「
新
・
百
姓
記
」
(
昭
お
・

6
1
位
・
ロ
、

「
農
業
北
海
道
」
日
回
)
は
戦
前
の
「
百
姓

記
し
に
手
を
加
え
た
も
の
だ
が
、
さ
ら
に
徹
底

的
に
手
を
加
え
て
四
八

O
O枚
に
及
ぶ
大
河
小

説
「
人
間
の
土
地
」
八
巻
(
昭
日

1
回
、
農
山

漁
村
文
化
協
会
)
を
完
結
さ
せ
、
半
世
紀
も
持

続
し
た
農
民
文
学
魂
の
健
全
ぶ
り
を
示
し
た
。

「
人
間
の
土
地
し
は
、
同
年
第
一
五
回
北
海
道

新
聞
文
学
賞
と
札
幌
市
民
芸
術
賞
を
受
賞
し
て

い

る

。

(

神

谷

忠

孝

)

吉
田
典
子
抗
日
昭
口

-
m
・
1
i
7
2
8
。

t
F
)
[
小
説
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
北
海
道
学
芸

大
学
函
館
分
校
卒
。
七
年
間
小
学
校
教
員
勤

務
。
作
品
に
「
お
く
り
も
の
L

(

昭

ω、
「
表

現
」
)
、
「
羽
織
」
(
昭
防
、
向
。
「
北
海
道
新
鋭

集
」
7
収
)
、
「
暗
い
廊
下
L

(

昭
回
、
「
青
の
時

N
C
1
)
[短
歌
〕
後
志
管
内
寿
都
町
生
ま
れ
。

本
名
秋
男
。
昭
和
凶
年
札
幌
逓
信
講
習
所
卒
。

位
年
頃
よ
り
作
歌
。
歌
棄
で
荒
谷
七
生
に
師

事
。
「
北
方
」
に
所
属
。
東
京
の
「
現
代
短

歌
」
、
小
樽
の
「
青
空
」
を
経
て
、
叫
年
第
二

次
「
新
短
歌
時
代
」
創
刊
に
参
画
。
そ
の
年

「
新
短
歌
時
代
」
を
去
り
「
藻
岩
嶺
」
創
刊
に

参
加
。
の
ち
「
北
土
」
と
改
題
。
伊
東
音
次

郎
、
並
木
凡
平
時
代
の
口
語
歌
壇
史
を
執
筆
、

ま
た
昭
和
必
年
以
来
北
海
道
歌
人
会
幹
事
を
務

め
る
な
ど
道
内
口
語
歌
壇
の
中
堅
と
し
て
活

躍
。
「
新
短
歌
人
連
盟
」
「
芸
術
と
自
由
」
「
生

活
ロ
マ
ン
」
「
札
幌
歌
話
会
」
「
葦
の
会
」
等
広

い
範
囲
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
回
年
畑
沢
草

羽
病
気
入
院
後
「
北
土
L

編
集
責
任
者
と
な

る
。
歌
集
に
「
ど
ん
ぐ
い
」
が
あ
る
。
〈
干
か

ら
び
て
ね
じ
れ
た
尾
ひ
れ
さ
か
さ
ま
に
助
宗
鱈

は

雪

の

音

き

く

〉

(

畑

沢

草

羽

)

吉

田

武

三

託

子

明

白

1
昭
日
・

6

・
1

(
S
O
N
-
-
S∞
)
[
小
説
、
歴
史
研
究
]
東
京

生
ま
れ
。
正
則
英
語
学
校
卒
。
松
竹
映
画
に
入

社
。
昭
和
初
年
代
ま
で
に
小
説
集
八
冊
を
刊

行
。
松
浦
武
四
郎
に
関
し
て
は
「
評
伝
松
浦
武

四
郎
L

(

昭
犯
)
、
「
拾
遺
松
浦
武
四
郎
」
(
昭

却
)
、
「
増
補
松
浦
武
四
郎
」
(
昭
叫
)
、
「
定
本

松
浦
武
四
郎
」
(
昭
U
)
、
「
松
浦
武
四
郎
紀
行

集」

(
3
巻
、
昭
印
t
7
臼
)
な
ど
が
あ
る
。
そ

の
他
「
北
の
風
土
記
」
(
昭
印
)
な
ど
。

(
小
野
規
矩
夫
)

代
」
)
が
あ
る
。
函
館
文
学
学
校
事
務
局
長
。

(
神
谷
忠
孝
)

吉
田
寿
人
託
同
大
5
・

6

・
1
1
(
5
5

1
)
〔
短
歌
]
石
狩
管
内
浜
益
村
生
ま
れ
。
小

樽
中
学
卒
。
東
京
都
で
訓
導
を
し
、
浜
益
村
農

業
委
員
会
事
務
局
長
な
ど
を
務
め
る
。
小
樽
中

学
校
時
代
に
小
田
観
鐙
の
薫
陶
を
受
け
、
昭
和

弘
年
「
新
墾
」
に
入
社
し
て
本
格
的
な
作
歌
活

動
に
入
る
。
叫
年
に
新
墾
賞
を
受
賞
。
「
新

墾
」
の
誌
上
に
は
欠
一
諒
す
る
こ
と
な
く
精
進
を

重
ね
、
現
在
幹
部
同
人
。
歌
風
は
写
実
を
重
ん

じ
・
な
が
ら
の
重
層
的
イ
メ
ー
ジ
を
技
巧
と
し
て

い

る

。

(

足

立

敏

彦

)

吉
田
秀
和
託
戸
大
2
・
9
・
幻

1(HCH

ω
1
)
[
音
楽
〕
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
仏
文

科
卒
。
戦
後
、
精
力
的
に
音
楽
評
論
活
動
を
続

け
る
。
父
親
の
転
勤
で
中
学
時
代
を
小
樟
(
旧

市
立
中
学
)
で
過
ご
す
。
自
伝
抄
を
収
め
た

「
私
の
時
間
」
な
ど
著
書
多
数
。
「
吉
田
秀
和

全
集
」
(
全
叩
巻
)
で
大
仏
次
郎
賞
を
受
賞
。

(
西
村
信
)

吉
田
福
太
郎
行
M
ろ
う
昭
3
・
ロ
・

6
1

(SN∞
1
)
〔
短
歌
〕
芦
別
市
生
ま
れ
。
札
幌

鉄
道
教
習
所
卒
。
昭
和
問
年
国
鉄
に
就
職
し
て

か
ら
蒸
気
機
関
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
運

転
に
従
事
、
組
合
の
活
動
家
で
も
あ
っ
た
。

mm

年
よ
り
新
聞
歌
壇
投
稿
を
機
に
作
歌
。
翌
年

「
原
始
林
」
に
入
社
、
渡
辺
直
吉
の
指
導
を
受

け
る
。
政
治
に
も
目
を
向
け
、
骨
っ
ぽ
く
自
己

吉
田
徳
夫
托
M

昭
5
・
6
・
日

1
(
巴
ω
。

1
)
〔
詩
〕
宗
谷
管
内
歌
登
町
生
ま
れ
。
野
幌

機
農
学
校
を
経
て
茨
城
県
の
旧
制
第
二
高
等
学

校
自
活
農
場
に
勤
務
。
釧
路
の
鶴
居
中
学
校
代

用
教
員
を
ふ
り
だ
し
に
教
員
生
活
に
入
り
、
宗

谷
管
内
で
北
教
組
の
一
員
と
し
て
教
育
闘
争
に

と
り
く
む
。
昭
和
初
年
こ
ろ
か
ら
詩
作
を
は
じ

め
友
田
多
喜
雄
と
交
わ
る
。
「
感
情
以
后
」
(
釧

路
)
、
「
A
T
O
M
」
(
愛
別
)
、
「
民
族
詩
人
L

(
東
京
)
同
人
を
経
て
お
年
堀
越
義
士
一
の
一
詩

の
村
」
(
札
幌
)
創
刊
に
参
加
、
同
人
と
な
る
。

昭
和
必
年
学
力
テ
ス
ト
反
対
闘
争
や
反
戦
ス
ト

ラ
イ
キ
の
な
か
で
書
い
た
作
品
を
中
心
に
第
一

詩
集
「
返
信
L

を
刊
行
。
以
後
の
詩
集
に
利
尻

島
で
の
教
員
体
験
と
、
稚
内
で
の
特
殊
学
級
担

任
体
験
に
も
と
*
つ
い
た
「
歌
う
季
節
L

(

昭

品
)
、
同
じ
く
稚
内
で
の
教
師
生
活
を
み
つ
め

た
「
風
の
相
」
(
昭
必
)
な
ど
が
あ
る
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

吉
田
十
四
雄
日
M

明

ω
・
2
・
日

1
昭

日
・

8
-
H
2
8叶
1
5∞N
)

[

小
説
〕
三
重

県
生
ま
れ
。
北
海
道
立
十
勝
農
業
学
校
(
現
帯

広
農
業
高
校
)
獣
医
科
卒
。
大
正
日
年
十
勝
の

開
墾
地
に
入
植
し
て
い
た
父
の
と
こ
ろ
で
一
四

歳
か
ら
住
む
。
卒
業
後
は
根
室
の
牧
場
や
十
勝

の
開
墾
地
で
働
き
、
昭
和
7
年
か
ら
一
一
年
問
、

岐
阜
、
名
古
屋
の
瞬
卵
場
に
勤
め
、
再
び
帯
広

に
一
戻
っ
て
瞬
卵
事
業
に
従
事
。
昭
和
ロ
年
に
北

見
郡
農
会
に
入
り
、
そ
の
頃
か
ら
全
国
農
民
文

386 

の
職
業
へ
の
愛
着
を
詠
う
。
機
関
車
人
合
同
歌

集
「
走
行
粁
L

に
も
参
加
。
日
山
年
に
岩
見
沢
文

化

連

盟

賞

を

受

賞

。

(

村

井

宏

)

吉
田
正
俊
計
出
し
明
白
・

4

・
初
t
F
(
S
O

N-)〔
短
歌
〕
福
井
市
生
ま
れ
。
三
高
を
経
て

東
京
大
学
法
学
部
卒
。
大
正
日
年
「
ア
ラ
ラ

ギ
L

入
会
、
土
屋
文
明
に
師
事
。
現
在
「
ア
ラ

ラ
ギ
」
の
選
者
な
ら
び
に
発
行
人
。
昭
和
同
年

の
処
女
歌
集
「
天
沼
」
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
中

に
一
時
期
を
作
る
。
ほ
か
に
「
朱
花
片
」
「
黄

亙
集
」
「
く
さ
ぐ
さ
の
歌
L

(

読
売
文
学
賞
)
、

「
霜
ふ
る
土
L

「
淡
き
寵
」
の
五
歌
集
、
自
選

歌
集
に
「
草
の
露
」
が
あ
る
。
町
、
回
、
印
年

北
海
道
ア
ラ
ラ
ギ
大
会
の
指
導
の
た
め
に
渡

道

、

各

地

を

回

る

。

(

小

国

孝

徳

)

吉
田
週
男
釘
M

明
白
・
日
・

5
I昭
7

・
3
・

5
(
E
C
H
-
-
。ωN
)
[
詩
〕
渡
島
管
内

長
万
部
町
生
ま
れ
。
父
母
は
尾
張
出
身
の
開
拓

農
民
。
父
母
と
共
に
天
塩
を
経
て
新
十
津
川
に

移
住
。
新
十
津
川
の
中
徳
富
小
学
校
高
等
科
三

年
卒
。
大
正
8
年
雨
竜
郡
秩
父
別
村
東
山
に
移

住
し
農
業
に
従
事
。
「
文
章
倶
楽
部
L

「
文
章
世

界
」
な
ど
へ
の
投
書
は
じ
ま
る
。
大
正
叩
年
1

月
大
石
広
乗
ら
と
と
も
に
詩
歌
誌
「
北
線
υ

を

創
刊
し
た
。
「
北
線
」
は
大
正
日
年
日
月
号
に

「
士
と
郷
土
と
田
園
を
基
調
と
し
た
純
文
芸
運

動
の
先
駆
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、
社

内
に
独
立
郷
土
芸
術
協
会
を
組
織
し
て
新
し
い

農
民
芸
術
の
創
造
を
め
ざ
し
た
。
中
央
か
ら
若

387 



よしだみち

山
牧
水
、
生
田
春
月
ら
の
寄
稿
を
得
、
同
人
に

よ
る
詩
歌
選
集
「
未
開
地
」
、
臼
井
哲
夫
・
小

沼
緋
路
の
詩
集
、
社
報
「
文
芸
民
報
」
を
刊
行

す
る
な
ど
、
地
方
文
芸
運
動
の
推
進
者
と
し
て

活
躍
し
た
が
、
「
北
線
」
は
大
正
日
年
廃
刊
。

宿
病
の
胃
潰
場
で
秩
父
別
に
没
し
た
。
代
表
作

に
「
開
墾
地
の
朝
」
「
灯
下
労
働
」
が
あ
る
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

吉
田
美
千
雄
討
材
大

7

・
1

・
μ
1

(EH∞
1
)
〔
詩
〕
室
蘭
市
生
ま
れ
。
旧
制
中

学
卒
。
昭
和
M
年
「
新
日
本
文
学
会
」
中
央
委

員
。
お
年
「
コ
ス
モ
ス
」
(
秋
山
清
主
宰
)
同

人
。
そ
の
後
「
芸
術
前
衛
」
「
レ
ア
リ
テ
」
「
列

島
」
「
北
方
詩
人
」
な
ど
を
経
て
、
ぬ
年
「
北

海
道
詩
人
会
議
」
会
員
と
な
る
。
位
年
「
北
海

道
文
学
案
内
」
を
創
刊
し
て
編
集
発
行
し
た

が
、
そ
の
後
病
気
の
た
め
い
っ
さ
い
の
文
学
関

係
の
団
体
や
同
人
誌
と
の
関
係
を
断
っ
て
い

る

。

(

永

井

浩

)

吉

田

稔

抗

M

昭
7
・
9
・
お

1
(
S
S

1
)
〔
詩
〕
樺
太
豊
原
生
ま
れ
。
北
海
中
学

(
旧
制
)
中
退
。
札
幌
中
央
病
院
で
療
養
中
の

昭
和

m年
薩
川
益
明
ら
と
「
雑
草
圏
」
を
創
刊

し
、
翌
初
年
全
道
の
詩
サ
ー
ク
ル
と
の
連
帯
を

は
か
り
薩
川
の
ほ
か
江
原
光
太
、
水
木
秦
、
森

山
富
雄
、
谷
崎
直
澄
ら
と
「
先
列
」
を
創
刊
。

在
札
詩
人
と
画
家
に
よ
る
最
初
の
詩
画
展
「
サ

ロ
ン
・
ド
・
ブ
ロ
」
を
企
画
、
開
催
し
た
。

「
先
列
」
終
刊

(
9
号
)
後
の
お
年
、
山
田
順

よしあらさ(人名編)

北
梅
道
新
聞
)
、
「
破
獄
し
(
昭
回
・
口
、
岩
波

書
庖
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
材
作
に
つ

い
て
は
随
筆
集
「
白
い
遠
景
」
(
昭
M
・
2
、

講
談
社
)
と
「
冬
の
海
私
の
北
海
道
取
材
旅

行
」
(
昭
防
・

5
、
筑
壁
書
房
)
に
よ
っ
て
知

る

こ

と

が

で

き

る

。

(

木

原

直

彦

)

吉

村

唯

行

任

官

大

3

・
ロ
・
初

1(HCH

ふ
う
)
[
俳
句
〕
京
都
生
ま
れ
。
木
名
忠
幸
。
北

海
道
に
育
つ
。
昭
和
8
年
広
島
高
等
師
範
卒
。

同
年
広
島
文
理
大
卒
。
余
市
中
学
校
教
諭
、
広

島
県
立
広
島
高
女
教
諭
。
山
口
師
範
教
授
か
ら

M
年
道
教
委
指
導
主
事
を
は
じ
め
同
学
校
教
育

課
長
、
地
方
教
育
局
長
、
道
内
高
校
長
等
を
歴

任
し
道
立
教
育
研
究
所
長
を
経
て
印
年
退
職
。

昭
和
日
年
8
月
召
集
入
隊
し
、
幹
部
候
補
生
と

し
て
教
育
中
病
気
の
た
め
千
葉
陸
軍
病
院
に
入

院
し
U
年
夏
、
水
原
秋
桜
子
、
久
米
正
雄
の
俳

句
慰
問
に
よ
り
は
じ
め
て
句
作
を
す
る
。
日
年

広
島
へ
転
任
し
、
皆
吉
爽
雨
を
知
り
「
雪
解
」

に
投
旬
、
師
事
o
U
年
札
幌
雪
解
句
会
を
創
設

し
、
会
員
の
指
導
に
当
た
る
。
雪
解
同
人
。
俳

人
協
会
員
。
北
海
道
支
部
監
事
。
北
海
道
俳
句

協
会
常
任
委
員
。
句
集
「
手
稲
」
(
雪
解
選
書
)

が
あ
る
。
〈
冬
日
ざ
し
机
の
傷
を
わ
た
り
消
ゆ
〉

(
白
幡
千
草
)

吉
村
博
坑
凶
ら
明
叫
・

4
・
1
1昭
日

・
4
・
U
(
E
H
H
1
5∞ω
)

[

政
治
、
俳
句
〕

十
勝
管
内
池
田
町
生
ま
れ
。
庁
立
帯
広
中
学

卒
。
昭
和
初
年
か
ら
的
年
ま
で
帯
広
市
長
。
士
ロ

三
ら
と
「
火
山
帯
」
を
創
刊
し
た
が
二
号
で
終

わ
っ
た
。
北
海
道
詩
人
協
会
創
立
の
実
行
委
員

お
よ
び
初
期
の
「
北
海
道
詩
集
」
編
集
委
員
在

ど
を
つ
と
め
た
。
札
幌
で
編
集
事
務
所
自
営
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

吉
田
未
六
釘
ぽ
明

m
・
1
・

ω
1
昭
お

・
5

・
日

(
5
8
1
5
E
)
(川
柳
〕
札
幌

市
生
ま
れ
。
本
名
広
。
大
正
の
中
ご
ろ
「
東
京

日
日
L

の
「
寸
句
抄
」
に
刺
戟
さ
れ
て
作
句

し
、
北
海
川
柳
社
の
同
人
と
な
り
「
鋪
矢
し
を

編
集
す
る
。
晩
年
は
古
川
柳
研
究
、
川
柳
鑑
賞

家
と
し
て
陰
で
川
柳
界
に
助
力
す
る
。
内
科
医

院

を

開

業

。

(

斎

藤

大

雄

)

吉
野
あ
づ
ち
針
弘
昭
初
・

3
-
m
t
F
(
5

8
1
)
[詩
〕
日
高
管
内
日
高
町
生
ま
れ
。
本

名
新
川
恵
美
子
。
詩
誌
「
炎
」
に
所
属
し
、
現

在
「
核
L

同
人
。
個
人
誌
「
雲
の
木
し
を
発

行
。
独
自
の
メ
タ
フ
ァ
に
よ
る
独
創
的
な
詩
を

つ
く
る

o
m年
長
崎
に
転
住
。
(
小
松
瑛
子
)

吉

野

広

託

凶

昭

日

・

4
-
m
1
2
2
0

tF)
〔
詩
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
学
園
大
学

卒
。
詩
誌
「
あ
あ
あ
」
「
ね
ぐ
ん
ど
」
「
北
海
詩

人
」
「
一
一
十
月
詩
集
」
等
に
所
属
し
、
現
在
は

「ω巴

E
，回

5
2閃
〉

Z
∞
」
(
諏
訪
優
編
集
)

に
所
属
。
詩
集
「
虚
し
さ
へ
の
賭
L

(

昭
必
・

8
、
自
家
版
)
ほ
か
が
あ
る
。
(
小
松
瑛
子
)

吉
増
剛
造
は
礼
拝
昭
は
・

2
・
2
1
(呂

ωゆ
t
}
)

〔
詩
〕
東
京
生
ま
れ
。
慶
応
大
学
文
学

部
卒
。
詩
集
「
出
発
」
(
昭
ぬ
・

4
、
新
芸
術

村
冬
の
俳
号
で
合
同
句
集
「
碧
洋
」
(
昭
町
、

有
国
書
房
)
、
「
玄
冬
」
(
昭
防
、
同
)
な
ど
に

俳
句
を
発
表
。
随
筆
集
「
味
な
き
味
」
(
昭
路
、

札
幌
凍
原
社
)
が
あ
る
。
(
神
谷
忠
孝
)

吉

村

博

任

坑

法

大

m
・
7
・
2
1
(
E
N

-
-
)
[
評
論
〕
福
井
市
生
ま
れ
。
泉
鏡
花
研
究

家
。
旧
制
弘
前
高
校
を
経
て
昭
和
幻
年
金
沢
医

大
卒
。
網
走
市
で
内
科
医
院
開
業
。
昭
和
却
年

「
婦
系
図
縁
起
」
(
私
家
版
)
を
出
し
て
文
学

活
動
に
入
り
、
網
走
で
同
人
誌
「
修
羅
」
創

刊。

m
M
年
金
沢
大
学
精
神
医
学
教
室
に
入
局
、

初
年
医
学
博
士
。
札
幌
平
松
病
院
勤
務
を
経
て

金
沢
医
大
に
戻
り
、
現
在
福
井
県
立
精
神
病
院

長
。
「
泉
鏡
花
」
(
昭
品
、
金
剛
出
版
新
社
)
、

「
泉
鏡
花
の
世
界
」
(
昭
防
、
牧
野
出
版
)
が

あ

る

。

(

和

田

謹

吾

)

吉
屋
信
子
筑
間
明

m
・
1
・
ロ
t
y
昭
必

・
7

・
日

(
E
g
-
-
S
ω
)
〔
小
説
〕
新
潟
県

生
ま
れ
。
栃
木
高
女
在
学
中
か
ら
少
女
雑
誌
に

投
稿
し
、
卒
業
後
は
作
家
を
志
し
て
上
京
。
大

正
5
年
に
発
表
し
た
「
花
物
語
」
に
よ
っ
て
少

女
小
説
作
家
か
ら
出
発
す
る
。
8
年
3
月
か
ら

7
月
に
か
け
て
十
勝
池
田
の
兄
の
も
と
で
書
い

た
「
地
の
果
ま
で
」
が
朝
日
新
聞
の
懸
賞
小
説

に
当
選
し
、
翌
年
1
月
か
ら
6
月
ま
で
同
紙
に

連
載
。
こ
の
作
品
は
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
、
続
い
て
「
海
の
極
み
ま
で
」
を
発
表
(
大

ω
・
7
1
U
)
し
た
が
、
こ
の
二
作
で
作
家
的

地
位
を
確
立
し
た
。
と
も
に
十
勝
を
一
部
分
、

社
)
、
「
黄
金
詩
篇
」
(
昭
必
・

4
、
思
潮
社
)
、

「
頭
脳
の
塔
」
(
昭
必
・
1
、
青
地
社
)
ほ
か
。

「
黄
金
詩
篇
L

で
第
一
回
高
見
順
賞
受
賞
。
回

年
札
幌
で
の
詩
の
朗
唱
会
を
皮
き
り
に
道
東
の

詩
人
た
ち
と
朗
唱
会
を
開
催
。
二
付
に
吉
原
幸

子
も
同
道
、
冬
の
石
狩
の
海
岸
で
も
野
外
朗
読

会

を

開

催

し

た

。

(

小

松

瑛

子

)

吉

村

昭

剖

む

ら

昭

2

・
5

・
1
1
2
s

叶
4
1
)

〔
小
説
〕
東
京
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
を

中
退
し
た
お
年
に
作
家
の
津
村
節
子
と
結
婚
。

妻
と
共
に
行
商
の
旅
に
出
て
北
海
道
に
渡
っ
た

の
は
洞
爺
丸
が
沈
没
し
た
直
後
の
昭
和
泊
年
。

た
び
た
び
芥
川
賞
の
候
補
と
な
り
、
引
年
の

「
星
へ
の
旅
」
が
太
宰
治
賞
を
受
賞
し
て
作
家

活
動
が
本
格
化
す
る
。
「
戦
艦
武
蔵
」
な
ど
で

記
録
文
学
に
新
機
軸
を
も
た
ら
し
た
が
、
P

北

志
向
d

の
作
家
と
し
て
本
道
取
材
作
が
多
い
。

「
神
々
の
沈
黙
」
(
昭
弘
・
ロ
、
朝
日
新
聞

社
)
、
「
海
の
枢
L

(

昭
品
・
6
、
「
別
冊
文
芸
春

秋
」
)
、
「
消
え
た
鼓
動
」
(
昭
必
・

4
、
筑
摩
書

房
)
、
「
逃
亡
」
(
昭
必
・
8
、
「
文
学
界
」
)
、

「
烏
の
浜
L

(

昭
羽
・
9
、
「
別
冊
文
芸
春

秋
」
)
、
「
烏
と
誌
藻
」
(
昭
却
・
6
「
野
性
時

代
」
)
、
「
北
天
の
星
」
(
昭
印
・
口
、
講
談
社
)
、

「
熊
嵐
」
(
昭
臼
・

5
、
新
潮
社
)
、
「
盤
藻
L

(
昭
臼
・
8
、
「
文
学
界
」
)
、
「
赤
い
人
」
(
昭

回
、
「
文
芸
展
望
L
)

、
「
熊
撃
ち
」
(
昭
弘
・
9
、

筑
摩
書
房
)
、
「
脱
出
」
(
昭
防
・
ロ
、
「
新

潮
」
)
、
「
間
宮
林
蔵
L

(

昭
防

-
H
1
町
・
6
、

388 

舞
台
に
し
て
い
る
。
ほ
か
に
取
材
作
と
し
て

「
暴
風
雨
の
蓄
議
L

(

昭
5

・
1
4
7
6
・

4
、

「
主
婦
之
友
」
)
と
「
見
合
旅
行
」
(
昭

m
・

9
、
「
小
説
新
潮
」
)
が
あ
り
、
戦
前
の
紀
行
記

に
松
前
小
島
を
描
い
た
「
北
海
の
孤
島
に
灯
台

守
を
訪
ね
て
」
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。
代
表
作

に
「
良
人
の
貞
操
」
「
鬼
火
し
な
ど
。(

木
原
直
彦
)

吉
行
淳
之
介
比
泣
す
け
大
口
・

4

・
U
1

(SNAFI)
〔
小
説
]
岡
山
市
生
ま
れ
。
敗
戦

の
年
東
京
大
学
入
学
。
同
人
誌
活
動
を
は
じ

め、

m年
退
学
し
編
集
者
生
活
に
入
る
。
「
牒

雨
」
(
昭
却
)
で
芥
川
賞
受
賞
、
F

第
三
の
新

人
d

の
中
軸
と
み
な
さ
れ
た
。
取
材
作
に
「
札

幌
夫
人
L

(

昭
訂
、
「
北
海
道
文
学
全
集
」
ゆ
巻

収
)
。
「
吉
行
淳
之
介
全
集
」
一
七
巻
、
別
巻
=
一

(
昭
回
、
講
談
社
)
が
あ
る
。
(
小
笠
原
克
)

吉
原
幸
子
託

T
昭
7
・
6
・

m
1
2
8

N
t
p
)
[
詩
〕
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
仏
文
科

卒
。
詩
誌
「
歴
程
」
同
人
、
新
川
和
江
と
と
も

に
「
現
代
詩
・
ラ
・
メ

1
ル
」
編
集
。
詩
集

「
幼
年
連
祷
」
(
昭
ぬ
・

5
、
歴
程
社
)
、
「
オ

ン
デ
ィ

1
ヌ
L

(

昭
U
・
ロ
、
思
潮
社
)
、
「
昼

顔
」
(
昭
必
・

4
、
サ
ン
リ
オ
出
版
)
ほ
か
が

あ
る
。
第
四
回
高
見
順
賞
受
賞
。
印
年
2
月
吉

増
剛
造
と
共
に
来
札
、
北
海
道
の
詩
人
と
共
に

全
道
で
朗
読
会
を
開
催
し
、
そ
の
折
の
詩
作
品

「
北
の
詩
」
を
詩
学
に
発
表
し
た
。

(
小
松
瑛
子
)

389 



ょた、めいり

依
田
明
倫
い
ね
り
ん
昭
3

・
1
-
m
t
F
(
S
N

∞
1
)
[俳
句
〕
空
知
管
内
奈
井
江
町
生
ま
れ
。

あ
き
よ
し

本
名
明
倫
。
昭
和
初
年
よ
り
「
秋
霞
」
と
号
し

て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
。
お
年
よ
り
高
浜

虚
子
に
直
接
師
事
。
家
業
の
農
牧
業
に
励
み
な

が
ら
高
野
素
十
、
京
極
杷
陽
に
も
学
ぶ
。
訂
年

ホ
ト
ト
ギ
ス
四
月
号
〈
吾
妹
子
の
髪
に
銀
河
の

触
る
る
か
に
〉
の
句
で
巻
頭
を
占
め
る
。
お
年

「
二
七
会
」
を
結
成
し
、
北
海
道
の
若
い
ホ
ト

ト
ギ
ス
作
家
の
旗
手
と
し
て
活
躍
。
虚
子
没

後
、
年
尾
に
師
事
し
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
と
な

り
、
二
七
会
を
「
十
人
会
」
と
改
め
、
会
員
の

嶋
田
一
歩
、
摩
耶
子
と
共
に
虚
子
の
写
生
一
筋

に
句
作
に
励
む
。
十
人
会
会
員
の
中
か
ら
ホ
ト

ト
ギ
ス
同
人
が
輩
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
指
導

ぶ
り
は
非
凡
で
あ
り
、
虚
子
を
尊
敬
す
る
こ
と

が
深
い
。
句
集
「
祖
父
逝
く
や
」
「
そ
こ
よ
り

農
地
」
「
少
年
院
面
接
覚
書
」
等
が
あ
る
。

(
白
幡
千
草
)

四
辻
一
朗
弘
抗
う
大
3
・
7
-
U
1
(
E
H

ナ
ヲ
)
〔
児
童
文
学
、
童
画
〕
小
樟
市
生
ま
れ
。

二
O
歳
で
上
京
、
東
京
図
案
専
門
学
校
中
退
。

二
五
歳
頃
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
の
絵
を
描
き
始

め
、
コ
タ
ン
を
訪
ね
て
特
に
山
本
多
助
、
萱
野

茂
の
教
え
を
受
け
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
を
正
し
く

子
供
た
ち
に
知
ら
せ
る
た
め
「
コ
タ
ン
の
四

季
」
「
ア
イ
ヌ
の
む
か
し
話
」
「
天
に
の
、
ぼ
っ
た

チ
プ
」
等
の
多
く
の
児
童
書
、
絵
本
を
出
版
。

同
時
に
長
年
の
ア
イ
ヌ
研
究
は
、
昭
和
問
年
刊

りかいせい(人名編)

楊
、
新
詩
原
、
詩
原
と
改
題
。
昭
和
初
年
ロ
号

で
廃
刊
)
、
「
文
芸
律
L

(

城
を
改
題
。
お
年
6

号
で
廃
刊
)
を
発
行
。
初
期
詩
集
に
「
裏
町
L

「
血
み
ど
ろ
の
青
春
」
「
花
と
虚
無
」
。
詩
誌

「
眼
」
を
経
て
、
昭
和
お
年
に
「
核
」
(
札
幌
)

同
人
と
な
り
編
集
を
担
当
。
詩
集
に
「
甘
い
文

明
」
(
昭
犯
)
、
「
海
の
甘
く
な
る
と
き
」
(
昭

品
、
第
4
回
北
海
道
芸
術
新
賞
受
賞
)
、
「
北
方

で
果
て
よ
」
(
昭
臼
)
、
共
著
に
「
小
樟
み
や
げ

詩
集
こ
こ
ろ
唄
」
(
昭
防
)
等
。
シ
ャ
ー
プ
で

独
自
な
言
語
感
覚
、
加
え
て
卓
抜
な
ユ
ー
モ
ア

が
あ
る
。
ふ
る
里
を
愛
し
て
「
小
樟
詩
話
会
」

(
昭
犯
)
や
、
小
樽
潮
ま
つ
り
、
小
樟
市
民
劇

場
を
発
足
さ
せ
た
。
ぬ
年
郷
土
誌
「
月
刊
お
た

る
し
を
発
刊
。
ま
た
サ
ン
ワ
企
画
を
興
し
て
出

版
に
も
力
を
か
し
、
地
元
文
化
発
展
の
た
め
に

尽
力
。
北
海
道
詩
人
協
会
、
日
本
現
代
詩
人
会

員

。

(

萩

原

貢

)

四
方
万
里
子
日
ζ

昭
7
・

1
・
2
1
(
呂

ω
N
t
)
[
俳
句
]
函
館
市
生
ま
れ
。
庁
立
函
館

高
女
卒
。
昭
和
お
年
「
氷
下
魚
L

(

伊
藤
凍
魚

主
宰
)
に
投
旬
、
同
誌
紋
別
支
部
で
小
嶋
甫
公

子
、
後
に
旭
川
で
凍
魚
、
雪
女
夫
妻
の
影
響
を

受
け
る
。

mm
年
「
氷
下
魚
」
廃
刊
の
た
め
「
四

季
」
(
松
沢
昭
主
宰
)
へ
参
加
、
必
年
同
人
。

日
年
頃
か
ら
窪
田
薫
の
連
句
会
へ
参
加
、
連
句

懇
話
会
員
。
日
年
「
粒
」
同
人
。
現
代
俳
句
協

め
「
り

会
員
。
句
集
に
「
環
」
(
昭
問
、
四
季
書
房
)

が

あ

る

。

(

辻

脇

系

一

)

行
の
「
ア
イ
ヌ
の
文
様
」
に
結
実
し
た
。

(
東
海
林
淳
子
)

米

川

正

夫

誌

せ

明

μ
・
日
・
お

1
昭

ω

・
ロ
・

m
m
(
E
C
H
-
-
g
ω
)
[
露
文
学
〕
岡
山

県
生
ま
れ
。
明
治
必
年
東
京
外
語
露
語
部
卒
。

同
年
日
月
旭
川
第
七
師
団
将
校
露
西
亜
語
研
究

会
教
官
嘱
託
と
し
て
赴
任
。
月
額
四

O
円
で
、

は
じ
め
は
独
立
官
舎
に
住
む
。
在
旭
中
に
結

婚
。
授
業
は
将
校
集
会
所
の
借
行
社
で
行
っ

た
。
翻
訳
も
す
す
み
、
万
鉄
五
郎
、
中
原
悌
二

郎
、
岡
田
三
一
郎
ら
が
官
舎
を
訪
れ
て
い
る
。
尺

八
の
縦
書
譜
を
創
案
し
た
り
す
る
。
大
正
5
年

ロ
月
別
日
に
同
研
究
会
の
廃
止
に
よ
り
旭
川
を

去
る
。
自
伝
「
鈍
・
根
・
才
」
(
昭
幻
、
河
出

書
房
新
社
)
に
詳
し
い
。
羊
蹄
山
麓
を
舞
台
に

し
た
小
説
「
雪
の
底
に
て
し
(
大
9
・
9
、
「
新

小

説

」

)

が

あ

る

。

(

佐

藤

喜

一

)

米
倉
久
子
誌
な
明
幻
・
日
・

6
1昭
日

・
2
・
9
(
E
S
-
-
S∞
)
[
短
歌
〕
山
梨
県

生
ま
れ
。
大
正
4
年
「
潮
音
L

の
創
刊
に
参

加
、
幹
部
同
人
。
7
年
に
当
時
富
良
野
在
住
の

小
田
観
鐙
に
嫁
ぐ
。
二
児
を
得
た
後
郷
里
で
十

余
年
療
養
生
活
を
送
り
長
逝
。
こ
の
間
の
夫
妻

の
心
の
交
流
は
主
婦
之
友
誌
上
に
「
現
代
の
比

翼
歌
人
」
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
。
著
書
は
観
鐙

と
共
著
の
歌
集
「
忍
冬
し
と
、
遺
歌
集
と
、
な
っ

た
「
竹
落
葉
」
が
あ
る
。
(
茂
木
健
太
郎
)

米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
誌
お
昭
9
・

2
・
U
1

(
邑
ω
A
F
t
-
)
[
彫
刻
〕
釧
路
市
生
ま
れ
。
本
名

依
田
公
子
討
伐
大
日
・
9
・
ロ

tF(】山盲目

t
?
)
[
俳
句
〕
樺
太
豊
原
市
生
ま
れ
。
本
名
喜

美
子
。
豊
原
高
等
女
学
校
卒
、
昭
和
叫
年
札
幌

市
成
人
学
校
の
俳
句
講
座
で
句
作
に
入
り
、
寺

田
京
子
に
師
事
。
必
年
よ
り
「
寒
一
世
田
L

「
杉
L

に
拠
り
学
ぶ
。
現
在
「
杉
」
「
に
れ
」
「
梓
」
同

人
。
持
年
札
幌
市
民
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
。
繊

細
鋭
敏
な
感
性
に
柔
軟
な
情
感
を
交
え
て
、
澄

ん
だ
観
照
の
作
風
を
目
指
す
。
現
代
俳
句
協
会

員

。

(

木

村

敏

男

)り

李
恢
成
付
い
せ
い

γそ
ん
昭
叩
・
7
・
日

1
2
8
ω
1
)
[
小
説
〕
樺
太
真
岡
町
生
ま
れ
。

昭
和
初
年
札
幌
西
高
校
卒
。
初
年
早
稲
田
大
学

露
文
科
卒
。
母
国
語
よ
り
も
、
強
制
さ
れ
て
い

た
日
本
語
圏
で
育
つ
。
五
歳
の
と
き
母
に
連
れ

ら
れ
朝
鮮
慶
尚
道
の
父
祖
の
地
を
踏
む
。
九
歳

で
母
が
没
し
継
母
が
来
る
。
昭
和
幻
年
三
家
は

母
国
帰
還
を
め
ざ
し
、
兄
の
知
人
(
ユ
ダ
ヤ
系

ソ
連
人
)
の
配
慮
で
離
樺
、
函
館
を
経
て
九
州

着
、
針
尾
島
収
容
所
に
入
る
が
、
父
は
北
朝
鮮

へ
の
帰
国
を
断
念
、
以
後
札
幌
市
に
定
住
。
大

学
在
学
中
に
留
学
生
運
動
に
加
わ
り
、
卒
業
後

英
範
。
東
京
芸
大
美
術
学
部
彫
刻
科
卒
。
釧
路

短
期
大
学
教
授
。
自
由
美
術
協
会
員
。
代
表
彫

刻
に
「
開
拓
者
」
「
凍
原
L

「
祖
国
し
「
呼
ぶ
」

「
北
の
枢
」
「
漂
泊
」
「
間
道
を
行
け
」
な
ど
の

ほ
か
最
高
裁
大
ホ

l
ル
の
レ
リ
ー
フ
を
制
作

(
昭
却
)
。
一
海
の
詩
」
で
昭
和
回
年
道
立
近
代

美
術
館
賞
を
受
賞
し
た
。
著
書
「
間
道
を
行

け
」
(
昭
町
、
北
海
道
新
聞
社
)
は
、
文
学
的

に
み
て
も
興
味
あ
る
す
ぐ
れ
た
エ
ッ
セ
ー
集
で

あ

る

。

(

鳥

居

省

三

)

米
村
晃
多
郎
誌
拍
子
昭
2

・
5
・
お

tF

(EN斗

1
)
[小
説
]
東
京
生
ま
れ
。
昭
和
お

年
秋
に
早
稲
田
大
学
仏
文
科
を
中
退
し
友
人
を

頼
っ
て
来
道
。
そ
の
年
の
日
月
か
ら
お
年
3
月

ま
で
十
勝
の
小
、
中
学
校
で
教
壇
に
立
ち
、
日
記

年
に
再
び
来
道
し
て
お
年
ま
で
帯
広
渡
辺
女
子

高
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
帰
京
後
に
古
井
由

吉
、
高
橋
た
か
子
ら
が
同
人
の
「
白
描
」
を
主

宰
し
、
そ
こ
に
発
表
し
た
「
野
づ
ら
の
果
て
L

が
「
文
学
界
」
に
転
載
さ
れ
る
。
連
作
創
作
集

「
サ
イ
ロ
物
語
」
(
昭
町
、
作
品
社
)
は
芥
川

賞
候
補
と
な
っ
た
。
北
海
道
紀
行
記
も
多
く
、

春
秋
社
か
ら
上
梓
し
た
「
北
の
肖
像
」
シ
リ
ー

ズ
「
野
の
ひ
と
i
関
寛
斎
し
っ
森
の
ひ
と
ど

ろ
亀
さ
ん
し
が
あ
る
。
(
木
原
直
彦
)

米
谷
祐
司
叫
凶
作
昭

9
・1
・
9
1
2
8

串

1
)
[詩
〕
小
樽
市
生
ま
れ
。
戦
後
「
荒
地
」

グ
ル
ー
プ
の
作
品
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
詩
を
書
き
は
じ
め
る
。
「
詩
原
L

(

裸
像
、
白

390 

朝
鮮
総
連
の
仕
事
を
し
た
が
、
や
が
て
組
織
を

離
れ
日
本
語
に
よ
る
創
作
を
志
向
。
叫
年
「
ま

た
ふ
た
た
び
の
道
し
で
第
一
二
回
群
像
新
人
賞

受
賞
。
「
わ
れ
ら
青
春
の
途
上
に
て
」
「
伽
冊
子

の
た
め
に
し
「
青
丘
の
宿
」
な
ど
の
長
編
を
経

て
、
亡
母
追
憶
と
民
族
問
題
を
累
層
さ
せ
た

「
砧
を
う
つ
女
」
(
昭
幻
)
で
第
六
六
回
芥
川

賞
を
在
日
外
国
人
と
し
て
初
め
て
受
賞
。
分
断

さ
れ
た
祖
国
の
統
一
と
在
日
朝
鮮
人
と
し
て
の

主
体
性
を
追
尋
す
る
重
く
困
難
な
主
題
を
担
い

続
け
る
。
政
治
に
深
く
関
与
し
つ
つ
も
、
お
お

ら
か
な
ユ
ー
モ
ア
と
優
情
を
絶
や
さ
ぬ
作
風
は

独
自
で
あ
る
。
主
舞
台
を
ソ
ウ
ル
に
設
定
し
た

六
部
作
長
編
「
見
果
て
ぬ
夢
」
(
昭
臼

1
M
、

講
談
社
)
は
、
韓
国
農
工
業
の
現
況
や
民
衆
の

苦
悩
を
見
据
え
、
自
生
的
社
会
主
義
を
め
ざ
す

抵
抗
者
群
像
を
描
く
。
エ
ッ
セ
ー
集
「
参
加
す

る
言
葉
」
「
北
で
あ
れ
南
で
あ
れ
わ
が
祖
国
」

「
イ
ム
ジ
ン
河
を
め
ざ
す
と
き
」
、
講
演
「
青

春
と
祖
国
」
、
対
論
「
風
よ
海
を
わ
た
れ
し
、
紀

行
「
サ
ハ
リ
ン
へ
の
旅
し
も
重
要
で
あ
る
。

〔
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
〕
涜
設
定
中
編
小

説
。
昭
和
弘
年
6
月
「
群
像
、
講
談
社
(
昭

叫
・

6
)
刊
。
敗
戦
後
、
樺
太
(
サ
ハ
リ
ン
)

か
ら
引
き
揚
げ
、
帰
国
か
な
わ
ず
日
本
に
住
み

つ
い
た
朝
鮮
人
の
越
家
の
人
々
の
個
人
的
民
族

的
悲
苦
の
生
活
を
、
息
子
の
哲
午
夫
妻
、
後
妻

に
来
た
義
母
、
そ
の
連
れ
子
ら
を
織
り
成
し
て

描
く
。
分
断
さ
れ
た
祖
国
へ
の
欝
情
を
抱
く
正

391 



りんど

統
的
な
生
き
方
が
人
を
う
つ
。
(
小
笠
原
克
)

リ
ン
ド
(
セ
ッ
タ
ー
)
日
U

l

)

[

詩
〕
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
代
表
的
詩
人
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

王
族
の
出
身
。
昭
和
弘
年
日
月
来
道
、
道
東
地

方
を
旅
し
美
幌
町
内
の
ア
イ
ヌ
墓
地
に
降
る
雪

を
み
て
作
詩
し
た
り
、
札
幌
の
詩
人
や
民
族
学

者
と
詩
を
朗
読
し
た
。
(
更
科
源
蔵
)

わ

若

林

勝

認

可

し

昭

9

・

2
・
お

1
昭

防

-
m
-
m
(
5
2
1
5∞
。
)
(
児
童
文
学
〕

函
館
市
生
ま
れ
。
炭
鉱
町
赤
平
で
教
職
に
つ
き

文
学
教
育
、
児
童
文
学
に
関
心
を
深
め
る
。
そ

の
後
上
京
し
出
版
社
編
集
部
に
勤
め
、
昭
和
必

年
よ
り
文
筆
生
活
に
入
る
。
同
年
牧
書
官
よ
り

出
た
「
ズ
リ
山
」
は
、
作
者
が
小
学
校
教
師
と

し
て
赴
任
し
た
赤
平
で
の
九
年
間
の
生
活
の
中

で
生
ま
れ
た
作
品
。
「
ズ
リ
山
」
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
赤
平
の
赤
間
炭
鉱
は
昭
和
日
年
に
ひ
ら

か
れ
、
川
崎
年
に
閉
山
。
「
ズ
リ
山
」
は
炭
鉱
に

住
む
人
々
の
生
活
と
炭
鉱
の
歴
史
を
、
主
人
公

の
ズ
リ
山
が
語
る
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
い

る
。
「
炭
鉱
よ
い
つ
ま
で
も
」
(
昭
錦
、
牧
書

官
)
は
閉
山
後
の
炭
鉱
夫
二
家
の
流
転
と
ま
た

わだきんご(人名編)

「
凍
原
」
(
帯
広
)
同
人
と
な
る
。
北
海
道
放

送
に
勤
務
し
、
お
年
「
呆
」
を
創
刊
、
編
集
に

あ
た
る
。
映
画
、
放
送
の
シ
ナ
リ
オ
の
ほ
か
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
著
書
に

「
物
語
北
海
道
人
物
史
」
「
物
語
薄
野
百
年
史
L

「
千
島
と
日
本
人
」
「
正
木
清
伝
」
「
埋
も
れ
て

い
た
箱
館
戦
争
L

「
北
海
道
民
謡
物
語
」
「
江
差

追
分
」
「
新
北
海
道
伝
説
考
」
が
あ
る
。
日
本

放
送
作
家
協
会
、
北
海
道
文
化
財
保
護
協
会

員

。

(

佐

々

木

逸

郎

)

鷲
巣
繁
男
比
材
大
4
・
1
・

7
1
昭
日

・
7
・
幻

(
3
5
1
5
S
)
〔
詩
、
詩
学
〕
横

浜
市
生
ま
れ
。
旧
制
横
浜
市
立
商
業
卒
。
三
代

続
き
の
ギ
リ
シ
ャ
正
教
徒
。
洗
礼
名
ダ
ニ

1
ル

・
ワ
シ
リ
1
ス
キ
l
。
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦

争
に
長
期
従
軍
。
敗
戦
後
、
北
海
道
に
流
亡
。

空
知
管
内
沼
田
町
の
開
拓
地
に
入
植
す
る
が
挫

折
。
札
幌
に
仮
寓
。
編
集
者
、
印
刷
工
、
土
木

作
業
員
と
転
職
を
重
ね
な
が
ら
、
西
欧
、
イ
ン

ド
、
中
国
の
古
典
学
、
聖
書
学
を
独
習
。
ギ
リ

シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
パ

1
リ
I
語
、
英
、
独
、
仏
、
露
語
を
独
習
。
富

沢
赤
黄
男
に
師
事
、
俳
誌
「
蓄
議
L

同
人
。
そ

の
後
、
詩
作
に
転
じ
「
野
性
」
「
眼
」
「
湾
」

「
日
本
未
来
派
」
「
歴
程
」
で
活
躍
。
「
悪
胤
」

(
昭
お
、
北
方
詩
話
会
)
、
「
末
脅
の
旗
」
(
昭

話
、
さ
ろ
る
ん
書
房
)
、
「
蛮
族
の
眼
の
下
L

(
昭
却
、
さ
ろ
る
ん
書
房
)
、
「
メ
タ
モ
ル
フ
オ

l
シ
ス
L

(

昭
句
、
日
本
未
来
派
)
、
さ
ら
に
引

炭
鉱
に
一
戻
る
ま
で
を
描
い
た
作
品
。
日
叩
年
に
出

た
「
き
た
ぐ
に
の
少
年
」
は
差
別
の
中
で
生
き

る
ア
イ
ヌ
少
年
の
物
語
。
他
に
「
明
日
に
向
っ

て
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
訴
え
る
」
は
郷
田
満

と
の
共
著
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
手
記
集
で
あ
る
。
(
柴
村
紀
代
)

若
山
牧
水
作
立
明
日
・

8
-
U
1
昭
3

・
9
・
口
(
毘
∞
ω
1
5
N∞
)
[
短
歌
〕
宮
崎
県

生
ま
れ
。
本
名
繁
。
延
岡
中
学
を
経
て
早
稲
田

大
学
英
文
科
卒
。
中
学
時
代
す
で
に
歌
文
の
回

覧
誌
を
発
行
し
た
。
大
学
入
学
の
翌
年
、
尾
上

柴
舟
を
中
心
笠
間
田
夕
暮
ら
と
車
前
草
社
を
結

成
、
折
か
ら
の
自
然
主
義
の
潮
流
に
乗
っ
て
歌

壇
に
「
牧
水
・
夕
暮
時
代
L

を
現
出
し
た
。
学

友
の
北
原
白
秋
、
土
岐
善
麿
ら
か
ら
も
刺
戟
を

受
け
た
。
明
治
必
年
東
雲
堂
か
ら
詩
歌
総
合
誌

「
創
作
し
が
刊
行
さ
れ
、
牧
水
が
編
集
を
担
当

し
た
が
大
正
2
年
か
ら
は
自
ら
が
主
宰
し
て

「
創
作
社
」
を
興
す
。
青
春
の
浪
漫
性
に
貫
か

れ
た
歌
集
「
別
離
」
(
明
必
)
は
、
明
星
探
と

は
傾
向
を
異
に
す
る
現
実
感
と
清
新
さ
で
牧
水

の
評
価
を
定
め
た
。
生
活
面
の
挫
折
か
ら
一

時
、
口
一
諸
歌
や
破
調
の
歌
に
傾
い
た
が
生
来
が

汗
情
詩
人
で
あ
り
、
育
っ
た
南
方
風
土
に
も
影

響
を
受
け
、
お
お
ら
か
で
平
明
、
流
麗
な
声
調

で
自
然
を
旅
を
酒
を
詠
ぃ
、
底
に
一
一
脈
流
れ
る

感
傷
性
と
共
に
世
人
に
愛
請
さ
れ
る
。
夫
人
喜

志
子
も
歌
人
で
牧
水
没
後
は
「
創
作
し
を
守
っ

た
。
牧
水
は
文
に
も
す
ぐ
れ
紀
行
文
や
随
筆
も

年
に
は
「
夜
の
果
へ
の
旅
」
を
と
、
精
力
的
に

詩
集
を
刊
行
、
鮮
烈
な
衝
撃
を
与
え
た
。

U
年

歌
集
「
蝦
夷
の
わ
か
れ
」
を
残
し
て
北
海
道
を

脱
出
、
大
宮
市
に
転
住
。
詩
集
「
記
憶
の
書
L

(
昭
印
)
、
「
歎
き
の
歌
」
(
昭
日
)
、
「
霊
智
の

歌
」
(
昭
臼
)
、
っ
行
為
の
歌
」
(
昭
防
)
、
詩
論

集
「
呪
法
と
変
容
」
(
昭

U
)
、
っ
戯
論
」
(
昭

川
崎
)
、
「
詩
の
栄
誉
」
(
昭
伸
)
、
「
狂
気
と
竪
琴
」

(
昭
日
)
、
「
記
憶
の
泉
」
(
同
)
、
「
聖
な
る
も

の
と
そ
の
変
容
」
(
昭
臼
)
、
「
ボ
エ

l
シ
ス
の

途
」
(
同
)
、
宗
教
評
論
集
「
イ
コ
ン
の
在
る
世

界
」
(
昭

M
)
、
小
説
集
「
路
傍
の
石
し
(
昭

日
)
。
ほ
か
に
句
集
、
漢
詩
集
が
あ
る
。
昭
和

日
年
6
月
高
橋
睦
郎
、
多
国
智
満
子
と
「
饗
宴
」

を
創
刊
、
詩
「
黄
金
の
枝
」
、
精
神
史
的
自
叙

伝
「
天
上
結
死
」
を
発
表
。
初
期
の
象
徴
詩
や

風
刺
詩
か
ら
パ
ス
テ
ル
ナ
I
ク
や
サ
ン
・
ジ
ョ

ン
・
。
ヘ
ル
ス
の
詩
境
を
経
て
、
愛
と
狂
気
、
死

と
永
遠
を
め
ぐ
る
人
間
の
原
罪
や
生
の
不
条

理
、
人
類
史
の
背
理
性
を
根
源
的
に
告
発
し
、

断
罪
す
る
壮
大
華
麗
な
詩
的
宇
宙
を
構
築
。
日

本
の
ダ
ン
テ
と
称
さ
れ
昭
和
史
に
類
例
の
な
い

形
而
上
的
宗
教
詩
人
と
し
て
、
不
滅
の
名
声
を

有
し
て
い
る
。
第
一

O
回
歴
程
賞
、
第
一
二
回

高
見
順
賞
を
受
け
た
。
(
千
葉
宣
一
)

鷲
田
小
弥
太
詑
M

昭
口
・

3
・
m
h
(
s

b
t
)
[文
芸
評
論
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
大
阪

大
学
文
学
部
博
士
課
程
(
哲
学
)
了
。
一
九
七

八
年
頃
か
ら
主
に
書
評
と
い
う
形
で
文
芸
作
品

多
い
。
大
正
日
年
の
「
詩
歌
時
代
」
創
刊
時
の

負
債
解
消
の
た
め
揮
事
頒
布
旅
行
を
企
て
同
年

9
月
夫
人
と
共
に
来
道
、
二
カ
月
間
全
道
各
地

を
行
脚
、
講
演
会
、
歌
会
、
揮
事
頒
布
会
を
開

き
、
小
田
観
盤
、
山
下
秀
之
助
、
酒
井
広
治
ら

道
内
有
力
歌
人
と
も
歓
談
し
、
精
細
を
極
め
る

「
行
脚
日
記
」
も
遺
し
た
バ
十
勝
の
幕
別
温
泉

に
八
幾
山
河
越
え
さ
り
ゆ
か
ば
寂
し
さ
の
は
て

な
む
国
ぞ
け
ふ
も
旅
ゆ
く
〉
の
歌
碑
が
あ
る
。

歌
集
一
五
冊
の
ほ
か
「
若
山
牧
水
全
集
」
全
一

三

巻

が

あ

る

。

(

村

井

宏

)

若
山
允
男
改
勺
大
口
・

2
-
m
1昭
お

・
2
・
U
(
S
N
ω
i
7
H
8
0
)
[
俳
句
〕
札
幌
市

生
ま
れ
。
昭
和
同
年
結
核
療
養
中
栗
木
重
光

(
踏
青
)
に
俳
句
を
学
ぶ
。
幻
年
旭
川
の
「
水

輪
」
に
参
加
、
中
山
直
木
・
八
寿
夫
妻
、
藻
戸

林
平
、
小
林
と
し
子
、
寺
田
京
子
ら
札
幌
勢
と

と
も
に
活
躍
。
翌
辺
年
こ
れ
ら
同
志
と
「
土

曜
」
を
発
刊
、
自
ら
発
行
人
と
な
っ
た
が
程
な

く
固
疾
再
発
、
一
一
年
に
及
ぶ
闘
病
の
果
て
に
没

し
た
。
鴛
駕
俳
人
と
呼
ば
れ
た
夫
人
愛
子
も
二

年
後
に
同
じ
病
で
後
を
追
っ
て
い
る
。

(
園
田
夢
蒼
花
)

脇

哲

理

大

日

・

9

・

m
m
1
(
5
8
1
)

(
シ
ナ
リ
オ
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
)
高
知
市

生
ま
れ
。
桧
山
管
内
江
差
町
に
育
つ
。
無
線
学

校
卒
。
新
聞
記
者
の
か
た
わ
ら
昭
和
お
年
安
田

博
(
風
山
暇
生
)
の
詩
誌
「
A
T
O
M
」
(
愛

別
、
の
ち
札
幌
)
同
人
と
な
り
、
幻
年
文
芸
誌

392 

そ
の
他
を
論
評
す
る
。
著
書
に
「
書
評
の
同
時

代
史
L

(

昭
町
、
二
二
書
房
)
、
「
短
形
の
鏡
L

(
昭
路
、
青
弓
社
)
、
「
何
を
読
ん
だ
ら
い
い

か
し
(
昭
印
、
三
一
書
房
)
が
あ
る
。
北
方
文

芸
編
集
委
員
。
札
幌
大
学
教
養
部
教
授
。

(
西
村
信
)

鷲
谷
峰
雄
詑
紳
昭

m
・
5
・
m
t
p
(
5
8

1
)
〔
詩
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
函
館
商
業
高
校

卒
。
文
化
学
院
中
退
。
昭
和
弘
年
「
詩
学
」
研

究
会
に
参
加
。
品
年
詩
誌
「
オ
プ
」
を
創
刊
し

「
核
」
に
参
加
し
た
。
日
叩
年
「
地
球
」
同
人
と

な
る
。
詩
集
は
叫
年
の
処
女
詩
集
「
忘
れ
る
だ

け
の
海
」
を
は
じ
め
「
花
に
つ
い
て
の
断
章
」

(
昭
必
)
、
「
幼
年
ノ

I
ト
」
(
昭
却
、
第
ロ
回

北
海
道
詩
人
協
会
賞
)
、
「
果
実
詩
篇
」
(
昭
臼
)

な
ど
四
冊
が
あ
る
。
リ
リ
シ
ズ
ム
を
基
調
に
、

詩
表
現
と
し
て
対
象
へ
の
深
い
認
識
へ
の
到
達

を
そ
の
目
標
と
し
て
い
る
が
、
繊
細
な
感
受
性

と
知
性
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
対
象
よ
り
存
在

の
新
し
い
意
味
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
る
。
日
本
現
代
詩
人
会
員
。
北
海
道
詩
人
協

会

員

。

(

永

井

浩

)

和
田
謹
吾
技
ど
大
口
・

5
・
ロ
t
F
(
H
C
N
N

I
)
〔
近
代
文
学
研
究
〕
東
京
生
ま
れ
。
筆
名

三
木
慮
。
昭
和
四
年
東
京
高
師
卒
業
と
同
時
に

室
蘭
中
学
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
日
飛
行

専
修
海
軍
予
備
学
生
と
し
て
土
浦
に
入
隊
の
た

め
室
蘭
着
任
は
初
年
問
月
。
文
芸
班
顧
問
と
し

て
「
波
の
穂
」
創
刊
。
句
誌
「
い
ぶ
り
」
の
主

393 



わだこうじ

宰
者
鈴
木
洋
々
子
に
親
し
む
。
名
寄
の
「
ピ
ヤ

シ
リ
」
に
創
作
を
発
表
。

n年
退
職
し
て
北
大

法
文
学
部
の
第
一
期
生
と
し
て
入
学
。
札
幌
の

「
限
界
」
に
創
作
を
発
表
。
大
学
院
特
別
研
究

生
を
経
て
お
年
助
手
。
同
年
小
谷
剛
の
「
作

家
」
に
加
入
、
北
海
道
支
部
長
と
な
る
。

m
m
年

北
海
道
新
聞
の
同
人
雑
誌
月
評
を
担
当
。
以

後
、
同
人
誌
秀
作
推
薦
、
北
海
道
新
聞
文
学
賞

の
選
考
委
員
と
し
て
三

0
年
間
そ
の
任
に
当
た

り
、
印
年
視
力
障
害
の
た
め
退
く
。
研
究
面
で

は
「
自
然
主
義
文
学
」
(
昭
制
、
至
文
堂
)
、

「
島
崎
藤
村
」
(
問
、
明
治
書
院
)
そ
の
他
多

く
の
著
書
、
論
文
が
あ
り
、
一
貫
し
て
自
然
主

義
文
学
研
究
に
従
事
。
「
近
代
文
学
に
お
け
る

地
方
性
の
問
題
L

(

昭
泊
、
「
ふ
じ
」

3
号
)

は
、
以
後
の
北
海
道
文
学
論
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
「
風
土
の
な
か
の
文
学
」
(
昭

ω、
北

書
房
)
は
北
海
道
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
広
く

と
り
あ
げ
た
本
で
あ
る
。
指
年
日
本
近
代
文
学

会
北
海
道
支
部
を
結
成
、
共
同
調
査
「
北
海
道

内
発
行
新
聞
文
芸
関
係
記
事
年
表
稿
」
(
明
治

篇
・
大
正
篇
)
を
編
ん
だ
。
「
北
海
道
文
学
全

集
」
の
編
集
に
も
加
わ
り
、
還
暦
を
記
念
し
て

エ
ッ
セ
ー
集
「
埋
み
火
抄
L

(

昭
町
、
私
家
版
)

を
刊
行
。
北
大
教
授
、
北
海
道
文
学
館
副
理
事

長

。

(

神

谷

忠

孝

)

和
田
耕
人
投
じ
ん
明
お
・

5
-
m
1
2
8

ω
t
p
)

〔
短
歌
〕
上
川
管
内
上
富
良
野
町
生
ま

れ
。
本
名
松
ヱ
門
。
小
学
校
卒
業
後
農
業
に
従

わたなべこ(人名編)

活
動
は
「
和
田
徹
三
全
集
」
(
昭
回

1
印
、
全

5
巻
、
沖
積
舎
)
に
集
大
成
さ
れ
て
い
る
。

(
原
子
修
)

渡

辺

勇

技

巧

昭

2
・
3
・
日

1
2
S

斗

1
)
[短
歌
〕
美
唄
市
生
ま
れ
。
昭
和
四
年

「
新
墾
」
入
社
。
昭
和
お
年
標
茶
町
に
移
住
。

初
年
同
町
で
同
人
誌
「
自
生
林
」
を
毎
月
発
行

し
、
そ
の
代
表
。
幻
年
「
潮
音
」
入
社
。
町
年

3
月
第
一
歌
集
「
春
の
牛
」
を
刊
行
。
雄
大
な

道
東
の
自
然
の
中
に
生
命
を
得
た
よ
う
に
歌
い

続
け
る
姿
勢
は
、
男
歌
の
永
遠
を
思
わ
せ
る
韻

き

が

あ

る

。

(

永

平

緑

苑

)

渡
辺
一
雄
殺
竹
明
却
・

1
-
U
1
昭
U
H

-
u
・
3
(
E
g
-
-
ω
S
)
〔
新
聞
史
研
究
〕

胆
振
管
内
虻
田
町
生
ま
れ
。
中
央
大
学
に
学
び

大
正
日
年
か
ら
新
聞
記
者
生
活
に
入
る
。
戦
時

中
室
蘭
日
報
社
に
勤
め
た
が
、
新
聞
統
合
に
よ

り
北
海
道
新
聞
社
に
籍
を
移
し
昭
和
初
年
定
年

退
社
。
後
年
は
専
ら
新
聞
史
を
研
究
し
「
北
海

道
新
聞
叩
年
史
」
「
同
初
年
史
」
を
編
纂
。
著

書
に
「
新
聞
風
俗
帖
」
「
世
相
い
ろ
め
が
ね
」

「
実
録
号
外
戦
線
」
、
生
涯
の
集
大
成
と
し
て

の
「
日
本
戦
争
外
史
・
従
軍
記
者
」
が
あ
る
。

(
渡
辺
健
治
)

渡

辺

喜

恵

子

技

せ

大

3

・
日
・

6
1

(
S
E
1
)
〔
小
説
〕
秋
田
県
生
ま
れ
。
本
姓

木
下
。
秋
田
県
立
能
代
高
女
卒
。
少
女
時
代
釧

路
市
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
戦
時
中
岩
手
県

に
疎
開
。
戦
後
上
京
し
て
「
三
田
文
学
」
同
人

事
、
青
年
時
代
農
民
詩
人
と
し
て
短
歌
、
短
編

小
説
、
随
想
等
を
書
い
た
。
農
業
の
か
た
わ
ら

青
年
団
活
動
、
農
民
運
動
に
挺
身
、
昭
和
日
年

村
会
議
員
。
翼
賛
運
動
に
活
躍
の
た
め
戦
後
六

カ
年
公
職
追
放
を
う
け
る
。
初
年
噴
煙
短
歌
会

を
創
設
、
会
長
。
ま
た
戦
後
再
び
農
民
運
動
に

挺
身
し
各
種
農
業
団
体
の
役
職
に
就
い
て
、
日
叩

年
か
ら
回
年
町
長
の
要
職
に
就
く
。
日
年
歌
集

「
噴
煙
絶
え
ず
」
、
日
年
随
想
集
「
土
に
生
き

る
L

刊
行
。
弘
年
歌
碑
建
立
。
(
青
地
繁
)

和
多
国
進
技
M

昭

m
-
m
・
5
1
2宏

ω
t
y
)
[
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〕
帯
広
市
生
ま

れ
。
法
政
大
学
社
会
学
部
卒
。
サ
イ
マ
ル
、
現

代
史
出
版
を
経
て
現
在
晩
声
社
代
表
。
轍
寅
次

郎
の
筆
名
で
「
追
跡
・
帝
銀
事
件
」
(
昭
防
、

晩
聾
社
)
、
本
名
で
「
編
集
現
場
で
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
を
考
え
る
」
(
昭
印
、
同
)
が
あ
る
。

(
神
谷
忠
孝
)

和
田
徹
三
功
哨
ぞ
う
明
位
・

8
・
4
1
2
8

φ
t
F
)
(
詩
〕
後
志
管
内
余
市
町
生
ま
れ
。
昭
和

6
年
小
棒
高
等
商
業
卒
。

7
年
詩
誌
「
耳
」
を

創
刊
し
て
詩
活
動
を
は
じ
め
、
「
椎
の
木
」
(
昭

8
)
、
「
麺
麹
」
(
昭
日
)
、
「
木
星
」
(
昭
げ
)
、

「
日
本
未
来
派
」
(
昭
幻
)
、
「
眼
」
(
昭
m
m
)

な

ど
の
詩
誌
に
作
品
を
発
表
し
た
の
ち
、
出
年
西

脇
順
コ
一
郎
、
安
西
冬
衛
、
村
野
四
郎
ら
の
協
力

を
得
て
詩
誌
「
湾
し
を
創
刊
し
、
選
り
す
ぐ
っ

た
執
筆
陣
に
よ
る
詩
と
詩
論
を
掲
載
し
、
み
ず

か
ら
も
「
神
話
的
な
変
奏
」
「
ぱ
り
あ
し
お
・

と
な
る
。
み
ち
の
く
の
女
た
ち
の
四
代
、
七

O

年
に
わ
た
る
愛
と
死
の
歴
史
を
描
い
た
「
馬
淵

川
」
(
昭
お
、
光
風
社
)
で
第
四
一
回
直
木
賞

を
受
賞
。
釧
路
市
開
基
百
年
記
念
と
銘
打
っ
た

三
部
作
「
原
生
花
園
」
(
昭
弘
、
文
化
服
装
学

院
出
版
)
は
、
明
治
叩
年
代
釧
路
に
移
住
し
た

鳥
取
県
人
と
、
秋
田
か
ら
の
移
住
者
三
代
に
わ

た
る
開
拓
女
た
ち
の
苦
闘
の
物
語
で
、
当
時
の

街
の
様
子
を
細
か
く
描
写
し
て
い
る
。
「
ア
ン

ラ
コ
ロ
の
歌
」
の
題
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ

た
。
ほ
か
に
「
海
の
幸
」
(
昭
崎
、
新
潮
社
)
、

「
啄
木
の
妻
」
上
中
下
(
昭
防
、
毎
日
新
聞

社
)
、
「
北
国
食
べ
も
の
風
土
記
」
(
昭
防
、
女

子
栄
養
大
学
出
版
部
)
な
ど
著
書
多
数
。

(
鳥
居
省
三
)

渡

辺

洪

技

生

大

正

日

・

8
・
日

t

(
S
N
N
t
F
)
[
短
歌
〕
十
勝
管
内
音
更
町
生
ま

れ
。
十
勝
開
拓
の
祖
「
晩
成
社
」
幹
部
の
渡
辺

勝
、
カ
ネ
の
孫
。
酪
農
業
、
兵
役
、
新
聞
記
者

を
経
て
十
勝
日
報
社
長
(
昭
川
崎
t
F

印
年
)
、
渡

辺
住
宅
社
長
を
務
め
る
。
昭
和
口
年
「
潮
音
・

新
墾
」
歌
会
に
出
席
し
、
同
年
「
新
墾
」
入

社
、
本
格
的
作
歌
を
は
じ
め
る
。
幻
年
2
月
野

原
水
嶺
、
千
葉
一
也
、
大
野
千
代
子
、
菅
野
郊

路
(
要
)
、
成
田
茂
ら
と
「
潮
音
・
新
墾
帯
広

歌
会
報
」
を
創
刊
。
同
年
4
月
か
ら
そ
の
誌
名

を
「
辛
夷
」
と
し
、
編
集
発
行
の
実
務
を
担
当

す
る
。
お
年
「
辛
夷
」
休
刊
と
な
り
、
そ
の
問

北
門
新
報
歌
壇
選
者
を
務
め
る
。
却
年
叩
月
水

み
ゆ
1
ち
か
拾
遺
L

「
ウ
ォ

1
レ
ス
・
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
ズ
詩
抄
」
等
の
詩
、
詩
論
、
訳
詩
を
発

表
し
て
、
高
水
準
な
詩
誌
と
し
て
の
全
国
的
な

声
価
を
保
持
し
て
い
る
。
早
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
詩
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
正
統
に
深
く
根
を
お
ろ

し
、
英
国
の
一
七
世
紀
の
形
而
上
詩
、

T
-
s

・
エ
リ
オ
ッ
ト
、
ハ

l
パ
l
ト
・
リ
1
ド
等
に

触
発
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
精
妙
な
美
学
を
駆
使

し
て
き
わ
め
て
個
性
的
な
詩
風
を
確
立
し
、
昭

和
叩
年
の
処
女
詩
集
「
門
L

(

惟
の
木
社
)
を

皮
切
り
に
、
「
唐
草
物
語
L

(

昭
は
、
昭
森
社
)
、

「
合
弁
花
冠
」
(
昭
弘
、
千
代
田
書
院
)
、
「
白

い
海
藻
の
街
」
(
昭
計
、
日
本
未
来
派
)
な
ど

の
詩
集
を
世
に
聞
い
、
お
年
の
「
金
属
の
下
の

時
間
」
(
ア
ポ
ロ
ン
社
)
は
鋭
利
な
文
明
批
評

精
神
を
甘
美
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
形
象
化
し
て
注

目
を
浴
び
、
文
字
通
り
本
道
の
代
表
的
詩
人
の

一
人
と
な
っ
た
。
後
、
「
神
話
的
な
変
奏
・
自

然
回
帰
L

(

昭
品
、
求
竜
堂
)
で
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
と
オ
キ
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
壮
大
な
融

合
の
世
界
を
構
築
し
、
「
虚
」
(
昭
日
、
国
文

社
)
、
「
和
田
徹
三
全
詩
集
」
(
問
、
沖
積
社
。

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
)
、
「
浄
瑠
璃
寺
幻
想

・
華
」
(
昭
問
、
沖
積
社
)
を
出
す
な
ど
、
広

大
な
詩
的
宇
宙
は
日
本
的
な
評
価
を
う
け
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
札
幌
短
大
教
授
、
札
幌
大
谷
短

大
主
事
、
道
薬
科
大
教
授
と
し
て
英
文
学
を
講

じ
、
少
年
詩
、
児
童
文
学
、
合
唱
曲
作
詩
(
昭

崎
、
芸
術
祭
大
賞
)
、
翻
訳
な
ど
多
才
な
文
学

394 

嶺
、
塚
越
博
一
、
森
本
浅
幸
ら
と
「
辛
夷
」
を

復
刊
、
四
四
年
代
表
水
嶺
逝
去
に
伴
い
大
塚
陽
子

と
交
代
す
る
ま
で
編
集
発
行
の
任
に
あ
た
っ

た
。
日
明
年
よ
り
「
短
歌
文
芸
賞
」
選
考
委
員
担

当
。
郷
土
史
、
北
海
道
犬
研
究
で
も
知
ら
れ
て

い
る
。
著
書
に
は
歌
集
「
迷
路
の
花
」
「
北
の

流
域
」
の
ほ
か
「
と
か
ち
奇
談
」
「
続
・
と
か

ち
奇
談
」
「
北
海
道
犬
の
話
」
が
あ
り
、
編
書

に
「
歌
人
野
原
水
嶺
」
が
あ
る
。

〔
北
の
流
域
〕
牧
口
昭
和
M
年
辛
夷
発
行

所
刊
。
掲
載
歌
五
三
四
首
。
第
一
部
「
野
を
帰

る
」
、
第
二
部
「
北
の
流
域
」
、
第
三
部
「
極
秘

事
項
」
、
第
四
部
「
印
」
に
分
け
て
編
ま
れ
、

野
原
水
嶺
が
序
文
執
筆
。
北
海
道
に
土
着
し
た

歌
、
男
の
ド
ラ
マ
な
ど
と
評
価
を
得
た
ほ
か
、

著
者
の
生
前
に
死
亡
の
祖
父
渡
辺
勝
を
多
く
詠

ん
だ
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た
。
〈
直
角
に
曲
が

り
直
角
を
歩
み
来
ぬ
想
へ
ば
お
び
ひ
ろ
に
育
つ

頃

よ

り

〉

(

大

塚

陽

子

)

渡
辺
悦
人
坊
対
決
明
釘
・
日
・
日

1
2
8

串

43)

〔
短
歌
〕
網
走
管
内
上
湧
別
町
生
ま
れ
。

本
名
要
。
小
樽
市
北
海
商
業
卒
。
帝
国
電
灯
小

樽
支
社
勤
務
を
経
て
昭
和
2
年
上
湧
別
町
役
場

に
入
り
、
渚
滑
、
興
部
、
上
斜
里
、
白
滝
各
村

長
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
、
上

湧
別
町
長
を
歴
任
。
臼
年
任
期
満
了
に
よ
り
退

職
。
大
正
日
年
文
芸
誌
「
ア
カ
シ
ヤ
」
発
行
。

日
年
口
語
歌
誌
に
衣
替
え
し
「
撒
横
樹
」
刊

行。

U
年
同
誌
廃
刊
を
機
に
「
北
海
道
新
短
歌

395 



わたなべさ

選
集
」
を
刊
行
。
昭
和
2
年
郷
土
文
芸
誌
「
山

脈
」
発
行
。
お
年
伊
東
音
次
郎
の
「
無
風
し
を

復
刊
し
「
音
次
郎
歌
集
」
刊
行
。
北
海
道
口
語

歌
壇
草
創
期
か
ら
全
盛
期
に
・
お
い
て
活
躍
し
、

口
語
短
歌
普
及
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

著
書
に
昭
和
也
年
随
筆
集
「
貝
殻
談
義
」
、
日

年
口
語
短
歌
、
俳
句
等
の
「
歪
ん
だ
笑
顔
」

「
情
談
下
談
」
あ
り
。
自
治
功
労
者
、
社
会
貢

献
者
と
し
て
受
賞
。
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
。

〈
屯
田
の
古
い
紳
に
結
ぼ
れ
て
老
妻
孤
独
を
噛

み

し

め

て

住

む

〉

(

吉

田

秋

陽

)

渡
辺
左
武
郎
議
終
明
叫
・
ロ
・

6
1

(
S
Z
1
)
[医
学
〕
札
幌
市
生
ま
れ
。
旧
制

札
幌
第
一
中
学
校
を
経
て
北
海
道
大
学
医
学
部

卒
。
札
幌
医
大
学
長
を
務
め
て
名
誉
教
授
。
文

芸
に
も
趣
味
が
深
く
、
短
歌
、
詩
、
映
画
評
な

ど
を
収
め
た
「
そ
の
ま
ま
」
(
昭
同
・
ロ
、
発

行
者
八
島
祥
三
)
が
あ
る
。
(
木
原
直
彦
)

渡

辺

滋

子

域

せ

明
Mm
・
-
-
3
1昭
弘

・
4

・
2
(
5
8
I
S
S
)
〔
短
歌
〕
富
山
県

生
ま
れ
。
幼
時
両
親
と
共
に
渡
道
、
札
幌
市
に

居
住
。
日
本
女
子
大
学
卒
。
札
幌
市
立
高
女
で

昭
和
同
年
ま
で
の
三

0
年
間
教
鞭
を
執
る
。
大

正
日
年
「
潮
音
」
入
社
、
幹
部
同
人
。
昭
和
5

年
「
新
墾
」
創
刊
に
参
加
、
選
者
。
長
年
裏
千

家
茶
道
師
範
を
務
め
、
門
下
生
も
多
い
。
歌
集

「
坦
道
」
が
あ
る
。
〈
石
す
と
し
ぬ
ら
し
て
過

ぐ
る
初
し
ぐ
れ
櫨
開
き
の
灰
こ
ま
か
に
ふ
る

ふ

〉

(

茂

木

健

太

郎

)

わたなべち(人名編)

ト
ギ
ス
誌
に
掲
載
さ
れ
た
が
そ
の
年
に
死
去
。

虚
子
選
名
勝
俳
句
狩
勝
峠
第
一
席
入
選
作
に

〈
天
の
川
濠
布
の
ご
と
く
懸
る
の
み
〉
が
あ

る

。

(

嶋

田

一

歩

)

渡
辺
淳
一
蹴
伐
ち
昭

8
-
m
-
M
l
(
巴

ω
ω
t
p
)
[
小
説
〕
空
知
管
内
上
砂
川
町
生
ま
れ
。

札
幌
南
高
校
、
北
大
教
養
か
ら
札
幌
医
大
卒
。

学
生
時
代
か
ら
「
北
大
季
刊
」
「
ア
ル
テ
リ
ア
」

(
医
大
学
友
会
誌
)
に
創
作
を
発
表
。
昭
和
剖

年
「
く
り
ま
」
入
会
。
同
誌
に
「
葡
萄
」
(
昭

辺
)
ほ
か
を
発
表
し
た
が
「
華
や
か
な
る
葬

礼
」
(
同
8
号
)
が
第
一
二
回
新
潮
全
国
同
人

雑
誌
賞
受
賞
(
発
表
時
は
「
死
化
粧
」
と
改

題
。
昭
却
・
ロ
、
「
新
潮
」
)
。
こ
れ
が
第
五
四

回
芥
川
賞
候
補
作
と
な
る
。
「
実
」
(
昭
必
・

6
、
「
文
学
界
」
)
が
第
五
七
回
直
木
賞
候
補
、

「
訪
れ
」
(
昭
位
・
ロ
、
「
文
芸
」
)
が
第
五
八

回
直
木
賞
候
補
と
な
り
、
「
光
と
影
」
(
昭
必
・

3
、
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
)
に
よ
っ
て
第
六
三
回

直
木
賞
を
受
賞
。
昭
和
制
年
春
上
京
し
、
以
来

東
京
に
居
を
お
く
が
、
北
海
道
を
舞
台
に
し
た

作
品
も
多
く
、
か
か
わ
り
深
い
。
「
ダ
ブ
ル
・

ハ

1
ト
L

(

昭
必
・
9
、
「
オ
!
ル
読
物
L
)

、

「
小
説
心
臓
移
植
」
(
昭
叫
・

1
1
2
、
同
)
、

「
無
影
灯
L

(

昭
必
・

1

1
ロ
、
「
サ
ン
デ
ー
毎

日
」
)
等
医
学
の
目
か
ら
人
間
を
追
求
し
文
壇

に
新
し
い
局
面
を
聞
い
た
が
「
神
々
の
夕
映

え
」
(
昭
回
、
講
談
社
)
は
安
楽
死
を
追
求
し

て
い
る
。
第
二
の
系
列
は
男
女
の
愛
と
性
を
描

渡
辺
茂
山
山
内
抗
ベ
明

ω
・
2
・
m
t
F
昭
町

・
3
・

m
(
5
2
1
5∞N
)

〔
詩
、
地
方
史
〕

宮
城
県
生
ま
れ
。
東
京
の
高
輪
中
学
中
退
。
大

正
末
期
釧
路
に
渡
り
伯
父
の
旅
館
業
を
継
ぐ
。

大
正
U
年
釧
路
の
詩
歌
誌
「
潮
霧
」
に
参
加

し
、
同
年
葛
西
暢
吉
ら
と
「
銅
羅
」
を
創
刊
。

昭
和
2
年
更
科
源
蔵
と
「
港
街
し
を
創
刊
。
以

後
「
至
上
律
」
「
北
緯
五
十
度
」
と
更
科
と
歩

み
を
と
も
に
し
た
。
日
年
旅
館
業
経
営
を
兼
ね

て
札
幌
に
出
、
道
議
会
事
務
局
、
民
間
会
社
な

ど
に
勤
務
。
戦
後
は
更
科
源
蔵
と
「
野
性
」
を

創
刊
。
担
年
北
海
道
郷
土
研
究
会
常
務
理
事
と

な
り
、
日
本
民
族
学
会
員
。
こ
の
頃
か
ら
主
と

し
て
市
町
村
史
編
纂
に
た
ず
さ
わ
る
。

mm
年
私

淑
す
る
吉
田
一
穂
の
序
文
に
よ
る
詩
集
「
泥
炭

地
層
」
お
よ
び
「
北
海
道
方
言
集
」
を
刊
行
。

初
年
度
の
北
海
道
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
編
著

の
市
町
村
史
に
「
白
糠
町
史
し
「
石
狩
町
史
」

「
釧
路
市
史
」
「
新
稿
伊
達
町
史
」
「
平
取
町

史
」
「
恵
庭
市
史
」
「
函
館
市
史
」
ほ
か
が
あ

り
、
「
北
海
道
の
伝
説
L

(

和
人
篇
)
「
北
海
道

歴
史
事
典
」
な
ど
。
「
新
札
幌
市
史
」
編
集
委

員
と
し
て
在
職
中
肺
ガ
ン
の
た
め
没
し
た
。

(
佐
々
木
逸
郎
)

渡

辺

志

津

子

持

守

昭

m
-
m
-
U
1

(芯
ω
ω
t
p
)
[
短
歌
〕
樺
太
恵
須
取
町
生
ま
れ
。

昭
和
四
年
仁
木
町
に
引
き
揚
げ
る
。
却
年
宮
田

益
子
に
師
事
し
て
作
歌
。

H
U

年
「
凍
土
L

入

会
、
{
呂
田
没
後
退
会
。
山
名
康
郎
を
中
心
と
し

き
、
「
リ
ラ
冷
え
の
街
L

(

昭川町
t
F
M
叩
、
北
海
道

新
聞
)
、
「
北
都
物
語
」
(
昭
錦

I
錦
、
「
ク
オ
リ

テ
ィ
」
)
等
は
北
海
道
を
舞
台
に
し
た
が
、
次

第
に
東
京
、
京
都
と
移
し
て
「
く
れ
な
ゐ
」

(
昭
印

1
日
、
東
京
新
聞
)
、
「
ま
ひ
る
野
L

(
昭
必
t
F

印
、
サ
ン
ケ
イ
)
、
「
化
粧
」
(
昭
M

I
回
、
「
週
刊
朝
日
」
)
、
「
ひ
と
ひ
ら
の
雪
」

(
昭
防

1
町
、
毎
日
新
聞
)
で
独
自
の
性
を
描

く
。
第
三
に
伝
記
と
し
て
「
花
埋
み
L

(

昭
句
、

河
出
書
房
)
の
系
列
。
野
口
英
世
の
伝
記
「
遠

き
落
日
」
(
昭
印
t
F

回
、
「
野
性
時
代
」
)
と

「
長
崎
ロ
シ
ヤ
遊
女
館
」
(
昭
M
、
講
談
社
)

の
二
作
で
第
一
四
回
吉
川
英
治
文
学
賞
を
受
賞

し
た
。
乃
木
希
典
夫
人
静
子
を
描
く
「
静
寂
の

声
」
(
昭
町

1
、
文
芸
春
秋
)
を
書
き
継
い
で

い
る
。
な
b
自
伝
と
も
い
え
る
「
白
夜
L

(

昭

日
1
、
中
央
公
論
)
も
継
続
中
。
「
渡
辺
淳
一

作
品
集
」
全
二
三
巻
(
文
芸
春
秋
)
に
は
昭
和

団
年
ま
で
の
作
品
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

[
リ
ラ
冷
え
の
街
〕
例
U
W
ぇ
昭
和
初
年
7
月

5
日
t
p
伺
年
1
月
別
日
北
海
道
新
聞
日
曜
版
連

載
。
河
出
書
房
新
社
(
昭
必
・
5
)
刊
。
人
工

授
精
で
男
の
子
を
生
ん
だ
佐
衣
子
と
、
精
子
の

提
供
者
で
あ
る
有
津
と
の
恋
愛
。
佐
衣
子
は
札

幌
に
住
み
、
有
津
は
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
の
泥
炭
研

究
者
と
、
本
道
を
舞
台
に
し
医
学
と
情
事
、
虚

無
と
熱
情
、
巧
み
な
ス
ト
ー
リ
ー
づ
く
り
で
、

後
の
発
展
を
予
測
さ
せ
る
初
期
の
代
表
作
。

(
川
辺
為
三
)

て
発
刊
し
た
同
人
歌
誌
「
調
停
」
に
参
加
。
穏
や

か
で
平
明
な
作
風
。
現
在
、
同
誌
編
集
委
員
。

(
山
名
康
郎
)

渡

辺

秀

ニ

は

決

大

ω
・
2
・

4
1
2
S

H
t
F
)
[
俳
句
〕
夕
張
市
生
ま
れ
。
本
名
秀
治
。

昭
和
初
年
羽
幌
炭
砿
勤
務
中
「
氷
原
帯
」
に
入

会
、
細
谷
源
二
の
指
導
を
受
け
る
。
同
炭
砿
文

化
会
俳
句
部
副
部
長
、
部
長
と
し
て
機
関
誌

「
炭
華
」
を
創
刊
か
ら
八
三
号
ま
で
刊
行
。
同

砿
閉
山
後
札
幌
市
に
移
住
。
句
集
「
黄
の
坑

帽
」
は
昭
和
初
年
羽
幌
で
、
「
風
雪
」
は
臼
年

札
幌
で
刊
行
。
ほ
か
に
訂
年
刊
の
共
著
句
集

「
発
破
音
」
が
あ
る
。
「
氷
原
帯
」
編
集
同
人
。

現

代

俳

句

協

会

員

。

(

川

端

麟

太

)

渡

辺

手

寒

波

於

明

n
・
5
・
1

1
昭
8

・
6
・

8
(
E
S
-
-∞ω
ω
)
[
俳
句
]
香
川
県

生
ま
れ
。
本
名
禎
三
郎
。
空
知
管
内
栗
山
町
の

日
蓮
宗
の
僧
侶
、
住
職
。
一
五
歳
の
こ
ろ
よ
り

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
。
昭
和
2
年
3
月
号

で
四
旬
、

4
月
号
に
三
句
と
入
選
、
当
時
の
北

海
道
俳
壇
で
万
丈
の
気
を
吐
く
。
〈
辛
う
じ
て

凍
死
の
指
を
く
ま
せ
け
り
〉
な
ど
異
色
作
家
と

し
て
活
躍
す
る
。

4
年
石
田
雨
圃
子
の
「
木
の

芽
」
発
刊
に
参
加
し
入
門
俳
句
欄
を
担
当
す

る
。
6
年
5
月
「
ふ
る
井
」
を
発
刊
主
宰
し
、

多
く
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
人
が
集
ま
っ
た
が
惜
し

く
も
三
号
で
休
刊
と
な
り
、
そ
の
後
の
消
息
を

断
っ
て
し
ま
っ
た
。

8
年
突
如
と
し
て
〈
白
露

に
日
当
り
そ
め
ぬ
う
ま
ど
や
し
〉
の
句
が
ホ
ト
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渡

辺

宗

子

技

マ

昭

9

・
4

・引

1
2
8

ナ
7

)

[

詩
]
福
岡
市
生
ま
れ
。
北
海
道
学
芸
大

学
札
幌
分
校
卒
。
昭
和
U
年
詩
誌
「
ね
ぐ
ん

ど
」
に
参
加
。
弱
年
同
誌
の
「
複
眼
系
」
へ
の

改
題
後
も
同
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
詩
集

は
「
春
を
め
く
る
」
(
昭
川
崎
)
と
「
あ
あ
蛎
が

い
っ
ぱ
い
し
(
昭
防
、
第
凶
回
北
海
道
詩
人
協

会
賞
)
の
二
冊
が
あ
る
。
詩
風
は
日
常
性
を
題

材
と
し
、
対
象
へ
の
感
情
移
入
の
中
か
ら
新
し

い
意
味
の
発
見
と
表
現
を
目
ざ
し
て
い
る
。
北

海

道

詩

人

協

会

員

。

(

永

井

浩

)

渡
辺
惣
蔵
村
片
付
判
明

ω
・
1
・
日

t
昭
和

的
・

1
・
お

(
5
0斗

h
g∞ω
)

[

社
会
運
動
〕

札
幌
市
生
ま
れ
。
日
本
大
学
政
治
科
卒
。
在
学

中
よ
り
無
産
運
動
に
入
り
、
の
ち
人
民
戦
線
事

件
に
連
座
入
獄
一
年
半
。
全
国
労
農
大
衆
党
、

社
会
大
衆
党
中
央
委
員
。
豊
島
区
会
議
員
等
東

京
中
心
に
活
動
。
戦
後
北
海
道
文
化
協
会
を
創

立
。
日
本
社
会
党
道
連
執
行
委
員
長
。
衆
議
院

議
員
(
北
海
道
4
区
)
当
選
五
回
。
昭
和
日
年

任
期
を
終
え
る
。
著
書
に
「
労
働
運
動
弾
圧
立

法
史
L

「
北
海
道
社
会
運
動
史
」
「
わ
が
道
わ
が

闘

い

」

等

が

あ

る

。

(

山

内

栄

治

)

渡
辺
千
代
日
混
在
べ
大
2
・

u
-
U
1
(
H
C
H

ω
t
p
)

〔
小
説
、
エ
ッ
セ
ー
〕
室
蘭
市
生
ま
れ
。

本
姓
伊
藤
。
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
文
科

卒
。
女
高
師
三
年
三
学
期
、
朝
日
新
聞
の
懸
賞

小
説
に
応
募
、
「
十
日
ば
か
り
寝
ず
に
書
い
た

の
が
も
と
で
不
眠
症
に
な
り
、
一
年
休
学
。
後

397 



わたなべて

遺
症
で
長
く
苦
し
む
」
(
「
歴
」
あ
と
が
き
)
。

昭
和
叩
年
庁
立
室
蘭
高
女
(
現
室
蘭
清
水

E

高
)
を
振
り
出
し
に
札
幌
北
高
校
(
定
時
制
)

で
終
わ
る
ま
で
三
十
余
年
教
師
生
活
。
茨
城
県

で
戦
災
に
あ
い
川
西
村
(
現
帯
広
市
)
に
お
い

て
帰
農
生
活
の
と
き
橘
川
千
代
の
筆
名
で
小
説

「
董
流
れ
て
し
(
「
北
海
道
文
学
L
)

、
本
名
で

「
嫁
粧
」
「
購
蛾
」
(
「
凍
原
」
)
を
発
表
し
た
。

初
年
か
ら
幻
年
ま
で
北
海
道
新
聞
の
コ
ラ
ム

「
朝
の
食
卓
」
を
書
き
継
ぐ
。
エ
ッ
セ
ー
を
集

め
た
「
歴
」
(
昭
U
)
、
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

四
季
」
(
昭
臼
)
、
「
政
魂
童
女
」
(
昭
防
、
い
ず

れ
も
私
家
本
)
が
あ
る
。
(
佐
藤
庫
之
介
)

渡

辺

照

江

設

竺

昭

和

3
・
3
-
m
t

(
S
N
∞
1
)
[短
歌
〕
十
勝
管
内
本
別
町
生
ま

れ
。
本
名
昭
枝
。
「
辛
夷
」
編
集
発
行
人
渡
辺

洪
夫
人
。
昭
和
初
年
私
立
静
華
家
政
女
学
校

卒
。
幻
年
「
辛
夷
」
入
社
。
一
時
、
土
蔵
培
人

か
ら
作
歌
の
指
導
を
受
け
る
。
「
辛
夷
」
選
者

の
ほ
か
、
運
営
委
員
、
編
集
委
員
を
兼
務
。

M
M

年
辛
夷
賞
を
受
賞
。
日
年
歌
集
「
抄
本
」
を
刊

行
。
女
性
に
は
珍
し
い
骨
太
な
詠
風
で
注
目
さ

れ
た
。
華
道
池
坊
、
茶
道
表
千
家
の
教
授
。

(
大
塚
陽
子
)

渡
辺
直
吉
設
玖
明
却
・

7
-
m
I昭
日

・
3
-
m
2
8叶

1
E∞H)
[

短
歌
]
秋
田
県

生
ま
れ
。
大
正
日
年
東
京
荏
原
中
学
校
卒
。
空

知
郡
三
笠
山
村
幌
内
尋
常
高
等
小
学
校
に
赴

任
。
庁
立
岩
見
沢
高
等
女
学
校
、
(
現
道
立
岩

めだよしえ(人名編)

幌
を
訪
れ
た
折
、
作
品
五
句
を
残
し
て
い
る
。

「
白
泉
句
集
」
(
昭
印
)
が
あ
る
。(

園
田
夢
蒼
花
)

渡
辺
ひ
ろ
し
按
守
明
必
・

2

・
3
1

(SHNtp)
〔
児
童
文
学
〕
東
京
生
ま
れ
。
本

名
弘
。
東
京
目
白
中
学
校
五
年
中
退
。
以
来
童

謡
に
打
ち
込
む
。
昭
和

5
年
「
日
ぐ
れ
」
が

「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
特
選
に
入
り
、
こ
れ
が
縁

で
「
チ
チ
ノ
木
」
同
人
と
な
る
。
「
赤
い
鳥
」

に
「
ふ
き
ん
」
「
水
田
の
空
」
等
発
表
。
お
年

札
幌
ロ
パ
パ
ン
に
入
社
。
「
日
本
児
童
文
学
」

に
「
ろ
ば
よ
走
れ
」
発
表
、
子
ど
も
の
う
た
と

し
て
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
や
小
学
校
音
楽
教
科
書

等
に
収
録
。
出
年
肺
結
核
で
手
術
。
と
の
年
8

月
「
鳩
の
扇
子
」
を
織
書
房
よ
り
出
版
。
初
年

和
田
義
雄
ら
と
「
森
の
仲
間
」
を
創
刊
。
そ
の

編
集
を
続
け
て
い
る
。
却
年
日
本
童
謡
協
会

員
。
「
童
謡
へ
の
回
想
と
私
観
」
「
に
じ
の
つ
ら

ら
」
等
を
自
費
出
版
。
作
品
「
米
屋
」
は
日
本

童
謡
集
(
借
成
社
)
、
「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
」
は
小

学
校
教
科
書
国
語
六
年
に
収
録
(
昭
回
、
日
本

書
籍
)
。
「
知
里
真
志
保
先
生
」
の
詩
は
日
本
詩

歌
名
作
集
収
録
。
回
年
札
幌
市
よ
り
社
会
教
育

功
労
者
賞
を
受
け
る
。
(
坪
谷
京
子
)

渡
辺
睦
子
攻
守
大
8
・
1
・

m
1
(
S
H

ゆ

1
)
(俳
句
〕
後
志
管
内
岩
内
町
生
ま
れ
。
旧

制
札
幌
高
等
女
学
校
専
攻
科
卒
。
小
学
校
教
員

を
経
て
主
婦
。
昭
和
川
崎
年
よ
り
「
駒
草
L

に
拠

り
句
作
を
始
め
、
の
ち
寺
田
京
子
に
師
事
。

見
沢
西
高
校
)
に
勤
め
、
昭
和
必
年
同
校
教
頭

で
定
年
退
職
。
大
正
日
年
若
山
牧
水
夫
妻
が
幌

内
を
訪
れ
た
こ
と
と
、
炭
鉱
病
院
の
田
辺
杜
詩

花
を
識
っ
た
こ
と
か
ら
短
歌
に
関
心
を
持
つ
。

昭
和
3
年
小
泉
琴
三
主
宰
「
ポ
ト
ナ
ム
」
入

社
。
幻
年
5
月
「
原
始
林
」
創
刊
に
同
人
と
し

て
参
加
、
運
営
委
員
、

m年
よ
り
選
者
。
昭
和

日
年
か
ら
同
年
口
語
歌
人
並
木
凡
平
の
依
頼
を

受
け
、
室
蘭
タ
イ
ム
ス
文
芸
欄
に
文
章
、
短
歌

を
掲
載
。
ボ
ト
ナ
ム
の
グ
ル
ー
プ
誌
「
青
雪
」

を
編
集
発
行
。
昭
和
問
年
道
翼
賛
芸
術
連
盟
短

歌
部
推
薦
会
員
。
幻
年
か
ら
お
年
岩
見
沢
よ
り

詩
歌
誌
「
草
原
」
の
編
集
同
人
。
初
年
か
ら
お

年
第
一
次
岩
見
沢
短
歌
会
、
初
年
か
ら
同
年
ま

で
第
二
次
岩
見
沢
短
歌
会
を
指
導
。
川
崎
年
農
村

婦
人
「
土
筆
短
歌
会
」
、
同
年
農
協
婦
人
部

「
野
菊
短
歌
会
」
を
指
導
。
作
風
は
写
実
に
根

ざ
し
つ
つ
も
美
と
ロ
マ
ン
を
追
求
す
る
詩
性
派

の
一
人
で
あ
っ
た
。
画
業
と
し
て
昭
和
9
年
第

一
O
回
「
道
展
」
に
「
荷
積
場
風
景
」
、

M
年

一
一
一
二
回
「
国
展
」
に
「
空
知
晩
秋
」
「
厩
舎
L

二
点
入
選
。
必
年
文
化
連
盟
、
必
年
岩
見
沢
教

育
振
興
表
彰
を
受
け
た
。
岩
見
沢
市
文
連
副
会

長
、
文
学
岩
見
沢
の
会
代
表
。
日
年
「
渡
辺
直

吉
全
歌
集
」
刊
行
。
日
ω
年
日
月
緑
ケ
丘
に
「
渡

辺
直
吉
歌
碑
」
建
立
。
(
吉
田
福
太
郎
)

渡
辺
直
子
殺
せ
明
収
N

・
I
-
U
I
(
5
H

N

I

)

(

俳
句
〕
函
館
市
生
ま
れ
。
庁
立
函
館
高

女
卒
業
後
看
護
婦
講
習
所
を
修
了
し
、
昭
和
5

「
寒
雷
」
「
杉
」
所
属
。
「
に
れ
し
「
梓
」
同
人
。

(
木
村
敏
男
)

和
田
芳
恵
投
え
明
却
・

4
・
6
1昭
臼

-m
・
5
(
5
8
1
5コ
)
[
小
説
、
近
代
文

学
研
究
〕
渡
島
管
内
長
万
部
町
(
国
縫
)
生
ま

れ
。
大
正
8
年
訓
縫
小
学
校
を
卒
業
し
て
庁
立

函
館
商
船
学
校
に
補
欠
入
学
。
秋
に
生
家
は
破

産
し
、
士
別
に
移
る
。
叩
年
に
札
幌
の
私
立
北

海
中
学
二
学
年
に
編
入
学
。
作
{
歪
阿
木
健
作
の

あ
と
佐
藤
正
男
個
人
の
育
英
資
金
を
受
け
た

が
、
こ
の
間
母
校
の
代
用
教
員
を
勤
め
た
り
し

た
。
日
年
に
北
海
中
学
を
退
学
し
て
上
京
し
、

翌
年
中
央
大
学
法
学
部
に
入
学
。
昭
和
6
年
に

卒
業
し
て
新
潮
社
に
入
社
し
、
「
日
本
文
学
大

辞
典
」
編
集
の
ほ
か
雑
誌
「
日
の
出
」
編
集
長

代
理
と
な
っ
た
。
か
た
わ
ら
小
説
に
も
筆
を
染

め
、
新
潮
社
を
退
社
し
た
同
年
の
叩
月
に
か
ね

て
か
ら
の
研
究
成
果
「
樋
口
一
葉
」
(
十
字
屋

書
庖
)
を
上
梓
し
た
。
翌
年
に
は
連
作
短
編
集

「
作
家
達
」
と
長
編
小
説
「
十
和
田
湖
」
を
、

同
年
に
は
「
樋
口
一
葉
の
日
記
」
と
「
離
愁

記
」
を
そ
れ
ぞ
れ
出
版
。
敗
戦
直
後
の
幻
年
に

「
日
本
小
説
」
の
編
集
に
携
わ
っ
た
が
、
い
わ

ゆ
る
F

中
間
小
説
d

の
名
称
は
こ
の
雑
誌
の
小

説
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
。
出
年
6
月
の
「
一
葉

の
日
記
」
(
筑
摩
書
房
)
で
日
本
芸
術
院
賞
を

受
賞
し
、
つ
い
で
長
編
小
説
「
塵
の
中
」
(
昭

犯
・
口
、
光
風
社
)
に
よ
っ
て
直
木
賞
を
受
賞

し
た
。
必
年
に
は
長
い
編
集
者
生
活
の
体
験
に

年
か
ら
U
年
ま
で
市
立
函
館
病
院
に
看
護
婦
と

し
て
勤
務
(
昭
和
泊
年
以
降
総
婦
長
)
。
俳
句

は
昭
和
同
年
頃
「
さ
い
か
ち
」
に
投
句
す
る
。

斎
藤
玄
を
知
り
「
壷
L

に
入
会
、
引
年
以
後
同

人
。
お
年
か
ら
U
年
ま
で
の
休
刊
中
は
句
作
中

止
。
的
年
壷
中
賞
受
賞
。
玄
の
死
去
後
は
同
人

会
副
会
長
と
し
て
函
館
壷
の
会
を
率
い
献
身
し

て
い
る
が
句
作
は
し
て
い
な
い
。
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(
金
谷
信
夫
)

渡
辺
俳
瞳
政
宗
明
お
・
1
・

m
m
1
2
8

印

1
)
[俳
句
〕
根
室
市
生
ま
れ
。
本
名
憲
治
。

電
電
公
社
に
勤
務
し
昭
和
犯
年
退
職
す
る
。
俳

句
は
大
正
ロ
年
「
枯
野
」
に
拠
り
、
長
谷
川
零

儀
子
に
師
事
。
小
樽
俳
句
会
「
秋
草
会
」
を
創

設
し
会
長
と
な
る
。
昭
和
5
年
「
水
明
L

創
刊

に
参
加
、
長
谷
川
か
な
女
に
師
事
す
る
。
一
時

作
句
を
中
断
し
た
が
叫
年
復
帰
。
同
年
横
道
秀

川
主
宰
の
「
雪
嶺
」
創
刊
に
特
別
同
人
と
し
て

参
加
。
小
樽
俳
句
協
会
副
会
長
を
務
め
た
。

(
横
道
秀
川
)

渡
辺
白
泉
片
付
い
大
2
・
3
-
m
t昭川
H

・
I
-
m
(
S
E
-
-
c
g
)
[俳
句
〕
東
京
生

走
け
の
り

ま
れ
。
本
名
威
徳
。
昭
和
叩
年
慶
応
大
学
卒
。

昭
和
8
年
「
馬
酔
木
」
に
初
投
句
。
以
後
「
句

と
評
論
」
「
広
場
L

「
京
大
俳
句
」
「
天
香
」
等

に
拠
っ
て
評
論
、
作
品
活
動
を
展
開
、
新
興
俳

壇
切
っ
て
の
新
鋭
と
目
さ
れ
た
が
、
日
年
京
大

俳
句
弾
圧
事
件
に
連
座
検
挙
。
そ
の
後
は
俳
壇

の
表
面
に
出
ず
ひ
そ
か
に
作
句
。
同
年
2
月
札

よ
る
「
私
の
内
な
る
作
家
た
ち
L

(

中
央
大
学

出
版
部
)
を
刊
行
し
、
的
年
の
短
編
集
「
接
木

の
台
」
(
河
出
書
房
新
社
)
で
読
売
文
学
賞
を

受
け
た
。
特
筆
し
て
い
い
の
は
、
和
田
文
学
が

晩
年
に
至
っ
て
F

と
つ
ぜ
ん
成
熟
し
た
d

(

丸

谷
才
一
)
こ
と
で
、
そ
の
巧
轍
き
わ
ま
る
作
品

群
に
よ
っ
て

F

短
編
の
名
手
d

の
名
を
ほ
し
い

ま
ま
に
す
る
。
印
年
に
は
短
編
集
「
抱
寝
」

(
河
出
書
房
新
社
)
を
出
し
て
お
り
、
「
接
木

の
台
L

と
共
に
「
幼
な
じ
み
」
な
ど
故
郷
も
の

が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
肺
気
腫
と
闘
い
な

が
ら
「
文
芸
」
に
連
載
し
た
「
暗
い
流
れ
し
は

北
海
道
を
舞
台
に
さ
ま
ざ
ま
な
性
の
体
験
を
通

じ
て
成
長
し
て
ゆ
く
自
伝
的
小
説
で
、
日
本
文

学
大
賞
を
受
け
た
。
死
後
に
も
「
雪
女
」
に
よ

っ
て
川
端
康
成
文
学
賞
が
贈
ら
れ
、
没
後
あ
い

つ
い
で
短
編
集
「
雀
い
ろ
の
空
」
「
雪
女
L

、
随

筆
集
「
順
番
が
来
る
ま
で
し
「
ひ
と
す
じ
の
心
」

「
作
家
の
う
し
ろ
姿
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
「
和

田
芳
恵
全
集
L

全
5
巻
(
昭
日

1
M
、
河
出
書

房
新
社
)
が
あ
る
。

〔
暗
い
流
れ
〕
が
か
長
編
小
説
。
昭
和
回
年

叩
月

1
回
年
1
月
「
文
芸
」
。
河
出
書
房
新
社

(
昭
臼
・

4
)
刊
。
明
治
必
年
、
主
人
公
の
私

(
吉
平
)
が
生
ま
れ
故
郷
の
国
縫
で
ハ
レ
!
雪

星
に
出
会
う
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
や
が
て

一
家
が
没
落
す
る
な
か
で
北
海
中
学
に
進
み
、

上
京
す
る
が
、
そ
の
成
長
の
過
程
で
父
の
妾
、

従
妹
、
友
人
の
母
な
ど
と
の
性
の
体
験
を
重
ね
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わだよしお

る
。
主
人
公
の
生
き
ざ
ま
を
が
暗
い
流
れ
d

の

ま
ま
捉
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
作
者
の
ふ
る

さ
と
へ
の
想
い
も
集
約
さ
れ
て
お
り
、
晩
年
の

大

作

で

あ

る

。

(

木

原

直

彦

)

和
田
義
雄
投
お
大
3

・3
・
2
1昭
回

-
m
-
m
(
S
E
t
-
-
S品
)
〔
児
童
文
学
〕
旭

川
市
生
ま
れ
。
空
知
農
業
学
校
中
退
。
昭
和
引

年
か
ら
お
年
ま
で
雑
誌
「
北
の
子
供
一
編
集

長
。
詑
年
か
ら
幻
年
人
形
劇
団
「
こ
ま
ど
り
し

主
宰
。
こ
の
間
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
等
執
筆
。
お
年

か
ら
品
年
喫
茶
百
経
営
。
幻
年
2
月
日
本
児
童

文
学
者
協
会
北
海
道
支
部
結
成
に
参
加
、
事
務

局
長
の
責
を
果
た
す
。
初
年
4
月
児
童
文
学
問

人
誌
「
森
の
仲
間
」
創
刊
、
主
宰
と
し
て
新
人

育
成
に
努
力
。
引
年
の
つ
北
海
道
文
学
展
」
に

は
加
藤
多
一
と
共
に
児
童
文
学
コ
ー
ナ
ー
の
展

示
に
力
を
つ
く
し
、
以
後
道
内
児
童
文
学
界
の

関
係
資
料
収
集
、
解
説
、
展
示
の
生
き
字
引
と

し
て
活
躍
し
た
。
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

と
し
て
北
海
道
文
学
館
常
任
理
事
、
「
北
海
道

児
童
文
学
全
集
」
編
集
委
員
等
の
仕
事
が
あ

る
。
童
話
集
に
「
か
ぜ
を
ひ
い
た
く
ま
」
「
白

い
劇
場
」
「
雪
の
花
が
咲
い
た
」
な
ど
。
評
論

集
に
「
北
海
道
の
児
童
文
学
」
(
共
著
)
。
ほ
か

に
昭
和
お
年
豆
本
「
ぷ
や
ら
新
書
し
を
企
画
発

刊

。

(

加

藤

多

一

)
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編

集

後

記

本
事
典
の
編
集
は
早
く
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
弱
年
度
の

北
海
道
文
学
館
総
会

(
5
月
幻
日
)
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
翌
日
年
2

月
幻
日
に
「
北
海
道
文
学
大
事
典
編
集
委
員
会
」
の
発
足
を
み
た
。

〈
委
員
長
〉
更
科
源
蔵
。
〈
副
委
員
長
〉
園
田
夢
蒼
花
、
中
山
周
三
、

和
田
謹
吾
。
〈
委
員
〉
小
説
・
評
論

l
小
笠
原
克
、
神
谷
忠
孝
、
沢
田

誠
一
、
日
高
昭
二
。
児
童
文
学

1
加
藤
多
一
、
柴
村
紀
代
、
渡
辺
ひ

ろ
し
、
和
田
義
雄
。
詩

l
東
延
江
、
河
郁
文
一
郎
、
小
松
瑛
子
、
佐

々
木
逸
郎
、
永
井
浩
。
短
歌
H
田
村
哲
三
、
永
平
利
夫
、
宮
崎
芳
男
、

村
井
宏
。
俳
句

1
木
村
敏
男
、
島
恒
人
、
辻
脇
系
一
。
〈
事
務
局
〉
木

原
直
彦
、
西
村
信
。
〈
事
務
局
員
〉
東
海
林
淳
子
、
山
本
よ
し
え
。

以
来
、
何
回
と
な
く
会
議
を
重
ね
て
基
本
要
綱
作
り
に
は
じ
ま
り
、

リ
ス
ト
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
際
に
、
日
本
近
代
文
学
館
編
「
日
本

近
代
文
学
大
事
典
」
(
講
談
社
)
が
大
き
く
参
考
に
な
っ
た
が
、
し
か
し

府
県
単
位
の
前
例
が
な
い
た
め
、
本
道
の
実
情
に
即
し
て
試
行
錯
誤
を

重
ね
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

最
大
の
難
関
は
項
目
の
選
定
と
ス
ペ
ー
ス
の
割
り
当
て
で
あ
り
、
こ

れ
に
は
ど
の
委
員
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
苦
闘
の
連
続
で
あ
っ
た
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
全
ジ
ャ
ン
ル
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
終
え
た
あ
と
、
ジ
ャ

ン
ル
別
に
総
枠
を
定
め
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
配
分
す
る
と
い
う
方
法
を

と
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
、
全
体
を
通
じ
て
横
並
び
の
比
重
を
期

す
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
み
ん
な
が
納
得
す
る
基
準
な

ど
な
い
こ
と
も
お
も
い
知
っ
た
。
最
善
の
努
力
を
は
ら
っ
た
つ
も
り
で

あ
る
が
、
し
か
し
目
く
ば
り
の
ま
ず
さ
を
恐
れ
る
も
の
で
、
そ
の
点
は

台
叱
り
を
受
け
な
が
ら
他
意
の
な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
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思
っ
て
い
る
。

編
み
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
、
と
い
う
も
の
で
な

い
こ
と
も
知
っ
た
。
す
で
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
い
か
に

大
き
か
っ
た
こ
と
か
。
こ
の
時
期
に
編
ま
な
け
れ
ば
、
古
い
事
象
は
ま

す
ま
す
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
の
実
感
を
深
め
た
こ
と
も
た
し

か
で
あ
る
。

い
ま
本
事
典
が
陽
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
漕
ぎ

着
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
校
正
に
ま
で
忙
殺
さ
れ
た
全
委
員
の
熱

情
に
よ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
三
四

O
人
と
い
う

方
々
が
心
よ
く
気
持
ち
を
こ
め
て
ご
執
筆
く
だ
さ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
幾
重
に
も
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
新
聞
社
出
版
局
図
書
編
集
部
に
は
並
々
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な

っ
た
。
こ
と
に
当
方
の
編
集
や
そ
の
手
順
の
ま
ず
さ
を
、
担
当
の
方
々

に
よ
っ
て
ど
れ
ほ
ど
助
け
ら
れ
た
か
知
れ
な
い
。
こ
の
ご
尽
力
が
な
け

れ
ば
、
こ
の
段
階
で
の
完
成
は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
は
ず
で
、
心
か
ら

お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。
ま
た
、
出
版
社
側
と
執
筆
者
の
聞
に
立
っ
て

苦
闘
さ
れ
た
北
海
道
文
学
館
の
事
務
局
員
に
も
格
別
に
感
謝
す
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
、
満
腔
の
悲
し
み
を
こ
め
て
、
更
科
源
蔵
北
海
道
文

学
館
理
事
長
の
急
逝
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
必
年

の
文
学
館
創
立
以
来
、
今
日
ま
で
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
北
海
道
の

文
学
に
、
い
や
日
本
の
文
学
界
に
多
大
の
影
響
を
与
え
続
け
て
こ
ら
れ

た
氏
は
、
文
学
館
の
歴
史
の
中
で
最
も
大
き
な
、
画
期
的
な
事
業
と
し

て
企
画
さ
れ
た
本
書
の
完
成
を
待
た
ず
、
昭
和

ω年
9
月
お
日
に
永
眠

さ
れ
た
。
こ
の
一
、
二
年
、
健
康
状
態
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
四
二
項
目
を
執
筆
し
、
刊
行
を
心
待
ち
に

し
て
お
ら
れ
た
。
大
変
残
念
で
な
ら
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■収録人物(物故者)没年月日一覧

※ デジタル版『北海道文学大事典』の「人名編」記事本文は刊行時(1985年)のかたたちををほぼそのまま残してアップしました。

　 掲載した人々の中には、すでに故人となった方々も含まれています。

※ 以下は、上記の「すでに故人となった方々」の没年月日について調査し、それが判明した人々について一覧化したものです。

　 また、「備考」欄は受賞歴など現在調査中の事柄のうち確定した内容を後日定期的に加え、情報としてご提供するための欄です。

※ 「人名編」記事本文には、下表とは別に、すでに物故されたと推定できる人々がまだ多く含まれています。

　 これらの方々については、調査を続行いたしますが、なおこの『大事典』をご利用くださる皆様で、

　 没年月日などの情報をお持ちの方は、随時当文学館まで当該情報をお届けください。

※ 没年一覧の該当人物については本文見出し人名部分に一覧へのリンク設定をしております。

人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

青木　政雄 あおき　まさお 短歌 1906年（明39）8月14日～1988年（昭63）7月15日

青山　ゆき路 あおやま　ゆきじ 短歌 1907年（明40）8月11日～1993年（平5）3月1日

秋山　清 あきやま　きよし 詩、評論 1904年（明37）4月20日～1988年（昭63）11月14日

秋山　しぐれ あきやま　しぐれ 俳句 1925年（大14）11月15日～没年不詳

朝谷　耿三 あさたに　こうぞう 小説 1909年（明42）2月17日～2007年（平19）3月

浅野　晃 あさの　あきら 詩、評論 1901年（明34）8月15日～1990年（平2）1月29日

浅野　太市 あさの　たいち 小説 1930年（昭5）7月10日～2008年（平20）9月

浅野　明信 あさの　めいしん 詩 1933年（昭8）8月5日～2005年（平17）10月1日

安住　尚志 あずみ　たかし 短歌 1919年（大8）1月20日～2000年（平12）2月19日

阿部　慧月 あべ　けいげつ 俳句 1905年（明38）12月25日～2005年（平17）12月31日

安部　公房 あべ　こうぼう 小説、劇作 1924年（大13）3月7日～1993年（平5）1月22日

阿部　信一 あべ　しんいち 俳句 1932年（昭7）8月15日～2005年（平17）12月31日

阿部　保 あべ　たもつ 英文学、詩 1910年（明43）5月30日～2007年（平19）1月10日

荒川　楓谷 あらかわ　ふうこく 俳句 1908年（明41）2月25日～2005年（平17）4月15日

荒澤　勝太郎 あらさわ　かつたろう 小説 1913年（大2）4月15日～1994年（平6）4月2日

荒谷　七生 あらや　なおえ 短歌 1911年（明44）8月24日～1997年（平9）8月

阿波野　青畝 あわの　せいほ 俳句 1899年（明32）2月10日～1992年（平成4）12月22日

安藤　美紀夫 あんどう　みきお 児童文学 1930年（昭5）1月12日～1990年（平2）3月17日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

飯塚　朗 いいづか　あきら 中国文学研究、小説 1907年（明40）9月2日～1989年（平元）2月23日

飯田　龍太 いいだ　りゅうた 俳句 1920年（大9）7月1日～2007年（平19）2月25日

生田　直親 いくた　なおちか シナリオ、小説 1929年（昭4）12月31日～1993年（平5）3月18日

池波　正太郎 いけなみ　しょうたろう 小説、劇作 1923年（大12）1月25日～1990年（平2）5月3日

石　一郎 いし　いちろう 小説、アメリカ文学研究 1911年（明44）8月1日～2007年（平19）1月

石井　昌光 いしい　まさみつ 詩 1911年（明44）5月24日～1987年（昭62）4月12日

石岡　草次郎 いしおか　そうじろう 短歌 1916年（大5）3月20日～1995年（平7）4月

石垣　福雄 いしがき　ふくお 国語学 1914年（大3）7月23日～2004年（平16）2月21日

石上　玄一郎 いしがみ　げんいちろう 小説 1910年（明43）3月27日～2009年（平21）10月5日

石上　慎 いしがみ　しん 劇作 1935年（昭10）1月1日～2010年（平22）5月10日

石川　桔梗 いしかわ　ききょう 短歌 1906年（明39）2月23日～2000年（平12）8月

石川　澄水 いしかわ　ちょうすい 短歌 1905年（明38）5月1日～1986年（昭61）1月

石川　昌男 いしかわ　まさお 短歌 1911年（明44）10月10日～2005年（平17）

石坂　由紀子 いしざか　ゆきこ 詩 1936年（昭11）6月6日～1991年（平3）3月14日

石坂　洋次郎 いしざか　ようじろう 小説 1900年（明33）1月25日～1986年（昭61）10月7日

石塚　喜久三 いしづか　きくぞう 小説 1904年（明37）9月5日～1987年（昭62）10月1日

石塚　友二 いしづか　ともじ 俳句 1906年（明39）9月20日～1986年（昭61）2月8日

石橋　豊次郎 いしばし　とよじろう 短歌 1906年（明39）9月13日～1992年（平4）10月

石原　八束 いしはら　やつか 俳句 1919年（大8）11月20日～1998年（平10）7月16日

石森　延男 いしもり　のぶお 児童文学、国語学者 1897年（明30）6月16日～1987年（昭62）8月14日

                 あ

                 い



人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

石山　透 いしやま　とおる シナリオ 1927年（昭2）5月15日～1985年（昭60）12月3日

石山　正雄 いしやま　まさお 短歌 1914年（大3）2月5日～2005年（平17）9月

泉　孝 いずみ　たかし 短歌 1916年（大5）8月1日～2007年（平19）7月13日

市瀬　見 いちのせ　けん 新聞記者 1918年（大7）6月5日～2002年（平14）3月28日

井手　賁夫 いで　あやお 独文学研究 1910年（明43）10月18日～1995年（平7）5月19日

伊藤　信吉 いとう　しんきち 詩、評論 1906年（明39）11月30日～2002年（平14）8月3日

伊藤　俊夫 いとう　としお 詩 1907年（明40）10月30日～1998年（平10）5月25日

伊藤　兎志郎 いとう　としろう 小説 1925年（大14）3月11日～2002年（平14）3月18日

伊藤　雪女 いとう　ゆきじょ 俳句 1898年（明31）2月12日～1988年（昭63）5月1日

伊藤　蘭水 いとう　らんすい 俳句 1918年（大7）11月11日～1992年（平4）7月31日

伊東　廉 いとう　れん 詩 1922年（大11）2月15日～2004年（平16）5月1日

稲月　蛍介 いなづき　けいすけ 俳句 1931年（昭6）12月5日～2004年（平16）

犬飼　哲夫 いぬかい　てつお 動物学 1897年（明30）10月31日～1989年（平元）7月31日

井上　蛙宙 いのうえ　あちゅう 俳句 1927年（昭2）3月30日～1997年（平9）9月

いのうえ　ひょう いのうえ　ひょう 詩、小説 1938年（昭13）7月9日～2002年（平15）12月13日

井上　二美 いのうえ　ふみ 児童文学 1922年（大11）11月12日～2012年（平24）3月31日

井上　光晴 いのうえ　みつはる 小説 1926年（大15）5月15日～1992年（平4）5月30日

井上　靖 いのうえ　やすし 小説 1907年（明40）5月6日～1991年（平3）1月29日

猪股　泰 いのまた　ゆたか 短歌 1931年（昭6）11月22日～1994年（平6）2月

今井　鴻象 いまい　こうしょう 詩、児童文学 1904年（明37）9月5日～1988年（昭63）11月15日

今井　泰子 いまい　やすこ 評論、近代文学研究 1933年（昭8）4月25日～2009年（平21）

入江　好之 いりえ　よしゆき 詩、児童文学 1907年（明40）9月4日～1989年（平元）8月8日

岩城　三郎 いわき　さぶろう 短歌 1927年（昭2）4月2日～2005年（平17）8月

岩城　之徳 いわき　ゆきのり 近代文学研究 1923年（大12）11月3日～1995年（平7）8月3日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

上西　晴治 うえにし　はるじ 小説 1925年（大14）1月7日～2009年（平21）11月10日

上野　新之輔 うえの　しんのすけ 短歌 1908年（明41）1月24日～1988年（昭63）5月9日

魚住　あらた うおずみ　あらた 短歌 1909年（明42）1月24日～2007年（平19）1月

氏家　夕方 うじいえ　ゆうかた 俳句 1907年（明40）12月12日～1993年（平5）12月12日

薄井　うめ うすい　うめ 短歌 1919年（大8）8月10日～2009年（平21）9月

打木　村治 うちき　むらじ 小説 1904年（明37）4月21日～1990年（平2）5月29日

内村　剛介 うちむら　ごうすけ 評論、ロシア文学研究 1920年（大9）3月12日～2009年（平21）1月30日

内村　直也 うちむら　なおや 劇作 1909年（明42）8月15日～1989年（平元）7月27日

内山　筏杖 うちやま　ばつじょう 俳句 1906年（明39）9月4日～1988年（昭63）7月14日

宇野　渭水 うの　いすい 俳句 1918年（大7）11月9日～1991年（平3）10月19日

宇野　千代 うの　ちよ 小説 1897年（明30）11月28日～1996年（平8）6月10日

生方　たつゑ うぶかた　たつえ 短歌 1905年（明38）2月23日～2000年（平12）1月18日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

江口　源四郎 えぐち　げんしろう 短歌 1917年（大6）10月7日～没年月日不詳

遠藤　勝一 えんどう　しょういち 短歌 1895年（明28）2月13日～1991年（平3）5月5日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

扇畑　忠雄 おうぎばた　ただお 短歌 1911年（明44）2月15日～2005年（平17）7月16日

大磯　ひろし おおいそ　ひろし 俳句 1918年（大7）1月15日～1988年（昭63）2月28日

大江　賢次 おおえ　けんじ 小説 1905年（明38）9月20日～1987年（昭62）2月1日

大江　満雄 おおえ　みつお 詩 1906年（明39）7月23日～1991年（平3）10月12日

大久保　テイ子 おおくぼ　ていこ 詩 1930年（昭5）2月2日～2002年（平14）4月10日

大熊　信行 おおくま　のぶゆき 短歌、評論、経済学 1893年（明26）2月18日～1977年（昭52）6月20日

大籠　蘆雪 おおごもり　ろせつ 俳句 1904年（明37）4月10日～1991年（平3）11月27日

大沢　重夫 おおさわ　しげお 詩 1901年（明34）6月18日～1994年（平6）2月3日

大柴　甲子郎 おおしば　こうしろう 俳句 1924年（大13）3月17日～2007年（平19）6月12日

                 う

                 え

                 お



人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

大治　柳哉 おおじ　りゅうや 短歌 1909年（明42）11月19日～1997年（平9）

太田　絢子 おおた　あやこ 短歌 1916年（大5）3月17日～2009年（平21）10月31日

太田　比古象 おおた　ひこぞう 短歌 1904年（明37）12月7日～1996年（平8）1月28日

太田　緋吐子 おおた　ひとし 俳句 1910年（明43）6月29日～1998年（平10）6月12日

太田　光夫 おおた　みつお 短歌 1926年（大15）10月1日～ 2004年（平16）6月

大塚　陽子 おおつか　ようこ 短歌 1930年（昭5）7月12日～2007年（平19）8月18日

大津　禅良 おおつ　ぜんりょう 俳句 1896年（明29）7月22日～1988年（昭63）3月3日

大沼　スミ おおぬま　すみ 短歌 1917年（大6）5月9日～1991年（平3）4月2日

大野　利子 おおの　としこ 短歌 1914年（大3）9月2日～1988年（昭63）3月16日

大野　黙然人 おおの　もくねひと 短歌、版画 1914年（大3）7月4日～2008年（平20）5月

大場　豊吉 おおば　とよきち 詩 1923年（大12）1月27日～没年月日不明

おおば　比呂司 おおば　ひろし 漫画 1921年（大10）12月17日～1988年（昭63）8月18日

大広　行雄 おおひろ　ゆきお 詩 1925年（大14）5月17日～2005年（平17）4月

岡澤　康司 おかざわ　こうし 俳句 1922年（大11）5月31日～2006年（平18）7月15日

小笠原　賢二 おがさわら　けんじ 編集者、批評家 1946年（昭21）4月15日～2004年（平16）10月4日

小笠原　克 おがさわら　まさる 評論、近代文学研究 1931年（昭6）9月3日～1999年（平11）12月9日

緒方　厚子 おがた　あつこ 俳句 1908年（明41）11月18日～1993年（平5）4月

岡山　去風 おかやま　きょふう 短歌 1923年（大12）4月10日～1991年（平3）6月

沖口　遼々子 おきぐち　りょうりょうし 俳句 1909年（明42）8月8日～1990年（平2）9月14日

小国　孝徳 おぐに　たかのり 短歌 1917年（大6）5月～2010年（平22）3月3日

奥野　健男 おくの　たけお 評論 1926年（大15）7月25日～1997年（平9）11月26日

尾崎　道子 おざき　みちこ 詩 1933年（昭8）3月2日～1999年（平11）10月26日

長見　義三 おさみ　ぎぞう 小説 1908年（明41）5月13日～1994年（平6）4月21日

小田切　進 おだぎり　すすむ 評論 1924年（大13）9月13日～1992年（平4）12月20日

小田切　秀雄 おだぎり　ひでお 評論 1916年（大5）9月10日～2000年（平12）5月24日

小田　重子 おだ　しげこ 短歌 1894年（明27）1月15日～1989年（平元）3月22日

小田島　思遠 おだじま　しおん 短歌 1915年（大4）7月～1989年（平元）4月

小田　節子 おだ　せつこ 詩 1929年（昭4）4月29日～2008年（平20）8月16日

小田　哲夫 おだ　てつお 短歌 1913年（大2）12月15日～1990年（平2）2月

小田　基 おだ　もとい 小説 1931年（昭6）6月7日～2000年（平12）11月

折原　きゑ女 おりはら　きえじょ 俳句 1902年（明35）5月18日～1990年（平2）4月9日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

開高　健 かいこう　たけし 小説 1930年（昭5）12月30日～1989年（平元）12月9日

鍵谷　幸信 かぎや　ゆきのぶ 英文学、詩、評論 1930年（昭5）7月26日～1989年（平元）1月16日

笠井　清 かさい　きよし 小説 1911年（明44）3月20日～1990年（平2）12月20日

笠松　久子 かさまつ　ひさこ 俳句 1920年（大9）1月28日～1993年（平5）8月17日

笠谷　紅青紫 かさや　こうせいし 俳句 1907年（明40）9月8日～1992年（平4）1月27日

柏倉　俊三 かしわくら　しゅんぞう 英文学研究、エッセー 1898年（明31）10月21日～1996年（平8）

片山　栄志 かたやま　えいじ 短歌 1916年（大5）11月10日～2007年（平19）8月24日

勝又　木風雨 かつまた　もくふうう 俳句 1914年（大3）11月8日～1997年（平9）1月23日

加藤　愛夫 かとう　あいお 詩 1902年（明35）4月19日～1979年（昭54）10月23日

加藤　楸邨 かとう　しゅうそん 俳句 1905年（明38）5月26日～1993年（平5）7月3日

かなまる　よしあき かなまる　よしあき 小説 1928年（昭3）8月21日～2007年（平19）11月13日

金谷　信夫 かなや　のぶお 俳句 1914年（大3）1月2日～1991年（平3）5月25日

金子　きみ かねこ　きみ 小説 1916年（大5）2月12日～2009年（平21）6月23日

金子　静光 かねこ　せいこう 短歌 1903年（明36）9月23日～1999年（平11）4月

金崎　葭杖 かねさき　かじょう 俳句 1912年（大元）10月15日～1996年（平8）

鎌田　純一 かまだ　じゅんいち 小説 1934年（昭9）11月8日～2000年（平12）10月4日

鎌田　薄氷 かまだ　はくひょう 俳句 1910年（明43）2月5日～1985年（昭60）10月

                 か



人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

亀山　正治 かめやま　しょうじ 短歌 1913年（大2）1月29日～1987年（昭62）3月9日

萱野　茂 かやの　しげる アイヌ文化研究 1926年（大15）6月15日～2006年（平18）5月6日

川内　康範 かわうち　こうはん 小説 1920年（大9）2月26日～2008年（平20）4月6日

川喜多　二郎 かわきた　じろう 民族学 1920年（大9）5月11日～2009年（平21）7月8日

川崎　彰彦 かわさき　あきひこ 小説 1933年（昭8）9月27日～2010年（平22）2月4日

川嶋　至 かわしま　いたる 評論 1935年（昭10）2月24日～2001年（平13）7月2日

河　草之介 かわ　そうのすけ 俳句 1933年（昭8）1月17日～2005年（平17）1月3日

川端　何洗 かわばた　かせん 俳句 1905年（明38）6月1日～1994年（平6）7月20日

川端　麟太 かわばた　りんた 俳句 1919年（大8）1月16日～1987年（昭62）6月

川辺　為三 かわべ　ためぞう 小説 1928年（昭3）11月29日～1999年（平11）4月16日

川村　淳一 かわむら　じゅんいち 小説、短歌 1922年（大11）1月27日～1996年（平8）4月6日

川村　清吉 かわむら　せいきち 短歌 1914年（大3）3月29日～1988年（昭63）

川村　濤人 かわむら　とうじん 短歌 1904年（明37）11月27日～1990年（平2）11月6日

河邨　文一郎 かわむら　ぶんいちろう 詩 1917年（大6）4月15日～2004年（平16）3月30日

川村　弥生 かわむら　やよい 短歌 1915年（大4）3月24日～2010年（平22）7月29日

上林　猷夫 かんばやし　みちお 詩 1914年（大3）2月21日～2001年（平13）9月10日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

木内　綾 きうち　あや 工芸 1924年（大13）7月7日～2006年（平18）11月5日

木内　進 きうち　すすむ 詩 1908年（明41）12月20日～1990年（平2）1月9日

菊地　京路 きくち　きょうろ 俳句 1901年（明34）10月15日～1993年（平5）2月22日

菊地　滴翠 きくち　てきすい 俳句 1916年（大5）7月15日～2005年（平17）3月3日

菊地　徹子 きくち　てつこ 詩 1925年（大14）5月1日～2004年（平16）2月23日

菊村　到 きくむら　いたる 小説 1925年（大14）5月15日～1999年（平11）4月3日

木島　始 きじま　はじめ 詩 1928年（昭3）2月4日～2004年（平16）8月14日

北川　緑雨 きたがわ　りょくう 短歌 1912年（明45）3月1日～1994年（平6）2月11日

北　光星 きた　こうせい 俳句 1923年（大12）3月5日～2001年（平13）3月17日

北嶋　虚石 きたじま　きょせき 俳句 1923年（大12）3月20日～1990年（平2）9月13日

北野　洸 きたの　こう 小説 1921年（大10）7月30日～2010年（平22）5月8日

北見　恂吉 きたみ　じゅんきち 短歌 1902年（明35）2月7日～1990年（平2）11月13日

北　杜夫 きた　もりお 小説 1927年（昭2）5月1日～2011年（平23）10月24日

木下　順一 きのした　じゅんいち 小説 1929年（昭4）4月10日～2005年（平17）10月27日

木下　春影 きのした　しゅんえい 俳句 1897年（明30）12月15日～1993年（平5）7月21日

木下　路石 きのした　ろせき 俳句 1926年（大15）8月20日～1991年（平3）2月1日

木野　工 きの　たくみ 小説 1920年（大9）6月15日～2008年（平20）8月3日

木村　久邇典 きむら　くにのり 評論 1923年（大12）7月11日～2000年（平12）4月12日

木村　哲郎 きむら　てつろう 詩 1936年（昭11）9月12日～2000（平12）8月11日

曲線　立歩 きょくせん　りっぽ 川柳 1910年（明43）1月23日～2003年（平15）5月

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

九鬼　伍平 くき　ごへい 小説 1932年（昭7）5月3日～2002年（平14）3月17日

草路　れい くさじ　れい 短歌 1911年（明44）10月13日～1994年（平6）2月

草野　心平 くさの　しんぺい 詩 1903年（明36）5月12日～1988年（昭63）11月12日

草森　紳一 くさもり　しんいち 評論 1938年（昭13）2月23日～2008年（平20）3月20日

串田　孫一 くしだ　まごいち 哲学、詩、随筆 1915年（大4）11月12日～2005年（平17）7月8日

九島　勝太郎 くしま　かつたろう 文化運動 1906年（明39）9月20日～1993年（平5）9月26日

九津見　房子 くづみ　ふさこ 社会主義運動 1890年（明23）10月18日～1980年（昭55）7月15日

國松　登 くにまつ　のぼる 絵画、俳句 1907年（明40）5月6日～1994年（平6）4月18日

窪田　薫 くぼた　かおる 俳句 1924年（大13）3月7日～1999年（平11）10月4日

窪田　精 くぼた　せい 小説 1921年（大10）4月15日～2004年（平16）2月29日

久保　吉春 くぼ　よしはる 郷土史 1924年（大13）3月8日～1989年（平元）8月14日

倉島　齊 くらしま　せい 小説・シナリオ 1932年（昭7）1月22日～2011年（平23）10月27日

                 き

                 く



人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

蔵原　惟人 くらはら　これひと 評論 1902年（明35）1月26日～1991年（平3）1月25日

郡司　正勝 ぐんじ　まさかつ 演劇評論 1913年（大2）7月7日～1998年（平10）4月15日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

小池　嘉四郎 こいけ　かしろう 俳句 1913年（大2）2月16日～1994年（平6）4月25日

小池　喜孝 こいけ　きこう 民衆史研究 1916年（大5）9月11日～2003年（平15）11月28日

小池　次陶 こいけ　じとう 俳句 1910年（明43）11月10日～1996年（平8）5月19日

越郷　黙朗 こしごう　もくろう 川柳 1912年（明45）7月18日～1996年（平8）5月20日

後藤　軒太郎 ごとう　けんたろう 俳句 1919年（大8）2月8日～2008年（平20）3月11日

後藤　竜二 ごとう　りゅうじ 児童文学 1943年（昭18）6月24日～2010年（平22）7月3日

小林　金三 こばやし　きんぞう 評論 1923年（大12）7月4日～2010年（平22）7月18日

小林　孝虎 こばやし　たかとら 短歌 1923年（大12）5月3日～2004年（平16）12月19日

小林　とし子 こばやし　としこ 俳句 1926年（大15）6月17日～1991年（平3）5月9日

小松　瑛子 こまつ　えいこ 詩 1929年（昭4）5月26日～2000年（平12）5月30日

小松　茂 こまつ　しげる 小説 1923年（大12）6月27日～2007年（平19）6月15日

小松　伸六 こまつ　しんろく 抽文学研究、評論 1914年（大3）9月28日～2006年（平18）4月20日

小森　利夫 こもり　としお 短歌 1908年（明41）6月1日～1994年（平6）6月5日

小森　汎 こもり　ひろし 短歌 1915年（大4）7月5日～1994年（平6）7月

近藤　潤一 こんどう　じゅんいち 俳句 1931年（昭6）2月1日～1994年（平6）9月16日

近藤　芳美 こんどう　よしみ 短歌 1913年（大2）5月5日～2006年（平18）6月21日

金野　知足 こんの　ちそく 俳句 1898年（明31）12月28日～1990年（平2）6月25日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

犀川　野火男 さいかわ　のびお 俳句 1928年（昭3）9月20日～2002年（平15）12月22日

斎藤　邦男 さいとう　くにお 詩 1921年（大10）2月21日～2006年（平18）2月13日

斎藤　大雄 さいとう　だいゆう 川柳 1933年（昭8）2月18日～2008年（平20）6月29日

斎藤　史 さいとう　ふみ 短歌 1909年（明42）2月14日～2002年（平14）5月26日

坂井　一郎 さかい　いちろう 詩 1915年（大4）1月27日～1990年（平11）3月20日

坂井　まつば女 さかい　まつばじょ 俳句 1892年（明25）4月24日～1986年（昭61）7月28日

榊原　雪毬子 さかきばら　せつきゅうし 俳句 1913年（大2）4月1日～1993年（平5）9月21日

坂口　波路 さかぐち　はろ 俳句 1917年（大6）8月2日～2006年（平18）5月1日

坂田　文子 さかた　ふみこ 短歌、俳句 1916年（大5）7月24日～1999年（平11）8月

坂本　一亀 さかもと　かずき 編集 1921年（大10）12月8日～2002年（平14）9月28日

坂本　幸四郎 さかもと　こうしろう 評論 1924年（大13）9月19日～1999年（平11）5月10日

桜井　勝美 さくらい　かつみ 詩、評論 1908年（明41）2月20日～1995年（平7）7月24日

笹尾　礼三 ささお　れいぞう 俳句 1928年（昭3）12月15日～1991年（平3）4月26日

佐々木　あきら ささき　あきら 俳句 1897年（明30）6月6日～1996年（平8）

佐々木　逸郎 ささき　いつろう 詩、シナリオ 1927年（昭2）11月28日～1992年（平4）1月17日

佐々木　子興 ささき　しこう 俳句 1910年（明43）3月1日～1995年（平7）4月10日

佐々木　孝丸 ささき　たかまる 劇作、俳優 1898年（明31）1月30日～1986年（昭61）12月28日

佐々木　武観 ささき　たけみ 劇作 1923年（大12）12月28日～2000年（平12）7月22日

佐々木　丸美 ささき　まるみ 小説 1949年（昭24）1月23日～2005年（平17）12月25日

佐々木　露舟 ささき　ろしゅう 俳句 1912年（大元）10月23日～2007年（平19）3月10日

笹沢　左保 ささざわ　さほ 小説 1930年（昭5）11月15日～2002年（平14）10月21日

佐多　稲子 さた　いねこ 小説 1904年（明37）6月1日～1998年（平10）10月12日

颯手　達治 さつて　たつじ 小説 1924年（大13）6月13日～2009年（平21）4月11日

佐藤　鴬渓 さとう　おうけい 川柳 1906年（明39）1月10日～2002年（平14）4月

佐藤　喜一 さとう　きいち 小説、評論 1911年（明44）12月10日～1992年（平4）3月2日

佐藤　洸世 さとう　こうせい 俳句 1911年（明44）2月28日～1986年（昭61）7月20日

佐藤　佐太郎 さとう　さたろう 短歌 1909年（明42）11月13日～1987年（昭62）8月8日

佐藤　しげ さとう　しげ 詩 1916年（大5）7月17日～1993年（平5）8月9日

佐藤　たすく さとう　たすく 俳句 1903年（明36）10月4日～1994年（平6）10月9日

佐藤　忠良 さとう　ちゅうりょう 彫刻 1912年（明45）7月4日～2011年（平23）3月30日

                 こ

                 さ



人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

佐藤　初夫 さとう　はつお 詩、短歌 1910年（明43）6月12日～1992年（平4）12月17日

佐藤　晴生 さとう　はるお 俳句 1918年（大7）6月20日～2006年（平18）10月19日

佐藤　泰志 さとう　やすし 小説 1949年（昭24）4月26日～1990年（平2）10月10日

里見　純世 さとみ　じゅんせい 短歌 1919年（大8）12月～2010年（平22）6月20日

澤田　誠一 さわだ　せいいち 小説 1920年（大9）9月18日～2007年（平19）6月5日

澤野　久雄 さわの　ひさお 小説 1912年（大元）12月30日～1992年（平4)12月17日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

塩野谷　秋風 しおのや　しゅうふう 俳句 1909年（明42）10月10日～1986年（昭61）2月27日

志賀　磯子 しが　いそこ 短歌 1915年（大4）12月2日～1991年（平3）

重兼　芳子 しげかね　よしこ 小説 1927年（昭2）3月7日～1993年（平5）8月22日

滋野　透子 しげの　すみこ 児童文学 1921年（大10）5月4日～2000年（平12）11月14日

重森　直樹 しげもり　なおき 小説 1926年（大15）3月15日～2003年（平15）5月16日

志田　白雨 しだ　はくう 俳句 1907年（明40）1月22日～2005年（平17）3月29日

柴生田　稔 しぼうた　みのる 短歌、国文学 1904年（明37）6月26日～1991年（平3）8月20日

島　恒人 しま　こうじん 俳句 1924年（大13）2月13日～2000年（平12）3月16日

清水　堅一 しみず　けんいち 短歌 1917年（大6）2月8日～2005年（平17）11月

志水　汎 しみず　はん 短歌 1910年（明43）5月1日～2001年（平13）

清水　康雄 しみず　やすお 詩、出版 1932年（昭7）2月4日～1999年（平11）2月21日

下村　保太郎 しもむら　やすたろう 詩 1909年（明42）8月15日～1985年（昭60）12月4日

白井　長流水 しらい　ちょうりゅうすい 俳句 1894年（明27）1月29日～1986年（昭61）10月13日

城山　三郎 しろやま　さぶろう 小説 1927年（昭2）8月12日～2007年（平19）3月22日

神保　光太郎 じんぼ　こうたろう 詩 1905年（明38）11月29日～1990年（平2）10月24日

新間　進一 しんま　しんいち 国文学研究 1917年（大6）9月3日～2005年（平17）12月11日

新明　紫明 しんみょう　しめい 俳句 1928年（昭3）8月13日～2006年（平18）4月3日

新明　セツ子 しんみょう　せつこ 俳句 1930年（昭5）10月14日～2011年（平23）8月22日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

杉浦　明平 すぎうら　みんぺい 評論、小説 1913年（大2）6月9日～2001年（平13）3月14日

杉本　春生 すぎもと　はるお 詩 1926年（大15）3月21日～1990年（平2）7月6日

鈴木　恭三 すずき　きょうぞう 俳句 1934年（昭9）10月30日～1992年（平4）5月5日

鈴木　重吉 すずき　じゅうきち 米文学 1916年（大5）9月14日～2002年（平14）11月30日

鈴木　青光 すずき　せいこう 俳句 1927年（昭2）1月3日～1994年（平6）6月1日

鈴木　青柳 すずき　せいりゅう 川柳 1908年（明41）8月13日～1999年（平11）4月

鈴木　杜世春 すずき　とよはる 短歌 1925年（大14）5月15日～1996年（平8）

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

青野　麦秋 せいの　ばくしゅう 俳句 1925年（大14）3月20日～1988年（昭63）8月16日

瀬戸　哲郎 せと　てつろう 詩 1919年（大8）1月21日～1985年（昭60）10月22日

瀬沼　茂樹 せぬま　しげき 評論 1904年（明37）10月6日～1988年（昭63）8月14日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

園田　夢蒼花 そのだ　むそうか 俳句 1913年（大2）12月15日～2001年（平13）6月1日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

高木　彬光 たかぎ　あきみつ 小説 1920年（大9）9月25日～1995年（平7）9月9日

高木　牛花 たかぎ　ぎゅうか 俳句 1913年（大2）1月27日～1991年（平3）6月5日

高倉　新一郎 たかくら　しんいちろう 農学、郷土史 1902年（明35）11月23日～1990年（平2）6月7日

高瀬　白洋 たかせ　はくよう 俳句 1908年（明41）12月8日～2003年（平15）1月15日

高田　敏子 たかだ　としこ 詩 1914年（大3）9月16日～1989年（平元）5月28日

高田　光穂 たかだ　みつぼ 川柳 1922年（大11）3月18日～1993年（平5）3月

高野　斗志美 たかの　としみ 評論 1929年（昭4）7月7日～2002年（平14）7月9日

高橋　揆一郎 たかはし　きいちろう 小説 1928年（昭3）4月10日～2007年（平19）1月31日

高橋　貞俊 たかはし　さだとし 俳句 1913年（大2）5月15日～1999年（平11）3月16日

高橋　英衛 たかはし　ひでえい 短歌 1908年（明41）3月8日～1993年（平5）12月
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人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

高橋　笛美 たかはし　ふえみ 俳句 1928年（昭3）3月10日～2010年（平22）4月19日

高橋　義孝 たかはし　よしたか 独文学研究・評論 1913年（大2）3月27日～1995年（平7）7月21日

高橋　和光 たかはし　わこう 短歌 1911年（明44）12月2日～2003年（平15）9月23日

高山　亮二 たかやま　りょうじ 近代文学研究 1916年（大5）9月27日～2001年（平13）10月17日

滝川　句楽 たきかわ　くらく 川柳 1909年（明42）3月1日～1987年（昭62）1月

琢磨　緑泉 たくま　りょくせん 俳句 1923年（大12）3月31日～1993年（平5）6月23日

匠　秀夫 たくみ　ひでお 美術評論 1924年（大13）11月28日～1994年（平6）9月14日

竹内　てるよ たけうち　てるよ 詩 1904年（明37）12月21日～2001年（平13）2月4日

竹岡　和田男 たけおか　わだお 美術、映画評論 1928年（昭3）10月21日～2000年（平12）9月4日

武田　繁太郎 たけだ　しげたろう 小説 1919年（大8）8月20日～1986年（昭61）6月8日

武田　隆子 たけだ　たかこ 詩 1909年（明42）1月14日～2008年（平20）5月25日

武田　友寿 たけだ　ともじゅ 評論 1931年（昭6）1月16日～1991年（平3）2月1日

竹中　雨閣 たけなか　うかく 俳句 1913年（大2）1月13日～1988年（昭63）3月29日

立野　正之 たての　まさゆき 短歌 1902年（明35）8月9日～1999年（平11）5月

館　美保子 たて　みほこ 詩 1893年（明26）3月11日～1990年（平2）12月8日

田中　小実昌 たなか　こみまさ 小説 1925年（大14）4月29日～2000年（平12）2月27日

田中　北斗 たなか　ほくと 俳句 1922年（大11）3月15日～2005年（平17）2月27日

棚川　音一 たなかわ　おといち 短歌 1922年（大11）6月20日～1994年（平6）11月

谷口　広志 たにぐち　ひろし 文化運動 1917年（大6）8月23日～1990年（平2）

田上　義也 たのうえ　よしや 建築 1899年（明32）5月5日～1991年（平3）8月17日

玉川　雄介 たまがわ　ゆうすけ 児童文学 1910年（明43）2月10日～2009年（平21）12月18日

玉手　北肇 たまて　ほくちょう 俳句 1920年（大9）11月6日～1988年（昭63）8月30日

田宮　慧子 たみや　けいこ 小説 1927年（昭2）1月16日～1992年（平4）10月9日

田宮　虎彦 たみや　とらひこ 小説 1911年（明44）8月5日～1988年（昭63）4月9日

田村　哲三 たむら　てつみ 短歌 1930年（昭5）4月10日～2000年（平12）7月26日

田村　昌由 たむら　まさよし 詩 1913年（大2）5月17日～1994年（平6）5月29日

田元　北史 たもと　ほくし 俳句 1910年（明43）9月20日～1994年（平6）5月23日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

千田　三四郎 ちだ　さんしろう 小説 1922年（大11）5月18日～2005年（平17）8月2日

長　光太 ちょう　こうた 詩 1907年（明40）4月8日～1999年（平11）7月10日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

塚本　邦雄 つかもと　くにお 短歌 1920年（大09）8月7日～2005年（平17）6月9日

辻岡　一羊 つじおか　いちよう 俳句 1906年（明39）6月23日～1995年（平7）1月2日

辻　邦生 つじ　くにお 小説 1925年（大14）9月24日～1999年（平11）7月29日

津田　露木 つだ　ろぼく 俳句 1912年（明45）2月1日～1991年（平3）5月1日

土谷　重朗 つちや　じゅうろう 短歌 1904年（明37）3月10日～1994年（平6）1月

土屋　文明 つちや　ぶんめい 短歌 1890年（明23）9月18日～1990年（平2）12月8日

綱淵　謙錠 つなぶち　けんじょう 小説 1924年（大13）9月21日～1996年（平8）4月14日

鶴田　知也 つるた　ともや 小説 1902年（明35）2月19日～1988年（昭63）4月1日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

手塚　義隆 てづか　よしたか 短歌 1924年（大13）4月19日～1999年（平11）7月1日

寺久保　友哉 てらくぼ　ともや 小説 1937年（昭12）6月4日～1999年（平11）1月22日

寺師　治人 てらし　はるひと 短歌 1916年（大5）9月14日～2003年（平15）5月21日

寺島　露月 てらしま　ろげつ 俳句 1924年（大13）12月1日～1985年（昭60）10月

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

塔崎　健二 とうざき　けんじ 評論 1944年（昭19）2月14日～1995年（平7)

百目鬼　恭三郎 どうめき　きょうざぶろう 評論 1926年（大15）2月8日～1991年（平3）3月31日

堂本　茂 どうもと　しげる 小説 1924年（大13）8月2日～1997年（平9）11月22日

戸川　幸夫 とがわ　ゆきお 小説 1912年（明45）4月19日～2004年（平16）5月1日

所　雅彦 ところ　まさひこ 小説 1935年（昭10）7月5日～2011年（平23）
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人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

戸田　正彦 とだ　まさひこ 新聞記者 1924年（大13）1月22日～1994年（平6）7月23日

富岡　木之介 とみおか　きのすけ 俳句 1919年（大8）4月5日～1995年（平7）1月28日

富原　孝 とみはら　たかし 詩 1920年（大9）7月15日～2006年（平18）3月8日

鳥居　省三 とりい　しょうぞう 評論 1925年（大14）8月1日～2006年（平18）5月4日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

中紙　輝一 なかがみ　きいち 小説 1922年（大11）11月18日～1992年（平4）8月19日

中越　華章 なかごし　かしょう 俳句 1908年（明41）2月16日～1988年（昭63）6月4日

中沢　茂 なかざわ　しげる 小説 1909年（明42）1月4日～1997年（平9）9月1日

長沢　としを ながさわ　としお 川柳 1920年（大9）9月8日～2000年（平12）12月

長沢　美津 ながさわ　みつ 短歌 1905年（明38）11月4日～2005年（平17）4月26日

中嶋　立 なかじま　りつ 俳句 1933年（昭8）3月28日～2002年（平15）6月26日

中台　泰史 なかだい　たいし 俳句 1923年（大12）5月26日～1994年（平6）6月27日

永田　耕一郎 ながた　こういちろう 俳句 1918年（大7）9月20日～2006年（平18）8月20日

永田　秀郎 ながた　ひでろう 劇作 1934年（昭9）7月16日～2009年（平21）8月5日

中田　稔 なかた　みのる 俳句 1921年（大10）11月2日～1986年（昭61）7月

永田　洋平 ながた　ようへい 動物文学、詩 1917年（大6）10月10日～2002年（平14）1月19日

長野　京子 ながの　きょうこ 児童文学 1914年（大3）1月1日～2008年（平20）2月18日

中村　光夫 なかむら　みつお 評論 1911年（明44）2月5日～1988年（昭63）7月12日

中山　周三 なかやま　しゅうぞう 短歌 1916年（大5）8月13日～1999年（平11）9月22日

中山　照華 なかやま　しょうか 俳句 1883年（明26）1月15日～1986年（昭61）12月17日

中山　信 なかやま　のぶ 短歌 1920年（大9）6月9日～2004年（平16）10月2日

中山　勝 なかやま　まさる 短歌 1906年（明39）3月24日～1989年（平元）8月19日

名島　俊子 なじま　としこ 短歌 1912年（明45）8月3日～1995年（平7）6月11日

夏堀　正元 なつぼり　まさもと 小説 1925年（大14）1月30日～1999年（平11）1月4日

浪花　剛 なにわ　つよし 出版 1924年（大13）2月9日～2010年（平22）11月19日

鍋山　隆明 なべやま　りゅうめい 短歌 1917年（大6）6月20日～1988年（昭63）4月26日

並川　公 なみかわ　こう 詩 1915年（大4）4月18日～1992年（平2）7月1日

成田　昭男 なりた　あきお 俳句 1927年（昭2）10月10日～2007年（平19）3月16日

成田　智世子 なりた　ちせこ 俳句 1929年（昭4）11月22日～1988年（昭63）12月30日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

新妻　博 にいづま　ひろし 詩、俳句 1917年（大6）9月30日～2012年（平24）2月3日

西川　青濤 にしかわ　せいとう 短歌 1905年（明38）3月22日～1994年（平6）2月

錦　俊坊 にしき　としぼう 川柳 1923年（大12）5月28日～1997年（平9）3月

西谷　能雄 にしたに　よしお 出版 1913年（大2）9月8日～1995年（平7）4月29日

西野　辰吉 にしの　たつきち 小説 1916年（大5）2月12日～1999年（平11）10月21日

西村　一平 にしむら　いっぺい 短歌 1911年（明44）12月10日～2001年（平13）9月21日

西村　寿行 にしむら　じゅこう 小説 1930年（昭5）11月3日～2007年（平19）8月23日

西村　信 にしむら　まこと 文化運動 1935年（昭10）10月20日～2000年（平12）11月3日

庭田　竹堂 にわた　ちくどう 俳句 1903年（明36）2月1日～1988年（昭63）12月30日

丹羽　文雄 にわ　ふみお 小説 1904年（明37）11月22日～2005年（平17）4月20日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

沼田　寿枝女 ぬまた　すえじょ 俳句 1918年（大7）3月28日～2007年（平19）3月9日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

野口　冨士男 のぐち　ふじお 小説 1911年（明44）7月4日～1993年（平5）11月22日

野田　寿雄 のだ　ひさお 国文学研究 1913年（大2）2月23日～2004年（平16）4月8日

野間　宏 のま　ひろし 小説 1915年（大4）2月23日～1991年（平3）1月2日

野村　良雄 のむら　ながお 詩 1931年（昭6）2月20日～2012年（平24）1月

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

博田　草樹 はかた　そうじゅ 短歌 1912年（大元）12月1日～1999年（平11）1月

萩原　葉子 はぎわら　ようこ 小説 1920年（大9）9月4日～2005年（平17）7月1日
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人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

橋本　佳代女 はしもと　かよじょ 俳句 1905年（明38）9月3日～1989年（平元）1月15日

橋本　徳寿 はしもと　とくじゅ 短歌 1894年（明27）9月10日～1989年（平元）

長谷川　四郎 はせがわ　しろう 小説 1909年（明42）6月7日～1987年（昭62）4月19日

長谷川　正治 はせがわ　まさはる 短歌、書道 1913年（大2）1月27日～1992年（平4）2月

長谷川　みさを はせがわ　みさお 詩 1928年（昭3）2月26日～2004年（平16）3月

畑沢　草羽 はたざわ　そうう 短歌 1913年（大2）7月9日～1988年（昭63）12月

羽田野　幸子 はたの　ゆきこ 詩 1914年（大3）9月17日～1995年（平7）8月13日

秦　保二郎 はた　やすじろう 詩 1913年（大2）12月14日～1997年（平9）8月19日

畑山　博 はたやま　ひろし 小説 1935年（昭10）5月18日～2001年（平13）9月2日

八匠　衆一 はっしょう　しゅういち 小説 1917年（大6）3月30日～2004年（平16）6月21日

浜　一郎 はま　いちろう 短歌 1915年（大4）2月6日～1990年（平2）1月

林　直樹 はやし　なおき 詩 1934年（昭9）11月23日～2006年（平18）9月9日

林　白言 はやし　はくげん エッセー 1923年（大12）6月23日～1995年（平7）1月26日

原子　公平 はらこ　こうへい 俳句 1919年（大8）9月14日～2004年（平16）7月18日

原田　康子 はらだ　やすこ 小説 1928年（昭3）1月12日～2009年（平21）10月20日

針山　和美 はりやま　かずみ 小説 1930年（昭5）7月12日～2003年（平15）7月11日

春山　行夫 はるやま　ゆきお 詩、評論、文化史 1902年（明35）7月1日～1994年（平6）10月10日

萬上　義次 ばんじょう　よしつぐ 短歌 1911年（明44）3月19日～1988年（昭63）8月

半村　良 はんむら　りょう 小説 1933年（昭8）10月27日～2002年（平14）3月4日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

菱川　善夫 ひしかわ　よしお 短歌、評論 1929年（昭4）6月3日～2007年（平19）12月15日

氷室　冴子 ひむろ　さえこ 小説 1957年（昭32）1月11日～2008年（平20）6月6日

平野　直 ひらの　ただし 小説 1902年（明35）3月28日～1986年（昭61）4月23日

平松　勤 ひらまつ　つとむ 短歌 1913年（大2）3月5日～2001年（平13）8月22日

平山　広 ひらやま　ひろし 近代文学研究 1926年（大15）2月20日～2001年（平13）8月3日

弘瀬　正 ひろせ　ただし 小説 1914年（大3）12月30日～1988年（昭63）8月3日

広中　白骨 ひろなか　はっこつ 俳句 1903年（明36）8月1日～1991年（平3）2月4日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

深沢　七郎 ふかざわ　しちろう 小説 1914年（大3）1月29日～1987年（昭62）8月18日

深沢　伸二 ふかざわ　しんじ 俳句 1927年（昭2）10月29日～1995年（平7）8月21日

福田　清人 ふくだ　きよと 小説、児童文学 1904年（明37）11月29日～1995年（平7）6月13日

藤枝　静男 ふじえだ　しずお 小説 1907年（明40）12月20日～1993年（平5）4月16日

藤川　日出尚 ふじかわ　ひでお 詩 1934年（昭9）4月28日～2004年（平16）6月7日

藤田　旭山 ふじた　きょくざん 俳句 1903年（明36）1月16日～1991年（平3）3月6日

藤田　光則 ふじた　みつのり 詩 1922年（大11）3月1日～2000年（平12）1月13日

藤本　英夫 ふじもと　ひでお 考古学研究 1927年（昭和2）3月23日～2005年（平17）12月24日

藤原　定 ふじわら　さだむ 詩、評論 1905年（明38）7月17日～1990年（平2）9月17日

古川　善盛 ふるかわ　よしもり 詩 1927年（昭2）12月8日～2006年（平18）1月

古瀬　吟風楼 ふるせ　ぎんぷうろう 俳句 1901年（明34）9月2日～1989年（平元）4月30日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

星野　松路 ほしの　しょうじ 俳句 1927年（昭2）1月20日～1999年（平11）1月20日

細谷　徹之助 ほそや　てつのすけ 短歌 1915年（大4）12月5日～1988年（昭63）12月5日

堀田　善衞 ほった　よしえ 小説 1918年（大7）7月17日～1998年（平10）9月5日

堀越　義三 ほりこし　よしぞう 詩 1923年（大12）2月26日～2003年（平15）4月19日

本田　錦一郎 ほんだ　きんいちろう 英文学研究 1926年（大15）11月11日～2007年（平19）1月2日

本多　秋五 ほんだ　しゅうご 評論 1908年（明41）9月22日～2001年（平13）1月13日

本多　ミサヲ ほんだ　みさお 短歌 1918年（大7）8月20日～1989年（平元）7月30日

本間　保 ほんま　たもつ 短歌 1922年（大11）7月25日～1992年（平4）7月

本間　竜二郎 ほんま　りゅうじろう 短歌 1910年（明43）3月30日～1994年（平6）5月7日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。
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人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

前川　康男 まえかわ　やすお 児童文学 1921年（大10）12月25日～2002年（平14）10月14日

前野　聖子 まえの　せいこ 俳句 1926年（大15）3月12日～2007年（平19）12月27日

増田　羽衣 ますだ　うい 俳句 1907年（明40）4月1日～1991年（平3）12月10日

益田　喜頓 ますだ　きいとん 演劇 1909年（明42）9月11日～1993年（平5）12月1日

増谷　龍三 ますたに　りゅうぞう 短歌 1930年（昭5）1月3日～1996年（平8）5月27日

松浦　睦子 まつうら　むつこ 詩 1931年（昭6）3月5日～1998年（平10）1月29日

松岡　繁雄 まつおか　しげお 詩 1921年（大10）4月30日～1990年（平3）12月8日

松尾　正路 まつお　まさみち 仏文学研究、エッセー 1905年（明38）1月7日～1991年（平3）3月26日

松田　貞夫 まつだ　さだお 評論 1930年（昭5）4月5日～1999年（平11）9月

松田　葉留枝 まつだ　はるえ 川柳 1906年（明39）5月27日～2001年（平13）10月

松永　伍一 まつなが　ごいち 詩、評論 1930年（昭5）4月22日～2008年（平20）3月3日

松原　良輝 まつばら　よしてる 詩 1931年（昭6）6月3日～2005年（平18）1月

松本　清張 まつもと　せいちょう 小説 1909年（明42）2月12日～1992年（平4）8月4日

間所　祥司 まどころ　しょうじ 俳句 1935年（昭10）7月14日～1998年（平10）8月3日

丸木　俊 まるき　とし 絵画 1912年（明45）2月11日～2000年（平12）1月13日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

三浦　綾子 みうら　あやこ 小説 1922年（大11）4月25日～1999年（平11）10月12日

三浦　哲郎 みうら　てつお 小説 1931年（昭6）3月16日～2010年（平22）8月29日

三浦　敏之 みうら　としゆき 短歌 1922年（大11）4月1日～1992年（平4）1月

三木　澄子 みき　すみこ 小説、児童文学 1909年（明42）1月2日～  1988年（昭63）4月16日※生年については諸説あり

三沢　坑子 みさわ　こうし 俳句 1915年（大4）7月15日～1989年（平元）4月19日

水口　幾代 みずぐち　いくよ 短歌 1914年（大3）7月8日～1995年（平7）5月16日

水谷　準 みずたに　じゅん 小説 1904年（明37）3月5日～2001年（平13）3月20日

三谷　木の実 みたに　このみ 詩 1910年（明43） 1月8日～2009年（平21）3月5日

水上　勉 みなかみ　つとむ 小説 1919年（大8）3月8日～2004年（平16）9月8日

宮口　良朔 みやぐち　りょうさく 短歌 1923年（大12）1月26日～1997年（平9）

三宅　草木 みやけ　そうもく 俳句 1907年（明40）2月28日～1993年（平5）5月13日

宮崎　正夫 みやざき　まさお 短歌 1940年（昭15）8月15日～2006年（平18）1月

宮崎　芳男 みやざき　よしお 短歌 1901年（明34）9月1日～1989年（平元）5月26日

宮田　千恵 みやた　ちえ 短歌 1926年（大15）9月13日～2007年（平19）2月

宮田　陽之介 みやた　ようのすけ 俳句 1902年（明35）12月20日～1994年（平6）4月4日

宮西　頼母 みやにし　たのも 短歌 1918年（大7）2月11日～2006年（平18）2月

宮野　駿 みやの　しゅん 小説 1923年（大12）5月12日～2007年（平19）6月11日

宮部　鳥巣 みやべ　ちょうそう 俳句 1921年（大10）9月19日～2007年（平19）5月29日

宮本　顕治 みやもと　けんじ 政治、評論 1908年（明41）10月17日～2007年（平19）7月18日

宮本　貞子 みやもと　さだこ 短歌 1932年（昭7）7月9日～1999年（平11）11月

宮脇　俊三 みやわき　しゅんぞう 紀行 1926年（大15）12月9日～2003年（平15）3月26日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

向井　豊昭 むかい　とよあき 小説 1933年（昭8）11月14日～2008年（平20）6月30日

村上　綾朗 むらかみ　あやお 短歌 1929年（昭4）2月24日～2005年（平17）7月

村上　元三 むらかみ　げんぞう 小説 1910年（明43）3月14日～2006年（平18）4月3日

村木　雄一 むらき　ゆういち 詩 1907年（明40）10月3日～1987年（昭62）9月23日

村田　和歌子 むらた　わかこ 詩 1917年（大6）2月26日～1996年（平8）6月13日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

目黒　草水 めぐろ　そうすい 短歌 1907年（明40）4月20日～1990年（平2）2月1日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

茂木　健太郎 もぎ　けんたろう 短歌 1915年（大4）9月13日～1990年（平2）1月29日

本山　哲朗 もとやま　てつろう 川柳 1917年（大6）10月1日～2004年（平16）10月

森　澄雄 もり　すみお 俳句 1919年（大8）2月28日～2010年（平22）8月18日

森本　三郎 もりもと　さぶろう 詩、画家 1909年（明42）11月8日～1987年（昭62）
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人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

森山　啓 もりやま　けい 小説 1904年（明37）3月10日～1991年（平3）7月26日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

八重　樫実 やえがし　みのる 小説 1922年（大11）11月1日～1999年（平11）11月29日

八木沢　不凍 やぎさわ　ふとう 俳句 1924年（大13）4月19日～1994年（平6）3月23日

八木　義徳 やぎ　よしのり 小説 1911年（明44）10月21日～1999年（平11）11月9日

社　八郎 やしろ　はちろう 俳句、川柳 1913年（大2）3月2日～1989年（平元）6月26日

八森　虎太郎 やつもり　とらたろう 詩 1914年（大3）6月12日～1999年（平12）10月24日

八剣　浩太郎 やつるぎ　こうたろう 小説 1925年（大14）10月23日～2009年（平21）6月

藪　禎子 やぶ　ていこ 近代文学研究 1930年（昭5）3月29日～2008年（平20）10月26日

山内　栄治 やまうち　えいじ 詩 1915年（大4）2月8日～2009年（平21）3月6日

山川　力 やまかわ　つとむ エッセー、評論 1913年（大2）1月19日～2001年（平13）8月8日

山岸　巨狼 やまぎし　きょろう 俳句 1910年（明43）3月22日～1997年（平9）4月28日

山口　誓子 やまぐち　せいし 俳句 1901年（明34）11月3日～1994年（平6）3月26日

山口　青邨 やまぐち　せいそん 俳句 1892年（明25）5月10日～1988年（昭63）12月15日

山崎　剛平 やまざき　ごうへい 短歌、出版 1901年（明34）6月2日～1996年（平8）7月8日

山路　ひろ子 やまじ　ひろこ 小説 1937年（昭12）10月18日～1994年（平6）10月

山田　昭夫 やまだ　あきお 評論 1928年（昭3）1月2日～2004年（平16）9月15日

山田　伍市 やまだ　ごいち 詩 1930年（昭5）3月17日～2001年（平13）9月15日

山田　順三 やまだ　じゅんぞう 詩 1930年（昭5）5月28日～2005年（平17）7月23日

山田　清三郎 やまだ　せいざぶろう 小説、評論 1896年（明29）6月13日～1987年（昭62）9月30日

山田　大雪槍 やまだ　だいせつそう 俳句 1900年（明33）1月5日～1993年（平5）10月1日

山田　秀三 やまだ　ひでぞう アイヌ文化 1899年（明32）6月30日～1992年（平4）7月28日

山田　風太郎 やまだ　ふうたろう 小説 1922年（大11）1月4日～2001年（平13）7月28日

山田　政明 やまだ　まさあき 詩 1934年（昭9）6月5日～2007年（平19）6月15日

山田　緑光 やまだ　りょくこう 俳句 1917年（大6）7月25日～2012年（平24）2月7日

山室　静 やまむろ　しずか 詩、評論 1906年（明39）12月15日～2000年（平12）3月23日

山本　健吉 やまもと　けんきち 評論 1907年（明40）4月26日～1988年（昭63）5月7日

山本　千里 やまもと　せんり 俳句 1928年（昭3）10月10日～1992年（平4）7月2日

山本　太郎 やまもと　たろう 詩 1925年（大14）11月8日～1988年（昭63）11月5日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

横井　みつる よこい　みつる 短歌 1917年（大6）11月25日～1998年（平10）9月23日

横田　庄八 よこた　しょうはち 短歌 1905年（明38）2月15日～1997年（平9）3月26日

横道　秀川 よこみち　しゅうせん 俳句 1910年（明43）2月22日～1998年（平10）6月2日

与謝野　鉄幹 よさの　てつかん 短歌、詩 1873年（明6）2月26日～1935年（昭10）3月26日

吉岡　秋帆影 よしおか　しゅうはんえい 俳句 1907年（明40）11月21日～1993年（平5）12月5日

吉川　泰夫 よしかわ　やすお 短歌 1906年（明39）12月14日～1994年（平6）4月

吉田　乙丸 よしだ　おとまる 短歌 1908年（明41）7月29日～1990年（平2）8月

吉田　寿人 よしだ　ひさと 短歌 1916年（大5）6月1日～1989年（平元）9月24日

吉田　正俊 よしだ　まさとし 短歌 1902年（明35）4月30日～1993年（平5）6月23日

吉村　昭 よしむら　あきら 小説 1927年（昭2）5月1日～2006年（平18）7月31日

吉村　唯行 よしむら　いこう 俳句 1914年（大3）12月30日～2009年（平21）2月3日

吉行　淳之介 よしゆき　じゅんのすけ 小説 1924年（大13）4月13日～1994年（平6）7月26日

吉原　幸子 よしわら　さちこ 詩 1932年（昭7）6月28日～2002年（平14）11月28日

米村　晃多郎 よねむら　こうたろう 小説 1927年（昭2）5月23日～1989年（昭61）7月18日

米谷　祐司 よねや　ゆうじ 詩 1934年（昭9）1月9月～2011年（平23）12月23日

追加・訂正部分は、赤字で表示しています。

和田　謹吾 わだ　きんご 近代文学研究 1922年（大11）5月12日～1994年（平6）11月15日

和田　徹三 わだ　てつぞう 詩 1909年（明42）8月4月～1999年（平11）6月27日

渡辺　勇 わたなべ　いさむ 短歌 1927年（昭2）3月11日～1990年（平2）12月

渡辺　左武郎 わたなべ　さぶろう 医学 1911年（明44）12月6日～1997年（平9）10月2日

                 わ

                 や

                 よ



人　名 よみがな 分　野 生没年月日 備　考

渡辺　秀二 わたなべ　しゅうじ 俳句 1921年（大10）2月4日～1993年（平5）12月

渡辺　俳瞳 わたなべ　はいどう 俳句 1905年（明38）1月28日～1991年（平3）11月4日

渡辺　ひろし わたなべ　ひろし 児童文学 1912年（明45）2月3日～1991年（平3）12月8日

渡辺　睦子 わたなべ　むつこ 俳句 1919年（大8）1月20日～1993年（平5）8月17日
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